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序
本書は東武鉄道伊勢崎線外 2線太田駅付近連続立体交

差事業に先立って、平成12~15年度に亙り発掘調査が

行われた『塚畑遺跡 • 宮内遺跡 ・ 稲荷前遺跡 ・ 三島木遺

跡 ・城ノ内遺跡』についての報告書で、先般出版した第

1集『浜町遺跡』に続くものであります。群馬県県土整

備局（旧県土木部）太田土木事務所から委託を受け、財団

法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が発掘調査及び整理事

業を実施しました。

周辺を見渡すと、金山丘陵や八王子丘陵には古墳群、

須恵器古窯跡・製鉄炉跡、平坦地には寺井廃寺や入谷遺

跡などの古代官術があったことが分かっています。また、

近年次々に行われている河川改修、土地改良工事、主要

幹線道の改築工事、北関東自動車道建設に伴う発掘調査

により、律令時代の幹線道路であった東山道駅路跡の経

路が明らかになり、太田市北部の歴史が徐々に解明され

つつあるところであります。

今回、本事業に伴い東武鉄道線路沿いに、細く長く発

掘調査が行われ、縄文時代から近世に至る様々な遺構、

遺物が発見されました。太田市市史に報告されている中

世大島城の堀に繋がる堀も追加確認することができまし

た。堀からは、中世の生活を想い描くことができる板碑

や内耳鍋なども出土しています。太田市の市街地に立地

する集落・城館の変遷を知る上でも貴重な資料の発見で

あると言えます。

遺跡の発掘調査から本報告書の刊行に至るまでには、

県土整備局太田土木事務所、群馬県教育委員会、太田市

教育委員会、太田市都市開発部市街地整備課、並びに、

東武鉄道株式会社をはじめとする諸機関、さらに、地元

関係者や発掘調査等に関わった皆様に大変なご尽力を賜

りました。ここに心から感謝申し上げますとともに、本

報告書や調査資料が広く歴史の究明に活用されることを

念願します。

平成18年 1月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長高橋勇夫





例 □

1.本報告書は、平成12~15年度に行われた東武鉄道伊勢崎線外2線太田駅付近連続立体交差事業に伴う「塚

畑遺跡」「宮内遺跡」 「稲荷前遺跡」「三島木遺跡」「城ノ内遺跡」の発掘調査報告書である。連続立体交差

事業と発掘調査遺跡 ・調査区の関係は後記別表を参照されたい。

2. 遺跡は、群馬県太田市本町・西本町・浜町・大島町に所在する。

3. 事業主体 群馬県県土整備局太田土木事務所

4. 調査・整理主体 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

5 調査期間塚畑遺跡 平成13年 9月28日～平成13年 12月28日

宮内遺跡第 1期平成12年 6月 19日～平成12年 12月31日

第2期平成15年 2月 3日～平成15年 3月 3日

稲荷前遺跡 平成12年 7月 1日～平成12年 11月 6日

三島木遺跡 平成12年 11月 1日～平成13年 3月31日

城ノ内遺跡 平成12年 11月 1日～平成13年 3月31日

浜町遺跡第 1期平成12年 11月 1日～平成13年 3月31日

第2期平成13年 8月 5日～平成13年 12月31日

第3期平成14年 7月 10日～平成15年 3月31日

第4期平成15年 4月 1日～平成15年 8月30日

調査面積 6,82lrrf 

6. 発掘調査・整理事業の体制は次のとおりである。

l,316m2 

920 rrf 

（浜町第 3期）

60 rrf 

466m2 

990 rrf 

301 rrf 

300m2 

1,868 rrf 

600 rrf 

事務担当 小野宇三郎 ・吉田 豊 ・住谷永市 ・高橋勇夫 ・木村裕紀・赤山容造・神保侑史・

津金沢吉茂・住谷進・萩原利通・渡辺健・矢崎俊夫・水田 稔・能登健・

平野進ー・ 巾 隆之 ・ 右島和夫 ・ 真下商幸・西田健彦 ・中束耕志•佐藤明人・

中沢 悟 ・ 相京建史 •井川達雄・坂本敏夫・大島信夫・植原恒夫・丸固道雄・

宮前結城雄 ・小山健夫・国定均・笠原秀樹 ・小山健夫 ・商橋房雄 ・竹内 宏 ・

須田朋子・吉田有光 ・阿久澤玄洋・今泉大作・清水秀紀・栗原幸代・柳岡良宏・

森下弘美 ・ 片岡徳雄 •田中健一・大澤友治•吉田恵子 ・ 並木綾子 • 佐藤聖行 ・

内山佳子・若田 誠 ・ 佐藤美佐子 • 本間久美子・北原かおり ・ 狩野真子 ・

今井もと子 ・中沢恵子 ・金子三枝子・松下次男 ・吉田 茂・蘇原正義・武藤秀典

調査担当 能登 健 ・相京建史 ・斎藤和之・高井佳弘・伊平 敬 ・大塚俊和 ・庭山邦幸 ・

根岸 仁 ・廣津英ー ・渡辺弘幸・杉田茂俊・久保 学 ・小林大悟

整理担当 庭山邦幸・鈴木幹子・桑原恵美子・高梨房江 ・南雲素子 ・田中暁美 ・丸橋富美子 ・

伊東悦子•関口照子 ・ 大竹由美子・狩野清美・渡辺弘幸

器械実測 田中精子 ・酒井史恵 ・富沢スミ江

保存処理 ・木器処理 関 邦ー ・土橋まり子 ・小材浩ー ・小池縁・大野容子・津久井桂ー・

田中のぶ子 ・森田智子 ・佐々木茂美



7. 整理期間 平成16年 4月 1日～平成18年 3月30日

8.本報告書の作成担当

編集 ・執筆庭山邦幸・渡辺弘幸

遺物観察 縄文土器 山口逸弘

石器、石材鑑定松村和男

中・近世陶磁器大西雅広

土師器、須恵器井川達雄

掘立柱建物 飯森康広

遺物写真撮影 佐藤元彦

遺構写真撮影 前記発掘調査担当者

航空写真撮影 （樹パスコ・ （梱シン技術コンサル

地上測量昧小出測量設計事務所 ・（梱測設 ・（囲アコン測量設計

遺構 ・遺物トレース （椋技研測量設計・昧測研

9.出土遺物並びに測量図 ・写真等の記録類は、すべて群馬県埋蔵文化財調査センタ ーに保管されている。

厳しい気候時においても発掘調査に従事していただいた発掘作業員各位に感謝の意を表したい。



凡例

1. 遺構番号

本報告書における遺構名称・遺構番号は遺構測量図・出土遺物注記等との整合性を保っため原則とし

て、発掘調査時に付した番号を踏襲した。そのため一部において欠番が生じた。また、遺構名が重複し

た場合や元々欠番であった場合などは、改めて番号を付した。

2. 調査区番号について

塚畑遺跡、稲荷前遺跡、三島木遺跡、城ノ内遺跡は、調査区単独で 1遺跡となっている。宮内遺跡は

工事の進捗と住宅の撤去等の都合により、複数年度にわたって調査しており、調査担当も変更している。

そのため、調査区ごとに報告を行っている。特に平成12年度の調査は、遺跡名が調査区名になってい

るため、本報告書においては、宮内遺跡 l区とし、平成14年度の調査対象地区を宮内遺跡2区とした。

3. 主軸と方位

本報告書の遺構図 ・全体図に記された方位記号を示す北は、磁北ではなく座標上の真北を示し、 主軸

角度等の計算においてもこれを基準として用いた。

4. 図の縮尺

本報告書に掲載の挿図の縮尺は、原則として下記のとおりとした。例外については、挿図内に縮尺を

記した。

遺構実測図 住居跡 1 : 60 住居の寵 1 : 30 掘立柱建物跡 1 : 60 

土坑•井戸 1 : 40 溝（平面） 1: 100 溝（断面） 1 : 40、 1 : 100 

遺物実測因 土器 1:3 石器 1:3 石製模造品 1: 1 大形遺物 1: 4、 1: 6 

5. 挿図用トーン

焼土 内黒土器
釉某□□□］

6. 写真図版

遺物の写真は、原則として 1:3の縮尺とし、大形遺物 1: 4、石製模造品 1: 1で掲載した。こ

れ以外の場合については、その都度縮尺を掲載してある。

7. 色調

遺構土層断面及び遺物観察表に記した色調表現は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人

日本色彩研究所色票監修「新版標準土色帖」に拠った。

8. その他

遺構（特に住居寵）の遺存状態がきわめて悪い場合には、遺構図をあえて割愛し、住居平面図のみ

とした。

9 遺構の位置を示す数値は、その遺構がかかる国家座標（日本測地系）の南東隅の数値である。

10.本書で使用した地形図は下記の通りである。

国土地理院 地形図 1/ 25,000「桐生」「上野境」

太田市都市計画図 1 / 2,500、 1/ 5,000 

11. 本書に記載されている市町村名は、平成15年度以前のものを使用している。
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付図 2 宮内遺跡全体図（1/200)
付図 3 城ノ内遺跡全体図(1/200)
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宮内遺跡2区13号土坑全景 （西から）

宮内遺跡2区14号土坑全景 （西から）

宮内遺跡2区15号土坑全景 （南から）

宮内遺跡 2区16号土坑全景 （南から）

PL23 宮内遺跡2区 1号溝全景 （南から）

宮内遺跡 2区2号溝全景 （南から）

宮内追跡 2区4号溝全景 （東から）

PL24 宮内遺跡 1区 1号住居 出土造物

宮内遺跡 l区2号住居 出土逍物

PL25 宮内沿跡 1区3号仕居 出土造物

宮内は跡 1区5号住居 出土遺物

宮内遺跡 l区6号住居 出土逍物

宮内遺跡 l区1号竪穴状遺構 出土遺物

宮内遺跡 1区2号土坑 出土造物

宮内遺跡 l区3号土坑 出土逍物

宮内遺跡 1区4号土坑 出土逍物

宮内遺跡 l区5号土坑 出土遺物

宮内遺跡 l区7号土坑 出土迫物

宮内遺跡 l区8号土坑 出土遠物

PL26 宮内造跡 1区9号土坑 出土遺物

宮内逍跡 l区10号＿十坑 出土遠物



宮内遺跡 1区1号溝 出土遺物

宮内遺跡 1区1号柵列 出土遺物

宮内遺跡 1区2号柵列 出土退物

宮内遺跡 1区35号ピット 出土遺物

宮内遺跡 1区7号ピソト 出土遺物

宮内遺跡 1区16号ピノト 出土遺物

宮内遺跡 1区29号ピ ソト 出土遺物

宮内遺跡 1区36号ピ ソト 出土遺物

宮内遺跡 l区48号ピソト 出士遺物

PL27 宮内遺跡 l区縄文包含層 出土遺物(I)

PL28 宮内遺跡 l区縄文包含層 出土逍物（ 2)

宮内遺跡 1区遺構外 出土遺物(1)

PL29 宮内遺跡 l区遺構外 出土遺物(2)

PL30 宮内遺跡2区1号住居 出土遺物

宮内遺跡 2区2号住居 出土遺物

宮内遺跡2区3号住居 出土遺物

PL31 宮内遺跡 2区4号住居 出土遺物

宮内遺跡2区5号住居 出士遺物

PL32 宮内遺跡2区6号住居 出土遺物

宮内遺跡2区7号住居 出土遺物

宮内遺跡2区8号住居 出士逍物

PL33 宮内遺跡2区9号住居 出土遺物

宮内遺跡2区10号住居出土遺物

宮内遺跡2区12号住居出土遺物

宮内遺跡 2区3号士坑 出土遺物

宮内遺跡 2区4号土坑 出士俎物

宮内遺跡 2区5号土坑 出土遺物

宮内遣跡 2区6号土坑 出土遺物

PL34 宮内遺跡2区9号士坑 出土造物

宮内遺跡 2区10号士坑出士遺物

宮内遺跡 2区11号土坑出土遺物

宮内遺跡2区1号溝 出土遺物

宮内遺跡 2区2号溝 出土逍物

宮内遺跡 2区4号溝 出土遺物

宮内遺跡 2区5号ピット 出土遺物

宮内遺跡2区グリソド 出土造物

宮内遺跡2区造構外 出土遺物

PL35 稲荷前遺跡全禁 （西から）

稲荷前遺跡 1号住居全景 （東から）

稲荷前遺跡 1号住居寵全景 （西から）

稲荷前遺跡 1号土坑全競 （南から）

稲荷前遺跡 1号溝全景 （南から）

PL36 稲荷前遺跡作業風景

稲荷前遺跡 1号住居 出土遺物

稲荷前遺跡遺構外 出土遺物

PL37 三島木遺跡東側全景 （北から）

三島木遺跡西側全尿 （南東から）

PL38 三島木遺跡 1号住居掘り方全尿 （西から）

三島木遺跡 1号士坑全景 （東から）

三島木遺跡 3号土坑遺物出土状況 （南から）

三島木遺跡 4号土坑遺物出土状況 （南から）

三島木遺跡 4号土坑全禁 （南から）

三島木遺跡5号土坑全景 （北西から）

三島木遺跡 6号土坑全景 （北西から）

三島木遺跡 7号土坑全景 （南から）

PL39 三島木遺跡 1• 2 • 3号溝全最 （西か ら）

三島木遺跡4・5号溝全景 （西から）

三島木遺跡6号溝全景 （東から）

三島木遺跡7・8号溝全景 （北から）

三島木遺跡 1号掘立柱建物全景 （西から）

三島木遺跡 1号掘立柱建物P2士層断面 （西から）

三島木遺跡 1号掘立柱建物P5土層断面 （西から）

PL40 三島木遺跡東側全景 （東から）

三島木遺跡4号土坑 出土遺物

三島木遺跡 7号土坑 出土遺物

三島木遺跡4号溝 出土遺物

三島木追跡5号溝 出土遺物

三島木遺跡 6号溝 出土遺物

三島木遺跡 7号溝 出土遺物

三島木遺跡 1号掘立柱建物 出土遺物

三島木遺跡遺構外 出土遣物

PL41 城ノ内遺跡北側全景 （北から）

城ノ内遺跡北側全景 （南から）

PL42 城ノ内遺跡 1区1号住居掘り方全景 （西から）

城ノ内遺跡 1区2号住居掘り方全景 （西から）

城ノ内遺跡 1区3号住居掘り方全景 （西から）

城ノ内遺跡 1区4号住居掘り方全餓 （西から）

城ノ内遺跡 1区5号住居掘 り方全娯 （西から）

城ノ内遺跡 1区5号住居掘り方全景 （南西から）

城ノ内遺跡 l区5号住居寵掘り方全景 （南から）

城ノ内遺跡 l区5号住居貯蔵穴全景 （西から）

PL43 城ノ内遺跡 l区6号住居・ 18号土坑全景 （東から）

城ノ内遺跡 1区3号土坑全景 （南から）

城ノ内遺跡 l区4・5号士坑全景 （南から）

城ノ内遺跡 l区6号土坑遺物出土状況 （西から）

城ノ内遺跡 l区9号土坑遺物出土状況 （東から）

城ノ内遺跡 l区9号土坑全餓 （北から）

城ノ内遺跡 l区10号土坑遺物出土状況 （北から）

城ノ内遣跡 1区15号士坑全景 （西から）

PL44 城ノ内遺跡 l区18号土坑全穀 （東から）

城ノ内遺跡 l区19号土坑全景 （北から）

城ノ内逍跡 l区20号土坑（含50号ビソト ）全禁 （西から）

城ノ内遺跡 1区25号士坑全景 （束から）

城ノ内遺跡2区26号土坑全景 （西から）

城ノ内遺跡 2区27号土坑全景 （西から）

城ノ内遺跡2区29号土坑全躾 （西から）

城ノ内遺跡 1区30号土坑全景 （西から）

PL45 城ノ内遺跡 1区1号溝全景 （西から）

城ノ内遺跡 l区2号溝全景 （西から）

城ノ内遺跡 1区3号溝全娯 （西から）

城ノ内遺跡 1区4号溝全景 （南から）

城ノ内遺跡 1区5号溝全景 （西から）

城ノ内遺跡 1区6号溝全禁 （西から）

城ノ内遺跡 1区7号溝全屎 （北から）

城ノ内遺跡 l区8号溝全景 （西から）

PL46 城ノ内遺跡 1区9号溝全景 （北から）

城ノ内遺跡 l区1号掘立柱建物全景 （北から）

城ノ内遺跡 1区2.3号掘立柱建物全景 （西から）

城ノ内遺跡 1区遺構外遺物出土状況 （西から）

城ノ内遺跡北側全景 （北から）

PL47 城ノ内遺跡 1区1号住居 出土遺物

城ノ内遺跡 l区2号住居 出土逍物

城ノ内遺跡 1区5号住居 出土遺物(1)

PL48 城ノ内遺跡 l区5号住居 出土遺物（2)

城ノ内遺跡 l区6号住居 出土遺物

城ノ内遺跡 l区6号土坑 出土遺物

城ノ内遺跡 1区9号土坑 出土遺物(1)

PL49 城ノ内遺跡 1区9号士坑 出士遺物(2)

城ノ内遺跡 1区JO号土坑 出土遺物(1)

PL50 城ノ内遺跡 1区10号土坑 出土遺物（2)

城ノ内遺跡 1区12号土坑 出土遺物

城ノ内遺跡 1区13号士坑 出士遺物

城ノ内遺跡 l区15号土坑 出土遺物(1)

PL51 城ノ内遺跡 l区15号土坑 出土遺物(2)

城ノ内遺跡 l区17号土坑 出土逍物

城ノ内遺跡 1区18号士坑 出士逍物

城ノ内遺跡 l区19号土坑 出土遺物

城ノ内遺跡 1区21号土坑 出土遺物

城ノ内遺跡 1区2号溝 出土遺物

PL52 城ノ内逍跡 1区3号溝 出土遺物

城ノ内遺跡 l区4号溝 出土遺物

PL53 城ノ内逍跡 1区5号溝 出土遺物

城ノ内遺跡 l区 1号掘立柱建物 出士遺物

城ノ内遺跡 1区51号ピット 出土遺物

城ノ内遺跡 1区53号ピソト 出土遺物

城ノ内逍跡遺構外 出土遺物(1)

PL54 城ノ内遺跡遺構外 出土逍物(2)



第 1章発掘調査の経過

第 1節調査に至る経緯
本報告書を含む 6 遺跡〔塚畑•宮内・稲荷前・三

島木・城ノ内・浜町〕の調査は、東武鉄道伊勢崎線

外 2線太田駅付近連続立体交差工事の工程、八瀬川

河川改修工事（県土木事業）、区画整理事業に伴う

諸工事や試掘調査の進展、特に市街地のため用地

買収・物件収居の進捗状況の影響を強く受け、平成

12年～平成15年までの 4次にわたり調査を実施し

た。そのため、調査も連続している土地としての調

査はできず、飛び地のように実施せざるを得なかっ

た。また、遺跡地は東武鉄道の旧線路跡と沿線市街

地のため、踏切、排水路や生活用道路があり、その

部分は、未調査となっている。

浜町遺跡は太田市の市街地にあり、古墳時代前期

から平安時代初頭にかけての梨落跡として周知の埋

蔵文化財包含地の遺跡である。本遺跡は金山丘陵の

南側で八瀬川を挟み東西岸の微高地上に位置してい

る。本来八瀬川はこの微高地と金山丘陵の間を流れ

ていたが、後世の用水活用によってこの微高地を縦

断する流路となっている。また、城ノ内遺跡は金山

丘陵の南西に位置し、周知の埋蔵文化財包含地であ

る「城ノ内遺跡」及び「大島城跡」の西辺部にあたる。

明治42年 (1909)浅草から通じる東武線が延長され

た。大正 6年(1917)日本最初の民間飛行機工場の「飛

行機研究所」が中嶋知久平により金山南麗に創立さ

れ、太田の産業構造が大きく変化した。戦争中、産

業として大きな役割を果たし、人口も急増した。戦

後は、敗戦による衰退期を乗り越え、昭和35年(1960)

に首都圏市街地開発地域の指定を受けると 、積極的

に工業団地の造成が行われ、工場の誘致が行われた。

また、昭和37年 (1962)から太田駅南側の水田地帯

を新市街地として開発するための大規模な区画整理

事業が行われ、公共機関の集中化も図られた。その

後も工業団地が南部・西部・東部に造成され県内第

1の工業都市に成長している。さらに、人口も県下

でも有数の激増地域になっている。このため市とし
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ても市内全域における道路整備、区画整理などが大

きな課題となり、太田市総合計画に基づき、着々と

整備事業を進めている。 しかし、近年の交通量の増

加による慢性的な交通渋滞の発生があり 、市内を南

北に分断している線路を立体交差の建設によって解

消を図ろうと計画がもちあがった。

東武鉄道伊勢崎線外2線太田駅付近連続立体交差

事業に先立って、平成12年 5月に群馬県教育委員

会が埋蔵文化財の試掘調査を実施し、第 1期工事

分として、太田市新島町の宮内遺跡（東武伊勢崎線

商架工事対象範囲）に関わる東武小泉線の中町まで

の約3.6km間について建設を実施することになり、

同年 6月に群馬県埋蔵文化財調査事業団が発掘調査

を実施した。

第2節調査の経過
東武鉄道伊勢崎線外 2線太田駅付近連続立体交

差事業に伴う発掘は、宮内遺跡 （平成12年6月～ 12

月、平成15年 2月～ 3月）、稲荷前遺跡（平成12年

7月～ 11月）、三島木 ・城ノ内遺跡 （平成12年11月

～平成13年3月）、塚畑遺跡（平成13年9月～12月）、

浜町遺跡（平成12年11月～平成13年3月、平成13

年8月～12月、平成14年7月～平成15年8月）の 6

遺跡について発掘調査が行われた。

平成12年度

平成12年度の発掘調査を初年度 として第 1次調

査を 2回に分けて実施した。平成12年5月に試掘調

査を群馬県教育委員会が実施し、協議の上、平成

12年6月19日より、 宮内遺跡〔太田市浜町 6-12〕

から第 1期発掘調査を開始した。用地買収・物件収

居の進捗状況の関係から東側のみ発掘調査の実施で

あった。調査区東側の低地部では、顕著な遺構を見

ることができなかったが、調査区西側の微商地上に

は、縄文時代から中・近世までの遺構を調査するこ

とができた。 8月25Hに遺構調査を終了し、埋め

戻し作業を行い 12月31日に第 1期調査を終了した。

同年東武桐生線の裔架工事予定地区について、群馬

県教育委員会が7月に試掘調査を実施し、発据調査

ー
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を必要とする場所が確認された。そのため、同年 7

月1日から稲荷前遺跡〔太田市西本町10〕の第 2期

発掘調査を開始し、 三島木遺跡〔太田市西本町64

-21〕、城ノ内遺跡〔太田市大島町130〕、浜町遺跡〔太

田市本町58-7〕の調査を連続して実施した。稲荷

前遺跡では、緊急調査であったため、調査担当者が

不足し、部長・課長•他担当の応援を得ながら調査

を実施した。遺構の遺存状態が良くなく、住居 1軒・

溝 l条・土坑 1基であった。11月 6Hには全調査

を終了することができた。続いて 11月15日より三

島木遺跡の表土掘削を開始した。本遺跡では、竪穴

住居跡 1軒、掘立柱建物 1棟、溝 8条、土坑7基を

調査することができた。11月21日より城ノ内遺跡

の表土掘削を開始し、三島木遺跡・城ノ内遺跡を並

行して調査を行った。12月11日・ 12日に三島木遺

跡の埋め戻しを行い、 三島木遺跡調査を終了した。

城ノ内遺跡では、 12月15日に調査区を太田駅方面

に向かって 10m程拡張した。12月21日に本年調査

した部分の全景写真を撮影し、旧石器試掘調査を行

い、 12月25日には埋め戻しを実施する。平成13年

1月9日より、調査区南側の表土掘削を開始し調査

を再開した。全調査区から竪穴住居跡6軒、掘立柱

建物 3軒、溝 9条、土坑28基、ピット 62基を調査

することができた。 1月16日には遺構調査を終了

することができ、旧石器試掘調査を実施した。 2月

2日には城ノ内遺跡の埋め戻しを確認し、調査工程

を全て終了することができた。浜町遺跡の調査は、

1月9日より、表土掘削をはじめ、 1月11日より

作業員を投入して遺構調査を開始した。竪穴住居跡

l軒、 土坑10基、ピット 19基を調査することがで

きた。1月16日には調査区全景写真の撮影を行った。

その後旧石器試掘調査を実施し、 1月18日に終了、

1月22日には埋め戻しも終え、3月31日に全調査

を終了した。

調査対象地域はいずれも東武鉄道太田駅の近くに

あるため、原地形は、開発によって大きく改変され

ていた。そのため、コンクリート基礎やゴミ穴など

が多くあること、表面が削平されていることで、遺
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構の遺存状態が良くなかった。また、いずれの遺跡

もローム土を客土としているため地山との判断はつ

きづらく、ローム漸移層と思われる層の上面での遺

構確認は厳しく、ローム面まで表土掘削を実施した。

平成13年度

平成13年 8月8日太田市市街整備課にて、群馬

県太田土木事務所、太田市、 （掬東武鉄道、（梱鉄建 ・

（掬佐田建設JV、文化課、群馬県埋蔵文化財調壷

事業団の 6者により、浜町遺跡調査に関する打ち合

わせを実施し、第 2次調査の日程確認を行った。第

2次調査も 2回に分けて行われた。第 1期調査の調

査区は、八瀬川の西岸から東武伊勢崎線の鉄道線路

敷の北側に沿う、延長60mの区間、浜町遺跡 1区

であり、送電線の鉄塔の移動に伴う本島病院駐車

場整備の実施に伴い急渥調査する必要が生じた。そ

のため、平成12年 5月の群馬県教育委員会の試掘

調査結果をもとに、平成13年 9月 5Hより着手し

た。9月6日から表土掘削を実施し、竪穴住居跡 7

軒、竪穴状遺構 3軒、溝 1条、土坑17基、ピット

3基を調査した。 9月22日には埋め戻しを行い、第

1期調壼を終了した。並行して群馬県教育委員会

の試掘調査が実施され、八瀬川の東岸から東武伊

勢崎線の線路敷の北側に沿う延長 100m区間、浜町

遺跡 2区と、東武桐生線の線路敷内と北側仮設立

体工事部分の延長55m区間（浜町 3区）、東武伊勢

崎線沿線の太田駅より西に 500m程、群馬県立太田

高校の南側にあたる 100m区間、塚畑遺跡（ l）の本

調査が決定された。 9月25日、群馬県太田土木事

務所、太田市、（梱東武鉄道、 （樹鉄建・（樹佐田建設

JV、文化課、群馬県埋蔵文化財調査事業団の 6者

により、第 2期調査の打ち合わせを実施し、 10月

1日より上記部分の調査を行うことが確認された。

なお、用地買収・物件収居の進捗状況の関係から、

塚畑遺跡から調査に取りかかった。当初塚畑遺跡は

浜町4区として調査したが、文化課との調整で塚畑

遺跡と名称の変更が行われた。排土の関係から西側

より調査を実施し、縄文時代から近・現代にいたる

遺構の調査をすることができた。10月18日に（樹鉄建・



昧佐田建設 JVと今後の工程について打ち合わせを

行い、10月30日より浜町遺跡 2区の表土掘削、 11

月1日より塚畑遺跡の埋め戻しを実施することを確

認した。10月31日に塚畑遺跡の調査は終了し、11

月 1日より浜町遺跡2区の調査に取りかかった。2

区の調査は排土置き場の関係から 2回に分けて実施

し、西側から調査を行い、溝、土坑、ピットを確認

できた。11月8日より東側部分の調査に取りかかり、

11月15日には、遺構調査を終了することができた。

同11月20日より浜町遺跡 3区の調査と 2区の埋め

戻しを行った。11月26日より作業員を投入して調

査を実施、12月17日には調査区全景写真の撮影を

行い、12月31日に 3区の調査を終了することがで

きた。

平成13年度の調査も平成12年度の調査と同様に、

東武鉄道伊勢崎線の敷設と住宅開発によ って原地形

は大きく改変されており、遺構の遺存状態は良くな

かった。

平成14年度

平成14年 7月4日太田市役所別館にて群馬県太

田土木事務所、太田市、（掬東武鉄道、 （樹鉄建・ （梱佐

田建設 JV、文化課、群馬県埋蔵文化財調査事業団

の6者に より、浜町遺跡・宮内遺跡調査に関する打

ち合わせを実施した。これにより平成14年 8月 1

日より第 3次調査にはいることを確認した。今年度

の調査も 2期に分けて調査を行った。平成14年 8

月 1日から浜町遺跡 5区東側部分・西側部分の調査

を第 1期調査、平成15年2月3日から宮内遺跡 2区、

同3月3日より浜町遺跡6区西側部分調査を第 2期

調査とした。

平成14年8月5日に太田市教育委員会文化財課、

太田市都市整備課に浜町遺跡の調査に関わる調整を

実施し、住居撤去との兼ね合いも踏まえ、協議の

上 8月21日より浜町遺跡 5区東側部分の表土掘削、

8月22日より作業員による調査予定となる。8月

20日太田市都市整備課との立ち会いのもと調査範

囲を確認し、 8月21日より表土掘削を行い、調査

区西側より調査を開始した。調査区の東側は比較的

発掘調査の経過

遺構が薄く、 9月12日には再度確認を行うが遺構

はなかった。一方西側は非常に濃密に遺構が分布し

てお り、調査に時間が必要であ った。10月 1日に

は台風の接近、その後の影響のため調査を一時中断

した。10月3Hより調査を再開した。10月8日よ

り調査区中央部の調査を実施する。住居の撤去作業

の終了とともに発掘調査を行うことにな っているた

め、表土掘削、発掘調査、埋め戻し作業を並行して

実施した。10月29日には太田市ふれあいセンター

にて群馬県太田土木事務所、太田市、 （籾東武鉄道、

腕鉄建 ・（梱佐田建設 ］V、文化課、群馬県埋蔵文

化財調査事業団の 6者により 、浜町遺跡調査工程会

議が行われ、11月末までに現調査区と住宅撒去跡

地の調査を終了する方向で確認された。悪天候のた

めに作業がやや遅れ、 12月4日作業員による遺構

調査の終了を行うことができた。12月 5日調査区

全景写真を実施し、浜町遺跡5区の調査を終了する

ことができた。用地買収 ・物件収居の関係から一旦

調査を中断して平成15年 2月3日より第 2期調査

を実施した。宮内遺跡 2区の表土掘削を開始し、調

査を再開した。宮内遺跡 2区も、竪穴住居跡12軒、

土坑16基、溝 4条、ピット 6基を調査することが

できた。3月5日に宮内遺跡 2区調査区全景写真を

実施し、 3月6日に調査を終了した。並行して、浜

町遺跡 6区の西側部分の表土掘削を行い、3月10

日よ り作業員による調査を行った。 3月11日には、

宮内遺跡2区を埋め戻 し浜町遺跡 6区西側部分の表

土掘削を終了した。なお、浜町遺跡 6区西側部分は、

浜町遺跡 l区の東側にあたるため、調査範囲の確詔

を行った。浜町遺跡6区西側では竪穴住居跡、土坑、

溝を確認し調査を行うことができた。ただ、用地買

収 ・物件収居の進捗状況のため、東側については来

年度の継続調査 とな った。 3月31日で第 3次調査

は終了となった。第 1次調査、第 2次調査と同様に

第3次調査の浜町遺跡・宮内遺跡の調査区は、開発

による上位からの攪乱を受け、遺構面の遺存状態は

良くなかった。

3
 



調査の経過

平成15年度

第4次調査は、第 3次調査の継続として平成15

年4月から浜町遺跡 5区中央部分と浜町遺跡6区東

側部分の調査を行った。

平成15年4月4日関係機関への挨拶を行い、 4

月8日前担当との引継を行った。4月10日には群

馬県太田土木事務所と打ち合わせを行い、 4月14

Hから、浜町遺跡 6区の調査を本格的に実施した。

前年度の継続調査であったが、竪穴住居跡22軒、

土坑19基、溝 8条、ピット 2基を調査した。4月

21日には浜町遺跡 5区の表土掘削を開始し、 5区・

6区の並行調査とな った。 5月2日に浜町遺跡 6

区を調査を終了し、埋め戻しを実施することができ

た。浜町5区中央部は、前年度調査区と同様に遺構

が濃密にあり 、竪穴住居跡18軒、土坑20基、溝4条、

ピット 22基を調査することができた。この調査区

も上位からの攪乱を受け、遺構面の遺存状態は良く

なかった。また、調査区の幅が狭いこと、この地区

が古墳時代から平安時代を通しての集落地であった

こと、そのため遺構の重複が多かったこ となどから、

全体を確認できた竪穴住居跡は、僅かに 4軒であっ

た。

5月28日から浜町遺跡 5区の埋め戻しを開始し、

8月30日をもって調査を終了することができた。

本調査の終了をもって、平成12年度から実施され

てきた今回の事業に関する埋蔵文化財発掘調査はす

べて終了した。

第3節整理作業の経過
東武鉄道伊勢崎線外2線太田駅付近連続立体交差

事業に伴う整理作業は、浜町遺跡、塚畑遺跡・宮内

遺跡・稲荷前遺跡・三島木遺跡・城ノ内遺跡の 6遺

跡について行われた。

平成16年度

平成16年4月 1日から基礎整理作業開始。 5月

中旬から浜町遺跡出土遺物接合作業開始。並行して、

6月上旬から浜町遺跡遺構図面修正作業開始。6月

中旬から遺物復元 ・彩色作業開始。6月下旬 1回目

の遺物写真撮影準備・ 7月初め浜町遺跡出土遺物写

真撮影。7月上旬、スリースペース実測委託用遺物

準備。7月中旬から引き続き遺物接合と遺構図面修

正作業継続。8月上旬、遺物復元・彩色開始。8月

中旬から浜町遺跡出土遺物の実測 ・拓本開始。並行

して、 10月中旬から塚畑遺跡ラフレイアウト作製。

10月下旬 2回目の遺物写真撮影準備 ・撮影。11月

から遺物実測 ・拓本 ・写真整理。11月中旬か ら遺

物接合・復元 ・彩色。11月下旬 3回目遺物写真撮

影準備・撮影、遺物実測。平成17年 1月遺物接合・

復元・彩色・撮影準備。 1月下旬遺物写真撮影・実

測。2月上旬浜町遺跡 5区遺物整理、浜町遺跡報告

書用レイアウト開始。中旬から遺物トレース・拓本・

実測。3月中旬から浜町遺跡版下作成・写真レイア

ウト 。3月下旬浜町遺跡出土遺物整理。

平成17年度

4月上旬基礎整理。中旬から浜町遺跡遺物写真発

注準備・遺物拓本貼り込み・レイアウト・版下準備・

遺物図トレース。5月中旬から版下作成と並行して

浜町遺跡遺構写爽発注準備 ・遺物写真本貼り 。下旬

浜町遺跡入札準備開始。5月末から城ノ内遺跡出土

遺物接合開始、撮影準備。6月末遺物写真撮影。

7月に入り、稲荷前遺跡・ 三島木遺跡・城ノ 内遺

跡の遺物実測・拓本 ・遺構図面修正開始。中旬宮内

遺跡・塚畑遺跡図版作成 ・写真レイアウ ト。8月中

旬浜町遺跡仮台帳作製。 9 月から「塚畑•宮内・稲

荷前・ 三島木・城ノ内遺跡」の報告書入札準備・入

札。浜町遺跡初稿の校正開始。9月末、「浜町遺跡」

2回目の校正。10月 「浜町遺跡」報告書刊行。

「塚畑 •宮内・稲荷前・ 三島木 ・ 城ノ内遺跡」の

報告書発行をもって、東武鉄道伊勢崎線外2線太田

駅付近連続立体交差事業に伴う発掘調査及び整理作

業は終了した。
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第 2章調査の方法

第 1節調査区の設定
連続立体工事の工程、八瀬川河川改修工事（県土

木事業）、区画整理事業に伴う諸工事や試掘調査の

進展、特に市街地のため用地買収・物件収居の進捗

状況により発掘調査が行われた。そのため、年度ご

とに分割調査した浜町遺跡、宮内遺跡については、

発掘した年度ごとに区の設定を行った。宮内遺跡は、

平成12年度に東側の調査を行い、調査区名を宮内

遺跡 l区とした。平成14年度に西側の調査を行い、

調査区名を宮内遺跡2区とした。浜町遺跡は、 4年

間にわたり調査が行われたため、調査実施地区順に

地区名を割り振った。平成12年の調査については、

遺跡名を地区名とした。平成13年の調査では、調

査を実施した順に調査地区を浜町遺跡 1区、塚畑遺

跡（浜町4区）、浜町遺跡 2区、浜町遺跡 3区と設定

した。平成14年・ 15年に浜町遺跡 5区と浜町遺跡

6区の調査が行われた。当初浜町遺跡4区という地

区名は、群馬県教育委員会との協議の結果、塚畑遺

跡となった。また、平成12年11月から始まった稲

荷前遺跡、三島木遺跡、城ノ内遺跡については、調

査面積も狭く年度を分けずに行うことができたの

で、調査区は遺跡単位とした。

グリッドの設定については、各遺跡・調査区間に

調査対象外地を挟み、位置的に離れているため、遺

構平面図化の照合が容易に読み取れるように日本測

地系IX系の旧国家座標を用い、名称には通常、グリッ

ドとして設定するアルファベットと算用数字の組

み合わせを用いた任意の範囲設定をせず、 X・Y座

標値の下 3桁をそのまま用いて打設した杭を呼称し

た。また、調査時に任意の範囲内において遺物を取

り上げる必要が生じた際には、範囲の対角線2地点

の座標値を併記することで、取り上げ範囲を明示し

た。

第 2節遺構名 称
稲荷前遺跡、三島木遺跡、城ノ内遺跡、塚畑遺跡

調査の方法

の4遺跡については、遺跡ごとに検出遺構の名称を

0号住居跡•0号溝跡等の名称を用いた。宮内遺跡、

浜町遺跡遺構番号は、検出遺構の名称を、区ごとに

0区0号住居跡・〇区0号溝跡等の名称を用いた。

また、重複を避けるため、区番号と遺構番号を合わ

せて呼称した。

第 3節調査の手順
1. 表土掘削については、試掘調査の結果に基づき、

遺構確認面と判断された深さまで、大型掘削機械

を用いて表土掘削を行った。

2. 表土掘削後、調査区内に記録用測量杭を前述の

国家座標軸に沿って、測量会社に委託し打設した。

3 遺構の掘削については、遺構確認面での検出の

後、埋没土の観察用断面を残して、 2~4分割の

掘削を行い、掘削途上で出土する遺物については、

遺構の時期・性格を判別するに至る遺物を残し、

遺構単位で取り上げた。

4. 遺構の記録測量については、原則として竪穴住

居跡・土坑跡・井戸跡・掘立柱建物跡等の平面図

を1/20、溝跡の平面及び全体図は 1/ 40、竪穴

住居寵跡は1/10の縮尺で電子測量機器を用いて

図化を計った。遺構断面の図化に際しては平面図

と同縮尺を用い、主に手作業で図化を計った。

5. 遺構記録写真の撮影については、 6X 7判・

6 X 6判中型カメラと 35mm一眼レフカメラでの

モノクロネガ撮影、 35mm一眼レフカメラでのカ

ラーリバーサル撮影を行い、裔度全体写真の撮影

には、ラジコンヘリコプターによる遠隔撮影と高

所作業車を用いて撮影を行った。

6. 出土遺物については、平成12年度から平成 14

年度において、調査現場で付着土の洗浄後、遺跡

名・出土遺構名と取り上げ番号を白色顔料並びに

黒色インクにて注記した。また、一部の土器につ

いては、平成15年度に業者に委託して付着土の

洗浄、遺跡名・出土遺構名と取り上げ番号を白色

顔料並びに黒色インクにて注記した。
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基本土層

第4節基本土層
全遺跡調査は、東武鉄道の旧路線と沿線の住宅街

であるため、東武鉄道伊勢崎線沿いの宮内遺跡 ・浜

町遺跡・稲荷前遺跡 ・塚畑遺跡は概ね東西に細長

く、同桐生線沿いの城ノ内遺跡・ 三島木遺跡は南北

に細長い。東武鉄道敷設前は、一部市街地と水田地

帯であったが、鉄道と市街地造成のため各遺跡地内

及び周辺は、開発による影響を強く受け、台地部は

一部削平され、低地部は盛土をされている。そのた

め、各遺跡地内及び周辺での堆積土壌は一様ではな

い。調査時の状況は、旧路線のため砕石によって覆

われている部分と住宅地の耕地部分になっていた。

各遺跡地の立地及び概ねの土地利用は、宮内遺跡東

側はやや低地部で、宮内遺跡中央部及び西側と浜町

遺跡は微高地上の古墳時代遺構の集落と溝、塚畑遺

跡・稲荷前遺跡は微高地縁辺部で古墳時代遺構の集

落と溝となっており、時代の変遷とともに市街地化

されたと考えられる。また、城ノ内遺跡・三島木遺

跡は沖積層の低地部から微高地縁辺に位置し、古墳

時代遺構の集落と中世の堀として利用され、時代の

変遷とともに水田化されたと考えられる。以上のこ

とから基本土層は、大きく台地部と低地部とに分け

ることができる。低地部では、沖積低地だったため

かローム漸移層を確認できなかった。一方、台地部

では、上部が削平されており、表土直下で遺構確認

面であった。
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第3章 周辺の環境

第 1節 地理的環境
本報告書に記載の 5つの遺跡地は明治42年(1909)

に開通した東武鉄道太田駅の西側で、東武鉄道桐生

線・伊勢崎線沿線の住宅密集地域にある。塚畑遺跡

は東武伊勢崎線沿い群馬県立太田高等学校の南側に

位置する。宮内遺跡は太田駅西側、国道407号高架

橋の西側に位置する。稲荷前遺跡は東武桐生線沿線

で県道小島・太田線の西側に位置する。 三島木遺跡

は東武桐生線沿線で、群馬県立太田女子高等学校の

南西側に位置する。城ノ内遺跡は東武桐生線沿線で

三島木遺跡より三枚橋駅方面に向かって 150m程に

位置する。

太田市は群馬県の南東部に位置し、北東は渡良瀬

川を挟んで栃木県足利市と南は利根川を挟んで埼玉

県大里郡妻沼町と県境をなしている。地形的に観る

と市域の大半は平坦な地形を成し、北側から茶臼山

丘陵が張り出している。平坦部は、更新世扇状地を

含む洪積台地と沖積低地からなる地形となり 、金山

の南麗の市街地中心部でやや高く 、北西から南東へ

と緩やかに傾斜している。遺跡付近の標高は 43m

~46m程を測る。本遺跡地付近の地形を概観する

と、北は金山丘陵と大間々扇状地の先端部、東は韮

川台地 ・竜舞台地、西は由良台地に囲まれた南東に

伸びる扇端低地、南は沖積低地を挟み新井・飯塚 ・

矢島 ・高林台地となっている。現在では、金山丘陵

の西辺に沿うように八瀬川が遺跡地のある微高地中

奥部を南北に横断し、微高地縁辺部南側を流れ国道

407号線と平行して南下している。また、蛇川が由

良台地の東端を北西から南東方向へ流れている。

大間々厨状地は、渡良瀬川が更新世に形成した関

東地方有数の大型扇状地である。大間々町を扇頂と

して太田市北西部から新田町、境町を経て伊勢崎市

東部に至る海抜50m~60m付近を扇端とする、南

北約 18km、厨端の幅約 13kmの扇形の範囲に発達

している。形成時代を異にする 5つの地形面で構成

される合成扇状地であるが、その中でも扇状地の西

周辺の環境

半分を占める桐原面と、ほぽ東半分を占める藪塚面

が最も広く、本扇状地の主体を成している。薮塚面

は、扇頂から扇端まで連続して典型的な扇状地を形

成する範囲と扇端の南方に広がる沖積低地 （閉端低

地）の中に島状に散在するものとに二分できる。後

者を薮塚面Bと呼び、薮塚面形成後関東ローム層が

降下堆積している時に浸食し尽くされずに残った微

高地と考えられる。薮塚面Bは、上部ローム陪の一

部または河川の影響を受けた 2次堆積（再堆積）の上

部ローム層が見られ、沖積台地とは区別することが

できる。本遺跡地は、この薮塚面Bと周辺の沖積低

地に位置する。

本遺跡地の南側から利根川に至る地域には新井 ・

飯塚 ・矢島・高林の 4つの洪積台地がほぼ東西方向

に位置し、台地間は沖積低地となっている。

金山丘陵はかつては八王子丘陵と 一続きのものと

考えられるが、今は吉沢字萩原の極低い鞍部を境に

して離れている。山頂部を中心とした孤立山塊とし

ての地形が読みとれ、最高地点は 235.Smであり 、

高度42m~63mを測る。主な山脚は北 と東及び南

西の方向に延びる。西部には長手の谷が入り込んで

いる。

金山丘陵の西辺に沿うように八瀬川が、由良台地

の東側に沿うように蛇川が大間々扇状地の末端から

利根川方面へと流れている。両河川ともに現在の

ルートになるまでに流路の変遷を経てきたものと考

えられている。その間に囲まれた地域は沖積低地に

なっており、北西から南東へと延びている。沖積低

地では藪塚礫層の上に、さらに上流側の藪塚面上の

浸食された火山灰がここに再堆積し、それが低湿な

環境下で粘土化して沖積層になったものと考えられ

る。層厚は概ね lm前後で厚いところでも 2m程で

ある。シルトから粘土質で、全体に腐食物を含んで

いる。沖積層の堆積環境は全般に排出不良の低湿地

で由良台地周辺には泥炭や黒泥が形成される湿原が

分布していたと推定される。本地域では地表下に、

完新世のうち弥生時代以前の堆積物は明瞭な地層と

して残存していないが、 As-B、Hr-FP、Hr-FA、

7
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さらに下層に As-Cと思われる軽石が認められる

ことから沖積層の大部分は弥生時代以降の堆積物と

考えられる。

第2節歴史的環境
宮内遺跡、稲荷前遺跡、 三島木遺跡、城ノ内遺跡、

塚畑遺跡、浜町遺跡の 6つの遺跡は、大間々・扇状

地の扇端部で、由良台地の東側、金山丘陵の南部に

位置し、北西から南東に延びる微高地に存在してい

る。周辺は古墳群や条里水田跡の存在で知られる地

域である。特に今回調査の行われた城ノ内遺跡は、

平成 3年改訂版発行の「太田市文化財地図」におい

て、城ノ内遺跡は大島館跡を含む「城ノ内遺跡」と

して周知の埋蔵文化財包蔵地に該当している地域で

ある。

浜町遺跡は、大間々扇状地の扇端部で、由良台地

の東側、金山丘陵の南部に位置し、北西から南東に

延びる微高地に存在している。周辺は古墳群や条里

水田跡の存在で知られる地域である。特に今回調査

の行われた浜町遺跡は、平成 3年改訂版発行の「太

田市文化財地図」において、古墳時代前期から平安

時代初頭にかけての集落遺跡「浜町遺跡」として周

知の埋蔵文化財包蔵地に該当している地域である。

近年、本地域でも開発に伴う発掘調査が徐々に実

施され、その成果が公表されつつある。また、市史

が綱纂 ・刊行され、地域史の解明が行われている。

これらの資料をもとに周辺の遺跡について時代ごと

に概観したい。

旧石器時代

市域では、八王子丘陵・金山丘陵周辺と市街地南

部の沖積平野に残る更新世のローム層低台地に遺跡

が広がる 。 遺跡は、焼山遺跡 (29) • 金井口遺跡 (22) • 

戸井口遺跡 ・東別所遺跡(18)などが知られる。焼山

丘陵の南に営まれた戸井口遺跡では、ナイフ形石器・

尖頭器・石刃・剥片など 1,200点を超える石器類が

出土している。金山丘陵の南端の大島口遺跡(55)で

は、刃器状剥片、八幡山遺跡（59)では、茂呂型のナ

周辺の環境

イフ型石器が確認されている。

縄文時代

縄文時代全体を通じ太田市で確認された遺跡は少

なく、規模も小さい。草創期の遺跡立地は、旧石器

時代と大きく変わることはなく、その中でも、金山

の東側にある下宿遺跡（21)においては、土坑墓 ・住

居跡と推定されている遺構と爪形文土器が出土して

いる。また、早期になっても目立った遺跡数の増加

は見られない。焼山遺跡(29)と下小林町上遺跡では、

撚糸文の土器片が採集されている。この時期、金山

から南東に延びる台之郷 ・竜舞にかけての竜舞台地

の沖積化は今ほど進んでおらず、各地に集落が形成

されるようになったのは、東京湾の海進が最も進ん

だ早期の後半茅山期の頃であった。

前期の遺跡は、竜舞台地をはじめ平野部の台地部

分で遺跡が増加しており、代表的なものに間之原遺

跡を挙げることができる。周辺では由良台地上に堂

原遺跡がみられ、貝殻痕文系の土器を出土している

三枚橋駅西方の大間々扇状地末端に舌状に南下する

低台地の南端付近で諸磯期土器類が広く分布してい

る。

中期の遺跡は、前半では竜舞・大泉・由良台地な

どで遺物類が希薄分布を示すが、後半の加曽利E式

土器を出土する遺跡は急激に増加している。加曽利

E式土器を出土する遺跡は由良台地では市立宝泉小

学校南方の台地縁辺や新野町堂原地区、さらに成塚

町成塚住宅団地遺跡や上遺跡、鳥山・ 三枚橋駅西方

に濃厚な分布が見られる。当時の集落は低地に面し

た台地の縁辺、或いはそれに連続する微高地形を選

地しており、その地は河川や湧水池などに近いとこ

ろでもある。

後期には、竜舞台地や大泉台地・由良台地・大間々

爾状地末端台地などに分布する遺跡に充実したもの

が認められる。周辺では堂原遺跡において後期前半

の遺物が多く確認されている。後期後葉から遺跡数

は再び減少する。調査例では、間之原遺跡があげら

れる。晩期では、大道東遺跡が知られるが、実態は

， 
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明らかでない。後期後半から極端に衰退している。

周辺で確認されているのは間之原遺跡だけである。

弥生時代

初期の弥生遺跡は焼山遺跡（29)・東今泉遺跡・大

道東遺跡 ・矢田堀遺跡 ・小丸山遺跡などである。太

田市域では中期中葉～後葉になって沖積低地の微高

地上に集落が進出するようになった。これは、小谷

地形を水稲耕作地として利用したことによるものと

考えられる。このような場所に立地する遺跡として、

駒形北遺跡、茨城北部から福島県会津地域に広がり

がみられる壺形土器が出土している磯之宮遺跡など

が知られるが、遺跡数は極めて少なく、また継続性

もない。太田市域の平野部では、広大な低湿地が広

がり、当時の土木技術では充分な水田開発が進まな

かったものと想定される。後期には、丘陵部にも集

落が形成され、小河川を有する丘陵下の谷地形を利

用した水稲耕作が行われていたようである。太田市

北部の八王子丘陵では、古墳時代前期までこのよう

な遺跡立地がみられる。

古墳時代

本地域は県内でも有数の古墳が築造された地域と

して知られる。昭和 10年、「上毛古墳総覧」による

と県下で 8,423基の古墳が確認され、そのうち太田

市域 （旧矢場川村を含む）では、 810基の古墳が認め

られている。周辺には、市域で最も古い様相をもっ

前方後円墳である八幡山古墳（58)・朝子塚古墳、矢

場薬師塚古墳がある。丘陵突端を利用して占地する

前方後方墳である寺山古墳など4世紀代の築造とさ

れる古墳が出現している。 5世紀から 6世紀前半に

かけては良好な甲冑の出土で知られる鶴山古墳、帆

立貝型の亀山古墳、市域で唯一周堀内に一対の中島

をもつ鳥崇神社古墳（40)が築かれていく。 5世紀代

に入ると、円墳の上小林稲荷山古墳、前方後円墳の

円福寺（別所）茶臼山古墳・鶴山古墳などに続き、帆

立貝形古墳（造り出し付き円墳）の女体山古墳や東日

本最大の規模をもった大前方後円墳天神山古墳(19)

10 

が出現し、太田市域の大形前方後円墳の築造は頂点

に達した。このことは、墳形規模に誇示された政治・

経済・軍事力を持つ首長が、太田市域に生まれたこ

とを物語るものであり、古墳の被葬者は「畿内大和

政権」と結び付きを持った、「毛野国」を統括する

強大な豪族であったと考えられている。さらに 6世

紀代になると、八王子丘陵の南西方から金山丘陵の

西方大間々扇状地末端に開けた沖積地を中心に成塚

古墳群、長手口古墳群（41)等の群集墳が発展した。

一方、集落跡も前期から遺跡数の増大が見られる。

4世紀頃の太田市域では、伊勢湾を中心とした東海

地域にある土器とよく似た石田川式土器 （北関東北

部の標識土器）を使用する「むら」が急速に形成さ

れるようになった。石田川式土器を出土する遺跡と

しては屋敷内B遺跡（ 9)、成塚住宅団地遺跡・堂原

遺跡・脇屋深町遺跡・唐桶田遺跡等があり、石田川

期の集落は低湿な沖積地内の微高地上に立地する傾

向がある。和泉式土器の分布は成塚町や鳥山地区、

また由良台地では新野堂原から脇屋にみられ、中期

以降には周辺の高乾地へと集落は移動している。古

墳時代後半を迎えると、天神山古墳(19)に代表され

るような巨大な首長墓は築造されなくなり、上毛野

国内に占める太田市域の勢力は後退傾向を示してい

る。太田市の南部では高林古墳群や東矢島古墳群（後

円部のみを残す御嶽山古墳を除き消滅）が築造され、

北西部では周堀内に 1対の中島を持つとみられる前

方後円墳の鳥崇神社古墳(40)、北東部では、大日山

古墳などが築造されている。この頃、横穴式石室を

もった小規模な円墳などが、平地をはじめとし、丘

陵や山麓にまでも、群として造られるようになった。

市場稲荷山古墳や八王子丘陵南端に分布する御嶽山

古墳群・大鷲梅穴古墳群・金山丘陵の寺ヶ入古墳群

(26) ・西山古墳群・東山古墳群(30)・市域南部の台

地上に位置する富沢古墳群・高林古墳群などがその

代表例である。後期の集落遺跡の多くは広々とした

沖積地内の小規模微高地を避けて、その周辺に広が

る大間々厨状地の末端の台地や金山・八王子丘陵の

台地、利根川左岸の高林台地などの周辺部に分布す



る傾向があり、堂原遺跡・ 川窪遺跡（17)などがみら

れる。また、市域で最も古い寺院跡と考えられる寺

井廃寺は 7世紀後半には建立されたと推定されてい

る。

金山丘陵東麓から北麓にかけて狸ヶ入窯跡・辻小

屋窯跡 ・入宿窯跡・亀山窯跡・内並木窯跡 ・焼山窯

跡などの東金井窯跡群（47)や、菅ノ沢窯跡・八ケ入

窯跡・諏ヶ入窯跡及び長手谷の山去窯跡などでは須

恵器が生産されていた。これら古窯跡群は、全体で

20カ所以上に及び、古墳時代においては、関東以

北で最大級の規模を持つー大窯業地帯を形成してい

た。

古墳時代終末期の古墳としては、横穴式の巨大石

室が開口する方墳の巌穴山古墳があり 、これ以降太

田市域では古墳は築造されていない。

飛鳥・奈良時代

なお、新田駅 ・新田郡術は七堂遺跡西方の新田町

村田の入谷遺跡と推定されており、ここから分岐す

る東山道武蔵路は、古代瓦を 出土する釣堂遺跡や東

矢島遺跡付近を通って武蔵国府へ延びていた。

八王子丘陵南東麓の萩原窯跡では、須恵器がこの

時代から 10世紀初頭まで生産され、一方萩原瓦窯

跡では上野国分寺（群馬町）や上植木廃寺（伊勢崎市）

などの瓦が焼成されていた。また、土地制度として

行なわれた条里制水田が古氷や飯塚・東矢島などの

水田地帯に残されている。

奈良・平安時代

律令制度が施行されると、郡制が整えられるよう

になり、太田市域では、ほぼ金山を境に西半分が新

田郡、東半分は山田郡に属し、また南東部が邑楽（オ

ハラキ）郡に含まれていた。その後、奈良時代には

律令制度のもとで設けられた東山道が、七堂遺跡や

寺井廃寺の南方を東西に横断していたと考えられて

いる。天良七堂遺跡は礎石建物跡が一軒検出されて

おり倉庫と考えられている。小金井入谷で確認され

た礎石や瓦屋根構造をもつ奈良朝の建物跡は奈良時

周辺の環境

代の官術的性格をもつ建築群の一つと考えられてい

る。境ケ谷戸遺跡は地方官術的遺跡であったと推定

されている。また、釣堂遺跡は瓦類が確認され、寺

院跡と考えられている。金山西北方の大間々扇状地

末端の市域の寺井・天良地域から新田町小金井・市

野井にかけてこのような遺跡が分布し、七世紀後半

から十世紀にかけて存続しており、しかも地方官術

的性格を示すものである。また、東山道に関連する

遺構も検出されつつあり、この地域を通ったものと

考えられている。本地域は十世紀前半に編まれた 『和

名類衆抄』にみられる上野国 14郡のうち、新田郡

の南東部地域を占めると考えられ、新田郷に当てら

れている。また、生産域としては、金山北東麓にあ

る二の宮遺跡や太田市南部にも条里制水田が想定さ

れているが、北関東自動車道に伴う発掘調査などに

より浅間B軽石(ll08)に覆われた水田跡が検出され

つつある 。 市域における奈良•平安時代の村落社会

は、基本的には前代の古墳時代を発展的に受け継い

でいるが、集落分布のありかたは多様に展開してい

る。太田市史では七区域に区分できるとしているが、

大間々扇状地末端地域では、八幡遺跡、久保遺跡な

どの広大な範囲を占めて分布する奈良•平安時代の

集落遺跡があり、寺井町から鳥山にかけての広範な

地域に、奈良•平安時代の地方官術とも関係する村

落が形成されていたことが推定される。

平安・鎌倉時代

奈良時代末期から平安時代初期においては東国諸

国は蝦夷政策の兵士・武器・食糧を供給する使命を

帯び、当地域もこの政策の影響を大きく受けていた

ものと推定される。金山山麓の菅ノ沢遺跡や高太郎

遺跡などでは、距輔による製鉄が行われていた。平

安時代末期、律令制度が形骸化する中で、天仁元年

(1108)浅間山の大噴火により、上野国（群馬県）は未

曽有の大災害に見舞われ、厚い火山灰に覆われた農

地は著しく荒廃した。このような火山災害からの

復興を進める中で、太田市域にも荘園が形成されて

いった。中世の上野国の代表的な荘園である新田荘

11 
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もその一つである。藤原姓足利氏の元に流されてい

た源義国（源義家の第三子）は、藤原姓足利氏の没落

により、足利荘を確保し、源姓足利氏の元を作った。

義国長子の義重は、隣接の新田郡に進出し、新田

郡南西部の大間々扇状地扇端に広がる沖積地を開発

し、その後、十数年の内に、新田荘は新田郡全域（太

田市西部はその東半を占める）に拡大していった。

また、義重は子を山名（閤崎市）・里見（榛名町）にも

配して勢力を広げた。

鎌倉・室町時代以降

本地域は、平安時代の終わり頃から新田荘の範囲

に繰り込まれていき 、嘉応二年(1170)の「新田御荘

嘉応二年目録」には、大島郷が見られる。また、鎌

倉時代には、新田氏の系譜に連なる里見氏から鳥山

郷に鳥山氏、大島郷に大島氏などが現れる。室町時

代には、新田荘は岩松氏の治めるところとなり、大

島郷・鳥山郷は、岩松氏、 鳥山郷の一部は庶子の鳥

山氏の所領となっている。室町時代の終わり戦国時

代を迎える頃にはかつて新田荘を支配していた岩松

氏とは別系統の岩松氏が文明元年(1469)戦国時代を

通して太田・新田地方の象徴であった金山城を築城

している。 しかし、明応四年(1495)家臣の横瀬成繁

地理的環境参考文献

「太田市史」通史編自然太田市 1996 

「太田市史」通史編原始古代太田市 1996 

「新田町誌」第2巻賓科編（下）新田町誌刊行委員会 1987 

に実権を奪われた。横瀬氏は由良姓を名乗り金山城

の実権を掌握したが、上杉氏の関東進出、後の北条

氏の上野国進出に際してはその支配下に属した。所

謂中世城館跡を見ると典型的な山城である金山城跡

(53)をはじめ大島城跡（56)・大島館跡(57)・鳥山環

濠遺構群がある。大島城跡（56)は、戦国期の金山城

跡（53)の出城であったと推定されている。大島館跡

(57)は、北西～南東 100m、北東～南西250mの外

郭があったと推定されている大島氏の館跡である。

鳥山環濠遺構群は、鳥山中・下町にあり、鳥山館跡

(65) ・鳥山屋敷跡（66)のニカ所で、 15• 16世紀に

存続したとされる鳥山城跡が鳥山氏の居館と考えら

れている。

やがて、江戸時代を迎えると新田郡鳥山村と大島

村は館林城主となった榊原氏の所領となり 、この地

域も幕藩体制に繰り込まれていった。

「年保迎跡 ・烏山下遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 調査報告書第321集 2003 

「前沖遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 調査報告書第333集 2004 

「浜町遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 調査報告書第358集 2005 

歴史的環境参考文献

「太田市史」通史編自然太田市 1996 

「太田市史」通史編原始古代太田市 1996 

「新田町誌」第2巻資料綱（下）新田町誌刊行委貝会1987

「東長岡戸井口遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 調査報告書第257集 1999 

「年保遺跡 ・鳥山下遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 調査報告書第 1集 2003 

「前沖遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 調査報告書第2巣 2004 

「太田市の文化財」太田市教育委員会 1995 
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第2表周辺遺跡一覧表
番号 遺跡名 時代 遺跡概要 文献
1 塚畑遺跡 縄文・古墳・平安 縄文中期土坑。古墳～平安の竪穴住居。 本書
2 宮内遺跡 縄文～中世 縄文前期包含層。古墳～平安の竪穴住居。 ', 

3 稲荷前遺跡 平安 平安時代の竪穴住居。 ，， 

4 ニ島木遺跡 縄文・奈良•平安 ・中世 奈良•平安の土坑。 中世の掘立柱建物。 ', 

5 城ノ内遺跡 古墳～中世 古墳の竪穴住居。中世の大島城の堀。 ', 

6 浜町遺跡 古墳～平安 古墳～平安の竪穴住居。 中世の溝•井戸 。 団報告書358集
7 舞台A・D遺跡 古墳後期～平安 古墳後期の集落。多罷の炭化米。 市史
8 舞台C遺跡 古墳後期 古墳後期の集落。 ケ， 屋敷内 B遺跡 古墳前期 ・中世 4世紀後半の前方後方形周溝墓。 ', 

10 浜町古墳群 古墳後期 詳細不明。 文化財情報
11  稲荷山古墳 古墳 径20mの円墳。埴輪は太田尚校敷地内。 市史
12 藤阿久大道北遺跡 ク 古墳時代集落。 文化財情報
13 藤阿久古墳群 ‘ 径15m程の円墳が多く、横穴式石室か。6世紀代。 市史
14 稲荷塚古墳 ', 全長50m程の即方後円墳か。 ', 

15 五（御）庵稲荷古墳 ', 円墳。 市財地
16 稲荷塚古墳 ', 前方後円墳。 市史
17 川窪遺跡 古墳即期～平安 古墳削～後期、及び平安の集落跡。 ', 

18 東別所遺跡 旧石器（本の木・中林） 槍先形尖頭器。 ', 

19 天神山古墳 古墳中期 全長210m、東日本最大の前方後円墳。 ', 

20 内並木遺跡 旧石器 槍先形尖頭器。 ', 

21 下宿遺跡 縄文草創期 爪形文土器を包含する遺構。 ', 

22 金井口遺跡 旧石器・縄文前期 ・古墳～平安 槍先形尖頭器。 ケ

23 大日沢古墳群 古墳後期 7世紀末の小規模墳丘墓群。 ', 

24 亀山古墳群 ', 円墳群。 ', 

25 寺ヶ入馬塚古墳群 ', 横穴式石室の円墳群。 ', 

26 寺ヶ入古墳群 ク 横穴式石室の円墳群。 ‘’ 
27 焼山北古墳群 ‘ 6世紀初頭～ 7世紀にかけての古墳群。 ケ

28 焼山南古墳群 ク 6世紀中頃～ 7世紀にかけての古墳群。 ', 

29 焼山遺跡 旧石器～平安 古墳時代前期の土師器が多く出土。 ', 

30 東山古墳群 ケ 最終末期の古墳群で、小形横穴式石室が主力。 ', 

31 高山古墳 ', 6世紀後半構築の横穴式石室の前方後円墳か。 ', 

32 新井古墳群 ‘’ 6世紀後半～ 7世紀にかけての古墳群。 ', 

33 新島 ・小舞木古墳群 ', 6世紀後半～ 7世紀の横穴式石室円墳。 ', 

34 飯塚古墳群 ', 方形周溝墓 4基、円形周溝墓 1基。 ', 

35 大島古墳群 ', 径10m前後の円墳群。 ', 

36 前沖遺跡 ', 古墳時代後期躾落跡。 団報告書333集
37 年保・鳥山下遺跡 ク 古墳時代後期集落跡。 ク 321集
38 一枚橋南遺跡群 縄文～平安 縄文（前～後）、弥生（後期）、古墳～平安の遺物出土。 県遺跡台帳
39 鎧着遺跡 古墳 古墳時代遺物散布地。 文化財情報
40 鳥崇神社古墳 古墳後期 前方後円墳。全長推定66m。5世紀末～ 6世紀前半。 市史
41 長手口古墳群 ケ 3基の前方後円墳を中核、 6世紀後半に形成。 ‘’ 42 長手口砦跡 ', 中世城館。 文化財情報
43 中道遺跡 ', 古墳時代遺物散布地。 ', 

44 中妻遺跡 古墳 集落、古墳。 ', 

45 貧乏塚古墳群 古墳後期 約30基の円墳よりなる群集墳。6世紀後半。 市史
46 弐反田古墳群 ', 数基の円墳からなる。 ', 

47 東金井窯跡群 奈良～平安
6~9世紀の須恵器窯跡群（狸ヶ入・辻小屋・入宿・亀山・

', 

内並木・焼山須恵器窯跡）。
48 金井口埴輪窯跡 古墳 埴輪製作址。 ', 

49 高太郎 I遺跡 古墳後期 • 平安 古墳時代後期の須恵器窯跡 5基。平安時代製鉄炉。 団年報13
50 高太郎 II遺跡 平安 製鉄炉跡 3基、炭窯跡3基。10世紀前半。 市年報 1
51 高太郎皿遺跡 古墳後期•平安 平安時代製鉄炉跡。 文化財情報
52 鍛冶ケ谷戸遺跡 縄文・古墳 • 平安 ・ 中世 縄文 、 古墳、平安時代、中世の梨落 • 生産遺跡。 ', 

53 金山城跡 中世 文明冗年(1469)岩松家純築城。 市財地
54 山去 ・十八曲遺跡 中世 井戸跡 1基、金山城跡関連の大堀切り 。 団年報12
55 大島口遺跡 縄文草創 ・古墳 縄文早創・早 • 前及び古墳時代遺物散布地。 市史
56 大島城跡 ケ 16世紀館跡。堀。土壇。 城館跡
57 大島館跡 中世 14世紀。大島氏（里見氏）。 土居、戸口。 ', 

58 八幡山古墳 古墳前期 前方後円墳。全長84m。竪穴式石室か。 市史
59 八幡山遺跡 旧石器 旧石器時代遺物包蔵地。ナイフ形石器。 ', 

60 細谷東遺跡 古墳・奈良 古墳 ・奈良時代の集落。 文化財情報
61 狸ヶ入館遺跡 中世 中世の寺跡。 市財地
62 胎蔵寺跡 ', 中世の寺跡。 城館跡
63 新井館跡 ', 中世の寺跡。 ク

64 矢島館跡 ', 中世の寺跡。 ', 

65 鳥山館跡 ', 堀。 ', 

66 鳥山屋敷跡 ', 堀。 ク

67 鶏足寺跡 ', 中世の寺跡。 ', 

68 長楽寺跡 ', 中世の寺跡。 ケ

県．群馬県教育委員会 市：太田市教育委員会 市史：太田市史 市財地・太田市文化財地図
団：財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

文化財情報：「群馬県文化財情報システム CD-ROM版」 城館跡．「群馬県の中世城館跡」
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14 第 2図 周辺遺跡分布図(S= 1 : 25000) 



塚畑遺跡





第 4章遺跡各節

第 1節塚畑遺跡

I.遺跡の概要
塚畑遺跡は 、 奈良•平安時代の遺構を中心にして

縄文時代から近世までの遺構と遺物を検出した。調

査地は、東側が微高地であり、緩やかに西側に下る

傾斜地である。調査以前は、東武伊勢崎線の路線と

して利用されており 、それ以前は水田や桑畑として

利用されていた。調査区は、東武鉄道伊勢崎線の敷

設と住宅開発によって、大きく改変されており、遺

構の遺存状態は良くなかった。

旧石器時代

調査範囲内において、旧石器時代の遺構・遺物の

検出はみられず、ローム層下の地山堆積状況は、井

戸跡などの遺構法面を見る限り、いずれも砂層を含

む水性堆積土であり、暗色帯やテフラ層は検出され

ず、下位は砂礫層または粘土層に至る。このことか

ら、当該期における当地の地理的環境は離水は安定

せず、生活に適していなかったものと推察される。

縄文・弥生時代

調査範囲内西側より、縄文時代と認められる土坑

5基検出し、そのうち 4碁の土坑から縄文時代後期

の土器が出土した。また、表面採取の土器もあった。

弥生時代の遺構と認められる検出は一例もなかっ

た。なお、他にもこの時期に属する土坑がある可能

性があるが、出土遺物等からは確認できなかった。

古墳時代

古墳時代の表面採取の土器が多数出土している

が、遺構については残念ながら検出できなかった。

隣接する浜町遺跡、舞台A・D遺跡には、古墳時代

～平安時代の集落跡が検出されていること 、北側の

太田高校敷地内に稲荷山古墳が位置していること、

4世紀後半の前方後方形の周溝墓 1基、円墳 2甚が

検出されている屋敷内遺跡が位置していることから

遺跡の概要

も当該期の遺跡の存在が想定されるものの、調査区

が狭かったことからその地点は特定できない。

奈良・平安時代

本遺跡で検出した遺構は、奈良•平安時代以降の

ものと推定される。鉄道の敷設に伴う削平や耕作等

により遺構の遺存状況が良くなく、火山灰等の時期

確定のカギになる層も明確には残存しない。そのた

め、僅かな出土遺物と埋土だけでは時期を明確にで

きないものが多い。出土遺物や形態から時期を推定

できる住居等の殆どは奈良 • 平安時代に属するもの

である。全体では、竪穴住居跡7軒・溝跡 1条が検

出され、本遺跡で検出の遺構 ・遺物の主体を成して

いる。

寵が確認できたのは 2・3・4号住居の 3軒であっ

た。いずれの住居も調査区外との境に位置するため

全形を確認することはできなかった。溝 1条は、逆

台形状の掘り込みをもち、区画溝と考えられる。調

査区の幅が狭いために全体が調査できず、詳細は不

明である。堀立柱建物跡 1棟、柵列跡 2本、土坑跡

13 基、ピ ット跡40基等を調査したが奈良•平安時

代のものと、断定はできなかった。

中・近世

この時期の検出遺構は少なく、近世の溝跡 2条 ・

近現代と考えられる井戸跡 l基・土坑跡 1基を検出

した。3条の溝跡からは、若干の陶磁器も出土して

いる。その他、中世から近代の遺物も表面採取遺物

として取り上げたが、前述のとおり調査区を覆う上

層は、鉄道の敷設に伴う土地改良による客土である

ため、他からの混入品の可能性が高いと判断し掲載

しなかった。

15 
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竪穴住居跡

II. 遺構と遺物
1.竪穴住居跡

1号住居（第5図、 PL1) 

位置 X = 32166~170 Y = -41783~788 

重複遺構 東側の 7号住居と重複、遺構平面確認時

と埋土断面の状況より本遺構の方が新しいと考え

られる。

形態 北側が調査区外に延び、 7号住居と重複して

いるため全形は不明である。

方位 N-84°-W 

規模 5.34 X (2.76) ill 

面積 (13. 878) rrl 調査区内

壁高 12cm 

床面 床面は、貼り床を持たず地山ロームが硬化し

ている。掘り方面をそのまま床面としている。

ピ ッ ト 径24cm~48cm、深さ 16cm~48cmの

P 1 • P 2を確認。他に 8本掘り込みがあった。

全形が不明なため主柱穴を確認できなかった。

貯蔵穴・周溝 調査区内では未確認

炉．竃 調査区内では未確認

遺物 土師器・須恵器胴部片、縄文土器片、石が出

土。小片のため図化できなかった。

所見 本住居の時期は、出土遺物及び埋土から奈良・

平安時代頃と比定される。
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L = 41.90m 
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P 1 L=41.90m 

c c’ 

了

P2 L=41.90m 

D D' 

汀
1号住居p1 

1 黒褐色土 やや粘質。ローム粒、焼土粒、炭化物を微最含む。

1号住居 P2

1 黒褐色土 やや粘質。ローム粒、焼土粒、炭化物を微量含む。

1号住居

1 黒褐色土 やや粘質。ローム粒、焼土粒、炭化物を微最含む。

゜
1 : 60 2m 

第5図 1号住居平 ・断面図

18 



2号住居（第 6~9図、第 8表、 PL2 • 5 • 6) 

位置 X = 32169~174 Y = -41775~780 

重複遺構 東側の 3号住居と重複し、 2号住居寵下

に3号住居の床面を確認できたことから本遺構の

方が新しいものと考えられる。

形態 北側が調査区外に延び、 3号住居と重複して

いるため全形は不明である。

方位 N -104° -W 

規模 5.34m X計測不能

面積 (6.372) rri 調査区内

壁高 30cm 

床面 床面は、貼り床を持たず地山ロームが硬化し

ている。2・3号住居の床面の高さは殆ど変わら

ない。

ピッ ト 住居南東コーナー隅に検出。径28cm~
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塚畑遺跡

32cmの楕円形である。貯蔵穴の可能性も考えら

れる。

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

寵東壁中央寄りに位置し、使用面も残り、遺存状

態は比較的良好。心材を用いず、粘土のみで袖部

から天井部を構築する。燃焼部から煙道部にかけ

て緩やかな勾配を持つ。なお煙道部は試掘調査時

において削平され形状は不明。燃焼部幅72cm、

焚き口幅48cm、燃焼部長さ 88cmである。

遺物 1 ~6の土師器坪、 7~16• 18の須恵器坪、

17の須恵器碗、 19~29• 32の土師器甕、 30• 31 

の土師器台付甕、 33の灰釉陶器瓶類、 34の焼成

粘土塊が出土。22の土師器甕は寵からほぼ完形

で出土。その他、土師器口縁片、胴部片多数、須

恵器片出土。小片のため図化できなかった。

所見 本住居の時期は、出土遺物及び埋土から 9世

紀頃に比定される。

A L=41.90m 

区

外

A' 

2
 

B 
L = 41.90m 

B
 

2
 

入
2号住居

1 暗褐色土 粘質土。ローム粒、焼土粒、炭化分微最に含む。

2 暗褐色土 1層よりやや明るい色。ローム粒を少量、焼土粒、

炭化分微絨に含む。

゜
1 : 60 2m 

2 □三ロ
゜

1: 3 10cm 

第6図 2号住居平 ・断面図 出土遺物 （1) 
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2号住居寵

1 暗褐色土 ローム粒少量、焼土粒微掻に含む。

2 暗褐色土 焼土粒微量、灰分少戯含む。

3 にぶい黄褐色土 ローム粒少最、炭化分、焼土粒微量に含む。

4 暗褐色土灰分少最含む。

5 にぶい黄褐色土 ローム粒少量含む。掘り方。

6 にぶい黄褐色土 明黄褐色土との混土。焼土粒微量含む。

7 にぶい黄褐色土 明黄褐色土との混土。焼土粒少撻含む。

8 暗褐色土 ローム粒少最、焼土粒微籠含む。

9 暗褐色土

10 暗褐色土灰分少晟、焼土粒微屈含む。

11 にぶい黄褐色土 ローム土を少最含む滉土。

゜
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口
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第 7図 2号 住居竃 ・ 掘り方平・断面図 出土遺物 （ 2) 
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3号住居（第10• 11図、第 8表、 PL2 • 6) 

位置 X = 32169~174 Y = -41775~780 

重複遺構 西側の 2号住居、東側の 40号ピットと

重複する。 2号住居寵下に 3号住居の床面を確認

できたことから本遺構の方が旧いものと判断され

る。遺構平面の確認から 40号ピットよりも旧い

ものと考えられる。

形態 北側が調査区外に延び、西側で 2号住居と重

複しているため全形は不明である。

方位 N-97°-W 

規模 調査範囲内東壁2.86mX計測不能

面積 (2.619) rri 調査区内

壁高 30cm 

床面 床面は、貼り床を持たず地山ロームが硬化し

ている。3• 2号住居の床面の高さが殆ど変わら

ない。

ピッ ト・柱穴 調査区内では未確認
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塚畑遺跡

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃 東壁中央よりやや南に位置する。調査の結果、

使用面は残るが、廃棄後人為的に埋め戻され、袖

等は残らず遺存状態は良くない。心材を用いず、

粘土のみで天井部を構築。燃焼部から煙道部にか

けて急峻な勾配を持つ。煙道部壁の焼土化が著し

い。煙道部は 1号井戸によって消失し、形状は不

明。燃焼部幅56cm、焚き口幅40cm、燃焼部長

さ56cmである。

遺物 寵から 1の完形土師器甕、 2のほぼ完形須恵

器杯が出土。2号住居と混在している部分もあり、

時期差もあまりないため、特定できなかった。

所見 本住居の時期は、 2号住居とさほど時間差が

ないと考えられる。また、出土遺物及び埋土から

9世紀頃と比定される。
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第10図 3号住居平・断面図 出土遺物 （1) 
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゜
3号住居籠

1 黄褐色土 砂質ローム土を主体に、暗褐色土を少饂、焼土粒

微最に含む。

2 暗赤褐色 焼土粒のプロック。

3 にぶい黄橙色土 砂質ローム土のプロック。大きめの焼土粒含む。

4 黄褐色土 1層に少盈の焼士を含む。天井部崩落土。

5 褐灰色土灰層。

6 明赤褐色焼土 7層の焼土化。掘り方。

7 明黄褐色土 ローム土のプロック 。焼土粒微醤に含む。

8 明黄褐色土 7層に灰分、焼土粒少巌含む。煙道床部分。

9 にぶい黄褐色土 灰分微益、大きめの焼土粒少最含む。

10 にぶい黄褐色土 灰分、大きめの焼土粒少羅含む。

＼二三工三三―

2
 

゜
1 : 3 10cm 

第11図 3号住居竃 ．掘り方平 ・断面図 出土遺物 （2) 

4号住居（第12• 13因、第 8表、 PL2 • 7) 

位置 X=32170~175 Y = -41770~775 

重複遺構 西側の 1号井戸と重複する。遺物平面確

認から本遺構の方が旧いものと判断される。

形態 南東側が調査区外に延び、 西側で 1号井戸と

も重複しているため全形は不明である。調査区内

の状況から隅丸長方形であると推定される。

方位 N-20°-W 

規模 長軸3.40X短軸3.10m

面積 (7. 533) rrf 調究区内

壁高 25cm 

床面 床は、貼り床をもたず地山ロームが硬化して

いる。南側は上部からの削平の影響を受け遺存状

態は良くない。

ピッ ト 住居東壁と調査区境の位置に径30cm~

50cm、深さ 8cm程のピットを 1基検出。

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃 北壁中央よりやや西に位置する。遺存状態は

比較的良好。燃焼部はほぽ壁のライン上に位置す

る。煙道は短く、 下面は焼土化が著しい。 心材を

用いず、粘土のみで袖部から天井部を構築。燃焼

部から煙道部にかけて緩やかな勾配を持つ。煙道

部壁の焼土化が著しい。燃焼部幅70cm、焚き口

幅50cm、燃焼部長さ 44cm、煙道部20cmである。

遺物 l ~3の須恵器碗、4の須恵器坪、5の土師

器坪、 6の土師器台付甕、 7~11の土師器甕が

出土。

所見 本住居の時期は、出土遺物及び埋土から 9世

紀頃と比定される。
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竺口｀ 4号住居

l 暗褐色土 ローム粒、焼土粒微祉含む。
2 にぶい黄褐色土 ローム粒少枯含む。

¥0 り 3 暗褐色土 ローム粒、ロームプロック微量含み、
／ 

焼土粒少量含む。

4 明黄褐色ロームプロック。

5 暗褐色土 旧表土とローム土の混土。

6 明黄褐色砂質土 水性堆和ローム土。

も ¥‘ 
＼の，

Iロ

4号住居p1 
1 暗褐色土 ローム粒少屈、焼土粒微旅に含む。
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4号住居寵

1 暗褐色土 粘質土。ローム粒、焼土粒微祉に含む。
2 暗褐色土 l層に似る。ローム粒少屈、焼土粒微益に含む。

天井部。

3 暗褐色土 1層に暗赤掲色の焼土粒プロック中量含む。掘り方。
4 暗赤褐色土焼土プロック。

5 暗褐色土 ローム粒微祉に含む。

6 暗褐色土 ローム粒、焼土粒少醤含む。

7 赤褐色土焼土プロック 。

8 暗褐色土 ローム粒少祉、焼土粒微量に含む。
9 明黄褐色土 砂質ローム土プロック。

゜
l : 30 lm 

第12図 4号住居・疱．掘り方 平 ・断面図
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竪穴住居跡
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第13図 4号住居出土遺物
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5号住居（第 14図）

位置 X = 32172~177 Y = -41767~771 

重複遺構 なし

形態 北側が調査区外に延びているため全形は不明

である。南東壁側は、調査時やや拡幅した。また、

住居中央部は試掘トレンチで削平されている。

方位 N -20° -E 

規模 長軸3.96X短軸3.46m

面積 （10.512) rri 調査区内

壁高 確認面が床面と考えられる。

床面 後世の削平を受け、僅かに床面が残るのみで

塚畑遺跡

あった。掘り方面は、細かな凹凸を有するが、概

ね平坦である。

ピット 6本を検出。径24cm~32cm、深さ 12cm

~32cm。埋土から p3、p5が本住居に伴うも

のと考えられるが、詳細は不明である。

貯蔵穴 調査区内では未確懃

周溝 調査区内では未確眩

炉． 竃調査区内では未確認

遺物 なし

所見 遺構の遺存状態も良くなく、出土遺物もない

ため、時期不明である。
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5号住居

1 暗褐色土 粘質土。ローム粒微孤に含む。

2 にぶい黄褐色土 粘質土。漸移層土。部分的にローム

プロック含む。

3 黒褐色土粘質土。締まり良い。

4 にぶい黄燈色ローム土

゜
1: 60 2m 

第14図 5号住居平 ・断面図
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竪穴住居跡

6号住居（第15図、第 8表、PL3 • 7) 

位置 X = 32174~177 Y = -41760~764 

重複遺構 東側の 3号溝、19号土坑と重複する。

遺構平面確認時と埋土土層断面の状況から本遺構

が旧いものと判断される。 また、 19号土坑の底

面が焼土を多量に含むことから本住居の籠跡の可

能性もある。

形態 南側が調査区外に延び、東側は3号溝と重複

しているため、全形は不明である。

方位 計測不能

規模 長軸1.56X短軸1.32m 調査区内

面積 O. 665) rrl 調査区内

壁高 50~60cm 

床面 床面は、貼り床を持たず地山ロームが硬化し

ている。

ピッ ト 1基を確認。径23cm、深さ 20cm。

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

炉．竃 調査区内では未確認

遺物 1の須恵器坪底部が出土。その他、土師器胴

部片出土。小片のため図化できなかった。

所見 遺構の遺存状態も良くなく、 出土遺物もない

ため、時期不明である。
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6号住居

1 暗褐色土 やや砂質。旧表土。

2 暗褐色土 粘質土。ローム粒、焼土粒微最に含む。

3 暗褐色土 ローム粒を微批に含む。焼土粒微最に混入。

4 暗褐色土 ロームプロック少屈含む。

5 暗褐色土 ローム粒を微絨に含む。焼土粒微屈に混入。

6 暗褐色土 大きめのロ ームブロ ック少量含む。

＼ ＼ □ク

゜
1: 3 10cm 

第15図 6号住居平 ・断面図 出土遺物
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7号住居（第16図、第 8表、 PL3 • 7) 

位置 X = 32169~171 Y=-41781~785 

重複遺構 南西側の 1号住居と重複する。遺構平面

確認時と埋土断面の状況から本遺構が、旧いもの

と判断される。

形態 北側が調査区外に延び、西側は 1号住居と重

複しているため、全形は不明である。確認面は掘

り方面と考えられる。

方位 計測不能

規模 調査区内において長軸 1.80X短軸1.00m

面積 (1.809) rri' 調査区内

壁高 41cm、東側壁の土層断面に階段状の部分が

あり、出入り 口のステップと推定される。

塚畑遺跡

床面 掘り方面から厚さ 4cm~12cm程明黄褐色

土により埋め土を施して床面をつくる。掘り方面

は細かな凹凸を残すが平坦である。土層断面に焼

土痕を確認。

ピット 1基を確認。径36cm、深さ 16cm。

貯蔵穴 調査区内では未確詔

周溝 調査区内では未確認

竃調査区内では未確認

遺物 掘り方面から 1~3の須恵器坪が出土。その

他、土師器片、須恵器片出土。小片のため図化で

きなかった。

所見 本住居の時期は、出土遺物から 9世紀頃と比

定される。
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L = 41.50m 
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7号住居(5~10層）

1 にぶい黄褐色土 礫混入。線路路磐土。
2 L 2 黒褐色土 礫、焼土混入。盛土屈。

3 暗褐色土 白色軽石粒微贔に含む。旧表土。
4 暗褐色土 粘質土。焼土粒、炭化分少罷含む。
5 にぶい黄褐色土 ローム粒少最、焼土粒、炭化分微絨に含む。
6 にぶい黄褐色土 ロームプロック少量含む。
7 にぶい黄褐色土 ローム混土。やや砂質。
8 にぶい黄褐色砂質ローム土のブロック。
9 明赤褐色土焼土ブロック。掘り方。
10 明黄褐色ローム土 にぶい黄褐色土を少批層状に含む混土。

p 1六
I 7号住居 p1 0 

1 明黄褐色砂質ローム土 炭化分微量、
暗掲色粘質土少最含む。

1: 60 2m 

＼ロニニ／ ＼言こ／／

口 ー／
゜

1 : 3 10cm 

第16図 7号住居平・断面図出土遺物 29 



土坑跡

2.土坑跡

本遺跡から 21基の土坑跡を検出した。同一面上

での遺構調査であるため明確な時期判定は困難であ

るが、埋没土の土質 ・色調及び遺物の検討、さらに

住居等の遺構の埋没土との比較などから、縄文時代

に属するものと古墳時代以降に属するものとに推定

した。出土遺物や埋土・重複関係などから時期・用

途を想定できたものは少なかった。また、水田耕作、

線路敷設時の土地整備により、上部からの削平が著

しい。竪穴住居跡の床面がなくなるまで削平されて

いることも多く、掘り込みの浅い土坑は、この時点

で消失してしまったものと思われる。それぞれの形

態 ・規模については一覧表（第 3表）、遺構図を掲載

した。土坑は大まかに、円形・楕円形、方形、不整

形に分けることができる。縄文時代の土坑は、主に

1号土坑（第17• 18図、第 3・8表、 PL7) 

楕円形で調査区境に位置する。南半分が調査区外

に延びるため、全形は不明である。底面は、平坦な

レベルであるが、小さな凹凸をもつ。埋土は、黒褐

色粘質土でローム粒・ブロックを含む。 1• 2は縄

調査区西側から確認されており、調査区西側周

辺に縄文時代の遺構の存在を推定される。

1 • 2 • 9号土坑はやや不整形、 4• 20号土坑

は重複しており、楕円形である。3・6・7・10・

12 • 13号土坑は、方形か隅丸長方形である。墓坑

の可能性も考えられるが、特定できる遺物を確認す

ることはできなかった。埋土から中世以降の可能性

が高いと考えられる。8号土坑は、 2基の柱穴の重

複であり掘建柱建物跡の柱と推察される。11号土

坑は、やや浅く、試掘調査時のトレンチにより北半

分を消失しており 、全体は不明である。14~16号

土坑は円形である。出土遺物も少なく、埋土からも

時期を特定できなかった。また、 15号土坑は、 8

号土坑と同様に 4塞の柱穴の重複と考えらる。特徴

的なものについては、以下に詳述する。

文土器深鉢、 3は常滑山茶椀、 4は江戸時代陶器片

である。流れ込みの可能性が高い。その他、縄文土

器片、須恵器片出土しているが、小片のため図化で

きなかった。
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1号土坑（縄文土坑）

l 暗褐色土 やや粘質。旧表土。

2 黒褐色粘質土 部分的にロームプロック少量含む。

3 黒褐色粘質土 固く締まる。

4 黒色粘質土 ローム粒少最含む。固く締まる。

0 1:40 lm 

第17図 1号土坑平・断面図
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塚畑遺跡

゜
1 : 3 10cm 

I I 2 

＼ Ij 

三［ニ
第18図 1号土坑 出土遺物

2号土坑（第19図、第3表）

楕円形で調査区西側に位置する。底面は、平坦な

レベルであるが、小さな凹凸をもつ。埋土は、暗褐

色粘質土、ローム粒 ・ブロックを少量含む。縄文土

器片 3点出土しているが、小片のため図化できな

かった。
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2号土坑（縄文土坑）

1 暗褐色土 シルト質土。ローム粒微饉含む。

2 にぶい黄燈色ローム土 暗褐色土が少最混じる混土。

0 1:40 lm 

第19図 2号土坑平・断面図

4号土坑（第20図、第 3・8表、PL3 • 8) 

やや円形に近い楕円形である。底面は、ほぽ平坦

である。埋土は、暗褐色粘質土、ローム粒を僅かに

含んでいる。20号土坑を掘り壊していることから、

4号土坑の方が時期は新しいと考えられる。 1~7 

は縄文土器深鉢で縄文時代後期と考えられる。その

他、縄文土器片多数 (82点）が出土しているが、出

土位置は、底面から 30cm以上の上層に集中してい

た。大部分が小片のため、意図的な行為による設置

か単なる廃棄かは不明である。

20号土坑（縄文土坑）

1 黒褐色粘質土 大きめの炭化分とローム粒微最に含む。

2 黒褐色土 ローム粒微屈に含む。

3 にぶい黄褐色土 ローム粒少最含む。

゜
1:40 lm 

20号土
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L = 41.90m 

A 攪乱 A' 

4号土坑

4号土坑（縄文土坑）

1 黒褐色粘質土 大きめの炭化分とローム粒微茄に含む。

第20図 4 • 20号土坑平 ・断面図
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土坑跡

20号土坑（第20• 21図、第 3・8表、 PL8) 

東西に長い楕円形である。底面は、中央部が高ま

り、凹凸がある。埋土は、東側が暗掲色粘質土で

ローム粒を僅かに含み、西側に、にぶい黄掲色土で

ローム粒を僅かに含む。断面観察と埋土から土坑と

ピットの複合したものと考えられる。攪乱のため

ピットとの新旧関係は不明。4号土坑により掘り壊

4号土坑

されていることから、本遺構の方が旧いと考えられ

る。主に東側の埋土から縄文土器片が出土。 出土位

置は、 4号土坑と同様に底面から 30cm以上の上層

に集中していた。1は堀之内式深鉢である。その他、

縄文土器片が出土しているが、小片のため図化でき

なかった。出土遺物から縄文時代後期と考えられる。
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20号土坑

゜
1 : 3 10cm 

第21図 4 • 20号土坑 出土遺物

9号土坑（第22図、第 3・8表、 PL8) 

調査区西側に位置し、 1• 2号土坑に近接する。

ほぼ長方形である。調査時やや拡大しすぎたため、

破線位置が本来の形であると考えられる。底面は、

多少の凹凸があるが、ほぼ平坦である。埋土は、暗

褐色粘質土である。 1は縄文土器深鉢、 2は土師器

胴部、 3は土師器甕底部である。2・3は流れ込み

と考えられる。その他、縄文土器片26点が出土し

ているが、小片のため図化できなかった。埋土と出

土遣物から縄文時代後期と考えれる。
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9号土坑

1 暗褐色土 ローム粒微量に含む。やや粘性。

第22図 9号土坑平・断面図 出土遺物
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3号土坑（第23図、第 3・8表、 PL8) 

隅丸長方形に近い楕円形である。底面は、ほぼ平

坦である。埋土は、上層が暗掲色粘質土、ローム粒・

ブロックを含む。下層は灰黄褐色の砂質土を含む。

塚畑遺跡

1は鉄製品（刀子）である。その他、縄文土器片 4点

が出土しているが、小片のため図化できず、時期も

特定できなかった。

A L = 41.90m A' 

口―
ロ

3号土坑

1 暗褐色シルト質土 明黄褐色砂質ロームプロ ックを少量

含む。

2 暗褐色土 明黄褐色砂質ロームブロックと灰黄褐色砂質土

を少量含む。

第23図 3号土坑平 ・断面図出土遺物

゜
1: 3 10cm 

゜
1: 40 lm 

5号土坑（第24図、第 3表）

調査区境に位置し、南側が調査区外に延びるため

全形は不明である。楕円形と推察される。底面は、

蕊
7

、ーり
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メ53 
妨ヽ

キ

凹凸がある。埋土は、主に暗褐色粘質土でローム粒

を僅かに含む。断面観察と埋土からピットの複合し

たものと考えられる。縄文土器片 1点が出土してい

るが、小片のため図化できず、時期も特定できなかっ

た。
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A' 5号土坑
- 1 暗褐色土 小礫含む。旧表土。

2 暗褐色土 明黄褐色砂質ロームブロック微批に含む。

3 暗褐色土 2層に似るが、やや明色味が強い。

ロームプロック少醤含む。

A' 
0 1 : 40 lm 

区外 ロ
第24図 5号土坑平・断面図

6号土坑（第25図、第 3表）

調査区境に位置し、北側が調査区外に延びるため

全形は不明である。底面は、ほぼ平坦である。埋土

は、暗褐色粘質土である。断面観察と埋土からピッ

トの複合したものと考えられる。出土遺物もなく時

期は不明である。
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一

6号土坑

1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

小礫含む。盛土。

小礫混。旧表土。

シルト質土。大きめの明黄

褐色砂質ロームプロックを

少最含む。土器片と思われ

る粒子を微最に含む。

“
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ー

0 1:40 lm 

第25図 6号土坑平・断面図
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土坑跡

7号土坑（第26図、第 3表）

調査区中央やや西側に位置する。北西側が試掘ト

レンチにより削平され消失しているため全形は不明

である。底面は、ほぼ平坦である。埋土は、暗褐色

粘質土である。出土遺物もなく時期は不明である。

A
 

メ

父 、

一次胄\'{~ / ~/
A' 

¥ 

ュL= 42.60m A' 

了二二汀t
チ

7号土坑

1 暗褐色土 シル ト質土。大きめの明黄褐色ロームプロソク微贔

に含み、少量の炭化分含む。

゜
1 : 40 lm 

第26図 7号土坑平・断面図

10号土坑（第27図、 第3表）

調査区西側に位置し、方形に近い楕円形である。

削平されてしま ったのか、掘り込みが浅かったため

なのか確認面からの掘り込みは浅い。底面は、凹凸

が多い。埋土は、暗褐色粘質土で、少量の炭化物を

含む。土師器胴部片 10点、縄文土器片 11点が出土

しているが、小片のため図化できず、時期も特定で

きなかった。

トレ ンチ

A
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ー

象｝
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＿
 

A L=41.90m A' 

51 
321 

ヽ

ー
り

4
[

10号土坑

l 暗褐色土 ローム粒微屈、炭化分を少量含む。やや粘性。

゜
1 : 40 lm 

第27図 10号土坑平・断面図

11号土坑（第28図、 第3表）

調査区中央に位置する。北西側が試掘トレンチに

より削平され消失している。そのため全形は不明で

L
11
4
2
.0
0
m
 

A
 

A
'
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亙I 

/IIキ‘髯
トレンチ 1;;_ / 

三

ある。据り込みは浅い。底面は、平坦である。埋土

は、暗褐色粘質土で、少量のローム粒子を含む。石

1点が出土 しているが、小片のため図化できず、時

期も不明である。

11号土坑

1 暗褐色土 シル ト質。明黄褐色砂質ロームブロ ック 、土器片 と

思われる粒子を微益に含む。粘性あ り。

A
'
 0 1:40 lm 

第28図 11号土坑 平 ・断面図
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12号士坑（第29図、第3表、 PL4) 

調査区中央に位置する。調査時遺構を拡大しすぎ

たため全形は不明である。確認面からの掘り込みは

ぶ

念ヘ

ーり
：

メ

塚畑遺跡

浅い。底面は、概ね平坦である。埋土は、暗褐色粘

質土に少量のローム粒子と炭化物を含む。出土遺物

もなく時期は不明である。

A L = 42.00m A' 

ー
口

12号土坑

1 暗褐色土 シルト質。明黄褐色砂質ロームプロック 、炭化物を

少絨含む。粘性あり 。

0 1:40 lm 

トレンチ

第29図 12号土坑平・断面図

13号土坑（第30図、第 3表、 PL4) 

調査区中央に位置する。試掘トレンチにより一部

削平され消失しているため全形は不明である。確認

＼ 
I ► 

面からの掘り込みは浅い。底面は、凹凸がある。埋

土は、暗褐色粘質土に、少量の黒褐色土ブロックを

含む。出土遺物もなく時期は不明である。

I ► 

13号土坑

1 暗褐色土 明黄褐色ローム粒微砒に含む。

2 黒褐色土 明黄褐色ローム粒、炭化物微量に含む。やや粘性あり 。

3 黒褐色土 明黄褐色ローム・プロソク (3cm大）との混土、やや

粘性、締まりあり 。

A『 I乏
| 

第30図 13号土坑平 ・断面図

0 1:40 lm 

I |--寸

14号土坑（第31図、第 3表）

調査区中央に位置する。試掘トレンチにより一部

削平され消失している。底面は、凹凸がある。埋土

は2層に分けられ、上層が暗褐色粘質土、下層が褐

色粘質土である。埋土の状況と調査から柱穴の重複

と考えられる。出土遺物もなく時期は不明である。

A L ~ 42.00m A' 

髯
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キメ

：

蕊
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A

＿
 

A' ー w 
14号土坑

1 暗褐色 シルト質。明黄褐色砂質ローム

プロック、炭化物を少罷含む。

粘性あり 。

2 褐色シルト質土

3 明黄褐色ローム土 やや砂質。

゜
1:40 lm 

第31図 14号土坑平 ・断面図
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土坑跡

15号土坑（第32図、第 3表）

調査区中央に位置する。試掘トレンチにより一部

削平され消失している。底面は、多少の凹凸がある

が、概ね平坦である。埋土は、暗褐色粘質土にロー

ム粒を少量含む。埋土の状況と調査から柱穴の重複

と考えられる。土師器口縁部片 2点、胴部片 l点、

縄文土器片 1点が出土しているが、小片のため図化

ず、時期を特定できなかった。

‘、
蕊‘

：

／

〔

L = 42 OOm 
A A' 

ー ＼ 
A' 

-------

15号土坑

1 暗褐色土 シルト質。明黄褐色砂質ロームブロック、炭化物を

少罷含む。粘性あり 。

II I 

第32図 15号土坑平 ・断面図

16号土坑（第33図、第 3表、 PL4) 

調査区中央に位置し、楕円形である。底面は、北

西側が深く掘り込まれ、南東側は多少の凹凸がある

が、概ね平坦である。埋土は、暗褐色粘質土にロー

ム粒を少贔含む。埋土の状況と調査から柱穴の重複

と考えられる。出土遺物もなく時期は不明である。

|口

゜
l 40 lm 

l I 

亙
＼◇ I 

八： ~A
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区外

A
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16号土坑

1 暗褐色土 シルト質。明黄褐色砂質ローム粒少饂含む。

L=42.00U ― 

0 l: 40 lm 

第33図 16号土坑平・断面図

17号土坑（第34図、第 3表）

調査区境に位置し、南側が調査区外に延びるため
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全形は不明である。底面は、多少の凹凸があるが、

概ね平坦である。埋土は、主に暗褐色粘質土でロー

ム粒を僅かに含む。出土遺物もなく時期は不明であ

る。

17号土坑

1 黒褐色土 盛土。

2 暗褐色土旧表土。

3 暗褐色土 シルト質。明黄褐色砂質ローム粒少最含む。

゜
1 : 40 lm 

第34図 17号土坑平 ・断面図
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塚畑遺跡

18号土坑（第35図、第3表）

調査区境に位置し、南側が調査区外に延びるため

全形は不明である。底面は、平坦である。埋土は、

主に暗褐色粘質土でローム粒を僅かに含む。出土遺

物もなく時期は不明である。

トヽ 心ヘR ’ ＼ 
I ► ‘1;¥、ヤ’ ► I 
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お // 
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|図

ヨ ＼ 

|字
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18号土坑

1 暗褐色土 シルト質。明黄褐色砂質ローム粒少拡含む。

゜
1: 40 lm 

第35図 18号土坑平 ・断面図

19号土坑（第36図、第 3・8表、PL4 • 8) 

調査区境に位置し、また、3・4号溝、 6号住居

と重複し、南側が調査区外に延びるため全形は不明

である。土層断面の観察と調査の状況から本遺構が

一番新しい。底面は、平坦であるが、焼土が多贔に

分布している。6号住居の寵跡或いは、火葬墓の可

能性も考えられる。埋土は、主に暗褐色粘質土と黒

褐色土でローム粒を僅かに含む。土坑上部から 1は

ほぼ完形土師器江、2は須恵器蓋である。その他、

土師器胴部片 5点が出土しているが、小片のため図

化できなかった。
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19号土坑

1 旧表土

2 暗褐色土 ローム粒微砒に含む。土器片、炭化分微鼠に混入。

3 にぶい黄褐色土 ローム粒少盆、焼土粒、炭化分微量に含む。

4 黒褐色土 ローム粒僅かに含む。

5 にぶい黄褐色土 ローム粒微最、大きめの焼土粒、炭化分を

微晟に含む。

6 褐色シルト質土 ローム粒中絨含む。

7 にぶい赤褐色土 焼土粒多批に含む。締まりやや良い。

A
'
 

ー三誓□

／ニニロニミ2

0 1: 3 10cm 

゜
1 : 40 lm 

第36図 19号土坑平・断面図出土遺物

21号土坑（第37図、第3表）

調査区境に位置し、北側が調査区外に延びるため

全形は不明である。 38• 39号ピット、 12号土坑と

重複し、一部消失している。38号ピットと 12号土

坑より本遺跡が旧く、底面は 39号ピットに掘削さ

れていると考えられる。埋土は、主に暗褐色粘質土

でローム粒を僅かに含む。出土遺物もなく時期は不

明である。
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21号土坑

1 暗褐色シルト質土 やや大きめのロームブロソクを部分的に

少批含む。

2 にぶい黄褐色土 暗褐色シルト質土とやや大きめのロームプ

ロックを部分的に中屈含む。漸移層土。

0 1:40 lm 

第37図 21号土坑平 ・断面図

第3表土坑跡一覧表

規模（m)
番号 遺構番号 位置 形態 主軸方向 出土遺物 備考

長径 短径 深度

1 1号土坑 X = 32149 Y = -41823 ー（楕円形） N -84°-E 0 98 0 55 
中近世陶器、縄文

縄文時代後期堀之内式。
土器片少数

2 2号土坑 X = 32150 Y = -41823 楕円形 N-25°-W 1 72 0 76 0 30 縄文土器片少数 縄文土坑。

3 3号土坑 X = 32152 Y = -41817 隅丸長方形 N -90° -E 0 60 0 30 0 46 
縄文土器片少数、
鉄器（刀子）

4 4号土坑 X = 32155 Y = -41815 ほぽ円形 N -52°-E 0 88 0 78 0 60 
縄文後期称名寺式

20号土坑と重複。
土器片多数

5 5号土坑 X = 32152 Y = -41815 ー（ほぼ円形） N-26°-W 0 36 0 48 縄文土器片 1点
ピノトの重複、調査区外に

出るため、全形は不明。

6 6号土坑 X = 32159 Y = -41808 ー（ほぽ円形） N -69° -E 0 80 0 24 なし
調査区外に出るため全形は

不明。

7 7号土坑 X = 32158 Y = -41803 ー（長方形） N-70°-W 0 74 0 18 なし
調査区外に出るため全形は

不明。

1号掘立柱建物P3、1号
8 8号土坑 X = 32158 Y = -41802 ー（楕円形） N -70° -E 0 50 0 60 なし 柵列 P3に変更。掘立柱建

物と柵列の菫複。

， 9号土坑 X = 32150 Y = -41821 長方形 N-48°-W 1 10 0 20 縄文土器片少数

土師器 ・須恵器片

10 10号土坑 X = 32151 Y = -41819 やや正方形 N-75°-W 1 30 1 13 0 18 多数。縄文土器片 縄文時代後期堀之内式。

1点

11 11号土坑 X = 32161 Y = -41796 ー（円形） N -23°-W 0 50 0 18 石l点
調査区外に出るため全形は

不明。

12 12号土坑 X=32165 Y=-41793 隅丸長方形 N-63°-W 1 20 0 90 0 30 なし 破線が実際の遺構範囲。

13 13号土坑 X = 32163 Y = -41793 ー（楕円形） N-65°-E 0 94 0 38 なし
調査区外に出るため全形は
不明。

14 14号土坑 X = 32164 Y = -41792 楕円形 N-54'-E 0 60 0 36 0 32 なし

15 15号土坑 X = 32164 Y = -41792 楕円形 N-57°-E 0 80 0 64 0 56 
土師器片2点、縄

文土器片 1点

16 16号土坑 X = 32163 Y = -41790 ほぽ円形 N-41°-W 0 55 0 45 0 34 なし

17 17号土坑 X = 32167 Y = -41779 ー（ほぼ円形） N -66° -E 0 68 0 24 なし
調査区外に出るため全形は

不明。

18 18号土坑 X = 32168 Y = -41777 ー（不定形） N -59° -E 0 70 0 43 なし

19 19号土坑 X=32176 Y=-41761 ー（不定形） N-18° -E 1 32 0 64 
土師器・須恵器片

少数

20 20号土坑 X = 32154 Y = -41815 楕円形 N-80°-W 0 52 0 52 縄文土器片少数 4号土坑と重複。

21 21号土坑 X=32165 Y=-41794 楕円形 N-30'-W 1 07 0 30 縄文土器片多数 縄文時代後期堀之内式。
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3. 溝跡

後世の削平が深くまで及んでおり、溝跡の遺存状

態は良くなかった。遺物も溝の時期を決定できる状

態のものは無く、溝について時期不明のものが多い。

埋土からの出土遺物は古代から近・現代のものまで

1号溝（第38図、第 8表、 PL8) 

位置 X = 32152~155 Y = -41818~820 

調査区西側に位置する

重複遺構 13号ピットと重複、新旧関係は不明。

走向 北から南(N-S) 

形態 直線的で、断面は箱形である。

規模 検出全長 (2.0)m 上幅 0.70~0.44m

底幅 0.40~0.23m 深さ 0.52m 

遺物 1の 12世紀頃作られた渥美大甕が出土。そ

キ

`5メ

区外 A' 

翁》
I

、
オ 3`メ人1/

13P 

ー

混在する。少数で小片ばかりなので、溝に伴うもの

か混入品か判断ができなかった。他遺構の埋土との

比較と出土遺物から、中世から近世までの遺構が大

半であると思われるが、古代まで遡る可能性も否定

できない。

の他、縄文土器が出土。摩滅していて図化できな

かった。

所見 北側は調査区外に延びている。南側は調査区

中央付近で消失している。暗褐色土と明褐色土に

より埋没している。出土遺物が少ないが、12世

紀の甕が出土していることから中世以降の埋没と

考えられる。流水の痕跡がないことから、区画溝

の可能性もある。

I I 

゜
1: 3 10cm 

A L ~ 42.70m A' 

： 

1号溝

l にぶい黄褐色土 線路の路盤土。

2 黒褐色土 ロームプロック微量に含む。盛土。

3 暗褐色土 やや l陪に似る。炭化分少砒含む。旧表土。

4 暗褐色土 3層より灰色味が強い。ローム粒微絨に含む。

5 明黄褐色ローム土プロック 。

6 暗褐色粘質土 ローム粒微罷に含む。 1号溝毅土。

゜
1:40 lm 

第38図 1号溝平 ・断面図 出土遺物

2号溝（第39図、第8表、PL8) 

位置 X = 32164~167 Y=-41785~793 

調査区中央付近に位置する

重複遺構 なし

走向 北西から南東（N-77° -W) 

形態 直線的で、断面は皿状である。

規模 検出全長 6.70m 上幅 0.55~0.76m

底幅 0.45~0.25m 深さ 0.22m 

遺物 1の陶器灯明皿、 2の陶器小型甕、 3の陶磁

器菊花皿が出土。いずれも江戸時代のものと考え

られる。その他、土師器片、須恵器片等出土。小

片のため図化できなかった。

所見 掘り込みが浅く、旧表土による埋土であるこ

と、近世遺物が出土していることから近世 ・現代

に埋没したものと考えられる。

39 



溝跡

N
6
l
1
v

ーょ
十7

 
6
 

ー2
 

3
 

――
 

x
 ジ

4
/
 

--T--
---------,..----

----

-̀-

|

J

-

66 
ー2
 

3
 

――
 

x
 

喜
，ょ
十

L =42.50m 
A . 2 3 . A' 

三ー
更

2号溝

1 にぶい黄褐色土 線路の路盤土。

2 黒褐色土 ロームプロソク微絨に含む。盛土。

3 灰黄褐色土 砂質土。

4 暗褐色土 炭化分少量含む。旧表土。

□ 2 

゜
1: 60 2m 

□っ／ 口 3

0 1: 3 10cm 

第39図 2号溝平・断面図 出土遺物

3号溝（第40図、第 8表、 PL4 • 8) 

位置 X = 32175~180 Y = -41761~762 

調査区東側付近に位置する

重複遺構 調査区北側で 4号溝、調査区南側で 6号

住居と 19号土坑と重複。新旧関係は、土層断面

の状況により、 6号住居、19号土坑より新しく、

4号溝より旧いと判断される。

走向北から南(N-2°-E)

形態 直線的で、断面は箱形である。

規模 検出全長 4.24m 上幅 0.43~0.70m

底幅 0.20~0.24m 深さ 0.71m 

遺物 lの円筒埴輪、 2の中世常滑甕か壺、3の江

戸時代陶器徳利が出土。その他、土師器・須恵器

片、縄文土器片等出土。小片のため図化できな

かった。

所見 やや掘り込みが深く 、褐色土と暗褐色土で埋

没している。また、中近世の陶器が出土している

ことから近世以降の埋没と考えられる。流水の痕

跡がないことから、区画溝の可能性もある。

4号溝（第40図、第 8表、PL4 • 8) 

位置 X=32176~180 Y = -41759~763 

調査区東側付近に位置する

重複遺構 調査区北側で3号溝、調査区南側で 19

号土坑と重複する。新旧関係は、遺構平面確認時

の状況と埋土断面の観察により 3号溝、 19号土

坑より新しいものと判断される。

走向 北西から南東(N-75° -W) 

形態 調査区北側では北西より南東方向に走向し、

調査区中央やや北側付近で南方向に直角に曲がり

3号溝と並行して走行する。走向は蛇行せず直線

的で、断面は皿状である。

規模 検出全長 4.90m 上幅 0.50~0.80m

底幅 0.23~0.47m 深さ 0.12m 

遺物 lの近世陶器、2の黒曜石剥片が出土。その

他、縄文土器片、土師器片出土。小片のため図化

できなかった。

所見 掘り込みが浅く、やや砂質の灰黄褐色土で埋

没していること 、近世の陶器が含まれることから、

近世の埋没と考えられる。
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塚畑遺跡
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2 暗褐色土 やや 1層に似る。炭化分少贔含む。旧表土。

3 暗褐色土 2層にほぽ同じ。やや暗色味強い砂質。

4号溝覆土。

4 暗褐色土 ローム粒微罷に含む。3号溝覆土。

5 黒褐色土 ローム粒微最に含む。僅かに炭化分 ・焼土粒が滉

じる。3号溝覆土。

6 褐色土 ローム粒少最含む。3号溝覆土。

7 明黄褐色ローム土 3号溝覆土。
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第40図 3・4号溝平 ・断面図出土遺物
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掘立柱建物跡

4. 掘立柱建物跡

1号掘立柱建物（第41図、第 4表、 PL3) 

位置 X = 32158~163 Y = -41800~806 

重複遺構 なし

形態 調査区外に延びるため全形は不明である。

（調査区内 2間X 1間）

方位 計測不能

規模 計測不能p1~P3 4.80m（調査区内）

P3～調査区壁 4.72m（調査区内）

柱穴 掘り方の形態は、 円形 ・楕円形である。規模

は径30cm~48cm、深さ 14cm~48cmである。

遺物 なし

所見 1号柵列が 1号掘立柱建物の柱穴の北側に平

行して並び、 1号柵列の柱間の長さと 1号掘立柱

建物柱間の長さも同じである。P3は、当初 8号

土坑として考えられていたが、調査の結果 2基の

ピットの複合であり、埋土も同様であることから、

1号柵列は 1号掘立柱建物の立て替えの可能性が

ある。出土遺物もなく時期不明である。

第4表 1号掘立柱建物計測表

遺構番号

P
-P
-P
-戸

長径 短径 深度 柱間長

0 34 0 30 0 38 p 1~ 2 2 40 

0 35 0 30 0 14 P2~ 3 2 40 

0 48 (0 12) 0 48 P3~ 4 2 40 I 

叫／0 32 0 32 0 21 | 
単位(m)
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第41図 1号掘立柱建物 平・断面図
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塚畑遺跡

5.柵列跡

1号柵列 （第42図、第 5表、PL3) 

位置 X = 32157~160 Y = -41800~806 

重複遺構 1号掘立柱建物、7号土坑と重複、新旧

関係は不明である。

形態 北西から南東方向の走向

方位 N-77°-W 

規模 4.80m（調査区内）

柱穴 掘り方の形態は円形である。規模は径38cm

~45cm、深さ 8cm~60cm。

遺物 なし

所見 1号掘立柱建物の柱穴の北側に平行に並び、

柱間の長さも同じである。 1号柵列は 1号掘立柱

建物の立て替えの可能性が考えられる。遺物もな

く時期不明である。
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第5表 1号柵列計測表

遺構番号 長径 短径 深度 柱間長

p 1 0 45 0 42 0 52 P l~ 2 2 40 
p 2 0 38 0 38 0 18 P2~ 3 2 40 
p 3 0 40 (0 36) 0 60 

単位(m)

A' 

゜
1: 60 2m 

2号柵列 （第43図、第 6表）

位置 X = 32162~163 Y = -41791~794 

重複遺構 なし

形態 北西から南東方向の走向

方位 N-77°-W  

規模 2.60m（調査区内）
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第42図 1号柵列 平・断面因

柱穴 掘り方の形態は円形である。規模は径30cm

~48cm、深さ 22cm~40cm。

遺物 なし

所見 P2~P3の柱間長がやや長い。2号柵列の

周辺にピット、 土坑等が存在するが、柱間長、柱

穴の規模等において同様のものは、見あたらな

かった。遺物もなく時期不明である。

第6表 2号柵列計測表

遺構番号 長径 短径 深度 柱間長

p 1 0 35 0 30 0 30 p 1~ 2 1 12 
p 2 0 30 0 30 0 22 P2~3 1 16 
p 3 0 48 0 40 0 40 

単位(m)

」',_ L =42.00m A' 

゜
1: 60 2m 

第43図 2号柵列 平 ・断面図
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井戸・ピット跡

6. 井戸跡

本遺跡から 1基の井戸を検出した。調査区東側

にあり、 3 • 4号住居の間に位置している。 1号

井戸は、 9世紀頃に比定される 4号住居よりも新

しい。埋土の状況から近代まで使用されていたと

1号井戸（第44図、 PL3) 

位置 X = 32171 Y = -41775 

重複遺構 4号住居と重複。土層断面の観察と遺構

確認時の状況により、 4号住居を 1号井戸が掘り

壊していることから本遺構の方が新しい。

形態 確認面では、やや方形に近い楕円形である。

断面は上位から 0.4m程でやや細まり、その下位

は径 lm程の筒状であると推察される。調査時に

おいては、西側のみに石組みが残存しており、廃

棄時に石組みは壊されたと考えられる。また、井

`72メ

7. ピット跡（第45図、第 7表）

本遺跡から 40基のピット跡を検出した。出土遺

物や埋土・重複関係などから時期・用途を想定でき

たものは少なかった。整理時点の検討から掘立柱建

物跡、柵列跡等への柱穴に変更さ れたものもある。

水田耕作、線路敷設時の土地整備により、上部から

の削平が著しく、掘り込みの浅いピット跡は、この

考えられる。明治42年(1909)に開通した東武鉄道

敷設以前か、敷設時に人為的に埋め戻されたものと

考えられる。

戸の使用時においては、 30cm大の川原石で周囲

を組んでいたと推察できる。なお、安全を重視し

完掘を避けたため、形態については推定である。

方位 N -69° -E 

規模 長径1.44m、短径1.44m、深さ1.80mである。

遺物土師器D縁部片 l点と縄文土器片 l点出土。

所見 1号井戸は、埋土の関係から近代まで使用さ

れた可能性があり、東武鉄道敷設以前か敷設時に

廃棄され、人為的に埋められたものと考えられる。

..A_ L=42.00m A' 

ー

l
 

＼
 

・',・
 

0 1:40 lm 

第44図 1号井戸平・断面図

時点で消失してしまったものと推察される。ピット

跡については様々な形態・様相であるため、それぞ

れの形態・規模については一覧表（第 7表）に、位置

についてはピット位置図（第45図）の中に掲示した。

1号掘立柱建物、1• 2号柵列と同様の時期と想定

されるが、出土遺物が少なく時期を特定するまでに

は至らなかった。
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塚畑遺跡
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第45図 ピット位置図

第 7表 ピット跡一覧表

規模（m）
番号 遺構番号 位置 形態 出土遺物 備考

長径 短径 深度

1 1号ピッ ト X = 32153 Y = -41816 円形 0 26 0 26 0 59 石l点

2 2号ピット X = 32153 Y = -41812 円形 0 32 0 32 0 31 縄文土器 l点

3 3号ピット X = 32153 Y = -41812 円形 0 30 0 30 0 52 

4 4号ピット X = 32154 Y = -41811 楕円形 0 31 0 26 0 45 

5 5号ピット X = 32157 Y = -41806 円形 0 30 0 30 0 14 

6 6号ピット X = 32157 Y = -41805 楕円形 0 36 0 34 0 20 土師器片 l点

7 7号ピット X = 32157 Y = -41805 楕円形 0 28 0 24 0 20 

8 8号ビット X = 32159 Y = -41806 円形 1号掘立柱建物p1に変更。， 9号ピット X = 32159 Y = -41805 円形 1号柵列p1に変更。

10 10号ピ ット X = 32158 Y = -41803 円形 1号掘立柱建物P2に変更。

11 11号ピット X = 32159 Y = -41803 円形 1号柵列P2に変更。

12 12号ピット X = 32159 Y = -41803 円形 0 30 0 30 0 38 

13 13号ピット X = 32153 Y = -41819 不整形 0 36 0 22 0 56 
1号溝と重複、 1号溝を掘り壊しているところから、
本ピソトの方が新しい。

14 14号ピット X = 32156 Y = -41808 楕円形 0 30 0 26 0 24 

15 15号ビット X = 32160 Y = -41806 楕円形 0 34 0 30 0 20 

16 16号ピット X = 32158 Y = -41801 楕円形 0 30 0 22 0 40 

17 17号ピット X = 32159 Y = -41801 楕円形 0 42 0 34 0 32 

18 18号ビット X = 32159 Y = -41800 楕円形 0 42 0 32 o 35 I石1点

19 19号ピット X = 32159 Y = -41801 楕円形 0 54 0 36 0 40 

20 20号ピット X = 32161 Y = -41801 円形 1号掘立柱建物P4に変更。

21 21号ピット X = 32159 Y = -41798 （楕円形） 0 38 0 34 0 43 縄文土器3点 調査区外に出るため全形は不明。

22 22号ビット X = 32159 Y = -41798 （楕円形） 0 46 0 35 0 60 調査区外に出るため全形は不明。

23 23号ピット X = 32161 Y = -41798 楕円形 0 40 0 38 0 32 

24 24号ビット X = 32161 Y = -41798 楕円形 0 32 0 30 0721土師器片 1点

25 25号ピット X = 32161 Y = -41796 楕円形 0 40 0 32 0 36 

26 26号ピット X = 32162 Y = -41794 楕円形 0 30 0 26 0 24 

27 27号ピット X = 32163 Y = -41793 円形 2号柵列p1に変更。

28 28号ピット X = 32162 Y = -41792 円形 2号柵列P2に変更。

29 29号ピット X = 32162 Y = -41791 円形 2号柵列 P3に変更。

30 30号ピット X = 32164 Y = -41790 楕円形 0 42 0 40 0 40 

31 31号ピット X = 32164 Y = -41789 楕円形 0 36 0 32 0 54 石l点 調査区外に出るため全形は不明。

32 32号ビット X = 32166 Y = -41788 不整形 0 38 0 30 0 26 33号ピソトと重複、人為的埋没の可能性あり 。

33 33号ピット X = 32166 Y = -41787 楕円形 0 40 0 34 0 28 32号ピットと重複、人為的埋没の可能性あり 。

34 34号ピット X = 32168 Y = -41778 円形 0 32 0 32 0 22 土師器片 1点

35 35号ピット X = 32172 Y = -41774 楕円形 0 38 0 30 0 28 

36 36号ピット X = 32176 Y = -41764 楕円形 0 52 0 34 o 24 I須恵器片 1点

37 37号ピット X = 32177 Y = -41764 楕円形 0 35 0 26 0 40 

38 38号ピット X = 32164 Y = -41793 不整形 0 36 0 30 0 30 土師器片 1点 12号土坑と重複。

39 39号ピット X = 32165 Y = -41792 楕円形 0 54 0 40 0 30 21号土坑と重複。

40 40号ピット X = 32171 Y = -41775 不整形 0 40 0 20 0 20 3号住居と重複、寵を壊す。





塚畑遺跡

8.遺構外出土遺物（第46図、第 8表、 PL9) 

本遺跡で出土した遺構に伴わない遺物を時代別に

報告する。なお、旧石器時代、弥生時代の明確な遺

物は、確認されていない。

縄文時代

土坑埋土から縄文時代後期の土器が出土している

が、表面採取の土器も縄文時代後期のものであった。

1は称名寺式土器深鉢、 2~5は堀之内 l式土器深

鉢である。その他、縄文土器片が多数 (51点）出土

しているが、小片のため図化できなかった。

古墳時代

明らかに古墳時代のものと特定できる遺物は、な

かった。絶対数が少なく摩耗も激しいため報告でき

るものはなかった。

奈良・平安時代

検出された竪穴住居跡の年代と 同 じく、奈良•平

安時代の遺物が多かった。土師器の口縁片と胴部片

が多数出土 したが、時期を特定するまでには至らな

かった。また、遺構外出土遺物からは図化できるも

のはなかった。

中 ・近世

現代のものも含む陶磁器片が少数出土 している。

8は焼成粘土塊である。この時期の検出遺構はなく 、

僅かに、軟質陶器口縁片 1点、胴部片 4点が出土し

ているが、小片のため図化できなかった。

近現代

6は陶磁器皿、 7は陶磁器碗である。その他、陶

磁器片が出土しているが、小片のため図化できな

かった。

遺構外

I I 2 

0/ 書，(/ I 

I I 

5
 I I 4 

---/6 ＼三~\o
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1 : 3 10cm 

第46図 遺 構 外 出 土 遺 物
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遺物観察表

第8表塚畑遺跡遺物観察表

2号住居

挿図番号
番号

種穎 出土位置 計測値

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第 6図 土師器 覆土 口径 (13 0) 
PL5 1 坪 1/ 2 底径 9 5 

高さ 3 3 

第 6図 土師器 床面 口径 （13 0) 
PL5 2 杯 1 / 2弱 底径

高さ (3 8) 

第 6図 土師器 覆土 口径 (13 4) 
PL5 3 坪 1/ 4 底径 (9 3) 

高さ 3 3 

第 7図 土師器 毅土 口径 （13 6) 
PL5 4 杯 口縁～体部 底径

1 / 4 高さ (2 6) 

第 7図 土師器 貯蔵穴 口径 （13 1) 
PL5 5 坑～ 口縁～体部 底径 5 8 

1/ 4 高さ 4 3 

第 7図 土師器 覆土 口径 (12 4) 
PL5 6 坪 口縁～底部付近 底径

1 / 4 高さ (4 1) 

第 7図 須恵器 床面 口径 13 6 
PL5 7 虹 2 / 3 底径 6 8 

高さ 4 2 

第 7図 須恵器 覆土 口径 （13 0) 
PL5 

8 
坪 1/ 3 底径 5 6 

高さ 3 4 

第 7図 須恵器 柱穴 口径 12 7 
PL5 ， 坪 4/ 5 底径 5 3 

高さ 4 2 

第 7図 須恵器 床面 口径 (12 8) 
PL5 10 坪 1/ 4 底径 (6 4) 

高さ 3 2 

第 7図 須恵器 覆土 口径
PL5 11 虹 底部 底径 7 0 

高さ (1 7) 

第 8図 須恵器 毅土 口径
PL5 12 杯 底部 底径 5 0 

高さ (1 0) 

第 8図 須恵器 覆土 口径
PL5 13 坪 体部～底部 底径 5 6 

l / 2 高さ (2 8) 

第 8図 須恵器 覆土 口径 (12 4) 
PL5 14 虹 1 / 6 底径 (6 2) 

高さ 4 0 

第 8図 須恵器 毅土 口径
PL5 15 杯 底部 底径 5 2 

高さ (1 6) 

第 8図 須恵器 床面 口径
PL5 16 坪 底部 213 底径 6 2 

高さ (l 9) 

第 8図 須恵器 覆士 口径
PL5 17 碗 古回 .L口‘ 底径 6 7 

高さ (2 8) 

第 8図 須恵器 床面 口径 (13 1) 
PL5 18 杯 1/ 2 底径 7 0 

高さ 3 7 

第 8図 土師器 床面 口径 (15 4) 
PL5 19 甕 口縁部片 底径

高さ (5 0) 

第 8図 土帥器 覆土 口径 (16 0) 
PL5 20 甕 口縁部 1/4 底径

高さ (4 7) 

第 8図 土師器 覆土 口径 （19 0) 
PL5 21 甕 口縁～肩部片 底径

高さ (7 1) 

第 8図 土師器 寵 口径 19 2 
PL5 22 甕 ほぽ完形 底径 3 8 

高さ 26 0 

48 

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

①細砂粒 口縁部やや外傾、底部平底。口縁部横指で、 内面に指圧痕跡が多
②良好 胴～底部箆削 り。内面箆掏で、指撫で。 し‘

③橙色

①細砂粒 口縁部やや外反、底部平底。口縁部横撫で。
② ― 胴部箆削り後撫て。底部横位箆削り 。内面
③― 撫で。

①微砂粒 口縁部やや外傾、底部平底。口縁部横撫で、 口縁やや歪む

②良好 胴～底部横位箆削 り。 内面撫で。

③明黄褐色

①細砂粒少髄 体部直線的に立ち上がり 、口縁部やや外反

②良好 気味となる。底部平底。口縁部横撫で。胴
③橙色 ～底部箆削り 。内面撫で。

①細砂粒少醤 体部直線的に立ち上がる。口縁部やや外傾、
②良好 底部平底。口縁部横撫で。胴部箆削り後担で。
③橙色 底部箆削り 。内面撫で。

①細砂粒少贔 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部やや
②良好 外反気味。底部欠損のため不明。口縁部横
③橙色 撫て。胴部箆削り後撫で。内面撓で。

①粗 ・細砂粒少最 輛輯整形（右回転）、底部回転糸切 り後周縁
②酸化焔良好 部の箆削り 。体部直線的に立ち上がる。ロ
③淡黄色 縁部やや外傾。

①粗砂粒僅か、細 ・ 観輯整形（右回転）、イ本部直線的に立ち士が
微砂粒少屈 り、口縁部やや外反する。底部回転糸切り

②還元焔良好 後周縁部の箆削り 。
③灰色

①細 ・微砂粒少植 輛櫨整形（右回転）、底部回転糸切り後周縁
②還元焔良好 部の箆削 り。体部直線的に立ち上がる。ロ
③灰白色 縁部やや外傾。

①細砂粒少贔 観輯整形（右回転）、底部回転糸切 り後周縁
②遠元焔良好 部の箆削り 。体部直線的に立ち上が り、ロ
③灰色 縁部やや外反する。

①粗 • 細 · 微砂粒 輛櫨整形（右回転）、回転糸切 り後周縁部の
②還元焔良好 箆削 り。 口縁～体部欠損のため不明。
③灰黄色

①粗砂粒少最 観櫨整形（右回転）、回転糸切 り後周縁部の
②酸化焔 良好 箆削り 。口縁～体部欠損のため不明。
③にぶい黄褐色

①細 ・微砂粒少屈 輛輯整形（右回転）、底部回転糸切り後周縁
②還元焔良好 部の箆削り 。体部直線的に立ち上がる。
③灰白色

①粗砂粒少醤 鞘櫨整形（回転方向不明）、体部直線的に立 底部一部欠損

②還元焔良好 ち上がり、口縁部やや外反する。底部回転
③灰色 糸切り後周縁部の箆削 り。

①細 ・微砂粒少最 手持ち箆削り 。口縁～体部欠損のため不明。
②還元焔 良好
③にぶい黄色

①細・微砂粒少紐 輛輯整形（右回転）、回転糸切 り後周縁部の
②還元焔良好 箆削り 。口縁～体部欠損のため不明。
③灰白色

①粗砂粒少贔 鞘鑢整形（右回転）、回転糸切り後付け高台。
②酸化焔良好 高台断面四角形で開く 。口縁～体部欠損の
③にぶい黄橙色 ため不明。

①細砂粒 輛櫨整形（右回転）、底部箆削り 。体部直線
②還元焔 良好 的に立ち上がる。
③灰黄色

①細 ・微砂粒少贔 口縁部 「コ」の字状に外反する。口縁部横
②良好 撫で、胴部上位～底部欠損のため不明。内
③明黄褐色 面撫で。

①細・微砂粒少凪 口縁部 「コ」の字状に外反する。口縁部横 頸部に接合痕が見ら

②良好 撫で、 胴部上位～底部欠損のため不明。内 れる

③橙色 面撫で。

①細 ・微砂粒少巖 口縁部「コ」の字状に外反し、 胴部に張 り
②良好 をもつ。口縁部横撫で、肩部横位の箆削り、
③橙色 底部欠損のため不明。内面撫で。

①微砂粒少温 口縁部「コ」の字状に外反し胴部に張りを
②良好 もつ。口縁部横撫で、胴部横～斜位の箆削り 、
③橙色 底部箆削 り、内面撫で。



塚畑遺跡
2号住居

挿図番号
番号

種類 出士位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第 8図 土師器 毅土 口径 (14 5) ①細砂粒少屈 口縁部「コ」の字状に外反し、胴部にやや 頸部に接合痕が見ら
PL5 23 甕 口縁～胴部上位 底径 ②良好 張りをもつ。口縁部横撫で、胴部上位横位 れる

l / 3 高さ (8 5) ③橙色 の箆削り、胴部中位～底部欠損のため不明。
内面撫で。

第 9図 土師器 寵掘り方 口径 （20 2) ①細 ・微砂粒少絨 口縁部「コ」の字状に外反し、胴部に張り 頸部に接合痕が見ら
PL6 24 甕 口縁～肩部片 底径 ②良好 をもつ。口縁部横担で、肩部横位の箆削り、 れる

高さ (8 0) ③明赤褐色 底部欠損のため不明。内面撫で。

第 9図 土師器 寵掘り方 口径 (18 4) ①細砂粒少品 口縁部「コ」の字状に外反し、胴部に張り
PL6 

25 
甕 口縁～ 底径 ②良好 をもつ。口縁部横撫で、胴部上位横位の箆

胴部上位片 高さ (8 3) ③橙色 削り、胴部中位～底部欠損のため不明。内
面撫で。

第 9図 土師器 覆土 口径 (18 2) ①細・微砂粒少抵 口縁部「コ」の字状に外反し、胴部に張り
PL6 

26 
衷年 口縁～ 底径 ②良好 をもつ。口縁部横撫で、胴部上位横位の箆

胴部上位片 高さ (10 3) ③橙色 削り、胴部中位～底部欠損のため不明。内
面撫で。

第 9図 土師器 覆土 口径 （23 3) ①細 ・微砂粒少祉 口縁部屈曲し、胴部張りをもつ。口縁部横 頸部に輪積み痕が見
PL6 27 甕 口縁～胴部 底径 ②良好 撫で、胴部上位横位の箆削り、底部欠損の られる

1 / 5 高さ (12 9) ③橙色 ため不明。内面撫で。

第 9図 土師器 覆士 口径 （20 2) ①細砂粒少最 口縁部「コ」の字状に外反する。口縁部横
PL6 28 甕 口縁部 l/ 4 底径 ②良好 撫で、胴部上位～底部欠損のため不明。内

高さ (5 8) ③橙色 面撫で。

第 9図 土師器 術掘り方 口径 （20 2) ①細・微砂粒少屈 口縁部「コ」の字状に外反し胴部に張りを 口縁部に輪積み痕が
PL6 29 甕 口縁～胴部 底径 ②良好 もつ。口縁部横撫で、胴部横～斜位の箆削り、 見られる

1/ 3 高さ (13 4) ③にぶい橙色 底部欠損のため不明。内面撫で。

第 9図 土師器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少量 受脚部横位箆撫で。内面箆撫で。
PL6 30 台付売 受脚部 底径 ②良好

高さ (3 0) ③明赤褐色

第 9図 土師器 床而（柱穴側） 口径 ①細・微砂粒少屈 胴～底部箆削り後箆撫で。内面箆削り、や
PL6 31 台付甕 台部 1/ 3 底径 8 4 ②良好 や雑。脚部箆撫で、脚部内面丁寧な箆撫で。

高さ (4 5) ③橙色

第 9図 土師器 床面 口径 ①細砂粒少埜 胴部下位縦位箆削り 。底部箆削り 。
PL6 32 甕 底部 1/ 2 底径 (3 6) ②良好

高さ (5 2) ③橙色

第 9図 灰釉 覆土 口径 ①微砂粒少益 鞘輯整形（回転方向不明）、やや丸味をもつ。
PL6 33 宜一 胴部片 （肩部） 底径 ②迎元焔

高さ (4 6) ③ ― 

第 9図 焼成 覆土 縦 7 5 ①粗砂粒少盤
PL6 34 粘土塊 幅 8 6 ②良好

厚さ 7 1 ③淡黄色

3号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第 10屈 土師器 翫 口径 21 0 ①微砂粒 口縁部「コ」の字状に外反し胴部に張りを
PL6 1 甕 完形 底径 4 0 ②良好 もつ。口縁部横撫で、胴部横～斜位の箆削り、

高さ 27 0 ③明赤褐色 底部箆削り、内面撫で。

第 11図 須恵器 籠 口径 13 0 ①細砂粒 輛櫨整形（右回転）、体部直線的に立ち上が 器面の荒れ
PL6 2 坪 ほぽ完形 底径 7 8 ②還元焔良好 る。底部回転糸切り後周縁部の箆削り 。

高さ 3 4 ③灰白色

4号住居

挿因番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第 13図 須恵器 床面 口径 (15 6) ①細 ・微砂粒少歴 観櫨整形（右回転）、体部丸味を帯びて立ち
PL7 

1 
碗 1/ 2 底径 7 0 ②酸化焔良好 上がる。口縁部やや外傾。底部回転糸切り

高さ 4 2 ③明黄褐色 後付け高台。高台は丸味をもつ断面台形。
内面胴～底部箆磨き 。

第 13図 須恵器 覆土 口径 (14 5) ①細 ・微砂粒少益 鞘櫨整形（右回転）、イ本部丸味を帯びて立ち
PL7 

2 
碗 1/ 3 底径 6 4 ②酸化焔良好 上がる。口縁部やや外傾。底部回転糸切り

高さ 5 3 ③浅黄色 後付け高台。高台は丸味をもつ断面三角形。
内面胴～底部箆磨き。

第 13図 須恵器 床面 口径 ①粗砂粒僅か、細 ・輛櫨整形（回転方向不明）、底部回転糸切り
PL7 

3 
碗 底部 底径 6 8 徽砂粒 後付け高台。高台は「ハ」の字状に開く 。

高さ (3 5) ②酸化焔良好 丸味をもつ断面台形。内面箆による調整。
③橙色

第 13図 須恵器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少屈・ 鞘櫨整形（右回転）、底部回転糸切り後周縁
PL7 4 坪 底部 底径 5 6 ②酸化焔良好 部の箆削り 。内面底部箆磨き 。口縁～胴部

高さ (1 9) ③にぶい黄橙色 欠損のため不明。

第 13図 土師器 篭掘り方 口径 (13 0) ①粗砂粒少量、微細 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部やや
PL7 

5 
均 1 / 2 底径 6 0 砂粒少益 外反する。口縁部横撫で、胴～底部箆削り

高さ 3 6 ②良好 後箆撫て、内面箆撫で。
③にぶい黄橙色
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遺物観察表

4号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第 13図 士師器 床面 口径 ①細・微砂粒少量 胴部下位～底部縦位箆削り 。内面胴～底部
PL7 6 台付甕 胴部下位～ 底径 10 6 ②良好 丁寧な箆撫で。台部横撫で、内面丁寧な撫

台部片 高さ (7 5) ③橙色 で

第 13図 土師器 覆土 口径 (19 4) ①細・微砂粒少筵 口縁部「コ」の字状に外反する。口縁部横
PL7 7 甕 口縁～肩部 底径 ②良好 撫で、内面撫で。No9と同一個体。

l / 4 高さ (5 6) ③橙色

第 13図 土師器 覆土 口径 (20 0) ①細 ・微砂粒少量 口縁部「コ」の字状に外反し、胴部に張り
PL7 

8 
甕 口縁～肩部片 底径 ②良好 をもつ。口縁部横撫で、胴部上位横位の箆

高さ (8 7) ③橙色 削り 、胴部中位～底部欠損のため不明。内
面撫で。

第 13図 土師器 床面 口径 ①細 ・微砂粒少凪 胴部横位～斜位箆削り 。内面箆撫で後指撫
PL7 ， 甕 胴部片 底径 ②良好 で。No7と同一個体。

高さ (13 1) ③橙色

第 13図 土師器 寇 口径 ①細 ・微砂粒少量 口縁部「コ」の字状に外反し、胴部に張 り
PL7 

10 
甕 口縁部片 底径 ②良好 をもつ。口縁部横撫で、胴部上位横位の箆

高さ (8 7) ③橙色 削り、胴部中位～底部欠損のため不明。内
面撫で。

第 13図 土師器 床面 口径 ①微砂粒少量 口縁部「コ」の字状に外反する。口縁部横
PL7 11 甕 口縁部片 底径 ②良好 撫で、内面撫で。

高さ (5 0) ③橙色

6号住居

彎］貫I口：旦言
計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴
(cm) 

良 (]:)1鱈［翡量1竺言［旱翡噂言：

備 考

7号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第16図 須恵器 床面 口径 ①粗砂粒、 輛輯整形（回転方向不明）、底部手持ち箆削
PL7 

1 
坪 底部 底径 6 8 細砂粒少量 り。内面箆磨き。口縁～胴部欠損のため不明。

高さ (2 O) ②酸化焔良好
③にぶい橙色

第16図 須恵器 床面 口径 ①粗砂粒僅か、 続轄整形（回転方向不明）、底部回転糸切り
PL7 

2 
坪 底部1/3 底径 (5 6) 細砂粒少最 後回転箆調整。内面底部箆磨き。口縁～胴

高さ (1 8) ②還元焔良好 部欠損のため不明。
③黄灰色

第16図 須恵器 床面 口径 (13 2) ①細 ・徴砂粒少祉 観櫨整形（回転方向不明）、体部直線的に立
PL7 3 坪 底径 (6 0) ②還元焔良好 ち上がる。内面箆磨き 。底部欠損のため詳

高さ 4 4 ③黄灰色 細不明。

1号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第 18図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒 ・白色粒 ．低位隆帯による口縁部肥厚部分に円文を施 堀之内 I式
PL7 

1 
深鉢 口縁部破片 底径 雲母 す。体部は横位RL縄文が覆う 。外器面磨滅。

高さ (4 8) ②やや軟質
③にぶい橙色

第 18図 縄文 投土 口径 ①粗砂粒・白色粒 3条一組の沈線による波状ないしは環状意 堀之内 I式
P L 7 2 深鉢 破片 底径 ②やや軟質 匠と横位沈線群。おそらく体部下半の単位

高さ (9 6) ③にぶい黄橙色 文の部位か。以下は無文。

第18図 常滑 覆土 口径 ①細砂粒少量 輛輯整形（回転方向不明）、底部回転糸切り 高台に籾殻のような
PL7 3 山茶碗 底部 l/ 4 底径 (6 6) ②還元焔良好 後付け高台。高台断面三角形。内面底部使 跡が残る

高さ (2 0) ③褐灰色 用のため摩滅。 13世紀頃

第 18図 陶器 覆土 口径 ① ― 不明。 瀬戸 ・美濃
PL7 4 不明 体部片 底径 ②― 

高さ (2 0) ③ ― 江戸時代

4号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第21図 縄文 口縁部破片 口径 ①粗砂粒・白色粒 口唇部僅かに肥厚するが、内面は横位削り 。称名寺
P L 8 1 深鉢 底径 ②やや軟質 幅広の無文部以下は 2条の沈線による渦巻

高さ (7 2) ③にぶい黄橙色 状意匠か。LR縄文を充填する。器面磨滅。

第21図 縄文 口縁部破片 口径 ①細砂粒•石英 口唇部短く内屈する。口縁部沈線以下は体 称名寺
P L 8 

2 
深鉢 底径 ②良好 部に弧状沈線が施される。LR縄文の充填

高さ (4 2) ③にぶい橙色 施文から 、沈線区画内は磨消部であろう 。
器面磨滅。
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塚畑遺跡

4号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第21図 縄文 底面 口径 ①細砂粒・白色粒 口唇部尖る。口縁部下に 2条の浅い沈線が 称名寺
P L 8 3 深鉢 口縁部破片 底径 ②やや軟質 横位平行する。沈線間は狭くやや乱雑な施

高さ (5 8) ③にぶい黄橙色 文印象を得る。他は無文か。器面磨滅。

第21図 縄文 20土坑底面 口径 ①粗砂粒・白色粒 細沈線による］字状意匠下端部か。施文部 称名寺
PL8 4 深鉢 破片 底径 ②やや軟質 はLR縄文の縦位充填施文。器面磨滅。

高さ (8 2) ③灰黄褐色

第21図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒・白色粒 1本描きの 3条沈線による懸垂文構成。弧 称名寺
PL8 深鉢 破片 底径 ②やや軟質 状沈線も看取されることから、渦巻状意匠

5 高さ (6 0) ③にぶい黄橙色 か。施文部の縄文は RL細縄文縦位充坦施
文。

第21図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒 2条の細沈線に画された弧状区画。おそら 称名寺
PL8 6 深鉢 破片 底径 ②やや軟質 ＜渦巻状意匠か。区画内は RL縄文の充填

裔さ (3 0) ③にぶい黄橙色 施文。

第21図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒・白色粒 体部中位に外反部か。細沈線による縦位懸 称名寺
P L 8 7 深鉢 破片 底径 ②やや軟質 垂文構成。幅狭の懸垂文間には小型の円形

高さ (2 8) ③にぶい赤褐色 剌突文を充填する。

20号土坑

詞望 出土位置
残存状態

覆土
口縁部破片

烹息［ ①胎土②焼成③色調

員 こ
緩やかに外：：：：ロニ：徴呈文て弱い I堀之：式
撫でが加わるが押圧痕も看取される。

考

9号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第22図 縄文 底面 口径 ①粗砂粒・白色粒 外器面磨滅するが、横位細隆線が看取され 堀之内 2式
PL8 深鉢 口縁部破片 底径 ②やや軟質 る。内面は幅広の沈線が巡るが、施文方向

1 
高さ (4 6) ③にぶい黄橙色 により、波状口縁が看取される。あるいは

突起下端部か。

第22図 土師器 底面 口径 ①微砂粒少贔 拓本のみ
P L 8 2 甕 胴部片 底径 ②良好

高さ (5 4) ③橙色

第22図 土師器 底面 口径 ①微砂粒少絨 胴部下位縦位箆削り 。底部箆削り、周縁部
P L 8 3 甕 底部1/4 底径 (3 8) ②良好 横撫で。口縁～胴部欠損のため不明。

高さ (2 8) ③にぶい黄褐色

3号土坑

冑 悶

出土位置
残存状態

戸
刃部先端

計測値
(cm) 

長さ 3.3 18 2 
幅 6.0
厚さ 0.15 

重屈

(g) 
特徴 備 考

不明。鍛造品。

19号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第36図 土師器 床面 口径 12 8 ①細・微砂粒少量 体部丸味帯びて立ち上がり、口縁部やや外
PL8 

l 
杯 ほぽ完形 底径 7 8 ②良好 反する。口縁部横撫で、胴～底部箆削り後

高さ 3 2 ③明赤褐色 箆撫で、底部手持ち箆削り 。内面箆撫で後
工具による磨き 。

第36図 須恵器 床面 口径 ①粗砂粒少量 輛鑢整形（回転方向不明）。 摘部欠損。 断面が摩滅。流れ込
P L 8 2 蓋 天井部片 底径 ②還元焔 みの可能性あり 。

高さ (1 8) ③灰黄色

9心
暑 出土位置

残存状態

底面
胴部片

：」i□贔言色調 1表面に敲き：：多り技：：口：：痕あり 。

備 考

12世紀頃

2号溝

冑言古謬 調色③
 

成焼②

色二 悶冨賃三ご三麟臼 1瀬戸備美濃

藩末～近代

考
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遺物観察表

2号溝

挿図番号
番号

種類
図版番号 器種

第39図 陶器

P L 8 2 小型甕

第39図 陶磁器

P L 8 3 菊皿

3号溝

挿図番号
番号

種類
図版番号 器種

第40図 円筒

P L 8 1 埴輪

底部

第40図 陶器

P L 8 2 甍か壺

第40図 陶器

P L 8 3 不明

4号溝

挿図番号
番号

種類
図版番号 器種

第40図 陶器

PL8 1 不明

挿図番号
番号

種類
図版番号 器種

第40図 剥片
P L 8 2 

遺構外

挿図番号
番号

種類
図版番号 器種

第46図 縄文

PL9 1 深鉢

第46図 縄文
PL 9 2 深鉢

第46図 縄文
PL 9 3 深鉢

第46図 縄文
PL 9 4 深鉢

第46図 縄文
PL 9 

5 
深鉢

第46図 陶磁器

PL 9 6 皿

第46図 陶磁器

PL 9 7 碗

第46図 焼成
PL9 8 粘土塊
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出土位置
残存状態

底面

破片

毅土
口縁破片

出土位置

残存状態

覆土
破片

覆土
胴部片

覆土
底部片

出土位置
残存状態

裂土

破片

出土位置
残存状態

覆土

出土位置
残存状態

表採

把手破片

表採
破片

表採
破片

表採
破片

表採

破片

表採
1/6 

表採

1/5 

表採

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

(cm) 

口径 ① ― 内外面錆色の鉄釉。 瀬戸 ・美濃

底径 ② ― 
高さ (5 8) ③ ― 江戸時代

口径 ① ― 灰釉、体部外面から下位無釉。口縁部内面 瀬戸・美濃

底径 ② ― に銅緑釉。

高さ (3 0) ③ ― 江戸時代(17世紀）

計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

(cm) 

口径 ① 2mm前後の小礫 外面磨耗のため調整不明。内面撫で整形。 表面の摩耗が激しい

底径 含む

高さ (9 l) ②良好

口径 ① ― 常滑

底径 ② ― 
高さ (4 6) ③ ― 中世

口径 ① ― 焼締め陶器。

底径 (9 6) ② ― 
裔さ (3 5) ③ ― 江戸時代？

計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

(cm) 

口径 ① ― 灰釉。

底径 ② ― 
高さ (2 3) ③ ― 江戸時代

計測値 石材
特徴 備 考

(cm) 重最(g)

縦 2 8 黒曜石 流れ込みの可能性あ

幅 1 7 4 5 り

厚さ 0 9 

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

(cm) 

口径 ①粗砂粒 ・白色粒 口縁部より派生する橋状把手。極僅かな波 称名寺

底径 ②良好 状口縁形態か。艤文である。

高さ (3 2) ③橙色

口径 ①粗砂粒・白色粒 1本描きの横位沈線以下、垂下沈線と弧状 堀之内 I式
底径 ②やや軟質 沈線による懸垂文構成か。縄文は LR縦位

濶さ (4 8) ③にぶい黄橙色 充填施文。

口径 ①粗砂粒 ・白色粒 2条の沈線による渦巻き状意匠か。 堀之内 I式
底径 ②やや軟質
高さ (3 8) ③灰色

口径 ①粗砂粒・白色粒 体部下半か。細沈線による懸垂文構成下端 堀之内 I式
底径 ②やや軟質 部と思われる。他は無文。

高さ (8 4) ③浅黄橙色

口径 ①粗砂粒白色粒・ 頸部の横位沈線以下、弧状沈線による懸垂 堀之内 I式

底径 雲母 文構成。 1本描きではなく、幅広の半戟竹

高さ (6 2) ②やや軟質 管状工具による平行沈線か。

③黄灰色

口径 (14 3) ① ― 内面 ・外面灰釉、胴部から高台内無釉。内 益子

底径 (8 3) ② ― 面に鉄絵、目跡 1ヶ所あり 。

高さ 3 0 ③浅黄色 近現代（明治以降）

口径 ① ― 内面・外面灰釉、胴部から高台内艤釉。内 益子

底径 (8 0) ② ― 面に鉄絵、目跡 1ヶ所あり 。

高さ (1 4) ③浅黄色 近現代（明治以降）

縦 7 3 ① ― 指痕あり 。

幅 4 7 ② ― 
厚さ 3 5 ③ ― 



宮内遺跡





第2節宮内遺跡

I.宮内遺跡 1区の概要

宮内遺跡 1区の調査対象地域は東武鉄道太田駅か

ら西に 150m程に位置するため、原地形は、開発に

よって攪乱され、旧地形の面影は残っていない。調

査区内も以前は、駐車場や倉庫敷地として利用さ

れており、平坦地となっていた。発掘調査の結果、

低地と微高地が入り組んだ地形で、東側が低地部、

西側が微商地に当たり、その境は約l.lmの段差と

なっていたことが分かった。東側は、地表下約 1.8m

までは埋め立て土であり、その下に、近年のものと

見られる水田耕土が見られ、さらに下層からは、戦

時中のものと思われる大きなゴミ穴の他、不整形の

溝•土坑が見つかったが、顕著な遺構は見られなかっ

た。調査区西側の微高地上には、縄文時代から中・

近世までの遺構が多数見られたが、コンクリート基

礎やゴミ穴などが多く、表面が削平されていること

で、浜町追跡と同様に遺構の遺存状態が良くなかっ

た。 1区では、竪穴住居跡6軒、竪穴状遺構跡 1軒、

掘立柱建物跡 2棟、柵列跡 2列、土坑跡10基、ピッ

ト跡51基、溝跡 2条を検出した。

旧石器時代

微高地上はローム質の土が僅かに残るものの、そ

の下層直下は礫混じりの砂質土やシルトとなってい

る。そのため、 一部確認調査は行ったが、石器の出

土は見られず、旧石器時代の遺跡はないものと思わ

れる。

縄文時代

1区中央部付近に、幅6m、深さ 30cmの浅い溝

状の落ち込みがあり、そこに縄文前期から中期にか

けての土器包含層が見られた。土器の大多数は前期

のものであるが、この時期の遺構は調査区内に確認

できなかった。

宮内遺跡

古墳時代

竪穴住居跡 5軒、竪穴状遺構跡 1軒を検出した。

いずれも遺存状態が良くなく床面まで削平が及び、

また、調査区の幅が狭いために全体が調査できず、

詳細不明なものが多い。 1号住居、 1号竪穴状遺構

は前期のものと想定される。1号住居は、一辺4.4m

の正方形である。 1号竪穴状遺構としたものは、調

査区境に位置し、床面と思われる硬化面や柱穴など

を確懃できず、竪穴住居と断定できなかった。6号

住居は、後世の攪乱のため、寵とその付近のみの残

存である。 2 • 3号住居は、南東壁付近のみが調査

区内であり、また重複関係にあるため、詳細につい

ては不明である。また、 5号住居も、北壁付近のみ

が調査区内となるに止まり 、詳細については不明で

ある。

奈良•平安時代

1 • 2号掘立柱建物と、 1• 2号柵列がこの時期

のものと思われる。 1• 2号掘立柱建物は、重複し

た南隅となる部分だけが、調査区内にかかっている

ため、全形は不明である。また、 1 • 2号柵列も掘

立柱建物としての検討を加えたが、該当する柱穴に

乏しく、柵列として報告した。 1号掘立柱建物は、

形状から古代のものと思われるが、出土遺物に乏し

く、詳細な時期は不明である。この建物の周囲から

は多数のピットが見つかったが、他に建物として把

振できるものはなかった。

中・近世

この時期の検出遺構・遺物は検出できなかった。

現代

東側低地部から、第 2次大戦の被災を受けたと考

えられる近現代の陶器・磁器等が多数出土したが、

紙面の都合上割愛せざるを得なかった。
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II. 1区の遺構と遺物

1. 竪穴住居跡

1号住居（第50~52図、 第17表、PL12 • 24) 

位置 l区 X = 32399~405 Y = -40861~868 

重複遺構 1 • 2号溝、30~33号ピッ トと 重複す

る。本造構は 1・2号溝よ り旧く、 30~33号ピッ

トよ り新しい。

形態 調査区西側に位置し、住居南コーナーが調査

区境にある。攪乱と重複により、 全形は不明であ

る。調査区内の状況から隅丸正方形。

方位 N-32°-W 

失見梧莫 4.62 X 4.38m 

面積 (16.002)国調査区内

壁高 10cm 

床面 上部から削平され、遺存状態は良くなかった。

掘り方から 2cm~4cm程にぶい黄褐色土で埋土

宮内遺跡

を施 し、床面を構築している。床面でピ ット1基、

掘り 方からピット 3基を検出。堀り方面は多少の

凹凸はあるが概ね平坦であ る。

ピッ ト P 1 48 x 43cm、深さ38cm

P 2 40 x 30cm、深 さ22cm

P 3 42 x 37cm、深さ 13cm

柱穴・貯蔵穴・周溝 調査区内では未確認

炉 住居内の中央よ りやや北西に、地床炉跡と思わ

れる焼土を確認した。

遺物 lの小型椀、 2のS字状口縁台付甕、 3の

小型甕、4の土師器壺？ 、6・8の土師器壺、5

の土師器鉢、 7・9の土師器甕、10• 11の高杯、

12の土師器蓋摘み部分、13の磨石が出土。その他、

土師器片多数出土。小片のため図化できなかった。

所見 埋土の状況と出土遺物から4世紀後半と比定

される。
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1区竪穴住居跡
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第51図 1区 1号住居掘り方平面因 出土遺物 (1) 
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宮内遺跡
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第52図 l区1号住居 出土遺物 （2) 

2号住居（第53図、第17表、 PL13 • 24) 

位置 l区 X = 32405~408 Y = -40859~864 

重複遺構 3号住居、 1号ピットと重複する。本遺

構が重複遺構のなかで、一番旧い。

形態 調査区境にあるため、全形は不明である。

方位 N -59° -E 

規模 (2.50) X (2.33)m 調査区内

面積 (4.194) rrf 調査区内

壁高 20cm 

床面 掘り方より 4cm程掲色土を施し、床面を構

築している。掘り方面は中央から西壁に向かい、

10cm程掘り下げている。東側は、径46cmx 

20cm、深さ 10cm~33cm程の土坑状の掘り込み

がある。

ピット P 1 32 x 28cm、深さ 26cm

P 2 20 x 20cm、深さ 33cm

P 3 46 x 24cm、深さ 25cm

P 4 (40) x 26cm、i架さ 10cm

柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃 調査区内では未確認、調査区外のいずれかの壁

に位置すると考えられる。

遺物 1 • 3 • 4の土師器甕、 2 • 5の土師器鉢、

6の高坪が出土。その他、 土師器片出土。 小片の

ため図化できなかった。

所見 埋土の状況と出土遺物から、 6世紀頃と比定

される。
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1区竪穴住居跡
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A L = 43.lOm 

lP 

A' 

A' 

2号住居

l 表土 コンクリート、礫混入。攪乱。

2 暗褐色土 砂質。ローム粒、焼土粒、白色粒、土器片混入。

攪乱。

3 暗褐色土 砂質。ロームプロック、焼土粒、白色粒、土器片

滉入。

4 褐色土 砂質。ロームブロック、黒褐色土含む。掘り方。

5 暗褐色土 砂質。ロームプロソク、白色粒含む。
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第 53図 l区 2号住居平 ・ 断面図 出土遺物
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3号住居（第54図、第17表、 PL13・25)

位置 1区 X = 32406~408 Y = -40863~866 

重複遺構 2号住居、 1号ピットと重複する。本遺

構は 1号ピッ トより旧く、 2号住居より新しい。

形態 調査区境にあるため、全形は不明である。

方位 N -54° -E 

規模 (2.15) X (1.06)m 調査区内

面積 (2.079) m 調査区内

壁高 27cm 

床面 上部から削平と攪乱により、遺存状態はあま

り良くない。床面まで削平が及び、掘り方調査の

み実施した。掘り方面は中央をやや掘り 下げてい

屡
名
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+x ~32408 

A A' 

区 1 (lP 
＇ 外
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A L~43.10m _ii_ 

：ロ

／二＼

宮内遺跡

るが、概ね平坦である。

ピット P 1 (44) x 34cm、深さ 32cm

柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

炉． 竃調査区内では未確認、調査区外に位置する

と考えられる。

遺物 1のS字状口縁台付甕、 2の土師器甕が出土。

その他、土師器片出土。小片のため図化できなかっ

た。

所見 出土遺物も少なく 、遺構も遺存状態が良くな

かったため時期を特定することはできなかった。

2
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3号住居

1 攪乱 コンクリート、礫混入。

2 暗褐色土 砂質。ローム粒、焼土粒、白色粒、土器片混入。攪乱。

3 暗褐色土 砂質。ロームプロック、白色粒、土器片混入。

゜
1: 60 
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2m 

I I 2 

゜
1 : 3 10cm 

第54図 l区3号住居平 ・断面図 出土遺物

61 



1区竪穴住居跡

4号住居（第55図、 PL13) 

位置 l区 X = 32400~403 Y = -40830~834 

重複遺構な し

形態 北側が調査区境にあり、南側がトレンチによ

り削平されているため、全形は不明である。

方位 N -53° -W 

規模 3.66 X (2.38) ffi 

面積 (5. 832) rrf 

壁高 8cm 

床面 上部からの削平を受け、遺存状態はあまり良

くなかった。掘り方調査のみ実施。掘り方面では、

中央を掘り残している。南西壁から南東壁沿いに

溝状の掘り込みが調査区外に延びている。掘り方

十
ヽ
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詞＼
ク
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L
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B
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刊

汎

賃

2
 

l
 

／ 
も

面は概ね平坦である。

ピット 調査区内では未確認

柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 住居跡西コーナーから東コーナーまで住居壁

沿いを周回する。上幅80cm~30cm、底幅5cm

~12cm、深さ 15cmである。

炉・竃 調査区内では未確認、調査区外に位置する

と考えられる。

遺物 流れ込みと思われる縄文土器片の他に、土師

器片多数出土。小片のため図化できなかった

所見 出土遺物も少なく、遺構も遺存状態が良くな

かったため時期を特定することはできなかった。

A L=42.20m 2 A' 

ーこ二下八_下--
1 攪乱

4号住居

1 黒褐色土 砂質。ローム小ブロック多塁に含む。締ま り弱い。

2 褐色 砂質。黒褐色土含む。締まり弱い。

+、 I;亙
や／

兌ぐ

¥ X ゜
1: 60 2m 

第55図 l区4号住居 平・断面図

5号住居（第56図、第17表、 PL13 • 25) 

位置 l区 X = 32395~397 Y = -40825~829 

重複遺構なし

形態 調査区境にあるため、全形は不明である。

方向 N -79° -E 

規模 3.20 x 0.lO)m 

面積 (2.088) rrf 

62 

壁高 30cm 

床面掘り方より 10cm~22cm程黄白色砂質ロー

ムブロックと黒褐色土による、埋土を施し床面を

構築。柱穴は未確認。掘り方面は、壁際から中央

に向かい 12cm~16cm程掘残し、中央部と東壁

付近にかけて 12cm~18cm程掘り込んでいる。



ピッ ト・柱穴 調査区内では未確認 遺物

宮内遺跡

1~3の土師器坪が出土。その他、縄文土器

貯蔵穴

周溝

焼土

-
V
 

苓

凶

調査区内では未確認

調査区内では未確認

土層断面観察により、住居中央部に幅56cm、

厚さ 4cm程の焼土と床面土の混土を検出した。

>
+y ~-408扮

一
叫

E
O
O
O
.
N
<
1
1
1
 

吋 吋

5号住居

1 表土 砂利

2 灰褐色土 白色粒、砂多祉に含む。固く締まる。

3 暗褐色土 白色粒多品に含む。固く締まる。

4 暗褐色土 白色粒、焼土粒含む。

第56図

トー

1区5号住居

6号住居（第57• 58図、第 17表、 PL13 • 25) 

位置 1区

重複遺構

形態

X = 32399~401 

なし

Y = -40858~861 

調査区境にあるため、攪乱により全形は不明

である。

方位

規模

面積

壁高

床面

N-33°-W 

(2.10) X (2.04)m 

(2. 718) rrl 

10cm 

調査区内

調査区内

掘り方より 6cm程、褐色砂質土を埋土に床

叫

1
(
 

凶

片、土師器片出土。小片のため図化できなかった。

所見 出土遺物も少なく、辿構も迫存状態が良くな

かったため時期を特定することはできなかった。
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暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黄白色土

暗褐色土

平・断面図

貯蔵穴

周溝

口

□ ロ
゜

3
 

10cm 

゜
60 2m 

<i:I 
白色粒僅かに、焼土粒含む。

暗褐色土、軽石、焼土含む。

黄白色砂質ローム含む。掘り方。

砂質ロームプロックと黒褐色土の混土。

出土遺物

面を構築。掘り方面は概ね平坦である。

ピット・柱穴 調査区内では未確認

調査区内では未確認

調査区内では未確認

竃 煙道部95cm、袖幅77cm、燃焼部36cm上部か

らの削平により 、遺存状態は良くない。にぶい黄

褐色土で天井部を構築している。袖部は土器を心

材に用い、褐色土により構築している。右袖部は

削平により消失。使用面から煙道部にかけて緩や

かな勾配を持つ。煙道部は削平により消失してい
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1区竪穴住居跡

る。

遺物 1 • 2の土師器杯、 3・4・6の土師器甕、

5の土師器甕か甑が出土。その他、土師器片出土。

小片のため図化できなかった。

所見 出土遺物と埋土の状況から 6世紀後半と比定

される。
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6号住居

1 表土砕石、攪乱。

2 埋め土 ロームプロック、礫混入。攪乱。

3 褐色土 砂質。ローム粒、焼土粒、白色粒含む。

締まり良い。攪乱土。

4 暗褐色土 砂質。 ロームプロック、白色粒、焼土粒混入。

5 褐色 砂質。ロームプロック、黒褐色土多量に含む。

掘り方。

叫

C L = 42.40m 

叫

C' ー。 1: 30 

三

ャ」バ丸や；x

呵
ヘク
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1 <
＼ ヽ

゜
1 3 10cm 

6号住居竃

1 にぶい黄褐色土 炭化物、焼土粒、ロームブロック含む。竃

覆士。

2 赤色土焼土プロック。姦覆土。

3 暗褐色土 ローム土、焼土粒含む。

4 赤褐色土 ロームプロック、焼土粒、炭化物含む。掘り方。

5 褐色土焼土粒、炭化物混入。竃袖。

第57図 1区6号住居 ・寵・掘り方 平 ・断面図 出土遺物
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宮内遺跡
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第58図 l区6号住居 出土遺物

2.竪穴状遺構跡

1号竪穴状遺構（第59図、第17表、 PL14 • 25) 

位置 1区 X = 32397~398 Y = -40832~835 

重複遺構 なし

形態 調査区境に位置し、全形は不明である。

方向 N -90° 

規模 3.90 X (0.65)m 調査区内

面積 (2. 535) rrf 調査区内

壁高 24cm 

床面 土層断面観察によっても床面を検出すること

はできなかった。掘り方面は概ね平坦であり、地

山ローム土を床面とした可能性もある。

ピット・柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴・周溝・炉 調査区内では未確認

遺物 lの土師器高坪脚部が出土。その他、土師器

甕片、高杯片出土。小片のため図化できなかった。

所見 埋土の状況と出土遺物から古墳時代前期と比

定される。

二
゜

l : 3 10cm 

A
 □ +x=3Z397 

夏 A L = 42.30m 
II 
>・、

入
-g 

叫

1号竪穴状遺構

1 表土攪乱。砕石等多量に混入。

2 灰褐色土 細かい白色粒、焼土粒含む。

3 暗褐色土 細かい白色粒、ロームプロソク、焼土粒含む。

4 赤褐色土 白色粒、ロームプロックを僅かに、焼土粒多屈

に含む。

5 暗褐色土 白色粒、ローム粒、焼土粒含む。

6 黒褐色土 白色粒、ロームプロック、焼土プロック、

炭化物含む。

A' 

7 にぶい黄褐色土 ロームプロック、黒褐色士含む。

8 にぶい黄褐色土 ロームプロック、黒褐色土プロック、焼土粒

含む。

゜
1 : 60 2m 

！ 

第59図 l区1号竪穴状遺構平 ・断面図 出土遺物
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1区土坑跡

3. 土坑跡

1区から 10基の土坑跡を検出した。同一面上で

の遺構調査であるため明確な時期判定はできなかっ

た。整理時に埋没土の土質・色調及び遺物の検討を

行った。出土遺物や埋土 ・重複関係などから時期 ・

用途を想定できたものは少なかった。上部からの削

平や後世の攪乱があるため、遺構の遺存状態は良く

なかった。それぞれの形態・規模については一覧表

（第 9表）、遺構図を掲載した。 土坑は、主に調査区

2号土坑（第60図、第 9 • 17表、 PL14 • 25) 

調査区西側北境に位置し、 1• 3号土坑と重複す

る。そのため、全形は不明である。土層断面観察と

遺構平面確認調査から、 3号土坑よ り新しく、 1号

土坑より 1日い。調査区内の状況から隅丸長方形を呈

すると推察される。断面形は皿状で、深さ 11cmで

ある。底面は平坦であるが、小さな凹凸をもつ。埋

土は、黒褐色土を主体にローム粒を僅かに含む。 1

は土師器杯である。その他、 土師器片が出土して

いるが、小片のため図化できず、時期も特定できな

かった。

1号土坑（第 9表、 PL14) 

A L = 42.40m A' 

ー ＼ ノ

B L = 42.40m 刊

ー文 l : 

2号土坑 3号土坑

2号土坑

1 黒褐色土 砂質。ローム粒僅かに含む。

3号土坑

2 暗褐色土 砂質。ローム小プロック含む。

0 1 : 40 lm 

中央から東側で確認されている。ピット跡も含めて

掘建柱建物跡、柵列跡等の関連に着目し、整理時に

検討を加えてみたが、該当するものはなかった。土

坑跡は、調査区境に位置していたり、他の遺構との

重複のため全形を確認できないものも多数あった。

土坑跡を平面形態から、長方形（隅丸長方形も含む）、

楕円形か円形、不整形に分けることができる。

以下、各土坑について詳述する。

3号土坑（第60• 61図、第 9 • 17表、 PL14 • 25) 

調査区西側北境に位置し、1• 2号土坑と直複す

る。また、東側を攪乱により消失しているため、全

形と断面形は不明である。土層断面観察と遺構平面

確認調査から本遺構が一番旧い。深さ 14cmである。

底面は平坦である。埋土は、暗褐色砂質土を主体に

黄褐色ロームブロックを含む。1は土師器坪である。

その他、 土師器片が出土 しているが、小片のため図

化できず、時期も特定できなかった。
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第60図 1区l~3号土坑平 ・断面図
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宮内遺跡

2号土坑

万
3号土坑

三
4号土坑（第62図、第 9 • 17表、 PL14 • 25) 

調査区西側、調査区境に位置する。40号ピット

と重複する。北側を攪乱により消失しているため、

全形は不明である。調査区内の状況から長方形を呈

すると考えられる。土層断面観察と遺構平面確認調

査から本遺構の方が旧い。断面は皿状で、底面は平

坦である。埋土は、暗褐色砂質土を主体に、黒色ブ

ロックを含む。 1は土師器坪、 2は土師器甕である。

その他、土師器片が出土しているが、小片のため図

化できず、時期も特定できなかった。
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第61図 1区2・3号土坑 出土遺物
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第62図 1区4号土坑平 ・断面図 出土遺物

5号土坑（第63• 64図、第 9 • 17表、 PL14 • 25) 

調壺区西側に位置し、 2号ピットに近接する。不

整形で断面は袋状、底面は平坦である。南東側が延

びている。埋土は、黒褐色砂質土を主体に、ローム

ブロックを含む。 1は士師器大型壺、2は砥石であ

る。その他、土師器片が出土しているが、小片のた

め図化できず、時期も特定できなかった。
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第63図 1区5号土坑平・断面図
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1区士坑跡
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第64図 1区5号土坑平・断面図 出土遺物
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7号土坑（第65図、第 9 • 17表、 PL14• 25) 

調査区中央付近に位置し、 6号土坑に近接し、 5・

9号ピットと重複する。本遺構の方が旧い。平面形

態は隅丸長方形で、断面は皿状、底面は多少の凹凸

はあるが概ね平坦である。北側は試掘トレンチ調査

により消失している。埋土は、黒褐色砂質土を主体

に、白色粒、ローム粒を含み、混入したと考えられ

る。 1は縄文土器である。その他、須恵器口縁片が

出土しているが、小片のため図化できず、時期も用

途も特定できなかった。

6号土坑（第65図、第 9表、PL14) 
7号土坑
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第65図 1区6・7号土 坑 平 ・断面図 7号土坑 出土遺物
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宮内遺跡

8号土坑（第66図、第 9 • 17表、 PL14 • 25) 

調査区中央よりやや東側に位置する。4号ピット

と重複する。本遺構は 4号ピットより新しい。南北

に長い隅丸長方形を呈する。断面は四角形で、深さ

30cmで、底面は平坦である。埋土は、 2層に分け

られ、上層が黒褐色土、下層がにぶい黄褐色砂質土

である。 1は須恵器坪である。その他、土師器甕胴

部片、須恵器胴部片が出土しているが、小片のため

図化できなかった。長軸が北を向いているので、土

坑墓の可能性もあるが詳細は不明である。出土遺物

から時期は特定できなかった。
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1 黒褐色土砂質。ローム粒含む。

2 にぶい黄褐色土 砂質。ロームプロソク多罰に含む。

第66図 l区8号土坑平 ・断面図 出土遺物

9号土坑（第67図、第 9 • 17表、PL14 • 26) 

調査区中央よりやや西側に位置する。東側に 4号

住居、 10号土坑と近接する。東西に長い隅丸長方

形である。断面は台形で、深さ 75cmである。底面

は平坦である。埋土は、暗褐色土に、ロームブロッ

ク、炭化物、焼土粒を含む。 1~3は土師器坪、 4

は土師器甕、 5は土師器高坪である。その他、土師

器片多数、須恵器片少数出土しているが、小片のた

め図化できなかった。出土遺物の状況から古墳時代

中期と比定される。
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第67図 1区9号土坑平・断面図 出土遺物
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1区土坑跡

10号土坑（第68図、第 9• 17表、 PL14 • 26) 

調査区中央付近よりやや西側に位置する。西側に

9号土坑、南側に 1号竪穴状遺構、東側に 4号住居

と近接する。平面形態は南北に長い隅丸長方形で、

断面は皿状、底面は多少の凹凸はあるが概ね平坦で

ある。北側は試掘トレンチ調査により消失している。

埋土は、黒褐色砂質土を主体に、白色粒・ロームブ

ロックを含む。 1は土師器高杯である。その他、土

師器片、須恵器片が出土しているが、小片のため図

化できず、時期も用途も特定できなかった。
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十正3240l

A'~ 
II 

＞ 

A L=42.20m △ 

ロニロニ丁
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10号土坑

1 黒褐色土 砂質。ローム中ブロック、白色粒含む。

0 1:40 lm 

0 1: 3 10cm 

第68図 l区10号土坑平 ・断面図 出土遺物

第9表 1区土坑跡一覧表

番号 土坑番号 位置 形態 主軸方向
規模（m)

出土迫物 備考
長径 短径 深度

1 1号土坑 X = 32405 Y = -40857 隅丸長方形 N-6°-E (1 13) 1 06 0 14 
2 • 3号土坑と重複。
本土坑が一番新しい。

2 2号土坑 X = 32403 Y = -40857 隅丸長方形 N-5°-E 2 22 0 98 0 11 須恵器切
3号土坑より新しく、
1号土坑より旧い。

3 3号土坑 X = 32403 Y = -40857 不明 N-8°-E (1 34) (0 26) 0 14 土師器坪
1 • 2号土坑と重複。
本土坑が一番旧い。

4 4号土坑 X = 32405 Y = -40858 不明 N -50° -E (l 38) (0 60) 0 10 士師器坪
40号ピット重複。
本土坑が旧い。

5 5号土坑 X = 32406 Y = -40868 不整形 N-46°-W 0 52 0 50 0 37 土師器坪、砥石

6 6号土坑 X = 32393 Y = -40808 隅丸長方形 N-0° 2 85 0 86 0 18 

7 7号士坑 X ~ 32394 Y ~ -40800 隅丸長方形 N-0° 3 40 0 75 0 14 縄文土器
5・9号ピットと重複。
本土坑が旧い。

8 8号土坑 X = 32397 Y = -40811 隅丸長方形 N-1°-W l 50 0 75 0 30 須恵器坪、縄文土器
4号ピッ トと重複。

本土坑が新しい。

， 9号土坑 X = 32400 Y = -40836 陥丸長方形 N -42°-W  1 20 0 74 0 75 土師器甕、坪、高坪

10 10号土坑 X = 32397 Y = -40834 不明 N-9°-E 3 68 (0 86) 0 18 土師器高杯
1号住居と重複。
本土坑が旧い。
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宮内遺跡

4. 溝跡

溝について時期不明のものが多い。埋土からの

出土遺物は古墳時代から古代のものまで混在してい

る。東西に走行する溝が大半である。 1区の場合、

さほど時間差のない溝の重複である。また、出土遺

1号溝（第69図、第17表、 PL15 • 26) 

位置 X = 32404~406 Y = -40864~872 

重複遺構 1 号住居 ・ 2 号溝 • 3号ピットと重複す

る。本遺構は 2号溝、 3号ピットより旧く、 1号

住居より新しい。

走向東から西 N -90° -E 

形態 ほぼ直線的で、断面は皿状を呈す。

規模 検出全長 5.80m 上幅 0.52~0.40m

底幅 0.18~0.27m 深さ 0.12m 

遺物 lの土師器高坪が出土。その他、土師器片、

須恵器片多数出土。小片のため図化できなかった。

遺物は断面等が摩滅しているものが多い。

所見 土師器片・須恵器片などが多く出土したが、

摩滅しているものが多い。そのため、本遺構に流

れ込んだ可能性が高い。遺物の出土状況や埋土の

状況から、時期を特定できなかった。

物が少数で小片ばかりなのでどちらが混入品か判断

できなかった。 1区の 1• 2号溝跡は 2区の 4号溝

と同一遺構の可能性がある。遺構の重複関係と出土

遺物から古墳時代から中世の溝と考えられる。

2号溝（第69図、 PL15) 

位置 X = 32404~406 Y = -40864~872 

重複遺構 l 号住居・ 1 号溝• 3号ピットと重複す

る。本遺構は 3号ピットより旧く、 1号住居、 1

号溝より新しい。

走向 東から西 N -90° -E 

形態 ほぼ直線的である。

規模 検出全長 5.78m 上幅 0.65~0.30m

底幅 0.15~0.40m 深さ 0.12m 

遺物 土師器甕片、椀片などが多数出土。小片のた

め図化できなかった。

所見 遺物の出土状況と埋土の状況から、江戸時代

から近世に利用されたと考えられる。
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第69図 1区1• 2号溝 平・断面図 1号溝出土遺物
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1区掘立柱建物跡

5.掘立柱建物跡

1号掘立柱建物 （第70図、第10表、 PL15) 

位置 l区 X= 32395~400 Y = -41813~822 

重複遺構 2号掘立柱建物、 1 • 2号柵列と重複す

る。いずれの遺構とも新旧関係は不明。

形態 調査区外に延びるため全形は不明である。（調

査区内では 2間x2間）

方位 計測不能 (N-44° -W) 

規模 調査区内p1~P3は4.80m、P3~p5 

|口
ltJ:I 

'"O J r-：ロョ＼ IPl 

/ 

まで 4.72mを測る。

柱穴 掘り方の形態は、隅丸長方形である。規模は

径64cm~96cm、深さ 30cm~40cmを測る。土

層断面観察から柱痕跡が認められ、太さ 20cm~

28cm程の柱であったと推察される。

遺物 土師器片、須恵器片、縄文土器片多数出土。

小片のため図化できなかった。

所見 方形のしつかりした柱穴である。主軸は概ね

45゚北から西か東にふれていると考えられる。調

査区外に延びているため、規模は不明である。出

土遺物からは時期を特定できなかった。
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第70図 l区1号掘立柱建物 平 ・断面図
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宮内遺跡

2号掘立柱建物（第71図、第11表）

位置 l区 X= 32394~400 Y = -41807~816 

重複遺構 l号掘立柱建物と 7号土坑と重複する。

新旧関係は不明である。

形態 調査区外に延びるため全形は不明である。（調

査区内では 2間X 2間）

方位 計測不能 (N -46° -W) 

規模 調査区内p1~P3は5.50m、P3~p7 

まで 5.50mを測る。

柱穴 掘り方の形態は、隅丸長方形である。規模は

径38cm~86cm、深さ 30cm~43cmを測る。P

1 ~P2間、 P4~P5間が、P2~P3間、 P

5~P6間より柱間がやや長い。土層断面の観察

から柱痕跡が認められ、太さ 16cm~20cm程の

柱であったと推察される。

遺物 P 6 (7号ピ ット）より 土師器坪が出土。そ

の他、土師器片、須恵器片、縄文土器片多数出土。

小片のため図化できなかった。

所見 1号掘立柱建物の P4、P5と重複している。

1号掘立柱建物と同様、方形の柱穴である。主軸

も1号掘立柱建物と同様に主軸が概ね 45゚北から

西か東にふれていると考えられる。調査区外に延

びている可能性もあり、規模は不明である。P3

~P6間は 1号掘立柱建物と 同じ長さであること

から、 1号掘立柱建物と同じ規模と考えられる。

埋土の状況、出土遺物か らは時期を特定できな

第10表 1区1号掘立柱建物計測表

遺構番号 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長

p 1 0 73 0 70 0 38 0 20 p 1~ 2 2 44 

p 2 0 96 0 82 0 35 P2~ 3 2 56 

p 3 0 85 0 70 0 40 P3~ 4 2 28 

p 4 0 76 0 64 0 30 P4~ 5 2 36 

p 5 0 86 0 68 0 35 0 28 

単位(m)

第11表 1区2号掘立柱建物計測表

かった。

ロx 
クベ覧

九

遺構番号 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長

p 1 0 76 0 64 0 30 0 20 p 1~ 2 2 80 

p 2 0 57 0 50 0 43 0 16 P2~ 3 2 10 

p 3 0 67 0 50 0 33 0 20 P3~ 6 2 40 

P4 0 86 0 68 0 35 P4~ 5 2 80 

p 5 0 44 0 38 0 38 P5~ 6 2 40 

p 6 0 57 0 52 0 30 0 20 P6~ 7 2 60 

p 7 0 57 0 50 0 40 0 12~0 16 

単位(m)
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6. 柵列跡

1号柵列（第72図、第12• 17表、 PL26)

位置 X = 32389~396 Y = -41816~819 

重複 l号掘立柱建物、新旧関係は不明である。

形態 北東から南西方向の走向を持つ

方位 N -42° -E 

規模 3.50m 

柱穴 掘り方の形態は、円形である。規模は径

62cm~80cm、深さ 30cm~50cm。 P1 • P 2 

の土層断面の観察から柱痕跡が認められ、太さ

宮内遺跡

16cm~20cm程の柱であったと推察される。

遺物 1 • 2の縄文土器が、 P2 (15号ピ ット）か

ら出土。混入の可能性が高い。その他、土師器片、

甕片、縄文土器片多数出土。 小片のため図化でき

なかった。

所見 1号掘立柱建物の P3~P5の柱穴の西側に

主軸方向を 2゚北側にずれて並ぶ。柱間の長さは

1号掘立柱建物よりやや短い。掘立柱建物跡の一

部と考えられるが、やや規模が小さい。建て替え

られたか、時期差による別遺構の可能性がある。

Ax□ 
｀九ぐ／宣
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゜I I 2 

3 10cm ， 

A L=42.10m A' 

p 1 p 2 
P3 
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第12表
遺構番号

冒
1号柵列計測表

□ 深度 柱痕径 柱間長

0.30 I IP 1~2 1.50 
0.50 I 0.16~0.20 IP 2~3 1.70 

0.40 I 0.16~0.20 

単位(m)

第72図 1区1号柵列平・断面図 出土遺物

2号柵列（第73図、第13• 17表、PL26)

位置 X = 32394~397 Y = -41815~817 

重複 1号掘立柱建物と重複する。新旧関係は不明

である。

形態 北西から南東方向の走向を持つ

方位 N-45°-W 

規模 2.74m 

柱穴 掘り方の形態は、方形である。規模は径

38cm~60cm、深さ 31cm~50cm。 p1の土層

断面観察から柱痕跡が認められ、太さ 16cm~

20cm程の柱であったと推察される。

遺物 lの縄文土器鉢が、P1 (21号ピット）から、

2の縄文土器が、 P2 (44号ピッ ト）から 出土。

その他、 土師器甕片、縄文土器片多数出土。小片

のため図化できなかった。

所見 1号掘立柱建物の南東側にp1~P3に平行

して並ぶ。柱間の長さは l.lm程で短い。 1• 2 

号掘立柱建物の南西側の柱列と同じ走行をもつ。

2号柵列の周辺にピット、土坑等が存在するが、

柱間の長さ、柱穴の規模等において同様のもの

は、見あたらなかった。出土遺物と埋土の状況か

ら時期を特定することはできなかった。
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1区掘立柱建物跡

Xぐ/ 虐

第13表 2号柵列計測表

遺構番号 長径 短径 深度

p 1 0 46 0 41 0 50 

¥ 
p 2 0 40 0 31 0 40 

P3 0 60 0 38 0 31 
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柱痕径 柱間長
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第73図 1区2号柵列平 ・断面図 出土遺物

7. ピット跡

本遺跡から 51基のピット跡を検出した。出土遺

物や埋土・重複関係などから時期 ・用途を想定でき

たものは少なかった。35号ピットについては、多

数の遺物が出土し、貯蔵穴の可能性がある。また、

調査時に掘立柱建物跡として確認されたピット跡

と、整理時点の検討から掘立柱建物跡、柵列跡等へ

の柱穴に変更されたピット跡がある。水田耕作、線

路敷設時の土地整備により、上部からの削平が著し

く、掘り込みの浅いピットは、この時点で消失して

35号ピ ット（第74~76図、第14• 17表、PL15 • 26) 

調査区中央に位置し、縄文包含層に近接する。北

側を試掘トレンチにより上層30cm程、消失してい

る。東西にやや長い楕円形であろうと推察される。

径80cm~98cm、深さ 88cm。底面はやや丸底で

ある。埋土は 3層に分けられ、上層は黒褐色土、中

層は白色粒を含む暗褐色土、下層はローム粒を含む

しまったものと推察される。ピットについては様々

な形態 ・様相をしているため、それぞれの形態・規

模については一覧表 （第14表）に、位置については

遺跡全体図の中に掲載した。1・2号掘立柱建物、 1.

2号柵列と同様の時期と想定されるが、出土遺物が

少なく時期を特定できなかった。7号ピットからは

土師器坪、16号ピットからは縄文土器鉢と土師器杯、

29号ピットからは縄文土器甕と土師器甕、36号ピッ

トからは土師器甕、 48号ピットからは縄文土器鉢

が出土。

暗灰褐色土。埋土のいずれの層からも遺物が出土し

た。主に土師器甕、高坪、縄文土器鉢類が多い。埋

土の状況から貯蔵穴の可能性も考えられる。 1~ 

10は縄文土器 （縄文前期中葉が多い）、 11は土師器

甕、 12• 15~17は土師器高杯、 13は台付甕、 14は

器台が出土。
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1区ピット跡

1 6号ピッ ト（第75• 76図、
第14• 17表、PL26)

7号ピッ ト

三□ ーロ
M

/
（第75• 76図、第14• 17表、 PL26)

こ

29号ピ ッ ト（第75• 76図、
第14• 17表、 PL26)

ー
汀
以
／

口／ 

36号ピッ ト（第75• 76図、第 14• 17表、 PL26)

□ 1 

48号ピッ ト（第75• 76図、
I I 

疇 ／91

ロ

ロ
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p
 

衷7
 

ー4
 

ー第

゜
1: 3 10cm 

第75図 l区7 • 16 • 29 • 36 • 48号ピッ ト 出土遺物

第14表 l区ピット跡一覧表

番号 ピット番号 位置 形態
規模（m)

出土遣物 備考
長径 短径 深度

1 1号ピット X = 32407 Y = -40863 不整形 (0 44) 0 36 0 42 土師器片少量 2・3号住居重複。本ピソ トが一番新しい。

2 2号ビット X = 32406 Y = -40869 不整形 0 48 0 46 0 50 なし

3 3号ピット X = 32404 Y = -40867 不整形 0 42 0 38 0 50 なし l • 2号溝重複。本ピットが新しい。

4 4号ビット X = 32397 Y = -40811 楕円形 0 35 0 30 0 41 土師器片 2点 8号土坑重複。本ピットが旧い。

5 5号ピット X = 32394 Y = -40810 楕円形 0 42 0 30 0 11 
土師器片 1点、須恵

7号土坑厘複。本 ピットが新しい。
器片 1点

6 6号ピット X = 32397 Y = -40808 楕円形 0 57 0 50 0 40 土師器片 5点 2掘立柱建物跡P7に変更。柱痕あり 。

7 7号ピット X = 32395 Y = -40809 長方形 0 57 0 52 0 30 土師器片10点 2掘立柱建物跡P6に変更。柱痕あり 。

8 8号ピット X = 32397 Y = -40810 楕円形 0 65 0 53 0 33 土師器甕片 1点

， 9号ピット X = 32397 Y = -40811 楕円形 0 44 0 38 0 38 
土師器片 6点、縄文 7号土坑重複。本ピソ トが新しい。2掘立

土器片 3点 柱建物跡P5に変更。柱痕あり 。

10 10号ピット X = 32395 Y = -40812 不整形 0 57 0 50 0 43 土師器片 3点 2掘立柱建物跡 P2に変更。柱痕あり 。

11 11号ピット 欠番 土師器片 6点
1号掘立柱建物跡P4、2掘立柱建物跡P
6に変更。柱痕あり 。重複ピ ソト 。

12 12号ピット X = 32397 Y = -40814 
ほぼ楕

0 44 0 40 0 46 土師器片 1点
円

13 13号ピット 欠番 土師器片 11点
1号掘立柱建物跡P5、2掘立柱建物跡P
4に変更。重複ピット 。柱痕あり 。

14 14号ピット X = 32398 Y = ~ 40815 楕円形 0 76 0 62 0 40 土師器片 4点 1号柵列 P3に変更。

15 15号ピット X = 32397 Y = -40816 不整形 0 80 0 64 0 50 
縄文土器2点は図化 16号ピット重複。本ピットが新しい。1号
する。土師器片 1点 柵列 P2に変更。

土師器杯、縄文土器

16 16号ピット X = 32397 Y = -40817 楕円形 0 75 0 70 1 00 片2点、土師器片多 15号ピソト重複。本ピットが旧い。

数出土

17 17号ピソト X = 32399 Y = -40817 楕円形 0 65 0 50 0 50 土師器片 6点 柱痕あり 。

18 18号ピット X = 32398 Y = -40818 楕円形 0 52 0 50 0 52 
土師器片 2点、粘土

塊、石

19 19号ピット X = 32394 Y = -40814 不整形 0 60 0 38 0 31 土師器片 4点 2号柵列 P3に変更。

20 20号ピット X = 32395 Y = -40815 楕円形 0 38 0 32 0 43 土師器片 2点 柱痕あり 。

21 21号ピット X = 32346 Y = -40816 楕円形 0 46 0 41 0 50 
土師器甕、土師器片

柱痕あり 。2号柵列p1に変更。
1点
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宮内遺跡

22 22号ピット X = 32393 Y = -40811 楕円形 0 67 0 50 0 33 土師器片 2点 2掘立柱建物跡P3に変更。柱痕あり 。

23 23号ピット 欠番
土師器片多数、縄文

1号掘立柱建物跡P2に変更。
土器片 2点

24 24号ピット X=32396 Y=-40817 楕円形 0 70 0 65 0 30 土師器片多贔 1号柵列p1に変更。

25 25号ピソト X = 32396 Y = -40816 不整形 0 50 (0 25) 0 22 
土師器片 1点、縄文

1号掘立P3重複。本ピットが旧い。
土器片 l点

26 26号ピソト 欠番 土師器片 9点 1号掘立柱建物跡P3に変更。

27 27号ピット X = 32394 Y = -40816 不整形 0 77 0 63 0 30 
土師器片10点、縄

文土器片 2点

28 28号ピット X=32394 Y=-40817 楕円形 0 68 0 60 0 30 
土師器片 7点、縄文

土器片 l点

29 29号ピット 欠番 土師器片多箭に出土 1号掘立柱建物跡p1に変更。

30 30号ピット X = 32403 Y = -40863 楕円形 0 60 0 50 0 26 土師器片 3点 1号住居重複。本ピットが新しい。

31 31号ピット X = 32400 Y = -40862 楕円形 0 47 0 42 0 34 なし 1号住居重複。本ピットが旧い。

32 32号ピット X = 32402 Y = -40866 楕円形 0 60 0 54 0 30 なし 1号住居重複。本ピットが旧い。

33 33号ピソト X = 32403 Y = -40865 楕円形 0 52 0 48 0 37 土師器片 l点

34 34号ビット X = 32397 Y = -40821 不整形 0 63 0 48 0 40 上師器片 3点

土師器甕、高坪、器
35 35号ピソト X = 32397 Y = -40822 不整形 0 97 0 80 0 88 台、縄文土器片、そ

の他土師器片多数出

36 36号ピット X = 32397 Y = -40818 不整形 0 42 0 34 0 48 
土師器甕、土師器片

1号掘立P2重複。本ピットが旧い。
8点

37 37号ピソト X = 32403 Y = -40858 楕円形 0 38 0 38 0 14 土師器片 2点

38 38号ピット X = 32404 Y = -40859 楕円形 0 38 0 38 0 36 なし

39 39号ピット X = 32406 Y = -40860 不整形 0 40 0 35 0 14 士師器片 1点

40 40号ピット X = 32405 Y = -40859 不整形 0 33 0 30 0 18 なし

41 41号ピソト X = 32403 Y = -40843 楕円形 0 60 0 58 0 52 上師器片多数 調査区境に位置する。

42 42号ピット X = 32403 Y = -40847 不整形 0 62 (0 45) 0 66 土師器片多数

43 43号ピット X = 32402 Y = -40841 楕円形 0 50 0 46 0 75 土師器片多数

44 44号ピソト X = 32395 Y = -40815 楕円形 0 40 0 31 0 40 
縄文土器片 1点、土

2号柵列 P2に変更。
師器片 5点

45 45号ピット X = 32397 Y = -40815 不整形 0 48 0 30 0 22 土師器片 2点

46 46号ピソト X = 32395 Y = -40805 楕円形 0 35 0 30 0 14 なし

47 47号ピソト X = 32394 Y = -40806 楕円形 0 34 0 28 0 10 なし

48 48号ピソト X = 32396 Y = -40823 楕円形 0 42 0 40 0 42 
土師器片 11点、縄

文土器片 l点

49 49号ピット 0 78 土師器片多数 規模 ・形態は不明。

50 50号ピット 0 50 土師器片多数 規模・形態は不明。

51 51号ピット 0 60 土師器片多数 規模 ・形態は不明。
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宮内遺跡

8. 縄文包含層（第77~79図、第17表、 PL15 • 27 • 28) 

位置 l区 X = 32396~402 Y = -40819~826 多数出土。

重複遺構 34・35・48号ピット 、 1号掘立柱建物

と重複する。

方位 計測不能

規模 レベル 41.95の範囲 5.40 X 6.58m 

レベル 41.70の範囲 3.12 X 3.25m 

深度 34cm （縄文包含層埋土の深さ）

遺物 褐色土層底部から縄文時代早期の口縁片

所見 標高41.80mのほぽ円形の範囲に遺物が出土

し、土層断面が皿状の断面を有していることから、

溝状の凹みに縄文包含層が残ったと推察される。

重複遺構の状況から古墳時代～奈良•平安時代の

地表面として縄文包含層の上層が活用され遺存状

態が悪くなったと考えられる。
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二
北壁セクション（縄文包含層）

1 表土攪乱砕石

2 暗褐色土 砂質。ロームプロック、白色粒、焼土粒含む。

古墳後期～奈良•平安の土器片多く含む。

3 黒褐色土 砂質。 ロームプロック、白色粒をプロック状

に含む。

4 褐色土 砂質。やや黒味ががっている。黒褐色土含む。

底面から縄文早期の土器多く出土。縄文包含層。
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゜
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第77図 1区縄文包含層 平・断面図 出土遺物 （1) 
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1区 縄文包含層
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第79図 1区縄文包含層 出土遺物 (3) 
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1区遺構外出土遺物

9. 1区の遺構外出土遺物（第80• 81図、第17表、 PL28• 29) 

本遺跡 1区で出土した遺構に伴わない遺物を報告 26は打製石斧である。その他、土師器片多数、須

する。 1は諸磯 a式縄文土器、 2・ 3は有尾式縄文 恵器片、陶器片が出土しているが、小片のため図化

土器鉢、 4は堀之内 l式縄文土器深鉢、 5~ 9は できなかった。上部からの攪乱や削平が遺構面にま

土師器杯、 10は灰釉陶器皿、 11はS字状口縁台付

甕、 12~16• 18は土師器甕、 17は土師器壺、 19• 

20は土師器羽釜、 21は土師器柑、 22は土師器鉢、

23は赤色土器高坪、 24は土師器高杯、 25は石鏃、

で及んでおり、遺存状態が良くなかった。さらに、

調査区が狭く、遺構存在の可能性は考えられるが、

遺構・時代を特定することは難しかった。
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第80囮 1区遺構外 出土遺物 (1) 
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2区概要

皿宮内遺跡 2区の概要

本遺跡 2区は宮内逍跡 l区の西側、浜町遺跡の東

側に位置する。工事計画の進捗により、宮内遺跡 l

区の調査から 2年後の平成15年 2月3日より調査

に着手した。市街地にあることや開発のため、コン

クリート基礎やゴミ穴などが多くあり、表面が削平

されている。そのため、遺構の遺存状態が良くなかっ

た。また、調査区が狭いため、 12軒検出された古

墳時代前期から平安時代にかけての竪穴佳居跡のう

ち、全体を確認できたのは僅かに 1軒のみであり、

他の 11軒は部分的な形状のみの検出であ った。調

査2区では、竪穴住居跡12軒、土坑跡16基、ピッ

ト跡6基、溝跡4条を検出した。

旧石器時代

宮内遺跡l区と同様に微高地上はロ ーム質の土が

僅かに残るものの、その下層は礫混じりの砂質土や

シルトとなっている。旧石器時代の遺跡はないもの

と思われる。

縄文・弥生時代

縄文時代の遺構と認められるものは検出できな

かった。遺物は 9号住居から 2点、 10号土坑から

1点出土している。表面採取で土器を 2点検出した。

出土遺物は混入の可能性が高い。また、弥生時代の

遺構と認められる検出は一例もなかった。

古墳時代

開発に伴う上位か らの攪乱を受け、竪穴住居跡の

床面まで削平が及んでおり、遺構確認時の遺存状態

は良くなかった。竪穴住居の向きは、浜町遺跡と同

様に南東・北西方向に主軸をもつものが多く、全体

を確認できた竪穴住居跡の寵は、北西側の壁よりも

内寄りに設置したものであった。他に土坑跡10碁、

ピット跡5基を検出した。

奈良・平安時代

この時代の遺物・遺構は検出されなかった。

中・近世

調査区内から見つかった土坑・溝のうち、多数が

この時期のものと思われるが、出土遺物が少なく、

詳細は不明である。

中世以降

浜町遺跡と同様に、調査区内検出の土坑跡 6基、

溝跡4条の殆どがこの時期と推測される。なお、出

土遺物が少なく、また上位からの攪乱を受けている

ものもあり、現時点での機能的な詳細は不明である。
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N. 2区の遺構と遺物

1. 竪穴住居跡

1号住居（第83~85図、第17表、 PL16 • 17 • 30) 

位置 2区 X = 32404~407 Y = -40896~900 

重複遺構 8 • 15号土坑と重複する。本遺構は 8・

15号土坑より旧い。

形態 調査区境に位置し、南東側を攪乱により消失

しているため全形は不明である。

方位 N-21°-E 

規模 3.382 X (2.74)rn 調査区内

面積 (8.451) rri 調査区内

壁高 14cm 

床面 掘り方面から 4cm~10cm程暗褐色土と砂

質ロームの混土を埋土に施し、床面を構築してい

る。ピットを 4基検出。また、住居南西コーナー

に重複した土坑を検出した。掘り方面は多少の凸

凹はあるが、概ね平坦である。掘り方面より 2基

の土坑を検出した。

ピット P 1 50 x (38) cm、深さ 14cm

P 2 (46) x 42cm、深さ 16cm

P 3 36 x 34cm、 深さ 12cm

P 4 35 x 32cm、 深さ 10cm

宮内遺跡

土坑 2土坑 60 x (56) cm、深さ 12cm

3土坑 74 x 70cm、 深さ 12cm

4土坑 128 x 102cm、深さ 10cm

5土坑 83x (48) cm、深さ 10cm

柱穴 調査区内では未確惚

貯蔵穴 癒南側（ l土坑）径75cm~92cm、深さ

18cm。

周溝 調査区内では未確認

竃 住居北壁中央付近に位置し、燃焼部が壁外に突

出して構築されている。上部からの削平により、

遺存状態が悪く、天井部 ・煙道部・袖部はいずれ

も消失している。そのため、堀り方調査のみ実施

した。使用面は緩やかな勾配を持ち、掘り方面は

燃焼部中央をやや掘り下げている。煙道部52cm、

袖幅32cm、燃焼部42cmである。

遺物 l~7の土師器坪、 8のS字状口縁台付甕、

9の土師器甕、 10• 11の土師器長胴甕、 12の土

師器鉢、 13の土師器台付甕、 14• 15の高坪脚、

16の蓋、17の羽口が出土。その他、土師器片多

数出土。小片のため図化できなかった。

所見 出土遺物と埋土の状況から古墳時代後期と比

定される。
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2区竪穴住居跡
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l 表土 ゴミ混入。締まり弱い。

2 黒褐色土 ローム粒少箭含む。締まりやや弱い。

3 黒褐色土 色調が 2層よりやや明るい。ローム粒少最含む。

4 暗褐色土 ロームプロック、焼土粒含む。
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宮内遺跡
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2区竪穴住居跡

2号住居（第86• 87図、第17表、 PL17 • 30) 

位置 2区 X = 32404~407 Y = -40890~897 

重複遺構 16号土坑と重複する。本遺構の方が旧い。

形態 調査区境に位置し、南側は調査区外に延びて

いるため全形は不明である。

方向 N -68° -E 

規模 5.20 X 3.36m 

面積 (10. 836) rri 調査区内

壁裔 10cm 

床面 上部からの削平のため、床面を消失。土層

断面観察により、掘り方より 4cm程、暗褐色土

と灰黄褐色砂質ロームの混土で床面を構築してい

る。 ピットを 5基検出。掘り方面は中央やや東側

に、土坑状の掘り込みがあるが概ね平坦である。

ピット P 1 53 x 45cm、深さ 13cm

P 2 52 x 52cm、深さ 12cm

P 3 48 x 46cm、深さ 12cm

|口

P 4 42 x 40cm、 深さ 18cm

P 5 44 x 40cm、 深さ 18cm

P 6 70 x 54cm、 深さ 5cm

P 7 118 x 118cm、深さ 5cm

P 8 (140) x 74cm、i架さ 4cm

柱穴 Pl ・P4は主柱穴の可能性がある。

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃 調査区内では未確認、調査区外の壁に位置する

と考えられる。

遺物 1の土師器杯、 2のS字状口縁台付甕、 3の

土師器甕、 4の土師器壺？、 5の土師器蓋が出土。

その他、土師器片 5点出土。小片のため図化で き

なかった。

所見 出土遺物も少なく、遺構も遺存状態が良くな

かったため時期を特定することはできなかった。

心、
x-[X訟 ⑱

吋

＼ 呂塁
: ／ニ(Q)・～ぶ＼

シ
II 

~ <gP4 
＞ 

十正32407

： ＼ `ャ

’• R O P2 

p 3 ロ
p l 

1 

区外
し／ 翌

字 図 lt:d
C L=4250m C' 

E E' 
P4 区

L=42 50m 
ー ： 外 I p 3 p 2 

P4 D L=4250m D' 

2号住居 区

1 黒褐色土 表土。ゴミ、バラス混じる。
外 1 p 1 

2 黒褐色土 ローム粒僅かに含む。 p 2 p 5 

3 暗褐色土 砂質ローム僅かに含む。
4 暗褐色土砂質ローム少屈含む。

-<I 5 灰黄褐色土砂質ロームに 4層暗褐色土を少最含む。やや枯
性。掘り方。
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宮内遺跡
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3号住居（第88• 89図、第17表、 PL17 • 30) 

位置 2区 X = 32403~407 Y = -40884~900 

重複遺構 4号溝と重複する。本遺構の方が新しい。

形態 調査区境に位置し、南側は調査区外に延びて

いるため全形は不明である。

方位 N -51° -W 

規模 （4.60) X (3.40)m 調査区内

面積 (10.179) rrl 調査区内

壁高 32cm 

床面 掘り方から 10cm~12cm程、黒褐色土と灰

黄色ロームの混土で床面を構築。ピット 5基検出。

p 1とP2、P4とP5は併行してお り、違う時

期の住居の建て替え柱穴の可能性が考えられる。

掘り方面は 4cm前後、砂質ロームと黒褐色土の

混土で床面を構築している。北コーナー及び北西

壁付近を土坑状に掘り下げている。

ピット P 1 30 x 25cm、深さ 10cm

P 2 28 x 28cm、深さ 14cm

P 3 38 x 30cm、深さ 12cm

P 4 34 x 30cm、深さ 10cm

P 5 28 x 22cm、深さ 12cm

柱穴 位置関係から、 P2とP3は柱穴の可能性が

あると思われる。

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

炉．竃 調査区内では未確認、調査区外に位置する

と考えられる。

遺物 1のかわらけ、 2のS字状口縁台付甕、 3の

土師器甕、4の土師器壺、5の土師器鉢が出土。

その他、土師器片40点出土。小片のため図化で

きなかった。

所見 出土遺物と埋土の状況から、 5世紀後半と

比定される。
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2区竪穴住居跡
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宮内遺跡
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4号住居（第90~92図、第17表、PL18 • 31) 

位置 2区 X = 32406~411 Y = -40883~888 

重複遺構 5 号住居 •6 • 7号ピットと重複する。

本遺構は 5号住居より新しく、 6・7号ピットよ

り旧い。

形態 住居角の一部が調査区外に延びているが、正

方形と考えられる。

方位 N-38°-W 

持も梧莫 3. 70 X 3.48m 

面積 （11. 232) rri調査区内

壁高 20cm 

床面 掘り方から 6cm~12cm程、暗褐色土 と灰

黄色砂質ロームの混土で床面を構築。ピットを 4

基検出し主柱穴と考えられる。北コーナー南側に

やや浅い土坑を検出。貯蔵穴と考えられる。掘り

方面は南東壁から北東壁に沿い中央部まで溝状に

掘り込まれている。また北コーナー付近が土坑状

に掘り込まれている。中央部は概ね平坦である。

5号住居（第90• 92図、第17表、PL18・31)

位置 2区 X = 32408~411 Y = -40882~885 

重複遺構 4 号住 • 6 ·7 号ピットと重複する 。 本

遺構の方が旧い。

形態 調査区境に位置し、他の遺構が重複するため

全形は不明である。

方位 N-40°-W 

規模 (2.80) X (1.68)m 調査区内

柱穴 l柱穴 35 x 32cm、深さ 10cm

2柱穴 22x 20cm、深さ 42cm

3柱穴 30x 28cm、深さ 18cm

4柱穴 28x 22cm、深さ 8cm

貯蔵穴 62 x 56cm、深さ 20cm

竃 住居北西壁やや中央に構築されている。燃焼

部は住居内に構築、煙道部は上部からの削平を

受け消失している。壁外に延びていた可能性が高

い。燃焼部幅100cm、焚き口幅40cm、燃焼部長

さ49cm、灰黄褐色ローム質土を囲い、心材を使

わず天井部と袖部を構築。使用面から煙道部にか

けて急峻な立ち上がりをもつ。

遺物 l~5の土師器坪、 6の土師器塊、 7のS字

状口縁台付甕、 8~13の土師器甕、14の土師器

壺、 15の須恵器壺、16の土師器台付甕、 17• 18 

の土師器高坪、 19の陶器皿、20の砥石が出土。

その他、土師器片多数出土。小片のため図化でき

なかった。

所見 出土遺物から、古墳時代後期と比定される。

面積 計測不能

壁高 計測不能

床面 上部からの削平の為、壁高は確認出来なかっ

た。土層断面観察から、地山ロームの硬化面を確

認した。掘り方面を床面としていると考えられる。

ピット・柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴・周溝 調査区内では未確認

炉． 竃 調査区内では未確認、調査区外に位置する
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2区竪穴住居跡

と考えられる。

遺物 lの土師器甕、 2の土師器高坪が出土。そ

の他、土師器片 2点出土。小片のため図化できな

かった。

所見 出土遺物も少なく、遺構も遺存状態が良くな

かったため時期を特定することはできなかった。
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4号住居

1 暗褐色土 白色粒、少量の礫混じる。

2 暗褐色土 ローム小プロック少量、焼

土粒含む。

3 暗褐色土と灰黄色土の混土ブロック 。

4 灰黄色土 砂質ローム土に暗褐色土が

ブロック状に含む混土。掘り方。

5号住居

1 暗褐色土 ロームブロック僅か、

白色粒含む。

2 灰明黄色土砂質ローム。地山。
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宮内遺跡
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4号住居寵

1 暗褐色土 白色粒、ローム粒、焼土粒含む。

2 灰黄褐色土 ローム質。焼上プロック中量含む。締まりやや良い。

籠崩落土。

3 灰黄褐色土 ローム質。寵袖部。締まりやや良い。

4 暗褐色土砂質ロームプロソク含む。掘り方。

5 明黄灰色土砂質ローム。地山。
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2区竪穴住居跡
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第92図 2区4号住居出土遺物 (2) 5号住居 出土遺物

6号住居 （第93• 94図、第 17表、PL18 • 32) 

位置 2区 X = 32406~411 Y = -40872~878 

重複遺構 7・8号住居と重複する。遺構平面確

認と土層断面観察から本遺構の方が新しい。

形態 調査区境に位置し、住居北側が調査区外とな

り全形は不明である。

方位 N-42°-W 

規模 (4.60) X (3.32)m 調査区内

面積 （11. 232) rri 調査区内

壁高 28cm 

床面 掘り方より 4cm程明褐色土の埋土を施し床

面を構築している。北西壁、南東壁沿いにピット

6基検出。P3は主柱穴と考えられる。掘り方面

は南コーナーと南西壁中央と中央東側に径42cm

~100cm程の土坑状の掘り込みを検出している。

96 

ピット p 1 30 x 28cm、 深さ 13cm

P2 48 x 40cm、 深さ 16cm

P3 46 x 44cm、 深さ 30cm

P4 30 x 24cm、 深さ 32cm

P 5 50 x (25) cm、i架さ 60cm

P6 50 x 42cm、 深さ 27cm

P7 80 x 78cm、 深さ 2cm

柱穴 出土位置から P3は主柱穴と考えられる。

貯蔵穴・周溝． 竃 調査区内では未確認

遺物 1~4の土師器杯、 5の土師器鉢、 6・7の

土師器甕、 8の土師器高坪が出土。その他、土師

器片 12点出土。小片のため図化できなかった。

所見 出土遺物と埋土の状況から古墳時代後期、6

世紀ごろと比定される。



宮内遺跡
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6号住居

1 暗褐色土 白色粒、ローム小プロックを含む。締まり良い。

2 暗褐色土 色調がやや明るい。ロームブロックを中益含む。締

まり良い。

L~42.50m 

P2 

c
 

P4 

3 明褐色土 地山プロソク少量含む。締まり良い。

4 明褐色土 地山ロームに 2層暗褐色土含む。締まり良い。掘り

方。

区

外

5 暗褐色土 白色粒少量とロームブロック含む。締まり良い。
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第93図 2区 6号住居平 ・ 断面図 出土遺物
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第94図 2区6万ロ住居掘 り方 平 ・断面図

7号住居 （第95図、第17表、 PL18 • 19 • 32) 

位置 2区 X = 32408~411 Y = -40877~880 

重複遺構 6・8号住居と重複する。遺構平面確認

と土層断面観察から本遺構は 6号住居より旧く 8

号住居より新しい。

形態 調査区境に位置し、他の遺構とも璽複してい

るため、全形は不明である。

方位 N-46°-W 

規模 （1.98) X (1.56)m 調査区内

面積 (2. 979) m' 調査区内

壁高 22cm 

床面 上部からの削平のため、遺存状態は良くな

い。土層断面観察から、掘り方から 12cm程暗褐

色土の埋土を施し床面を構築している。ピット 3

98 

基を検出したが、住居に伴うかは不明である。

ピット P 1 60 x 52cm、深さ 12cm

P 2 32 x 32cm、深さ 16cm

P 3 46 x 32cm、深さ 12cm

柱穴 p 1とP2のどちらかが柱穴の可能性がある

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃 調査区内では未確認、調査区外に位置すると考

えられる。

遺物 lの土師器坪、 2~4の土師器甕、 5の土師

器甑、 6の高坪が出土。その他、土師器片 8点出

土。小片のため図化できなかった。

所見 出土遺物と埋土の状況から古墳時代後期と比

定される。



宮内遺跡

A
 

区外
△ A L = 42.50m A' 

:`>P19f
3 4 

も ‘ • 6
も

• 3 

09 4
 

2
 

3
 x

 

¥

-―
 

屠
よ
十
＼ B

 
L = 42.50m B

 

△_ 

II
A
 

区外
△ 

6住

2
 

09 
4
 

2
 

3
 

＝
 

x
 

`
1
:
+
 

＼
 

＼ 
p 3 

7号住居

1 表土攪乱。

2 褐色土 白色粒を斑点状に含む。土器片少最含む。締まり良い。

3 暗褐色土 白色粒を斑点状に、土器片多量に含む。締まり良い。

4 暗褐色土 色調がやや明るい。砂を含む。締まり良い。掘り方。

5 暗褐色土 白色粒、土器片少最含む。締まり良い。

6 褐色土暗褐色土プロック含む。締まり良い。
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第95図 2区7号住居・据り方平・断面図 出土遺物

8号住居（第96~98図、第17表、 PL19 • 32) 

位置 2区 X = 32405~410 Y = -40876~882 

重複遺構 6・7号住居、 4号溝と重複する。遺構

平面確認と土層断面観察から本遺構が一番旧い。

形態 北側は他の遺構と重複し、南は重複遺構によ

り一部消失しているため、全形は不明である。

方位 N -57° -W 

規模 4.90 X (3.78)m 調査区内

面積 （16.464)国調査区内

壁高 14cm 

床面 掘り方から 10cm程黄褐色砂質ロームと暗褐

色土の混土で床面を構築している。ピットを 2基

確認した。掘り方面では北西壁沿いと毎南西側に

浅い掘り込みがある。また、掘り方面は多少凸凹

はあるが概ね平坦である。

ピット P 1 34 x 30cm、深さ 50cm

P 2 40 x 40cm、深さ 46cm

P 3 36 x 34cm、深さ 33cm
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2区竪穴住居跡

P4 36 x 34cm、深さ 44cm

P5 34 x 30cm、深さ 40cm

P6 48 x 35cm、深さ 24cm

P7 34 x 32cm、深さ 21cm

P 8 42 x 38cm、深さ 14cm

P 9 83 x 34cm、深さ 7cm

P 10 60 x 46cm、深さ 10cm

柱穴 本住居p1、7号住居P3、6号住居P5は

位置的に見て本住居の主柱穴の可能性がある。

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃 住居北西壁中央に位置し、壁より突出している。

上部からの削平を受け遺存状態は余り良くない。

X+ 
／心盛 、屯

ぐ l t:J~

煙道部127cm、燃焼部77cmである。天井部、袖

部は消失している。土層断面観察から、燃焼部か

ら煙道部にかけて緩やかに立ち上がる。掘り方面

は焚き口部分をやや浅く掘り込み、北壁部分を

ピット状にやや深く掘り込んでいる。

遺物 1 ~9の土師器坪、 10の須恵器坪、 11の土

師器皿、 12~14の土師器甕、 15の土師器台付甕、

16~18のS字状口縁台付甕、 19• 20の土師器壺、

21 • 24の土師器小型壺、 22の須恵器壺、 23の小

型均、 25 • 26の土師器高坪が出土。その他、土

師器片が多数出土。小片のため図化できなかった。

所見 出土遺物から古墳時代後期と比定される。
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8号住居

1 暗褐色土 少量の砂質ローム粒と土器片含む。 3 暗褐色土 やや大きめのロームブロックを含む。

4 暗褐色土 炭化物多く含む。攪乱。2 暗褐色土 黄褐色砂質ローム土がブロック状に含む。掘り方。

第96図 2区8丹住居平・断面図
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1 暗褐色土焼土粒含む。

2 暗掲色土 ロームブロック、焼土プロック少量含む。床下。

3 暗褐色土焼土粒少量含む。
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第97図 2区8号住居掘り方 ・寵 ．掘り方 平・断面図
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第98図 2区8号住居 出土遺物
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9号住居（第99• 100図、第17表、 PL19 • 33) 

位置 2区 X = 32403~405 Y = -40874~879 

重複遺構 4号溝と重複する。本遺構の方が旧い。

形態 調査区境に位置し、重複遺構のため全形は不

明である。

方位 N -68° -E 

規模 (3.27) X (l.98)m 調査区内

面積 (4.887) rrl 調査区内

壁高 10cm 

床面土層断面確認により、掘り方から 7cm程、

明褐色土を埋土に床面を構築している。床面から

ピット 3基検出した。掘り方面からピット 1基と、

調査区境と北西壁に 2基の土坑状の掘り込みを確

認した。

ピット P 1 34 x 34cm、深さ 67cm

P 2 36 x 34cm、深さ 70cm

宮内遺跡

P 3 33 x 33cm、深さ 79cm

P 4 31 x 28cm、深さ 14cm

柱穴 p 1~P3は大きさ・深さから、主柱穴と考

えられるが、位置関係から建てられた時期が違う

ものと考えられる。

貯蔵穴調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃 調査区内では未確認、調査区外いずれかの壁に

位置すると考えられる。

遺物 1の土師器甕、 2の土師器小型甕、 3の土

師器台付甕、 4・5の土師器高坪が出土。その他、

縄文土器2点、土師器片 1点、焙烙片、土師器甑

片出土。小片のため図化できなかった。

所見 出土遺物も少なく、遺構も遺存状態が良くな

かったが、出土遺物から古墳時代後期と比定され

る。
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9号住居pl~p 3 

l 暗褐色土 白色粒を斑状に、ローム粒含む。

粒子均ー。締まりやや良い。

p 2 

゜
l : 60 2m 

9号住居

1 表土攪乱。

2 暗褐色土 白色粒を斑点状に多屈に含む。土器片含む。締まり

良い。

3 暗褐色土 ローム粒、ロ ームプロ ソク中犀含む。遺物多数出土。

締まり良い。

4 明褐色土 4層暗褐色土とローム土との混土。掘り方。

第99図 2区9号住居平・断面図
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第100図 2区9号住居 平 ・断面図 出土遺物

10号住居（第101図、第17表、 PL20• 33) 

位置 2区 X = 32403~405 Y = -40879~881 

重複遺構 11 • 12号住居、 4号溝と重複する。本

遺構は 11号住居、 4号溝より旧い。12号住居と

の新旧関係不明である。

形態 調査区境に位置し、南側は調査区外に延び、

西側は童複遺構のため全形は不明である。

方位 N -37° -W 

規模 （1.80) X (l.74)m 調査区内

面積 (2.313) m 調査区内

壁高 17cm 

床面 土層断面観察により、 8cm程の暗褐色土を

埋土とし床面を構築している。北コーナーに柱穴

1基を検出する。掘 り方面は北西壁から中央付近

に長さ 110cm、幅42cmの溝状の掘り込みがある。

その他は概ね平坦な面である。

柱穴 P 1 36 x 36cm、深さ 12cm

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃 調査区内では未確認、調査区外の壁に位置する

と考えられる。

遺物 1 • 2の土師器坪、 3の須恵器碗、 4の土師

器有段壺、 5の土師器甕、 6の土師器高杯が出土。

その他、 土師器片 9点出土。小片のため図化でき

なかった。

所見 出土遺物から古墳時代後期と比定される。
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10号住居

1 暗褐色土 色調やや明るい。ロームブロック含む。

締まり良い。

2 暗褐色土 ローム粒、ロームプロック少最含む。

遺物多数出土。締まり良い。掘り 方。
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第101図 5区10号住居 ・掘り方平・断面図 出土遺物

11号住居（第102図、 PL20) 周溝 調査区内では未確認

位置 2区 X = 32403~404 Y = -40881~882 

重複遺構 10 • 12号住居と重複する。本遺構が一

番新しい。

形態 調査区境に位置し、竃以外は調査区外に延び

ているため全形は不明である。

方位 N -9° -E 

規模・面積・壁蕎 計測不能

床面 土層断面観察により、掘り方から 10cm程の

暗褐色土で埋土を行い、床面を構築していると考

えられる。

ピッ ト・柱穴 調査区内では未確詔

貯蔵穴 調査区内では未確認

炉・竃 遺構確認面が使用面と考えられる。天井部、

煙道部は上部からの削平のため消失している。煙

道部は 31cm、袖幅は 35cm程である。袖部は心

材を用いず暗褐色土により構築している。燃焼部

から煙道部にかけて急峻に立ち上がる。燃焼部南

側は削平のため消失している。掘り方面は右袖下

に土坑状の掘り込みと竃全体的に浅い掘り込みが

ある。

遺物 土師器片 4点出土。小片のため図化できな

かった。

所見 出土遺物も少なく 、遺構も遺存状態が良くな

かったため時期を特定することはできなかった。
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11号住居
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11号住居寵

1 暗褐色土 ローム粒少拡含む。

2 明褐色土焼土粒僅かに含む。

3 明褐色土 大きめの焼土プロック含む。

4 暗褐色土 黄灰色砂質ローム多量に含む。
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゜
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第102図 2区11号住居寵 ・掘り方 平 ・断面図

12号住居（第103• 104図、第17表、PL20• 33) 

位置 2区 X= 32403~405 Y = -40881~885 

重複遺構 10 • 11号住居、 4号溝と重複する。本

遺構が一番旧い。

形態 調査区境に位置し、他の遺構との重複により

全形は不明である。

方位 N-11°-W 

規模 (2.50) X (0.98)m 調査区内

面積 (2.439) rrl 調査区内

壁高 20cm 

床面 土層断面観察により、掘り方から 10cm~

14cm程の灰暗褐色土と砂質ロームの混土で、床

面を構築している。竃東側に 1号土坑を検出した。

掘り方面は概ね平坦で、調査区境に 2号土坑があ

る。

土坑 1土坑 42 x 40cm、 深さ 12cm

2土坑 （76) x (54)cm、深さ 28cm

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃 住居北壁に位置し、煙道部は壁外に突出してい

ると推定される。上部からの削平と他遺構の重複

により、遺存状態は良くなかった。遺構平面確認

時において天井部、煙道部は消失し、僅かに袖部

と使用面が残存していた。心材を使わず粘土のみ

で構築している。煙道部52cm、袖部85cm、燃

焼部41cmである。使用面から煙道部に掛けては

緩やかな勾配を持つ。燃焼部中央に礫を据え、支

脚としている。掘り方は径40cm~72cm程の土

坑状に浅く掘り下げている。

遺物 lの土師器坪、 2の台付甕が出土。その

他、土師器片 4点出土。小片のため図化できな

かった。

所見 出土遺物も少なく、遺構も遺存状態が良くな

かったが、出土遺物から古墳時代後期と比定され

る。

こ ］ ＼口!I四□12

゜
1: 3 10cm 

第103図 2区12号住居 出土遺物
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1 暗褐色土砂少量含む。
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三 :‘`405
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12号住居 吋
1 表土攪乱。

2 暗褐色土 白色粒を斑点状に多く含む。ローム小プロックと

土器片少数含む。締まり良い。

3 暗褐色土 色調やや明るい。ローム中プロ；；ク含む。締まり

良い。

4 暗褐色土 ローム大ブロノクを含み、白色粒を少益含む。締

まり良い。

5 暗褐色土 白色粒多益に含む。色調やや暗い。土器片多く含

む。締まり良い。

6 灰暗褐色土 砂質ローム土を含む。掘り方。

12号住居内 2号土坑

7 灰暗褐色土 ロームプロソク少量と多贔の焼土粒、焼土ブ

ロックを含む。
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ニ
12号住居寵

1 暗褐色土 焼土粒、炭化分少益含む。

2 暗褐色土 やや明るい。焼土粒、焼土ブロソク中量含む。締

まりやや良い。

3 灰暗褐色土焼土粒僅かに含む。締まりやや良い。

゜
1: 30 lm 

第104図 2区12号住居・掘り方・寵．据り方 平・断面図
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2区土坑跡

2. 土坑跡

2区から 16基の土坑跡を検出した。同一遺構確

認面上での調査であるため明確な時期判定はできな

かった。整理時に埋没土の土質・色調及び遺物の検

討を行った。出土遺物や埋土・重複関係などから時

期・用途を想定できたものは少なかった。また、大

半の土坑は、上部からの削平や後世の攪乱により、

遺構の遺存状態は良くなかった。土坑跡は、主に調

査区中央から西側にかけて検出されている。ピット

跡も含めて掘建柱建物跡、柵列跡等の関連に着目

し、整理時に検討を加えてみたが、該当するものは

1号土坑（第105図、第15表、 PL21)

なかった。また、調査区境に位置していたり、他の

遺構との重複のため全形を確認できないものもあっ

た。5号土坑からは、他の土坑に比べて破片遺物が

やや多く出土していることから、廃棄された可能性

がある。平面形態から土坑を、長方形 （隅丸長方形

も含む）、楕円形・円形の二つに大きく分けられる。

2 • 6 • 10号土坑は遺構の重複と削平により形態

は不明であるが、調査区の状況から隅丸長方形の可

能性が高い。それぞれの形態・規模については一覧

表（第15表）、遺構図を掲載した。

以下、土坑について詳述する。

2号土坑（第105図、第15表、 PL21)

嚢f

A 区外

呑0名3 
A 

竺い＝3241!
I 
II 
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x=324¥)+ A' .!i_ 
1 

‘ゞヘ＼ドで ／

1 40 1 rn 

゜L=42.40m 2 2 2 

＼
 

I
I
I
A
 

1号土坑

1 暗褐色土 炭化粒、ローム粒少晟と白色粒含む。

2 暗褐色土 炭化粒、ローム粒少輩と白色粒含む。灰褐色ロー

ム土を多量に含む。

3号土坑（第105図、第15• 17表、 PL33)

調査区西側に位置し、 8号土坑と近接する。また、

北側を攪乱により消失しているため、全形は不明で

ある。断面は皿状、深さ 12cm。底面は小さな凹凸

があるが概ね平坦である。埋土は、暗褐色砂質土を

主体に明灰黄褐色ロームブロックを含む。 1は土師

器台付甕台部である。その他、土師器片が 1点出土

しているが、小片のため図化できず、時期も特定で

きなかった。
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0 1:40 lm 

2号土坑

l 表土盛土、ゴミ等混じる。下面砕石。

2 暗褐色土現表土。

3 暗褐色土 黄色ローム粒、土器片混じる。

゜0 
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名
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II 
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A L=42.40m A' 

3号土坑

1 暗褐色土 砂質ローム少罷含む。 0 1:40 lm 

| |-――寸
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宮内遺跡

4号土坑（第106図、第15• 17表、 PL21• 33) 

調査区西側に位置する。東側 ・西側を攪乱により

消失しているため、全形は不明である。調査区内の

状況から隅丸長方形であると考えられる。断面は皿

状、底面は平坦、深さ 12cm。埋土は、暗掲色土を

＼ 

主体に、黄色砂質ローム土と白色粒を含む。 1は土

師器甕、 2は土師器台付甕である。出土遺物と埋土

の状況から古墳時代と比定される。
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1 : 40 1 m 
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0 1: 3 10cm 

1 L=42.40m . _t;_ 

- 4号土坑

1 暗褐色土 砂質ローム土少屈含む。

2 暗褐色土 黄色砂質ロームプロ ック少最、 白色粒を含む。

第106図 2区4号土坑平 ・断面図 出土遺物

5号土坑（第107• 108図、第15• 17表、 PL21• 33) 質土を主体に、白色粒を含む。 1は土師器小型壺、

調査区西側に位置し、 2号溝と重複する。土層断 2~7は土師器甕、 8は高坪、 9 • 10は土製品で

面観察と遺構平面確認調査から本土坑の方が旧い。 ある。出土遺物の状況から古墳時代後期に比定され

楕円形で、断面は四角形で、底面は平坦。東側に緩 る。断面形態から貯蔵穴の可能性もあるが、遺物出

やかな斜面を持つ。深さ 72cm。埋土は、黒褐色砂 土状況から土器を廃棄したと推察される。
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5号土坑

l 暗灰褐色土 砂質ロー ム中ブロッ ク少屈含む。攪乱。

2 黒褐色土 白色粒、土器片含む。

゜
l 40 lm 

＼ 1 ／ ／ 3 

゜
10cm 

第107図 2区5号土坑平・断面図 出土遺物 (1) 109 



2区土抗跡
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゜
1: 3 10cm 

第108図 2区5号土坑 出土遺物 （2) 

o!O 

6号土坑（第109図、第15• 17表、 PL21• 33) 

調査区西側に位置し、攪乱により北側と南側の一

部を消失しているため、全形は不明である。断面形

は皿状で、底面は多少の凹凸はあるが、平坦である。

深さ 14cm。埋土は、暗褐色砂質土を主体に、灰黄

色砂質ローム土を含む。 1• 2は土師器甕である。

時期と用途は特定できなかった。
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0 l: 3 10cm 
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L=42.40m -ここ――-=7―
6号土坑

2 

1 暗褐色土 砂質ローム土少贔含む。

2 灰黄色砂質ローム土 暗褐色土少最含む。

7号土坑（第109図、第15表、 PL21)

゜
1:40 lm 

1 
8号土坑（第109図、第15表、 PL21) i □1 
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゜
1 : 40 lm 一7号土坑

l 暗褐色土 砂質ローム土をプロック状に中屈含む。

2 暗褐色土 ローム粒含む。

3 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む。

8号土坑

1 暗褐色土 砂質ロームを少醤、炭化分、土器片含む。

゜
1 : 40 lm 

110 第109図 2区6~8号 土坑平 ・断面図 6号土坑 出土遺物



9号土坑（第110図、第15• 17表、 PL22• 34) 

調査区中央よりやや東側に位慨する。南北に長い

楕円形である。断面は台形、深さ 34cm。底面は平

坦である。埋土は、黒褐色土を主体に、ロームブロ

宮内遺跡

ック 、白色粒を含む。 1は土師器甕、 2は土師器高

杯である。その他、土師器片が 1点出土しているが、

小片のため図化できなかった。出土遺物の状況から

古墳時代中期と比定される。
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第llO図 2区9号土坑平・断面図 出土遺物

10号土坑（第111図、第15• 17表、 PL22• 34) 

調査区西側に位置し、攪乱により北側の一部を消

失している。調査区内の状況から南北に長軸を持つ

隅丸長方形と推察される。断面は皿状。底面は多少
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A L=42.50m A' 

の凹凸はあるが、平坦である。深さ 12cm。埋土は、

暗褐色砂質土を主体に、白色粒、ロームブロックを

含む。 1は縄文土器である。その他、 土師器片が出

土しているが、小片のため図化できなかった。 ま

た、時期と用途も特定できなかった。
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10号土坑

1 暗褐色土 ローム少鼠と白色粒含む。

2 暗褐色土 ローム少量と白色粒、ローム土中量含む。
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第111図 2区10号土坑平・断面図 出土遺物
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2区土抗跡

11号土坑（第112図、 第15• 17表、 PL22• 34) 

調査区西側に位置し、3号溝、11号土坑と重複

する。土層断面観察と遺構平面確認から本遺構が新

しい。隅丸長方形で、断面は台形を呈し、底面は概

ね平坦である。深さ 13cm。埋土は、暗掲色砂質土

を主体に、ローム粒を含む。 1はほぼ完形の土師器

坪である。長軸が北向き、埋士の状況などから中世

の墓坑の可能性も考えられる。
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7土坑

11号土坑

1 暗褐色ナ 大きめのロームプロソク含む。締ま り良い。
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12号土坑（第112図、第15表、 PL22)

~X - 32411 
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12号土坑

1 表土 ゴミ、砕石含む。

2 暗褐色土 ローム粒、白色粒含む。

3 砂質ローム土地山。

14号土坑（第112図、 第15表、 PL22)

A
 

ー 含
0
}

I

`R  j 

13号土坑（第112図、 第15表、 PL22)
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一13号土坑

l 暗褐色土 ローム粒、 土器片含む。

2 暗褐色土 ローム粒、土器片、砂質ローム土中祉含む。

15号土坑（第112図、第15表、PL22)
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14号土坑

1 暗褐色土 ローム粒含む。

A 
L=42.40m 

2 I 

—ーミェニ土；
15号土坑

l 暗褐色土 ローム粒含む。

2 暗褐色土 ローム粒、砂質ローム少量含む。

0 1 40 lm 

第112図 2区11~15号土坑平・断面図 11号土坑 出土遺物
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16号土坑 （第 113因、第15表、 PL22)
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16号土坑

1 黒褐色土 砂質ロームプロソク少益含む。

2 黒褐色土 砂質ロームプロ ック少歴、黄褐色砂、灰褐色粘性

土が層状に含む。

3 里褐色土 砂質ロームプロック少絨、灰褐色土、灰褐色粘性

土が層状に含む。

4 黒褐色土 砂質ロームブロ、ノク、灰白色粘質土プロック少足

含む。締まり弱い。

5 地山

゜
1 : 40 lm 

第 113図 2区16号土坑平 ・断 面 図

第15表 2区土坑跡一 覧

番号 土坑番号 位置 形態 主軸方向
規模(m)

出土遺物 備考
長径 短径 深度

1 1号土坑 X = 32410 Y = -40899 楕円形 N -24°-W 1 05 0 84 0 09 

2 2号土坑 X = 32410 Y = -40894 不明 N-12°-E (l 40) 0 90 0 14 
1号ピ ット重複。本土坑が新
しい。

3 3号土坑 X = 32408 Y = -40898 楕円形 N-81°-W 0 86 (0 32) 0 12 土師器台付甕 l

4 4号土坑 X = 32409 Y = -40896 
隅丸長方

N -64° -E 1 06 (1 04) 0 12 土師器甕2
形

5 5号土坑 X = 32407 Y = -40902 楕円形 N-38°-W l 92 0 72 072 
土師器甕6、坪 1、

2号溝重複。本土坑が旧い。
高坪2

6 6号土坑 X = 32408 Y = -40891 
（隅丸

N-26°-E 1 00 (0 70) 0 14 土師器甕 2
長方形）

7 7号土坑 X = 32407 Y = -40900 
隅丸長方 N -5°-W 1 25 0 74 0 30 土坑墓。
形

8 8号土坑 X = 32407 Y = -40898 楕円形 N-68°-W 0 96 0 82 0 14 

， 9号土坑 X = 32406 Y = -40883 楕円形 N-10'-E 0 64 0 56 0 34 土師器売 1、高坪 l

10 10号土坑 X = 32407 Y = -40894 
（隅丸

N -30° -E (1 24) 0 98 0 12 縄文土器鉢片 l
長方形）

11 11号土坑 X = 32409 Y = -40900 
隅丸長方

N-23'-W 1 10 0 62 0 13 土師器杯 1 土坑墓。
形

12 12号土坑 X = 32410 Y = -40881 
隅丸長方

N -72°-W l 14 (0 50) 0 24 
形

13 13号土坑 X = 32405 Y = -40883 楕円形 N-68°-E 0 84 0 70 0 10 

14 14号土坑 X = 32408 Y = -40902 楕円形 N -9° -E 0 62 (0 26) 0 06 3号溝重複。本士坑が旧い。

15 15号土坑 X = 32406 Y = -40900 
隅丸長方

N -72° -E l 08 0 68 0 10 
1号住居重複。本土坑が新し

形 し‘o

16 16号土坑 X = 32405 Y = -40894 楕円形 N-33°-W 1 42 1 30 0 98 2号住居重複。本土坑が旧い。
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2区溝跡

3.溝跡

溝についても時期不明のものが多かった。埋土か

らの出土遺物は古墳時代から古代のものまで混在し

ている。 1~3号溝は西側に位置し、南北に走行す

る。4号溝は、東西に走行し、 1区1• 2号溝と同

1号溝（第114• 115図、第17表、 PL23• 34) 

位置 X = 32405~413 Y = -40904~905 

重複遺構 なし

走向 北から南計測不能

形態 調査区西境に位置し、西側全体と北側、南側

が攪乱によって消失し全形は不明である。

規模 検出全長 (3.90)m 上幅 (0.80)m 

底幅 (0.06) m 深さ 0.42m 

調査区確認範囲である。

遺物 1の須恵器坪、 2の土師器甕が出土。その他、

土師器片、須恵器片多数出土。小片のため図化で

きなかった。攪乱による混入の可能性がある。

所見 出土遺物と埋土の状況から古墳時代後期と考

えられる。

2号溝（第 114• 115図、第17表、 PL23• 34) 

位置 X = 32407~413 Y = -40902~905 

重複遺構 5 号土坑• 3号溝と重複する。遺構平面

確認と土層断面観察から 3号溝より新しい。5号

土坑との新旧関係は攪乱のため不明である。

走向 北東から南西 N -15° -E 

形態 南側を 5号土坑と攪乱により、北側は調査区

境直前で消失している。断面は皿状である。

規模 検出全長 8.00m 上幅 0.54~0.84m

底幅 0.36~0.66m 深さ 0.12m 

遺物 1の土師器杯が出土。その他、土師器片が多

数出土。小片のため図化できなかった。

所見 遺物の出土状況から、時期を特定することは

できなかった。

ーの可能性がある。南北に走行する 1~3号溝は、

さほど時間差がないと思われる。出土遺物が少数で

小片ばかりが多く、どちらが混入品か判断ができな

かった。他遺構との埋土の比較、遺構の重複関係と

出土遺物から、古墳時代から中世と考えられる。

3号溝（第 114• 115図）

位置 X = 32405~413 Y = -40900~904 

重複遺構 11 • 14号土坑、2号溝と重複する。本

遺構は 14号土坑より新しく、 11号土坑 ・2号溝

より 1日い。

走向 北東から南西 N -10° -E 

形態 調査区南境から北境に直線的に流れる。断面

は皿状である。

規模 検出全長 8.98m 上幅 0.48~0.70m

底幅 0.34~0.56m 深さ 0.14m 

遺物 土師器甕口縁片、土師器片多数出土。小片の

ため図化できなかった。

所見 出土遺物と埋土の状況から古墳時代後期と考

えられる。

1号溝

口
[2 

2号溝

□ ==  

゜
1: 3 10cm 

第114図 2区1• 2号溝出土遺物
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宮内遺跡
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1号溝 2号溝

1 暗褐色土 砂質ローム少慨、小円礫含む。色調がやや明るい。 1 褐色土 砂質ローム粒少量と白色粒僅かに含む。締まり普通。

溝覆土。

区 外

3号溝

1 暗褐色土 ローム粒少最と白色粒含む。締まりやや良い。

第115図 2区l~3号溝平 ・断面図 ゜
1: 60 2m 

4号溝（第116、第17表、PL23• 34) 

位置 X = 32404~406 Y = -40872~886 

重複遺構 3・8~10 • 12号住居と重複する。本

遺構は 3号住居との新旧関係は不明である。他の

住居より新しい。

走向 東から西 N-82°-E 

形態 調査区東境から現れ、 3号住居付近で消失し

ている。直線的で断面は皿状である。

規模 検出全長 12.68m 上幅1.00~0.50m

底幅 0.20~0.568m 深さ 0.10m 

遺物 1の土師器台状土製品、 2の高杯が出土。そ

の他、土師器片多数出土。小片のため図化できな

かった。

所見 遺物の出土状況から、古墳時代から奈良 • 平

安時代に利用されたと考えられる。また、 1区2

号溝と埋土が同様な状況、遺物も同時代の遺物が

出土していることから同一遺構の可能性が高い。
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宮内遺跡

4. ピッ ト跡（第 117図、第17表、 PL34)

本遺跡から 6基のピット跡を検出した。出土遺物

や埋土 ・重複関係などから時期 ・用途を想定できた

ものは少なかった。 4号ピットを除いて、深さが

50cm~100cm程の深い掘り込みを持つ。また、平

面形はすべて楕円形である。線路敷設時の土地整備

により、上部からの削平が著しく、掘削深度の浅

いピット跡は、この時点で消失してしまったものと

推察される。ピット跡については様々な形態 ・様相

を呈するため、それぞれの形態 ・規模については一

覧表 （第16表）に掲げ、位置についてはピット位置

図(117図）の中に提示した。 5号ピット 1は土師器

坪である。どのピット跡も出土遺物が少なく、時期

を特定できなかった。

X = 32410 

゜
1 : 300 20m 

5号ピット

□:-==-

゜
1: 3 10cm 

第117図 2区ピッ ト位置図 5号ピッ ト 出土遺物

第16表 2区ピット跡一覧表

番号 ピット番号 位置 形態
規模（m)

出土遺物 備考
長径 短径 深度

1 1号ピット X = 32410 Y = -40895 楕円形 0 54 (0 40) 0 58 
土師器甕片、土師器片

2号土坑菫複。本ピソトが旧い。
少数

2 2号ピッ ト X = 32410 Y = -40889 楕円形 0 46 0 40 1 00 
土師器甕片、土師器片

少数

3 3号ピット X = 32409 Y = -40887 楕円形 0 54 0 54 0 88 
土師器甕片、土師器片

少数

4 4号ピ ット X = 32407 Y = -40899 楕円形 0 47 0 30 0 28 
土師器高杯片、土師器

片少数

5 5号ピット X = 32410 Y = -40883 楕円形 0 47 0 42 0 52 
土師器杯片、土師器片

5号住居重複。本ピットが新しい。
少数

6 6号ピット X = 32409 Y = -40883 不定形 0 70 0 54 0 21 5号住居直複。本ピソトが新しい。
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2区遺構外出土遺物

5. 2区の遺構外出土遺物（第118図、第17表、 PL34)

本遺跡2区で出土した遺構に伴わない遺物を報告

する。グリッド出土遺物の 1は型作り成形の顔型土

製品。遺構外出土遺物の 1は縄文早期終末の尖底土

器破片、 2は縄文中期後半土器片、 3は土師器高台

付椀、 4はS字状口縁台付甕、 5は土師器甕、 6は

土師器壺、 7~9は土師器高坪、 10は陶器鉢である。

その他、土師器片多数、須恵器片、陶器片が出土し

ているが、小片のため図化できなかった。出土遺物

の年代が縄文時代早期から近世にまで及んでいるこ

とから、様々な時代の遺構が存在していたことが推

察されるが、今回の調査では、調査区が狭く、後世

の攪乱や削平により遺存状態も良くなく 、それぞれ

の出土遺物が帰属する遺構の存在は確認されなかっ

た。

グリッド

X = 32405 Y = -40880 

遺構外遺物

〖疇1' 鬱1/
----

＼ロニ~I
／ ―-三旱：、

／ロ

口 Ii 6 

／ー
＼
 

＼
 

7
 

8
 

戸
ー
＼
＼
ー □ 10 

゜
1 : 3 10cm 

第118図 2区遺構外 出土遺物
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第17表宮内遺跡遺物観察表

1区 1号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第51図 土師器 床面 口径 10 5 
P L24 1 小型椀 完形 底径 3 9 

高さ 7 1 

第51図 土師器 床面 口径 (19 0) 
PL 24 2 s字状口 口縁～頸部片 底径

縁台付甕 高さ (5 2) 

第51図 土師器 床面 口径 13 0 
PL 24 

3 
小型甕 口縁～底部 底径 3 8 

1/ 2 高さ 11 8 

第51図 土師器 床面 口径 （24 0) 
PL 24 4 壺？ 口縁部片 底径

高さ (5 9) 

第51図 土師器 床面 口径 11 0 
PL 24 5 鉢 口縁～底部 底径 3 2 

1 / 2 高さ 6 5 

第51図 土師器 床面 口径 (14 0) 
PL 24 6 

症・ギ 口縁部片 底径
高さ (5 5) 

第51図 土師器 床面 口径 (18 2) 
PL 24 7 甕 口縁～胴部 底径

高さ (9 8) 

第52図 土師器 床面 口径 (14 0) 
PL 24 8 

宮ギ 口縁～頸部 底径
高さ (10 0) 

第52図 土師器 床面 口径
PL 24 ， 甕 底部 底径 6 0 

高さ (11 6) 

第52図 土師器 床面 口径
PL 24 10 高坪 坪部片 底径

高さ (3 3) 

第52図 土師器 覆土 口径
PL 24 11 高杯 脚部片 底径

高さ (5 3) 

第52図 土師器 床面 口径
PL 24 12 蓋 摘み部 摘み (3 0) 

高さ (3 1) 

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第52図 石器 床面 長 8 6 
PL 24 13 磨石 幅 6 0 

原さ 4 4 

1区 2号住居

挿図番号
番号

種類 出土位岡 計測値
図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第53図 土師器 No 5 • 6 • 16 口径 (21 2) 
PL 24 1 長胴甕 口縁～胴部 底径

1 / 2 高さ (23 5) 

第53図 土師器 No 1 • 7 • 8 口径 (15 2) 
PL 24 2 鉢 9 • 11 底径

1/4残 高さ 10 8 

第53図 土師器 No24 口径 (16 6) 
PL 24 3 甕 口縁部片 底径

高さ (3 5) 

第53図 土師器 No 9 口径 (15 2) 
PL 24 4 甕 口縁部片 底径

高さ (5 3) 

宮内遺跡

①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

①細・微砂粒少祇 体部内湾気味に立ち上がり、口縁部外反す
②良好 る。口繰部横撫で、胴部縦位箆削り、内面
③にぶい橙色 撫で。

4世紀後半

①細・微砂粒少舟 s字状に屈曲する口縁部、胴部膨らむ。ロ
②良好 縁部横撫で、胴部箆撫で後刷毛目調。内面
③にぶい褐色 撫で。

①粗・細砂粒少緑 口縁部 「く」 の字状に折れて直線的。胴部
②良好 膨らむ。口縁部横撫で後刷毛目状工具によ
③褐灰色 る撫で、胴部斜横位箆削り 。内面一部刷毛

目状工具による撫で。 4世紀後半

①粗・細砂粒多祉 胴部膨らむ。器面の荒れのため整形痕不明
②良好 瞭。口縁部横撫で、胴部箆削りか、内面撫で。
③にぶい赤褐色

①細 ・微砂粒少鑓 体部内湾気味に立ち上がり、そのまま口縁
②良好 に達する。口縁部直立。口縁部横撫で、胴
③暗褐色 部縦位箆削り、内面撫で。

4世紀後半

①細・微砂粒少鉦 口縁部外反気味に高く直立する。口縁上部
②良好 撫で。下部刷毛目状工具による縦方向の揮
③灰褐色 で。

古墳時代前期

①粗・細砂粒少醤 口縁部「く」の字状に折れて直線的。胴部
②良好 膨らむ。口縁部横撫で、胴部斜縦位箆削り 。
③褐色 内面撫で、粘土接合痕。

①細・微砂粒少量 「く」の字状口縁、胴部膨らむ。器面の荒れ
②良好 のため整形痕不明瞭。口縁部横撫でか、胴
③明赤掲色 部縦位箆削り、内面撫で。

①細・微砂粒少最 胴部膨らむ。器面の荒れのため整形痕不明
②良好 瞭。胴部横位箆削り、内面撫で。底部木葉痕。
③にぶい赤褐色

①細 ・微砂粒少罹 器面の荒れのため整形痕不明瞭。杯部外面
②良好 縦方向撫で、内面撫で。底部箆削り 。
③にぶい橙色

①細・微砂粒少最 外面箆撫で、内面絞り目。

②良好

③褐色

①細 ・微砂粒少絨 土師器蓋の凸状摘み。円孔4ヶ所。

②良好

③褐灰色

石材
特徴 備 考

重梵(g)

多孔質安山岩 表裏両面とも使用により平滑。裏面は 2面
189 9 の磨り面を持つ。使用により平滑。斜横方

向に擦痕が見られる。

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

①粗・細少最 長胴型。胴部上位が膨らむ。口縁部横撫で、
②良好 胴部縦位箆削り、内面横撫で。
麟色

7世紀後半

①細・微砂粒少最 胴部球形、やや器肉厚く、底部丸底。口縁
②良好 部内湾する。口縁部横撫で、胴部斜位箆削り 、
③灰黄褐色 内而撫で後工具による磨き 。

6世紀後半

①細・微砂粒少址 口縁部外反する。内外面とも撫で。
②良好
③橙色

6世紀か

①細・微砂粒少最 胴部膨らみ、口縁部外反する。口縁部横撫
②良好 で、胴部縦位箆削り、内而荒れのため不明。
③にぶい褐色 粘土接合痕。

6世紀後半
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追物観察表

1区 2号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第53図 土師器 Nol3 口径 （11 2) ①細 ・微砂粒少屈 胴部膨らみ、口縁部直立する。口縁部横撫で、

PL 24 5 鉢 口縁～胴部片 底径 ②良好 胴部斜位箆削り、内面撫で。粘土接合痕。
高さ (6 0) ③にぶい黄橙色

6世紀後半

第53図 土師器 NolO 口径 ①粗砂僅か、細 ・微 脚部中位が僅かに膨らむ。外面撫で後工具

PL 24 高坪 脚部片 底径 砂少屈 による磨き 。内面上位絞り目 、下位横担で。
6 高さ (6 5) ②良好

③にぶい橙色 時期不明

1区 3号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第54図 土師器 蔑土 口径 (11 0) ①細 ・微砂粒少量 器面の荒れのため、やや整形痕不明瞭。S
PL 25 1 s字状口 口縁部片 底径 ②良好 字状口縁、口縁部横撫で、胴部制毛目状工

縁台付甕 闊さ (2 9) ③黄灰色 具による掬で。
4世紀後半か

第54図 土師器 No 1 口径 （16 0) ①粗砂僅か、細 ・微 胴部膨らみ、口縁部短く外反する。口縁部

PL 25 甕 口縁～胴部片 底径 砂少量 やや器肉が厚い。口縁部横撫で、胴部縦位
2 高さ (6 6) ②良好 箆削り、内面撫で。

③赤褐色 7世紀か

1区 5号住居

挿図番号
番号

種類 出士位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第56図 土師器 覆土 口径 （10 0) ①細 ・微砂粒少屈 体部丸味を帯びて立ち上がり 、口縁部直立

PL 25 l 杯 口縁部 l/ 8 底径 ②良好 気味に短く外反する。口縁部横撫で、体部

高さ (3 1) ③にぶい黄橙色 箆削り、内面撫で。 6世紀後半～ 7世紀
前半

第56図 土師器 覆土 口径 (11 0) ①細 ・微砂粒少羅 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部内湾 器面の荒れ。

PL 25 2 杯 口縁部1/8 底径 ②良好 気味に直立する。口縁部横撫で、体部荒れ
高さ (1 8) ③橙色 のため不明、内面撫で。

7世紀か

第56図 土師器 No 1 口径 (14 1) ①細 ・微砂粒少帽 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部直立

PL 25 3 坪 口縁部 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、体部箆削り、内面梅で。
高さ (3 2) ③橙色 6世紀後半～ 7世紀

前半

l区 6号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第57図 土師器 付近攪乱 口径 (12 0) ①細 ・微砂粒少屈 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部外傾

PL 25 1 杯 1/5 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、イ本部箆削り、内而撫で。

高さ (2 3) ③にぶい赤褐色
6世紀後半か

第57図 土師器 竃 口径 (16 0) ①細 ・微砂粒少益 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部段を

PL 25 2 坪 口縁部片 底径 ②良好 有し、外反気味に外傾する。口縁部横撫で、

高さ (3 7) ③にぶい橙色 体部箆削り、内面撫で。
6世紀後半か

第58図 土師器 南西攪乱 U径 （195) ①細 ・微砂粒少屈 胴部膨らみ、口縁部短く外反する。口縁部

PL 25 3 甕 口縁部片 底径 ②良好 横撫で、胴部縦位箆削り、内面撫で。

高さ (5 8) ③橙色

第58図 土師器 竃No7 口径 (16 6) ①細 ・微砂粒少屈 口縁部外反する。内外而とも器面が荒れ、

PL 25 4 甕 口縁部片 底径 ②良好 整形痕不明。横撫でか。
高さ (4 7) ③橙色

第58図 土師器 班No8 • 10 • 口径 ①細 ・微砂粒少量 胴部膨らみ、底部平底。内外面とも器面が

PL 25 5 甕か瓶か 覆土 底径 (5 0) ②良好 荒れ、整形痕不明。

胴部～底部 高さ (10 0) ③橙色
時期不明

第58図 土師器 1tl: No 4 • 11 • 口径 (16 0) ①粗 ・細少量 胴部球形、口縁部短く外反する。器面が荒

PL 25 6 g 一 覆土 底径 ②良好 れている。口縁部横撫で、胴部横位箆削りか、

口縁～胴部 高さ (15 0) ③明赤褐色 内面撫でか、表面剥落。

1区 1号竪穴状遺構

冑言
出土位置
残存状態

No l 
脚部

計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴
(cm) 

員甘:)I:i9、細微砂I巳；口` ロ`ユIJ四息嗜閾は仁
③橙色

備 考
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1区 2号土坑

詈直I喜：：：，：I;：口：：［三口：調
1区 3号土坑

言9I番1号I点![|胃戸二 I冠言：I箪云巴□□
1区 4号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第62図 土師器 毅土 口径 (11 8) ①細 ・微砂粒少屈
PL 25 1 坪 口縁～底部片 底径 ②良好

高さ (2 4) ③にぶい褐色

第62図 土師器 覆土 口径 (13 1) ①細 ・微砂粒少品
PL 25 2 甕 口縁～胴部片 底径 ②良好

高さ (8 0) ③橙色

1区 5号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第64図 土師器 No l 口径 16 4 ①細 ・微砂粒少屈
PL 25 大型壺 口縁～胴部 底径 ②良好

1 商さ (15 8) ③明赤褐色

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値 石材
図版番号 器種 残存状態 (cm) 重麓(g)
第64図 石製品 No 6 長 (7 2) 砂岩
PL 25 2 砥石 幅 4 8 190 0 

厚さ 3 2 

1区 7号土坑
挿図番号

番号
種類 出土位置 計測値

①胎土②焼成③色調 1図版番号 器種 残存状態 (cm) 

器形 ・技法等の特徴

体部丸味を帯びて立ち上がり 、口縁部直立
する。口縁部横撫で、体部箆削り後撫で、
内面撫で後工具による磨き。

器形 ・技法等の特徴

体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部中央
に凹線を有し、外傾する。口縁部横撫で、
体部箆削り 、内面撫で。

器形 ・技法等の特徴

体部丸味を帯びて立ち上がり 、口縁部内傾
する。口縁部横撫で、体部箆削り、内面撫で。

胴部膨らみ、口縁部甜く外傾する。内外面
とも器面が荒れ、整形痕不明。内面粘土接
合痕。

器形・技法等の特徴

胴部は球形か、口縁部折り返しの口縁帯を
もつ。加飾なし。小さな口頸で外反して開く 。
口縁部横撫で、胴部斜位刷毛目状工具によ
る撫で、内面撫で。

特徴

6面使用、中位が磨滅する。擦痕は、長軸
方向を主としている。表右上部剥離。鉄分
付着。

器形 ・技法等の特徴

宮内遺跡

備考

6世紀後半か

備 考

6世紀後半か

備 考

7世紀か

備 考

4世紀前半～ 5世紀
か

備 考

| 備 考

第65図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 ・白色粒 I 縦位沈線で画された縄文施文部と磨消部0 IJJO曽利 E皿式
PL 25 1 体部破片 底径 ②良好 懸垂文構成。縄文は RL縦位充填施文。

高さ (4 0) ③にぶい橙色

1区 8号土坑
挿図番号

番号
種類 出土位置 計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第66図 須恵器 毅土 口径 ①粗 ・細砂粒少屈 底部平底。体部箆削り 、内面撫で。底部器
PL 25 l 均 底部片 底径 (9 0) ②良好 面の荒れのため整形痕不明。

高さ (l 0) ③浅黄橙色

1区 9号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第67図 土師器 覆土 口径 (10 0) ①牲 ・細砂粒少屈 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部段を
PL 26 1 坪 口縁部片 底径 ②良好 有し、外傾する。器面がやや荒れている。

高さ (3 0) ③にぶい橙色 口縁部横撫で、体部箆削り 、内面横撫で。
7世紀前半か

第67図 土師器 覆土 口径 (12 8) ①細 ・微砂粒少砒 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部段を
PL 26 2 坪 口縁部片 底径 ②良好 有し、外傾する。口縁部横撫で、体部箆削り 、

6世紀後半～ 7世紀
高さ (3 7) ③橙色 内面横撫で。

前半

第67図 土師器 覆土 口径 (14 0) ①細 ・微砂粒少砒 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部直立
PL 26 3 坪 口縁部片 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、体部箆削り、内面横

高さ (3 2) ③にぶい褐色 撫で。
7世紀前半か

第67図 土師器 毅土 口径 (10 4) ①細 ・微砂粒少益 胴部膨らみ、口縁弱く外傾する。口縁部横
PL 26 4 甕 口縁部片 底径 ②良好 撫で、胴部斜位箆削り、内面横撫で。

高さ (4 7) ③にぶい赤褐色
7世紀後半か
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遺物観察表

1区 9号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第67図 土師器 覆土 口径 ①細・微砂粒少批 脚部裾部に向かい僅かに広がる。外面表面

PL 26 5 高杯 脚部片 底径 ②良好 剥落のため整形痕不明。撫でか。内面絞り目
高さ (9 4) ③明赤褐色

1区 10号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第68図 土師器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少屈 口縁部外反して開く 。口縁部横撫で、杯底

PL 26 1 高杯 坪部片？ 底径 ②良好 部箆削り、内面横撫で。
高さ (3 8) ③にぶい黄橙色

l区 1号溝

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 | 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第69図 七師器 覆土 口径 ①細・微砂粒少最 裾部「ハ」の字状に開く 。やや器面が荒れる ゜゚

PL 26 l 高切 裾部 底径 (12 0) ②良好 外面縦位箆削り、裾端部横撫で、内面箆削り

高さ (2 4) ③橙色

1区 1号柵列

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第72図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒・白色粒 凹線による円形状区画と磨消部。区画内は 15号ピッ トから出土

PL 26 1 鉢 体部上位破片 底径 ②良好 RL縦位充填施文。 加曽利EIII
高さ (3 2) ③黒褐色

第72図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒・石英 1条の沈線による J字状あるいは渦巻き状 称名寺式

PL 26 2 鉢 体部破片 底径 ②良好 意匠の末端か。縄文は横位RL充填施文。
高さ (3 6) ③褐色

1区 2号柵列

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第73図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒・殺維 無節Rが器面を覆う 。原体幅は短い。 21号ピットから出土

PL 26 1 鉢 体部破片 底径 ②良好 黒浜式
高さ (5 l) ③にぶい褐色

第73図 縄文 襄土 口径 ①粗砂粒・石英 隆線に撫でが沿う 。弧状の動きが看られ、 44号ピットから出土

PL 26 2 破片 底径 ②良好 大型の円形状区画文か？ 。縄文は縦位充填 加曽利E皿式
高さ (4 3) ③にぶい貸橙色 施文。

1区 7号ピット

雪直I胃□□1[9□::I；；；□言調

器形・技法等の特徴

体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部直立
気味に弱く外傾する。口縁部横撫で、体部
箆削り、内面横撫で。

備 考

l区 16号ピット

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第75図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 ・裁維 付加条 lとLR縄文が施される。器面磨滅。黒浜式

PL 26 1 鉢 体部破片 底径 ②良好
高さ (3 5) ③灰黄褐色

第75図 土師器 覆土 口径 (12 0) ①細 ・微砂粒少醤 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部直立

PL 26 2 坪 口縁～底部 底径 ②良好 気味に外傾する。口縁端部に平坦面。口縁

1/ 4 高さ (3 0) ③黒褐色 部横撫で、体部箆削り、内面横撫で。
6世紀後半か

1区 29号ピッ ト

冑 出土位置
残存状態

覆土
胴部片

言□息［ ①胎土②焼成③色調

員 ニ言｀ロニ尺玉[|有尾：
あるいは 2条同時施文か。

考
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宮内遺跡

1区 29号ピッ ト

詞 □計測値 ①胎土②焼成③色調

霜予 l`砂粒少量

高さ (5 7)③にぶい黄橙色

器形 ・技法等の特徴 備 考

胴部膨らみ、口縁部外反する。頸部に薄い I径5mm程の礫滉入
突帯が巡る。口縁部横撫で、胴部表面剥落
のため不明、内面指撫で。

1区 35号ピット

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第74図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒・繊維 RL縄文の横位施文。あるいは羽状構成か。黒浜式
PL 26 1 体部破片 底径 ②良好

高さ (2 1) ③明褐色

第74図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒•練維 2条の横位沈線か。以下は縄文施文。
PL 26 2 体部破片 底径 ②良好

高さ (2 9) ③灰褐色
前期中葉

第74図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 • 練維 器面磨滅するため判然としない。
PL 26 3 体部破片か 底径 ②良好

高さ (2 3) ③にぶい黄褐色
前期中業

第74図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 緩やかな外反をホす。RL細縄文の横位施 諸磯 a式
PL 26 4 体部破片 底径 ②良好 文。

高さ (1 7) ③にぶい赤褐色

第74図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒 器面磨滅するため判然としない。
PL 26 5 体部破片か 底径 ②良好

高さ (1 9) ③にぶい黄橙色
時期不詳

第74図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 横位RL縄文が施される。器厚薄手。 諸磯 a式か
PL 26 6 体部破片 底径 ②良好

高さ (3 3) ③にぶい赤褐色

第74図 縄文 覆上 口径 ①粗砂粒 器面磨滅するため判然としない。
PL 26 7 体部破片か 底径 ②良好

高さ (3 2) ③灰黄色
時期不詳

第74図 縄文 毅土 口径 ①粗砂粒 ・繊維 大柄のC字状爪形文による、菱形文構成。 有尾式
PL 26 8 口縁部下位破 底径 ②良好 横位爪形文以下に LR縄文が施される。

片 高さ (4 9) ③灰黄色

第74図 縄文 殴土 口径 ①粗砂粒 ・繊維 内湾する体部中位から上位の形態か。0段 黒浜式
PL 26 ， 体部破片 底径 ②良好 多条 LRと無節 Lの羽状構成。

高さ (4 2) ③褐色

第74図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒・白色粒 2条の微隆線が垂下する。垂下凹線も看取 加曽利 EIV式
PL 26 10 体部中位破片 底径 ②良好 され、懸垂文構成である。

高さ (6 3) ③橙色

第74図 土師器 覆土 口径 ①粗・細砂粒少益 底部小さな平底、外面箆削り、内面やや粗
PL 26 11 甕 底部 底径 (3 5) ②良好 雑な撫で。

高さ (2 6) ③にぶい黄褐色

第74図 土師器 No 3 口径 18 2 ①粗 ・細砂粒少量 杯部直線的に立ち上がり、口縁部弱く外傾
PL 26 12 高坪 坪部 底径 ②良好 する。内外面とも撫で後工具による磨き 。

高さ (6 5) ③橙色
5世紀後半

第74図 土師器 覆土 口径 ①粗 ・細砂粒少量 台部弱く内湾する。外面刷毛目状工具によ
PL 26 13 台付甕 台部片 底径 (5 6) ②良好 る撫で、内面撫で。

高さ (4 8) ③灰黄褐色
4世紀後半か

第74図 土師器 No 1 口径 ①粗 ・細砂粒少最 脚部緩やかに広がる。坪部に貰通する円孔
PL 26 14 器台 脚部片 底径 ②良好 あり、外面器面の荒れのため整形痕不明瞭。

高さ (5 0) ③にぶい黄橙色 内面絞 り目後穿孔。

第74図 土師器 No 4 口径 ①粗僅か、細砂粒少 脚部緩やかに広がる。外面撫で、内面上位
PL 26 高杯 脚部 1/ 2 底径 絨 絞り目、下位表面剥落のため不明。

15 高さ (7 7) ②良好
③にぶい赤褐色

第74図 土師器 No 6 口径 ①細・微砂粒少屈 脚部エンタシス状に膨らみ、下位で屈して
PL 26 

16 
高杯 脚部～裾部 底径 (13 4) ②良好 直線的に裾部が開く 。外面器面の荒れのた

21 3 高さ (10 2) ③にぶい黄橙色 め整形痕不明瞭、箆撫でか、内面上位絞り且、
下位横撫で。 5世紀前半

第74図 土師器 No 4 口径 ①粗僅か、細砂粒少 脚部エンタシス状に膨らみ、先端が直角ほ
PL 26 高杯 脚部～裾部 底径 （13 4) —里'亘L どに強く折れ、裾部をつくる。外面中位に

17 1/ 4 高さ (8 8) ②良好 穿孔。担で後工具による磨き 、内面上位絞
③にぶい赤褐色 り目、下位横撫で。 5世紀か
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追物観察表

1区 36号ピッ ト

胃 三5

計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴
(cm) 

霜 (21])1畠贔細砂粒少巌1濯喜江：雷；言言。む。

高さ (54)③にぶい橙色

備 考

1区 48号ピット

冑 出土位置
残存状態

覆土
体部破片

B:1□ 1三：：：色調 1横位RL縄二ニ薄手。

備考

諸磯 a式か

1区縄文包含層

挿図番号
番号

種頷 出土位慨 計測値 石材
特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 重鎚(g)

第77図 石器 No32 長 10 3 変玄武岩 斜縦方向の丁寧な磨き。多くの研磨面の切

PL 27 1 店製石斧 幅 5 1 210 り合いが認め られる。頭部は欠損後再生。

厚さ 3 0 

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第78図 縄文 悛土 口径 ①細砂粒 外反する口縁部。縄文は LR横位施文。 諸磯 a式

PL 27 2 口縁部破片 底径 ②良好
高さ (1 9) ③褐色

第78図 縄文 毅土 口径 ①柑砂粒 ・俄維 口唇部は鋭く内削状を呈す。口唇部よ り横 黒浜式併行

PL 27 3 口縁部破片 底径 ②良好 位LRを施すが、器庫薄手で内面研磨も著

高さ (2 9) ③思褐色 しく、異質な印象を受ける。

第78図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 口唇部内面は内削状を呈し鋭い。単節LR 黒浜式

PL 27 4 鉢 口棟部破片 底径 ②良好 が横位に施される。器厚薄く、内面平滑。

高さ (3 7) ③にぶい黄褐色

第78図 縄文 裂土 口径 ①細砂粒• 練維 口縁部に歪みが見られる。 片口あるいは小 黒浜式

PL 27 5 鉢 口縁部破片 底径 ②良好 型鉢状の器形か。単節 LRが横位に施され

高さ (2 9) ③にぶい黄褐色 る。

第78図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 僅かに外反する口縁部。単節RLが斜位に 諸磯 a式

PL 27 6 鉢 口縁部破片 底径 ②良好 施される。やや砂質。
高さ (3 5) ③灰褐色

第78図 縄文 殴土 口径 ①細砂粒 • 練維 口唇部内削状を呈し、外面僅かに肥厚する。黒浜式

PL 27 7 鉢 口縁部破片 底径 ②良好 無節 Lが施されるが、原体端部の結束部が

高さ (3 6) ③黒褐色 看取される。

第78図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒 • 練維 緩やかな波状口縁か。口唇部はやや内削状 黒浜式

PL 27 8 鉢 口縁部破片 底径 ②良好 を呈す。0段多条の RL・LRによる羽状

高さ (4 7) ③褐色 構成。

第78図 縄文 No30 口径 ①粗砂粒 口唇部は尖 り、口縁部は緩やかに外反する。諸磯 a式

PL 27 ， 深鉢 口縁部破片 底径 ②良好 横位RLが口唇部より施文される。内面研

高さ (6 1) ③褐色 磨。No27と同一個体か。

第78図 縄文 Nol2 • 13・覆 口径 ①細砂粒 ・繊維 平縁か。口唇部下より 0段多条の横位RL • 黒浜式

PL 27 10 鉢 土 底径 ②良好 LRによる羽状縄文構成。やや乱雑な施文。

口繰部破片 高さ (9 5) ③にぶい黄褐色

第78図 縄文 No33 口径 ①細砂粒 ・教維 口唇部は丸頭状で平縁を呈す。0段多条の 黒浜式

PL 27 11 深鉢 口縁部破片 底径 ②良好 RLとLRによる羽状構成。菱形意匠を意
12 高さ (10 8) ③にぶい黄褐色 識する箇所もあるが、全体に乱雑な施文。
13 No 28 29と同一個体か。

第78図 縄文 No 9 口径 ①細砂粒 ・徴維 口唇部は尖る。平縁で 3条の小型C字状爪 大木 2a式？

PL 27 深鉢 口縁部破片 底径 ②良好 形文が平行する。体部は 2条の撚糸 lによ
14 高さ (12 0) ③にぶい黄橙色 る網目状撚糸文が施される。No16と同一

個体か。

第78図 縄文 覆土 口径 （28 0) ①粗砂粒 ・徴維 口唇部内面内削状を呈す。2条の大柄のC 有尾式

PL 27 15 深鉢 口縁部破片 底径 ②良好 字状爪形文が口縁部に沿い、同様の施文で

高さ (5 9) ③にぶい黄橙色 弧線を描く 。口縁部菱形状意匠か。

第78図 縄文 No 7 口径 (28 l) ①細砂粒 ．緻維 角頭状の口唇部。小型のC字状爪形文3条 有尾式

PL 27 16 深鉢 口縁部破片 底径 ②良好 が口縁部に沿う 。体部に撚糸 lが施される。

高さ (7 5) ③にぶい褐色 No 14と同一個体か。

第78図 縄文 No26 口径 ①粗砂粒 • 練維 付加条縄文、撚糸 lと無節縄文Rが施され 黒浜式

PL 27 17 鉢 体部破片 底径 ②良好 る。内而研磨。No43と同一個体か。

高さ (7 1) ③にぶい黄褐色
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宮内遺跡

1区縄文包含層

挿図番号
番号

種類 出土位四 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第78図 縄文 No 6 口径 ①細砂粒・裁維 角頭状の口唇部を呈し、口縁部は直立気味。大木 2a式？
PL 27 18 深鉢 口縁部破片 底径 ②良好 単軸絡条体による 2条一組の撚糸 1が乱雑

高さ (5 9) ③褐灰色 に施される。

第78図 縄文 毅土 口径 ①細砂粒 ・緻維 口唇部に刻みを付し、 2条一組の撚糸 lを 大木 2a式
PL 27 19 口縁部破片 底径 ②良好 斜位に施す。

高さ (4 5) ③にぶい黄褐色

第78図 縄文 毅土 口径 ①粗砂粒 LR縄文横位施文。 諸磯 a式
PL 27 20 破片 底径 ②良好

高さ (2 0) ③にぶい褐色

第78図 縄文 毅土 口径 ①細砂粒 RL細縄文横位施文。 諸磯 a式
PL 27 21 体部破片 底径 ②良好

高さ (2 1) ③灰黄褐色

第78図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 縄文は横位LR。 諸磯 a式
PL 27 22 体部破片 底径 ②良好

高さ (2 0) ③褐色

第78図 縄文 毅土 口径 ①細砂粒 細縄文横位 LRが施される。 諸磯 a式
PL 27 23 体部破片 底径 ②良好

高さ (2 0) ③にぶい赤褐色

第78図 縄文 殷土 口径 ①細砂粒・繊維 0段多条 LRを横位に施す。内面平滑。 黒浜式
PL 27 24 鉢 体部破片 底径 ②良好

高さ (2 9) ③にぶい褐色

第78図 縄文 毅土 口径 ①細砂粒 RL横位施文。器厚薄手。 諸磯 a式
PL 27 25 鉢 体部破片 底径 ②良好

高さ (3 9) ③にぶい赤褐色

第78図 縄文 毅土 口径 ①粗砂粒 垂下隆線に LR縄文斜位充填施文。 加曽利EIll式
PL 27 26 体部破片 底径 ②良好

高さ (4 5) ③灰白色

第78図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒 No 9と同一個体か。薄手の器厚で、縄文 諸磯 a式
PL 27 27 鉢 体部破片 底径 ②良好 は横位RLを施す。

高さ (5 4) ③にぶい褐色

第79図 縄文 No 1 • 2 口径 ①細砂粒 ・裁維 部位は下位部か。0段多条RLとLRによ 黒浜式
PL 27 28 深鉢 体部破片 底径 ②良好 る羽状構成だが乱雑な施文。No11 12 • 13 

29 高さ (10 1) ③暗灰褐色 と同一個体か。

第79図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 細隆線による懸垂文構成か。 加曽利EIV 
PL 27 30 体部破片 底径 ②良好

高さ (2 0) ③浅黄橙色

第79図 縄文 覆土 口径 ①緻密 口縁部外反する。細沈線で画す区画内を櫛 堀之内 2式
PL 27 31 破片 底径 ②良好 歯状工具による刺突文で充填する。No32 

高さ (2 9) ③にぶい褐色 と同一個体か。

第79図 縄文 毅土 口径 ①緻密 体部上位か。細沈線で画された区画内を櫛 堀之内 2式
PL 28 32 体部破片 底径 ②良好 歯状工具による刺突文が充填される。No31 

高さ (1 3) ③にぶい褐色 と同一個体。

第79図 縄文 毅土 口径 ①粗砂粒 ・繊維 大柄の C字状爪形文が横位施される。 有尾式
PL 28 33 口縁部下破片 底径 ②良好

高さ (3 0) ③にぶい褐色

第79図 縄文 毅土 口径 ①粗砂粒裁維 小型C字状爪形文以下、横位LRが施され 有尾式
PL 28 34 体部上位破片 底径 ②良好 る。No38 • 44と同一個体か。

高さ (3 7) ③灰褐色

第79図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒 ・繊維 大柄の C字状爪形文の密接施文による菱形 有尾式
PL 28 35 口縁部下位破 底径 ②良好 状構成。内面は平滑。

片 高さ (3 5) ③褐色

第79図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒 • 練維 小型の C字状爪形文が横位に施される。以 有尾式
PL 28 36 体部上位破片 底径 ②良好 下は無文。

高さ (3 7) ③灰黄褐色

第79図 縄文 毅土 口径 ①粗砂粒 横位沈線上位を RL細縄文が充填される。 堀之内 2式
PL 28 37 体部中位破片 底径 ②良好

高さ (3 3) ③灰白色

第79図 縄文 No20 口径 ①粗砂粒・繊維 横位LRとRLによる羽状縄文構成。RL
PL 28 鉢 体部破片 底径 ②良好 上端が粘土帯に消える。或いは追加整形施

38 高さ (9 8) ③灰黄褐色 文の痕跡か。内面研磨。No34 • 44と同一・
個体か。
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遺物観察表

1区縄文包含層

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第79図 縄文 No 4 口径 ①細砂粒・教維 緩やかに内湾する体部形態。2条の撚糸 l 大木2a式？
PL 28 39 鉢 体部破片 底径 ②良好 による施文。単軸絡条体施文か。内面平滑。

高さ (7 5) ③にぶい褐色

第79図 縄文 Nol8 口径 ①粗砂粒•練維 大柄のC字状爪形文による施文。頸部に横 有尾式
PL 28 鉢 頸部破片 底径 ②良好 位、口縁部に斜位に施される。おそらく、

40 高さ (8 9) ③にぶい黄橙色 菱形状の構成であろう 。内面研磨。No41 
と同一個体か。

第79図 縄文 No24 口径 ①粗砂粒•練維 大柄のC字状爪形文が頸部に横位、口縁部 有尾式
PL 28 41 鉢 頸部破片 底径 ②良好 に斜位に施される。菱形状構成か。内面研磨。

高さ (7 1) ③にぶい黄橙色 No40と同一個体か。

第79図 縄文 No21 口径 ①細砂粒•練維 撚糸 rと1を一組とした施文。網目状にな 大木2a式？
PL 28 42 鉢 体部破片 底径 ②良好 る箇所もあるが、乱雑に覆う 。

高さ (11 5) ③褐色

第79図 縄文 No26 口径 ①粗砂粒 ・繊維 器面磨滅し詳細は判然としないが、おそら 黒浜式
PL 28 43 鉢 体部破片 底径 ②良好 く、付加条縄文、撚糸 1と無節縄文Rであ

高さ (11 0) ③にぶい黄橙色 ろうか。No17と同一個体か。

第79図 縄文 Nol6 口径 ①粗砂粒・裁維 斜位の小型C字状爪形文以下、横位LRと
PL 28 44 鉢 体部上位破片 底径 ②良好 RLによる菱形状構成。C字状爪形文も菱

高さ (7 7) ③灰黄褐色 形状か。No34 • 38と同一個体か。

第79図 縄文 NolO 口径 ①細砂粒．緻維 薄手で小径である。体部下位か。合撚(1+ 黒浜式
PL 28 45 鉢 体部破片 底径 ②良好 RL)縄文が施される。

高さ (7 6) ③橙色

第79図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒・繊維 上げ底状で開き気味に立ち上がる。無文で 黒浜式
PL 28 46 鉢 底部破片 底径 (7 0) ②良好 器厚は薄手。

高さ (3 2) ③にぶい黄褐色

第79図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒 緩やかに開く体部下位の形態。無文。 諸磯 a式
PL 28 47 鉢 底部片 底径 (7 0) ②良好

高さ (2 3) ③明赤褐色

第79図 縄文 No 2 • 3 口径 ①細砂粒・殺維 底部は僅かに上げ底状を呈す。0段多条の 黒浜式
PL 28 48 深鉢 底部～体部下 底径 (7 2) ②良好 RL・LRが施され、 一部が羽状になるが、

位残存 高さ (16 5) ③にぶい橙色 乱雑な施文である。内面中位に煤付着。

1区遺構外

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第80図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 口唇部は丸縁状で、口縁部は緩やかに外反 諸磯 a式
PL 28 1 口縁部破片 底径 ②良好 する。縄文は口唇下より横位RLを丁寧に

高さ (3 2) ③にぶい褐色 施す。薄手の器厚で内面平滑。

第80図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 口縁部破片。緩やかな波状口線か。口唇部 有尾式
PL 28 2 鉢 口縁部片 底径 ②良好 に沿って大柄のC字状爪形文が施される。

高さ (3 0) ③明褐色 器厚薄手、内面撫でにより平滑。

第80図 縄文 覆土 口径 ①粗砂粒・殺維 頸部破片。やや小型のC字状爪形文が頸部 有尾式
PL 28 3 鉢 頸部～胴部片 底径 ②良好 屈曲部に重なる。半歓竹管状工具の内皮施

高さ (5 4) ③にぶい黄褐色 文である。

第80図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 頸部破片。大きく外反する無文の口縁部。 堀之内 l式（新）
PL 28 4 深鉢 頸部～胴部片 底径 ②良好 頸部の 8字状貼付文を中核に弧線文による

高さ (10 1) ③にぶい褐色 懸垂文構成。縄文はRL縦位充填施文。

第80図 土師器 400 -835 • 840 口径 (15 0) ①粗・細砂粒少最 体部丸味を帯びて立ち上が り、口縁部直立
PL 29 5 坪 口縁部片 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、体部箆削り、内面撫

高さ (3 8) ③褐色 で後工具による磨き 。

第80図 土師器 400 -855 口径 (15 0) ①細・微砂粒少最 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部凹線
PL 29 6 坪 口縁～体部 底径 ②良好 を有し、外傾する。口縁部横撫で、体部箆

高さ (4 4) ③にぶい褐色 削り、内面撫で後工具による磨き。

第80図 土師器 400 -835 口径 15 7 ①粗・細砂粒少醤 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部外傾
PL 29 杯？椀？ 1/2 底径 5 0 ②良好 する。底部小さな平底を有する。口縁部横

7 闇さ 5 0 ③にぶい黄橙色 内 撫で、体部箆削り、内面器面の荒れのため
黒 整形痕不明。

第80図 土師器 400-855 口径 11 6 ①細 ・微砂粒少最 体部直線的に立ち上がり、口縁部直立する。
PL 29 8 坪 1/2 底径 ②良好 底部丸底。口縁部横撫で、体部箆削 り、内

高さ 4 4 ③灰褐色 面器面の荒れのため整形痕不明。
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宮内遺跡

1区遺構外

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第80図 土師器 攪乱 口径 (11 8) ①細・微砂粒少最 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部内傾
PL 29 ， 坑 口縁部片 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、胴部縦位箆削り、内

高さ (4 0) ②にぶい褐色 面撫で。

第80図 灰釉陶器 覆土 口径 （13 4) ①微砂粒少屈 輛鑢整形（回転方向不明）付け高台。体部丸
PL 29 10 皿 口縁～底部片 底径 (7 0) ②還元焔 味を帯びて立ち上がり口縁部外傾する。高

高さ 2 6 ③灰褐色 台断面台形。

第80図 土師器 覆土 口径 (16 0) ①粗わずか・細・微 胴部膨 らみ、口縁部S字状。口縁部横撫で、
PL 29 s字状口 口縁～頸部片 底径 砂粒少最 胴部刷毛目状工具による撫で。

11 縁台付甕 高さ (4 1) ②良好
③にぶい橙色

第80図 土師器 覆土 口径 (17 2) ①細・微砂粒少掻 長胴型、口縁部外反して開く 。口縁部横撫で、
PL 29 12 甕 口縁～頸部片 底径 ②良好 胴部縦位箆削り、内面撫で。

高さ (7 2) ③にぶい黄色 6世紀後半～7世紀
前半

第81図 土師器 覆土 口径 （20 0) ①粗・細砂粒少罷 口縁部外反しする。器面の荒れのため、整
PL 29 13 甕 口縁部片 底径 ②良好 形痕不明。内外面横撫でか。

高さ (4 1) ③橙色

第81図 土師器 攪乱 口径 (16 0) ①細 ・微砂粒少饉 口縁部外反する。器面の荒れのため整形痕
PL 29 14 甕 口縁部片 底径 ②良好 不明。口縁部横撫で、胴部縦位箆削りか。

高さ (3 8) ③にぶい褐色

第81図 土師器 覆土 口径 (14 6) ①細 ・微砂粒少最 口縁部やや長く、外反する。口縁部刷毛目
PL 29 15 甕 口縁部片 底径 ②良好 状工具による上位は横位撫で、下位は縦位

高さ (5 7) ③灰黄褐色 撫で。

第81図 土師器 覆土 口径 (18 0) ①細 ・微砂粒少最 胴部膨らみ、口縁部外反する。器面の荒れ
PL 29 16 甕 口縁～頸部片 底径 ②良好 と表面剥落のため整形痕不明瞭。口縁部横

高さ (8 1) ③にぶい橙色 撫で、胴部箆削り、内面箆撫で。

第81図 土師器 覆土 口径 (13 7) ①細 ・微砂粒少最 輛櫨整形（右回転）、口線部直立して立ち上
PL 29 17 壺？ 口縁部1/4 底径 ②良好 がる。外面刷毛目状工具による撫で調整。

高さ (6 2) ③にぶい褐色 一般的なものではない。 6世紀後半～7世紀
前半

第81図 土師器 395 -835 口径 (16 0) ①細 ・微砂粒少量 胴部膨らみ、口縁部外反する。口縁端部に
PL 29 18 甕 口縁～頸部片 底径 ②良好 平坦面を有する。口縁部横撫で、胴部縦位

高さ (6 0) ③褐灰色 箆削り 。内面撫で。

第81図 土師器 400 -835 • 840 口径 (21 0) ①粗 ・細砂粒少量 胴部膨らみ、口縁部内傾する。口縁鍔添付
PL 29 19 羽釜 口縁部片 底径 ②良好 後横撫で。胴部横撫で、粘土接合痕、内面

高さ (6 3) ③明赤褐色 横撫で。

第81図 土師器 覆土400-835 口径 (21 6) ①粗 ・細砂粒少量 胴部膨らみ、口縁部内傾する。口縁鍔添付
PL 29 20 羽釜 口縁～胴部片 底径 ②良好 後横撫で。胴部縦位箆削り、内面箆撫で。

高さ (10 5) ③明赤褐色
11世紀

第81図 土師器 覆土 口径 ①粗・細微砂粒少 胴部球形、中位に最大径、底部丸底。外面
PL 29 柑 胴部～底部 底径 最 上位横位箆削り、下位縦位箆削り、内面箆

21 高さ (6 7) ②良好 撫で、粘土接合痕。
③橙色

第81図 土師器 覆土 口径 (16 6) ①細・微砂粒少景 体部直線的に立ち上がり、口縁部外傾する。
PL 29 鉢 口縁～胴部片 底径 ②良好 口縁部横撫で、体部刷毛目状工具による撫

22 高さ (5 6) ③橙色 で、内面刷毛目状工具による撫で後工具に
よる磨き 。

第81図 赤色土器 覆土 口径 (16 2) ①細・微砂粒少最 坪部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部外反
PL 29 23 高坪 坪部1/4 底径 ②良好 する。外面横撫で、内面撫で後赤色塗彩か。

高さ (2 9) ③橙色

第81図 土師器 攪乱400-835 口径 ①粗 ・細砂粒少量 脚部エンタシス状に膨らみ、下位で強く屈
PL 29 24 高坪 脚部 底径 (120) ②良好 曲して直線的に裾部が開く 。外面工具によ

高さ ③橙色 る磨き、内面上位絞り目、下位横撫で。

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値 石材
特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 重械(g)

第81図 石器 覆土 長 2 6 頁岩 無柄石鏃、尖頭部欠損。薄手で丁寧な作り 。
PL 29 25 石鏃 幅 1 6 0 9 

厚さ 3 5 

第81図 石器 覆土 長さ 7 8 頁岩 分銅形。下刃部欠損。頭部使用痕顕著。着
PL 29 26 打製石斧 幅 7 2 146 7 柄部多方向の研磨痕あり 。

厚み l 9 
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遺物観察表

2区 1号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第85図 土師器 覆土 口径 (11 0) ①粗 ・細砂粒少屈 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部段を

PL 30 1 杯 口縁部片 底径 ②良好 有 し、直立気味に外傾する。口縁部横揮で、

高さ (2 8) ③橙色 体部箆削り、内面撫で。吸炭。

第85図 土師器 覆土 口径 (11 0) ①粗・細砂粒少屈 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部段を

PL 30 2 坪 口縁部片 底径 ②良好 有し、直立気味に外傾する。口縁部横撫で、

高さ (2 8) ③にぶい黄橙色 体部箆削り、内面撫で。吸炭。
6世紀後半

第85図 土師器 覆土 口径 (12 6) ①細・微砂粒少賊 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部段を

PL 30 3 坪 口縁部片 底径 ②良好 有し、直立気味に外反する。口縁部横撫て、
高さ (3 0) ③黄灰色 体部箆削り、内面撫で後工具による磨き。

第85図 土師器 覆土 口径 (11 2) ①細・微砂粒少量 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部内傾

PL 30 4 杯 口縁部片 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、体部箆削り、内面撫で。

高さ (2 6) ③黄灰色

第85図 土師器 覆土 口径 (11 6) ①細・微砂粒少最 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部直立

PL 30 5 杯 口縁部片 底径 ②良好 る。口縁部横撫て、体部箆削 り、内面横撫で。

高さ (2 9) ③にぶい黄橙色

第85図 土師器 覆土 口径 ①粗・細・微砂粒少 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部二段

PL 30 杯 口縁部片 底径 漿 を有し、外傾する。口縁部横撫で、体部箆
6 高さ (3 2) ②良好 削り、内面表面剥落のため不明。 6世紀後半～ 7世紀

③にぶい橙色 前半

第85図 土師器 覆土 口径 （12 0) ①細・微砂粒少罷 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部段を

PL 30 7 杯 口縁部片 底径 ②良好 有し、直立気味に外傾する。口縁部横撫で、

高さ (3 0) ③灰黄褐色 体部箆削り、内面横撫で。

第85図 土師器 掘り方覆土 口径 (17 4) ①粗・細砂粒少醤 胴部膨らむ。口縁部「 S」字状、口縁部横

PL 30 8 s字状口 口縁部片 底径 ②良好 撫で、胴部刷毛目状工具による撫で。内面
縁台付甕 高さ (4 1) ③褐灰色 横撫で。

4世紀後半か

第85図 土師器 覆土 口径 (16 2) ①粗 ・細砂粒少量 胴部膨 らむ。口縁部外傾する。内外面とも

PL 30 ， 或年 口縁部片 底径 ②良好 横撫で。
高さ (4 3) ③明赤褐色

第85図 土師器 No 9 口径 (21 2) ①細・微砂粒少醤 胴部弱く膨らみ、口縁部外反する。口縁部

PL 30 10 長胴甕 口縁部片 底径 ②良好 横撫で、胴部斜位箆削り 。
高さ (7 9) ③灰黄色

7世紀後半

第85図 土師器 No 1 • 5 • 10 口径 （22 2) ①粗・細砂粒少屈 胴部寸胴長胴型。口縁部短く肥厚して外反

P L 30 長胴甕 口縁～胴部 底径 ②良好 して開く 。口縁部横撫で。胴部縦位箆削り、
11 高さ (29 0) ③にぶい橙色 内面横撫で。

7世紀前半

第85図 土師器 No20 口径 (17 0) ①粗 ・細砂粒少益 胴部直立し、口縁部短く、外傾する。口縁 径3mm程の礫含む

PL 30 鉢 口縁部片 底径 ②良好 部横撫で、胴部表面剥落のため不明。内面
12 高さ (4 2) ③褐灰色 横撫で。 6世紀後半～ 7世紀

前半

第85図 土師器 No23 口径 ①粗僅か・細微砂粒 器形の荒れのため整形痕不明。内外面とも

PL 30 高坪？ 脚部 底径 少屈 箆撫でか。
13 高さ (4 0) ②良好

③にぶい褐色

第85図 土師器 覆土 口径 ①粗・細砂粒少量 用途不明。器面の荒れのため整形痕不明。

PL 30 14 高坪 裾部片 底径 （100) ②良好 外面箆削りか、内面横撫でか。
高さ ③橙色

第85図 土師器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少輩 脚部エンタシス状に膨らみ、下位で直角的

PL 30 15 高坪 脚部片 底径 ②良好 に強く折れ、直線的に裾部が開く 。外面撫で、

高さ (8 0) ③橙色 内面横撫で。
古墳時代前期か

箱85図 土師器 覆土 口径 ①細・微砂粒少量 内外面箆撫で。

PL 30 16 蓋 摘み部 底径 ②良好
高さ (4 8) ③にぶい褐色

第85図 上製品 P 4No 1 長 (5 8) ①細・微砂粒少量 外面箆撫で、一部還冗o

PL 30 17 羽口 破片 幅 (3 8) ②良好
厚さ 1 5 ③にぶい褐色

2区 2号住居

響言誓：巳□1謬言]:I五旦王：；：~： |：詈：冒）こ；｀；；~；；万胃謬畠
③灰色

備 考
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宮内遺跡

2区 2号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第87図 土師器 覆土 口径 (15 4) ①細 ・微砂粒少品 胴部膨らむ。口縁部「 S」字状。器面がや
PL 30 2 s字状口 口縁～頸部片 底径 ②良好 や荒れている。口縁部横撫で。胴部刷毛 目

縁台付甕 高さ (3 5) ③にぶい黄橙色 状工具による撫でか。

第87図 土師器 覆土 口径 (16 0) ①細 ・微砂粒少屈 口縁部外反する。器面の荒れのため整形痕
PL 30 3 甕 口縁部片 底径 ②良好 不明。内外面とも撫でか。

高さ (3 5) ③にぶい橙色

第87図 土師器 No l 口径 ①粗・細砂粒少屈 胴部膨らむ。底部平底、木葉痕。外面斜位
PL 30 4 壺？ 胴部～底部片 底径 (8 2) ②良好 箆削り、内面撫でか。

高さ (5 9) ③橙色

第87図 土師器 覆土 口径 ①細・微砂粒少屈 凹状摘み。外面指撫で、内面箆撫で。
PL 30 5 蓋 摘み部 底径 ②良好

高さ (3 0) ③橙色
古墳時代前期

2区 3号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第89図 土器 覆土 口径 (9 0) ①細 ・微砂粒少悩 輛輯整形（回転方向不明）回転糸切り後周縁
PL 30 1 かわらけ l/ 5 底径 (6 0) ②良好 部箆調整。底部平底。体部丸味を帯びて立

高さ 1 9 ③橙色 ち上がり、口縁部外傾する。

第89図 土師器 No 1 口径 17 1 ①細 ・微砂粒少贔 胴部膨らむ。口縁部「 S」字状。器面がや
PL 30 2 s字状口 口縁～頸部2/3底径 ②良好 や荒れている。口縁部横撫で。胴部刷毛目

縁台付甕 高さ (6 1) ③灰黄褐色 状工具による斜位撫で。内面撫で。
4世紀後半

第89図 土師器 覆土 口径 (9 8) ①細 ・微砂粒少最 口縁部直立気味に立ち上がり 、端部短く外
PL 30 3 甕 口縁部片 底径 ②良好 傾する。内外面とも横撫で。

高さ (3 0) ③灰褐色
5世紀後半か

第89図 土師器 No 2 口径 (11 7) ①細 ・微砂粒少品 胴部膨らむ。「く」の字状口縁、口縁端部に
PL 30 亜ギ 口縁～頸部片 底径 ②良好 平坦面。口緑部刷毛目状工具による撫で、

4 高さ (4 7) ③明赤褐色 胴部刷毛目状工具による斜位方向の撫で。
内面弱い撫で。 5世紀後半か

第89図 土師器 No 8 口径 (13 8) ①細 ・微砂粒少屈 体部半球形で、口縁部内傾する。口縁部横
PL 30 5 鉢 口縁～胴部片 底径 ②良好 撫で、体部横位箆削り、内面横撫で。

高さ (6 7) ③にぶい橙色 5世紀後半～ 6世紀
後半

2区 4号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第91図 土師器 毅土 口径 (11 8) ①細・微砂粒少罰 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部外反
PL 31 1 坪 口縁部片 底径 ②良好 気味に直立する。口縁部横撫で、体部箆削り、

高さ (2 4) ③褐色 内面横撫で。

第91区 土師器 覆土 口径 （16 0) ①細・微砂粒少掻 弱く外反ながら口縁部外傾する。内外面と
PL 31 2 杯 口縁部片 底径 ②良好 も横撫で。

高さ (3 2) ③黒褐色

第91図 土師器 No 1 口径 ①細 ・微砂粒少舟 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部横撫
PL 31 3 杯 体部片 底径 ②良好 で、体部箆削り、内面横撫で後工具による

高さ (3 0) ③橙色 磨き 。

第91図 土師器 覆土 口径 (13 2) ①細 ・微砂粒少饉 口縁部段を有し、直立気味に外傾する。内
PL 31 4 坪 口縁部片 底径 ②良好 外面とも横撫で。

高さ (2 2) ③暗赤褐色

第91屈 土師器 No 2 口径 12 9 ①細 ・微砂粒少絨 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部中段
PL 31 5 坪 完形 底径 ②良好 に凹線を有し、外反する。口縁部横撫で、

高さ 4 l ③明赤褐色 体部箆削り、内面横揮で。

第91図 土師器 No44 口径 (15 2) ①細 ・微砂粒少砒 腰部が張 り、体部直線的に立ち上がり、ロ
PL 31 6 碗 口縁～体部片 底径 ②良好 縁部外傾する。口縁部横撫で、体部内外面

高さ (5 3) ③橙色 とも撫で後工具による磨き。
8世紀前半か

第91図 土師器 覆土 口径 (15 8) ①細 ・微砂粒少砒 「S」字状口縁。内外面とも横撫で。頸部刷
PL 31 7 s字状口 口縁部片 底径 ②良好 毛目状工具による撫で、内面撫で。

縁台付甕 高さ (2 4) ③黒褐色
4世紀後半

第91図 土師器 No 7 口径 (15 0) ①粗 ・細砂粒多址 胴部膨らむ。口縁部弱く外反する。器面の
PL 31 8 甕 口縁～頸部片 底径 ②良好 荒れのため、整形痕不明。

高さ (8 7) ③にぶい褐色
時期不明
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遺物観察表

2区 4号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第91図 土師器 Nol7 口径 (17 7) ①粗・細砂粒多最 胴部膨らみ（半球形）、中位に最大径。口縁

PL 31 ， 甕 口縁～胴部片 底径 ②良好 部外反する。口縁部横撫で、胴部斜横位箆
高さ (8 5) ③赤褐色 削り、内面撫で。

8世紀か

第91図 土師器 No 1 口径 ①細・微砂粒少益 胴部膨らむ。底部平底。外面箆削り、内面
PL 31 10 甕 底部2/3 底径 5 8 ②良好 撫で。

高さ (3 2) ③にぶい黄褐色

第91図 土師器 No 35 口径 ①細・微砂粒少饂 胴部膨らむ。口縁部外傾か。口縁部横撫で、

PL 31 11 甕 頸部～肩部片 底径 ②良好 外面斜横位箆削り、内面箆撫で。
高さ (8 7) ③にぶい黄橙色

7世紀後半か

第91図 土師器 Nol8 口径 ①細 ・微砂粒少量 胴部膨らむ。外面箆削り、内面器面の荒れ
PL 31 12 甕 底部2/3 底径 9 0 ②良好 のため不明。

高さ (4 7) ③灰黄褐色
時期不明

第92図 土師器 No 5 口径 ①細・微砂粒少量 胴部膨らむ。外面箆削り、内面刷毛且状エ
PL 31 13 甕 底部 底径 7 0 ②良好 具による撫で。

高さ (2 0) ③にぶい褐色

第92図 土師器 覆土 口径 (17 0) ①細・微砂粒少最 口縁部外傾気味に立ち上がり、端部短く折
PL 31 14 g • 口縁部片 底径 ②良好 り返す。外面斜位箆削り 。内面横撫で。

高さ (4 4) ③明赤褐色
古墳時代前期

第92図 須恵器 覆土 口径 (19 9) ①粗砂僅か ・細 ・微 輛纏整形、口縁部外反し、端部外傾する。
PL 31 宮士 口縁部片 底径 砂粒少最 口縁横撫で、頸部沈線 1条、列点櫛描文。

15 高さ (3 8) ②良好 内面横撫で。
③灰色

第92図 土師器 No21 口径 ①細・微砂粒少量 器面の荒れのため、整形痕不明。
PL 31 16 台付甕 台部片 底径 ②良好

高さ (5 2) ③にぶい橙色
時期不明

第92図 土師器 覆土 口径 ①粗・細砂粒中最 裾部「ハ」の字状に開く 。外面縦位箆削り、
PL 31 17 高坪裾 裾部片 底径 (12 6) ②良好 内面横撫で。

部？ 裔さ (3 3) ③赤褐色
時期不明

第92図 土師器 No20 口径 ①細 ・微砂粒少巌 脚部エンタシス状に膨らみ、下位で強く屈
PL 31 18 高杯 脚部 底径 ②良好 曲して直線的に裾部が開く 。外面撫で後エ

闇さ(103) ③にぶい褐色 具による磨き、内面絞り目。

第92図 陶器 No32 口径 (24 4) ①細・微砂粒少拭 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部外傾
PL 31 19 皿 1/3 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、体部横撫で。

高さ (2 9) ③にぶい赤褐色

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値 石材
特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 重量(g)

第92図 石製品 Nol3 長 8 8 流紋岩 6面とも使用。側面に刃部調整痕顕著。中
PL 31 20 砥石 幅 3 4 100 位使用顕著。

厚さ 2 4 

2区 5号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第92図 土師器 覆士 口径 ①細・微砂粒少量 胴部膨らむ。底部平底。外面撫で、内面横
PL 31 1 甕 底部片 底径 (6 O) ②良好 撫で。底部箆削り 。

高さ (1 5) ③にぶい黄橙色

第92図 土師器 NoS 口径 ①粗・細砂粒少量： 脚部棒状を呈する。外面撫で後工具による
PL 31 2 高坪 脚部 底径 ②良好 磨き、内面絞り目。

高さ (8 1) ③にぶい赤褐色

2区 6号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第93図 土師器 覆土 口径 （13 0) ①細・微砂粒少最 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部外傾
PL 32 1 坪 口縁部片 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、体部箆削り、内面横

6世紀後半～7世紀
嵩さ (2 5) ③浅黄色 撫で後工具による磨き 。

前半

第93図 土師器 覆土 口径 (14 0) ①細・微砂粒少望 体部丸味を帯びて立ち上が り、口縁部外傾
PL 32 2 坪 口縁部片 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、体部箆削 り、内面横

高さ (2 8) ③にぶい黄橙色 撫で。

第93図 土師器 No3 口径 （14 0) ①細・微砂粒少最 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部中段
PL 32 3 杯 口縁～体部片 底径 ②良好 に段を有し、外傾する。口縁部横撫で、体

6世紀後半～7世紀
高さ (3 6) ③にぶい赤褐色 部箆削り、内面横撫で。

前半
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宮内遺跡

2区 6号住居

挿図番号
番号

種頬 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第93図 土師器 覆土 口径 (14 8) ①細・微砂粒少量 体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部外傾
PL 32 4 杯 口縁部片 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、体部箆削り、内面横

高さ (2 6) ③にぶい黄橙色 撫で。

第93図 土師器 蘊覆土 口径 (16 0) ①細・微砂粒少絨 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部弱く
PL 32 5 鉢 口縁部片 底径 ②良好 外反する。口縁部横撫で、体部箆削り、内

高さ (4 7) ③明赤褐色 面撫で。

第93図 土師器 No 2 口径 (13 1) ①細 ・微砂粒少益 胴部膨らみ、口縁部「く」の字状に外傾する。
PL 32 6 甕 口縁～胴部片 底径 ②良好 やや器面の荒れ。口縁部横撫で、胴部斜横

高さ (5 4) ③明赤褐色 位箆削り、内面横撫で。

第93図 土師器 覆土 口径 (18 9) ①粗・細砂粒少罷 長胴甕か？口縁部器肉厚く外反する。内外
PL 32 7 甕 口縁部片 底径 ②良好 面とも横撫で。

高さ (4 8) ③にぶい橙色
7世紀後半か

第93図 土師器 覆土 口径 (9 3) ①粗 ・細砂粒少最 外面撫で後工具による磨き。内面横撫で。
PL 32 8 高均 裾部片 底径 ②良好

高さ (2 6) ③明赤褐色
6世紀後半か

2区 7号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第95図 土師器 覆土 口径 （ll 0) ①粗・細砂粒少最 体部丸みを帯びて立ち上がり、口縁部直立
PL 32 1 杯 口縁～体部片 底径 ②良好 気味に外傾する。口縁部横撫で、体部箆削り、

高さ (2 5) ③橙色 内面横撫で。

第95図 土師器 覆土 口径 (15 7) ①粗・細砂粒少拭 口縁部外傾する。器面の荒れのため整形痕
PL 32 2 甕 口縁部片 底径 ②良好 不明。

高さ (4 2) ③明赤褐色

第95図 土師器 No 1 口径 （15 7) ①粗・細砂粒少糀 口縁部外傾する。内外面とも横撫で。
PL 32 3 甕？壺？ 口縁部片 底径 ②良好

高さ (4 6) ③明赤褐色

第95図 土師器 掘り方覆土 口径 (14 8) ①細・微砂粒少拭 口縁部外反する。内外面とも横撫で。
PL 32 4 甕 口縁部片 底径 ②良好

高さ (4 2) ③にぶい黄橙色

第95図 土師器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少械 胴部膨らむ。底部4孔、箆撫で。外面箆削り、
PL 32 5 甑 底部片 底径 (5 0) ②良好 内面箆撫で。底部箆削り 。

高さ (3 6) ③黒褐色

第95図 土師器 No 6 口径 ①細・微砂粒少益 脚部棒状を呈する。外面上位器面の荒れの
PL 32 6 高杯 脚部 底径 ②良好 ため不明。下位撫で後工具による磨き、内

高さ (8 0) ③明赤褐色 面坪 ・裾両方向に絞り目。中位で狭くなる。

2区 8号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第98図 土師器 覆土 口径 (14 6) ①細・微砂粒少量 体部弱く膨らむ。口縁部直立気味に外反す
PL 32 l 鉢？ 口縁部片 底径 ②良好 る。口縁部横撫で、体部横位箆削り、内面

高さ (4 8) ③にぶい黄褐色 箆撫で。
6世紀後半

第98図 土師器 覆土 口径 (11 6) ①細 ・微砂粒少屈 口縁部外反気味に直立する。内外面とも横
PL 32 2 坪 口縁部片 底径 ②良好 撫で。

高さ (2 8) ③灰黄褐色 6世紀後半～7世紀
前半

第98図 土師器 掘り方覆土 口径 (10 0) ①細・微砂粒少最 体部弱く丸味を帯びて立ち上がり、口縁部
PL 32 3 坪 口縁部片 底径 ②良好 直立する。口縁部横撫で、体部箆削り、内

高さ (2 8) ③にぶい黄褐色 面撫で。

第98図 土師器 掘り方覆土 口径 (12 0) ①細 ・微砂粒少屈 体部丸味を帯びて立ち上が り、口縁部直立
PL 32 4 杯 口縁～体部片 底径 ②良好 する。口縁部横撫で、体部箆削り、内面器

高さ (3 7) ③にぶい黄橙色 面の荒れのため不明。
6世紀後半

第98因 土師器 掘り方覆土 口径 (10 0) ①細・微砂粒少屈 体部弱く丸味を帯びて立ち上がり、口縁部
PL 32 5 坪 口縁部片 底径 ②良好 外傾する。口縁部横撫で、体部箆削り、内

高さ (2 4) ③にぶい黄橙色 面撫で。

第98図 土師器 掘り方覆土 口径 (11 0) ①細・微砂粒少屈 体部弱く丸味を帯びて立ち上がり、口縁部
PL 32 6 坪 口縁～体部片 底径 ②良好 内傾する。口縁部横撫で、体部箆削り、内

高さ (2 8) ③にぶい黄橙色 面撫で。
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遺物観察表

2区 8号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第98図 土師器 醤覆土 口径 （11 0) ①細・微砂粒少屈 体部弱く丸味を帯びて立ち上がる。口縁部
PL 32 7 杯 口縁部片 底径 ②良好 中段に凹線を有し、直立気味に外傾する。

高さ (3 2) ③にぶい黄橙色 口縁部横撫で、体部箆削 り、内面横撫で。
6枇紀後半

第98図 土師器 蔑土 口径 (12 6) ①細 ・微砂粒少屈 体部骰く丸味を帯びて立ち上がる。口縁部
PL 32 8 坪 口縁～体部片 底径 ②良好 段を有し、直立気味に外傾する。口縁部横

高さ (2 8) ③にふい黄褐色 撫で、体部箆削 り、内面横撫で。 6世紀後半～ 7世紀
前半

第98区 土師器 覆土 口径 (12 0) ①細・微砂粒少蜀 口縁部外傾する。外面荒れのため不明、内
PL 32 ， 坪 口縁部片 底径 ②良好 面横撫で。

高さ (3 4) ③灰黄褐色

第98図 須恵器 覆土 口径 ①細・微砂粒少最 体部弱く丸味を帯びて立ち上がる。口縁部
PL 32 10 虹 口縁部片 底径 ②還元焔 外傾する。頸部に沈線 1条。

高さ (3 8) ③褐灰色

第98図 土師器 掘り方毅土 口径 （18 0) ①枡・細砂粒少羅 1本部弱く丸味を帯びて立ち上がり 、口縁部
PL 32 11 皿 口縁部片 底径 ②良好 外傾する。口縁部横撫で、体部箆削り、内

高さ (3 0) ③にぶい橙色 面撫で。

第98図 土師器 No 8 口径 ①細 ・微砂粒少晟 胴部膨らむ。内外面とも器面の荒れと表而
PL 32 12 甕 底部 1/ 4 底径 (7 5) ②良好 剥落のため整形痕不明。

高さ (2 4) ③赤褐色

第98図 土師器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少量 胴部膨らむ。外面斜横位掏で、内面箆掏て、
PL 32 13 甕 底部片 底径 (9 0) ②良好 底部箆削り 。

高さ (2 5) ③にぶい橙色
時期不明

第98区 土師器 覆土 口径 (10 0) ①細 ・微砂粒少巌 胴部膨らみ、口縁部 「く」の字状。器面の
PL 32 14 甕 口縁～肩部片 底径 ②良好 荒れのため整形痕不明。

高さ (3 9) ③にぶい黄褐色

第98図 土師器 No 1 口径 ①細・微砂粒少凪 胴部丸味を帯びて立ち上がる。胴部～台部
PL 32 台付甕 胴～台部 底径 (8 0) ②良好 外面箆削り後工具による磨き、内面撫で後

15 1 / 3 高さ (8 1) ③灰黄褐色 工具による磨き 。台部内面指撫で、箆撫で。

古墳時代後期か

第98図 土師器 覆土 口径 ①細・微砂粒少械 器面の荒れのため整形痕不明瞭。台部外面
PL 32 s字状口 台部片 底径 ②良好 刷毛目状工具による撫で、内面指撫で？箆

16 縁台付 高さ (2 3) ③にぶい黄橙色 撫で？ 。
甕？

第98図 土師器 覆土 口径 ①粗・細砂粒少屈 台部外面刷毛目状工具による撫で、内面指
PL 32 s字状口 台部片 底径 ②良好 撫で。

17 縁台付 高さ (2 0) ③にぶい褐色
沼年 ？ 

第98図 土師器 毅土 口径 (15 0) ①粗・細砂粒少量 「SJ字状口縁。口縁部横撫で。胴部刷毛目
PL 32 18 s字状口 口縁部片 底径 ②良好 状工具による撫で、内面撫で。

縁台付甕 高さ (3 2) ③にふい黄橙色
4世紀後半か

第98図 土師器 覆土 口径 （27 4) ①粗・細砂粒少鼠 口縁部外傾する。折り返 し口縁。内外而と
PL 32 19 壺 口縁部片 底径 ②良好 も器面の荒れのため整形痕不明。横掬でか？

高さ (l 9) ③橙色

第98図 土師器 掘り方覆土 口径 (12 0) ①細・微砂粒少贔 口縁部中段に凹線を有し、外傾する。口縁
PL 32 20 壺 口縁部片 底径 ②良好 部内外面とも横撫で。

翡さ (3 2) ③明赤褐色

第98図 土師器 掘り方毅土 口径 (8 8) ①細・微砂粒少罷 胴部膨らむ。口縁部 「く」の字状、内外面
PL 32 21 小型壺 頸部～底部 底径 ②良好 とも器面の荒れため整形痕不明。

1 / 3 高さ (5 5) ③明赤褐色
6世紀後半か

第98図 須恵器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少最 軸輯整形（回転方向不明）、沈線 2条、上段
PL 32 22 

盆ギ 肩部片 底径 ②遥元焔 に波状文。
高さ (2 9) ③褐灰色

第98図 土師器 覆土 口径 ①細・徽砂粒少餓 胴部球形。器面の荒れのため整形痕不明。
PL 32 小型柑？ 胴部片 底径 ②良好 外而上位横撫でか、下位斜位撫でか。内面

23 手捏ね土 商さ (4 8) ③橙色 横撫で。
器？

第98図 土師器 Nol3 口径 ①細・微砂粒少鼠 胴部球形。頸部～胴部上位横撫で、胴部下
PL 32 24 小型壺 頸部～底部 底径 ②良好 位箆削り 。内面指撫で、横撫で。

1/ 3 高さ (6 2) ③にぶい黄褐色

第98図 土師器 覆土 口径 ①粗 ・細砂粒少最 坪部丸味を帯ひる。外面箆削り、内面撫で。
PL 32 25 高杯 坪部 底径 ②良好

高さ (3 3) ③橙色
時期不明
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宮内遺跡

2区 8号住居

胃 冑］門 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴

只(8;) I讐：ロニ量1喜言二倫菜言謬ば□口髯譴言。

備 考

2区 9号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎一十②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第100図 土師器 No 2 口径 ①柑 ・細砂粒少歴 底部平底。外面箆削り、内而器面の荒れの
PL 33 1 甕 底部 底径 8 0 ②良好 ため不明。

高さ (3 0) ③明褐色

第100図 土師器 毅土 口径 ①細 ・微砂粒少贔 底部平底。器面の荒れのため整形痕不明。
PL 33 2 小型甕 底部1/3 底径 (4 0) ②良好 内面指撫でか。

高さ (3 5) ③にぶい黄褐色
時期不明

第100図 土師器 No 1 口径 ①粗僅か、細・微砂 台部「ハ」の字状に広がる。外面表面剥落
PL 33 

3 
台付甕 台部 l/ 3 底径 (10 0) 粒少罷 のため不明、台部端部横撫で、内面箆撫で。

高さ (5 9) ②良好
③にぶい褐色

第100図 土師器 殷土 口径 ①細・微砂粒少祉 脚部「ハ」の字状に広がる。外面撫で後エ
PL 33 4 高杯 脚部片 底径 ②良好 具による磨き、内面横撫で。

高さ (7 1) ③橙色

第100図 土師器 No 4 口径 ①粗 ・細砂粒少量 脚部エンタシス状に膨らみ、裾部が屈曲し
PL 33 5 高坪 脚～裾部 底径 (12 0) ②良好 て開く 。外面撫で後工具による磨き。内面

高さ (l0 2) ③明赤褐色 上位絞り目 、中下位、裾部横撫て。

2区 10号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第101図 土師器 覆土 口径 (11 4) ①細 ・徽砂粒少屈 体部丸味を帯びて立ち上がる。口縁部中段
PL 33 l 坪 u縁～体部片 底径 ②良好 に凹線を有し、外傾する。口縁部横撫で、

6世紀後半～ 7世紀
高さ (3 0) ③灰黄褐色 休部箆削り 。

前半

第101図 土師器 NolO 口径 (10 0) ①細 ・微砂粒少謎 口縁部段を有し、直立する。口縁部内外面
PL 33 2 杯？ 口縁部片 底径 ②良好 とも横撫で。

高さ (3 3) ③にぶい黄褐色

第101図 須恵器 覆土 口径 (9 4) ①微砂粒少贔 輔儲整形（回転方向不明）。体部丸味を帯び
PL 33 3 碗 口縁部片 底径 ②還元焔 て立ち上がる。口縁端部短く直立する。

高さ (3 0) ③灰色

第101図 土師器 掘り方覆土 口径 （10 3) ①細 ・微砂粒少罷 口縁部段を有し直立する。内外面とも横撫
PL 33 4 有段壺 口縁部片 底径 ②良好 で。

6世紀後半～ 7世紀
高さ (2 3) ③灰黄褐色

前半

第101図 土師器 狡土 口径 (8130) ①細 ・微砂粒少贔 口縁部外傾する。外面横撫で、内面荒れの
PL 33 5 甕 口縁部片 底径 ②良好 ため整形痕不明。

高さ (3 8) ③にぶい褐色

第101図 土師器 覆土 口径 ①細・微砂粒少罷 脚部外面撫で後工具により磨き、内面絞り
PL 33 6 高杯 脚部片 底径 ②良好 目。

高さ (4 2) ③にぶい赤褐色

2区 12号住居

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第103図 土帥器 覆土 口径 (12 0) ①細 ・微砂粒少屈 口縁部内傾する。口縁部内外面とも横撫で、
PL 33 l 坪 口縁部片 底径 ②良好 体部箆削り 、内面横撫で。

高さ (2 3) ③灰黄褐色
6世紀後半か

第103図 土師器 疱掘り方 口径 ①細・微砂粒少屈 台部外面刷毛H状工具による撫で、内面箆
PL 33 2 台付甕 台部片 底径 ②良好 撫で。

高さ (2 4) ③灰褐色
4世紀後半か

2区 3号土坑

言言で 計測値
(cm) 

口径
底径

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴

;) I胃細 微砂粒少I喜言讐闘虐［塁は言。て、内面上

高さ (3 0) ②良好
③にぶい橙色

備 考

4世紀か

133 



遺物観察表

2区 4号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第106図 土師器 覆土 口径 (18 4) ①細・微砂粒少麓 口縁部外傾する。外面刷毛目状工具による

PL 33 1 甕 口縁部片 底径 ②良好 撫で、内面横撫で。
高さ (3 0) ③にぶい赤褐色

第106図 土師器 No 2 口径 ①細・微砂粒少覇 台部「ハ」の字状に開く 。内外面とも横撫で。

PL 33 2 台付甕 台部 底径 (8 6) ②良好
高さ (4 9) ③明赤褐色

2区 5号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第107図 土師器 覆土 口径 (9 9) ①細・微砂粒少最 胴部弱く膨らみ、口縁部直立する。口縁部

PL 33 1 柑？小型 口縁部片 底径 ②良好 横撫で、胴部箆削り 。
壺？ 高さ (4 3) ③にぶい黄橙色

第107図 土師器 覆土 口径 (12 O) ①細 ・微砂粒少最 口縁部外傾する。内外面とも横撫で。外面

PL 33 2 甕 口縁部片 底径 ②良好 粘土接合痕。
高さ (2 6) ③明黄褐色

第107図 土師器 覆土 口径 (13 4) ①細・微砂粒少最 口縁部外傾する。内外面とも横撫で。

PL 33 3 甕 口縁部片 底径 ②良好
高さ (2 8) ③明赤褐色

第107図 土師器 No 9 口径 （17 6) ①細・微砂粒少最 胴部丸味を帯びる。球形か。口縁部弱く外
PL 33 4 甍 口縁～胴部片 底径 ②良好 反する。口縁部横撫で、体部斜縦位箆削り、

高さ (14 9) ③明赤褐色 内面斜位撫で。
6世紀後半か

第108図 土師器 No 7 口径 ①粗・細砂粒わずか 底部小さな平底。やや凹でいる。胴部外面

PL 33 5 甕 底部 底径 2 0 ②良好 箆削り、内面指撫で。
高さ (2 5) ③褐色

第108図 土師器 覆土 口径 ①粗・細砂粒少醤 底部丸底。胴部丸味を帯びる。球形か？胴
PL 33 6 甕？ 底部片 底径 ②良好 部斜位箆削り、内面撫で後工具による磨き。

高さ (3 4) ③にぶい赤褐色
6世紀後半か

第108図 土師器 No 3 口径 ①細・微砂粒少量 底部平底。胴部斜横位箆削り、内面撫で。

PL 33 7 甕 底部片 底径 (8 0) ②良好
高さ (2 8) ③にぶい赤褐色

第108図 土師器 覆土 口径 ①細・微砂粒少巌 坪部下位片、内外面とも器面の荒れのため

PL 33 8 高杯 坪部 底径 ②良好 整形痕不明。
高さ (3 8) ③にぶい黄橙色

第108図 土製品？ No 5 口径 ①粗・細砂粒少巌 土製品使途不明。支脚の可能性あり 。中位

PL 33 ， 胴～底部片 底径 (6 0) ②良好 やや径が狭くなり 、底部は広がる。内面の
高さ (9 0) ③にぶい褐色 空洞は円筒形で径 3 5cmを測る。

第108図 土製品 ？覆土 長 (9 1) ①粗・細砂粒少最 円柱形、 下位僅かに径が広がる。外面撫で。

PL 33 10 支柱？ 幅 4 4 ②良好
厚さ 4 2 ③明赤褐色

2区 6号土坑

挿図番号
番号

種類 出士位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第109図 土師器 覆土 口径 ①粗・細砂粒多最 底部平底。器面の荒れのため整形痕不明。

PL 33 l 甕 底部1/4 底径 (6 0) ②良好
高さ (1 6) ③にぶい赤褐色

第109図 土師器 No 1 口径 ①細・微砂粒少最 底部平底。胴部丸味を帯びる。球形か？胴
PL 33 2 甕 胴部～底部片 底径 (7 0) ②良好 部～底部箆削り、内面刷毛目状工具による

高さ (3 2) ③にぶい赤褐色 撫で。

2区 9号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第llO図 土師器 覆士 口径 ①細・微砂粒少鼠 底部平底。器面の荒れのため整形痕不明。

PL 34 1 甕 底部片 底径 (8 0) ②良好
高さ (2 5) ③明赤褐色

第llO図 土師器 No 1 口径 ①細・微砂粒少最 脚部棒状で裾部方向に緩やかに広がる。裾

PL 34 
2 

高坪 脚～裾部3/4 底径 16 8 ②良好 部有段で屈曲して開く 。外面撫で後工具に
高さ (10 0) ③赤褐色 よる磨き 。内面絞 り目、 下位、裾部横撫で、

粘土接合痕。
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宮内遺跡

2区 10号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 | 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第111因 縄文 覆土 口径 ①細砂粒•練維 LRとRL細縄文による羽状縄文構成。内
PL 34 1 鉢 体部破片 底径 ②― 面は平滑。

高さ (4 3) ③にぶい黄褐色
1前期中葉

2区 11号土坑

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第112図 土師器 No 1 口径 11 8 ①粗・細砂粒少罷 鞘轄整形（左回転）、底部回転糸切り後箆に
PL 34 l 坪 ほぽ完形 底径 3 3 ②良好 よる調整。体部直線的に立ち上がり、口縁

高さ 5 6 ③橙色 部外傾する。

2区 1号溝

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第114図 須恵器 覆土 口径 (14 2) ①粗 ・細砂粒少最 輛輯整形（回転方向不明） 、底部丸味を帯び
PL 34 1 杯 口縁～体部片 底径 ②良好 る。体部短い鍔をもち、口縁部直立する。

高さ (3 0) ③灰色
7世紀前半か

第114図 土師器 覆土 口径 （17 0) ①粗 ・細砂粒少鼠 胴部やや直立気味、口縁部外反する。口縁
PL 34 2 鉢 口縁～頸部片 底径 ②良好 部横撫で、胴部縦位箆削り、内面横撫で。

高さ (4 5) ③にぶい黄橙色

2区 2号溝

喜醇「］芦 I百戸：乞厨守ら 1五己：：：口］ ：言塁塁；：昇：：：口：t回転弁切り。 I 備

考

2区 4号溝

挿図番号
番号

種類 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第116図 土師器 No 1 口径 ①粗 ・細砂粒少益 台部か？内外面器面の荒れのため整形痕不
PL 34 1 台状土製 底径 (9 0) ②良好 明。底部箆削り 。

品 高さ (4 7) ③にぶい黄橙色

第116図 土師器 No 2 口径 ①粗・細砂粒少最 裾部段を有し、屈曲して「ハ」の字状に開く 。
PL 34 2 高坪 裾部片 底径 （18 0) ②良好 外面撫で後工具による磨き 。内面横撫で。

高さ (3 1) ③橙色
5世紀後半か

2区 5号ピット

言〕ご 尼叫り ①胎土②焼成③色調

霜 三□冠
高さ (34)③灰黄褐色

器形・技法等の特徴

体部丸味を帯びて立ち上がり、口縁部内傾
する。口縁部横撫で、体部箆削り、内面表
面剥落のため不明。

備考

6世紀後半か

2区グリッド

胃 喜□;[)1:：：□|土製品。型イ：こ：・1去等の特徴

備 考

2区遺構外

挿図番号
番号

種類 出士位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第118図 縄文 毅士 口径 ①粗砂粒 ・繊維 0段多条RLの縦位・斜位施文。内面には
PL 34 1 体部下位破片 底径 ②― 条痕文が深く縦位に施される。底部は尖底

高さ (6 2) ③にぶい黄褐色 か。
早期後半～終末

第118図 縄文 覆土 口径 ①細砂粒 2条の凹線による逆U字状区画か。区画内 加曽利EllI
PL 34 2 体部破片 底径 ②― はRL縦位充填施文。

高さ (4 9) ③橙色
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遺物観察表

2区遺構外

挿図番号
番号

種類
図版番号 器種

第118図 土師器
PL 34 3 高台付椀

第118図 土師器
PL 34 4 s字状口

縁台付甕

第118図 土師器
PL 34 5 甕

第118図 土師器
PL 34 6 

宮士

第118区 土師器
PL 34 7 高坪

第118図 土師器
PL 34 

8 
高杯

第118図 土師器
PL 34 ， 高杯

第118図 陶器？
PL 34 10 鉢

136 

出土位置
残存状態

覆土
胴部～底部
l / 4 

覆土
口縁～肩部片

覆土
口縁～頸部片

覆土
口縁～肩部片

覆土
脚部 1/ 2 

覆土
1/2 

覆土
杯部片

覆土
口縁～体部片

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考(cm) 

口径 ①細微砂粒少贔 輔輯整形（回転方向不明）付け高台、高台断
底径 (6 8) ②良好 面四角形。体部腰部が張り 、直線的に立ち
高さ (3 0) ③にぶい橙色 上がる。

口径 （13 9) ①細・微砂粒少量 口縁部「 S」字状、胴部膨らむ。器面がや
底径 ②良好 や荒れ整形痕不明瞭。口縁部横撫で、外面
高さ (4 1) ③黒褐色 刷毛目状工具による撫で。内面撫で。

4世紀後半か

口径 (15 O) ①粗 ・細砂粒少最 口縁部「く」の字状、胴部箆削り、内面横撫で。
底径 ②良好 口稼部内外面とも横担で。粘土接合痕。
高さ (3 8) ③明赤褐色

口径 (10 0) ①細・微砂粒少羅 口縁部「く」の字状、胴部膨らむ。口縁部横
底径 ②良好 撫で。胴部箆削り、内面撫で。
高さ (34) ③にぶい褐色

6世紀後半

口径 ①細 ・微砂粒少量 脚部エ ンタシス状に膨らむ。脚部外面撫で
底径 ②良好 後工具による磨き。内面上位絞り目 、下位
高さ (7 5) ③明赤褐色 横撫で。

口径 16 8 ①細 ・微砂粒少量 杯部直線的に立ち上がり、端部が直立する。
底径 14 0 ②良好 脚部エンタシス状に膨らみ、裾部が屈曲し
高さ 15 5 ③にぶい橙色 て開く 。裾端部折り返し。坪部外面横担で、

内面撫で後工具による磨き。脚部外面撫で。5世紀後半か

口径 (17 6) ①細 ・微砂粒少量 有段口縁。口縁端部に平坦面をもつ。口縁

底径 ②良好 部横撫で後縦方向に沈線が加飾されている。
高さ (4 7) ③明赤褐色 内面横撫で。

口径 (15 2) ①粗・細砂粒少量 口縁部弱く外反しながら直立する。器面の
底径 ②良好 荒れのため、整形痕不明。
高さ (4 6) ③明赤褐色？
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第 3節稲荷前遺跡

I. 遺跡の位置及び調査の経過

稲荷前遺跡は太田市の市街地にあり、金山丘陵の

南側に位置する。周囲には東側に古墳時代前期から

平安時代初頭にかけての集落跡として認識されてい

る埋蔵文化財包蔵地浜町遺跡があり、稲荷前遺跡は

その西側に位置する。また、南側には稲荷山古墳、

稲荷塚古墳、西側には舞台遺跡等がある。調査は、

平成12年11月1日より着手した。

本遺跡の調査対象地域は東武鉄道太田駅の近くに

あるため、現地形は、開発によって大きく改変され

ている。調査以前は、鉄道敷地・ 住宅地として利用

されており、平坦地となっていた。東武鉄道敷設時

〔東武伊勢崎線は明治43年 (1910)開通〕または、そ

の後の補修時の造成等や住宅跡地のため攪乱が所々

に及んでいる。明治43年(1910)以前は低地と微高

地が入り組んだ地形であったが、鉄道敷設時に大が

かりな造成が行われ、微高地部は表層の削平がロー

ム層にまで及んでおり、低地部については、盛り

土されている。コンクリート基礎やゴミ穴などが多

くあり、表面が削平され、遺構の遺存状態が良くな

遺跡の概要

II. 遺跡の概要

本調査区は微高地から低地に移行する縁辺部に立

地するものと考えられる。調査区内から竪穴住居跡

1軒、土坑跡 1基、溝跡 l条を検出したが、鉄道敷

設に伴うものと思われる削平を多く受けている こと

から、遺構の遺存状態は良くなかった。

平安時代

竪穴住居跡 1軒を検出したが、現代の削平が一部

に及び、また、 北壁、南壁にあたる部分が調査区外

ということもあって、住居の全体像を把握する こと

は困難であった。住居の形状は方形で主軸はほぱ真

北を向いており 、規模は東西方向に約 3mであるこ

とが確認できたが、南北方向は不明である。貼り床

は不明瞭ながらも確認でき、その上面に焼土と炭化

材が僅かに残存しているのを確認した。また、貯蔵

穴と思われる土坑を 1基検出した。東側に寵をもっ

ことを確認したものの、現代の削平が大部分に及ん

でいたため、形状等は殆ど確認できなかった。

かった。

近世

溝跡 1条、土坑跡 l基を検出した。溝跡は、ほぼ

南北方向に直線的に延びていることを確認した。

X=32480 
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マ
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第119図 稲荷前遺跡調査区座標設定図
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稲荷前逍跡

X = 32480 
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5m 

第121図 稲荷前遺跡遺構全体概略図 (S = 1 : 100) 

皿 遺構と遺物

1. 竪穴住居跡

1号住居（第122• 123図、第18表、 PL35• 36) 

位置 X = 32475~477 Y = -41529~532 

重複遺構 なし

形態 試掘トレンチと攪乱によって削平されている

ため全形は不明である。

方位 計測不能

規模 長軸 3.2X短軸1.lm

調査区住居確認面のみ

面積 (3. 52) rr:l' 調査区内

壁高 22cm 

床面 多少の凹凸はあるが、ほぼ平坦に造られてい

柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴 調査区内の北側掘り方から貯蔵穴を検出。

長軸76cm、短軸68cmの楕円形である。炭化物

を含む砂質土で埋没していた。土師器片、須恵器

片出土。

周溝 調査区内では未確認

焼土 調査範囲中央部に 3cm程の窪んだ焼土を確

認した。

遺物 1 • 2の須恵器坪、3~8の須恵器碗、 9の

土師器小型甕、 10の須恵器鉢？が出土。その他、

土師器片や須恵器片多数出土。小片のため区化で

きなかった。

所見 全体を調査できないため詳細は不明である。

る。

＼
 

＼
 

ロニ＝＇ク／ 口
゜

1: 3 10cm 

第122図 l号住居 出土遺物
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竪穴住居跡

ー：：
+¥‘←-|IJJ. 

B -B 焼土

l 褐灰色土 やや砂質。（径10mm)炭少屈、焼

土粒少最含む。ロームプロック

（径10~20mm)多羅に含む。

区外
;¥o:J 

． ． 
¥IJl 

トレンチ
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区外
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L~42.10m 
1 

こ 一
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A' 

0 1:60 2m 

ト ー下 1 

1号住居

1 褐灰色土 やや粘質。ロームブロノク少杭、炭少埜含む。焼

土粒僅かに含む。

2 暗褐色土粘質。

3 褐灰色土 やや粘質。ローム小プロノク多益に含む。焼土粒

僅か、炭少益含む。

4 褐色土 粘質。ロームプロソク （径50mm)多羅に含む。焼土、

炭僅かに含む。

□ 
＼ロニ?/~一二／ ぐ

＼
＼
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/
>
ー
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u
¥
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Lーー □]10 

゜
1: 3 10cm 

第123図 1号住居平・断面図 出土遺物

2. 土坑跡

本遺跡から 1基の土坑跡を確認した。同一面上で

の遺構調査であるため明確な時期判定は困難である

が、埋土の土質 ・色調の検討を行い、時期の推定を

試みた。 しかし、 出土遺物が無く線路敷設時の土地

整備による削平と攪乱が著しく、時期・用途は確定

できなかった。
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稲荷前遺跡

1号土坑（第124図、 PL35)

調査区西側に位置する。平面は楕円形、断面は皿

状である。 1号溝と重複する。本遺構が新しい。埋

土はロームブロックを含む褐灰色粘質土。

位置 X = 32476 Y = -41534 

重複遺構 l号溝と重複。

本遺構が新しい。

形態 楕円形

規模 長径 0.90m 短径 0.70m

深さ 0.20m 

A L;41.90m 

-
A' A
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第124図 1号土坑平・断面図

3.溝跡
後世の削平が深くまで及んでおり 、遺構の遺存状

態は良くなかった。全体を把握できず、埋土からの

1号溝（第125図、 PL35)

位置 X = 32475~478 Y = -41532~535 

重複遺構 1号土坑と重複する。本遺構が旧い。

走行 北東から南西 N -48° -E 

形態 直線的で、断面は台形状である。北東側は調

査区外に延びるため不明である。

規模 検出全長 3.84m 上幅 0.2~0.58m

底幅 0.1~0.3m 深さ 0.17m 

遺物 なし

所見 全体を調査できないため詳細は不明である。

遺物はないので、溝として存在していた時代及び期

間については不明である。溝底の標高から考えて、

北東から南西に水が流れていたものと考え られる。
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三
1号溝

1 褐灰色土 やや粘質。褐色土粒（径10mm)多最、ロームプロッ

ク（径10mm)僅かに含む。

゜
1: 60 2m 

4. 遺構外出土遺物（第126図、第18表、 PL36)

本遺跡から出土した遺構に伴わない遺物を報告す

る。 1は須恵器土釜 ？出土である。その他、土師器

片7点、須恵器片、陶器片が出土しているが、小片

のため図化できなかった。調査区が狭く、 上部から

攪乱や削平が及んでいて、遺存状態が良くなく、出

土遺物の年代が古墳時代から近世まで及ぶことか

ら、周辺にそれぞれの時代の遺構が存在していた可

能性はあるが、今回の調査では時代を特定すること ＼ 

は難しかった。

第125図 1号溝平・断面図

゜
1: 3 10cm 

第126図遺構外出土遺物
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遺物観察表

第18表 稲荷前遺跡遺物観察表

1号住居

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第122図 須恵器 覆土 口径 (13 4) ①細 ・微細粒多量 輛輯成・整形。内外面口縁～胴部回転撫で。

PL 36 1 杯 口縁～胴部破片 底径 ②還元焔
高さ (2 7) ③灰白色

第122図 須恵器 覆土 口径 (13 0) ①細 ・微細粒少量 輛輯整形。外面口縁～胴部回転撫で、胴部

PL 36 2 坪 口縁～体部片 底径 ②酸化焔 下端箆削り 。内面口縁～胴部回転撫で。

高さ (3 0) ③明赤褐色

第122図 須恵器 覆土 口径 (13 0) ①細 ・微細粒多量 輛櫨整形。外面口縁～胴部回転撫で、一部

PL 36 3 碗 口縁～高台部 底径 (6 6) ②酸化焔 指頭痕、底部高台貼付。内面口縁～底部回

上端1/6 高さ (4 3) ③明赤褐色 転撫で。

第123図 須恵器 覆土 口径 (12.0) ①細 ・微細粒多量 輛櫨整形。内外面口縁～胴部回転撫て。

PL 36 4 碗 口縁～胴部破片 底径 ②還元焔 ・不良
高さ (4 2) ③浅黄色

第123図 須恵器 覆土 口径 ①細・微細粒多量 輛輯整形。外面胴部回転指で、底部高台貼

PL 36 5 碗 胴～高台部1/6底径 ②酸化焔 付後撫で。内面胴～底部回転撫で後箆磨き。

高さ (4 0) ③灰黄色 内面燻し。
平安時代10世紀

第123図 須恵器 覆土 口径 (17 0) ①細 ・微細粒少量 輛輯整形。外面口縁～胴部回転撫で。内面

PL 36 6 碗 口縁～胴部1/6底径 ②還元焔 ・不良 口縁～胴部回転撫で後箆磨き。内面燻し。

高さ (5 6) ③褐灰色
平安時代10世紀

第123図 須恵器 覆土 口径 ①細 ・微細粒多益 輛輯整形。右回転。外面胴部下位回転撫で、

PL 36 7 碗 胴部下位～底部 底径 ②還元焔 底部回転糸切後高台貼付。内面胴部下位～

破片 高さ (1 8) ③黒褐色 底部回転撫で。内外面燻し。
平安時代10世紀

第123図 須恵器 覆土 口径 （14 2) ①細・微細粒多量 輔櫨整形。内外面口縁～胴部回転撫で。

PL 36 8 碗 口縁～胴部破片 底径 (8 8) ②酸化焔
高さ (4 6) ③にぶい黄橙色

第123図 土師器 覆土 口径 (16 0) ①細 ・微細粒多量 内外面口縁部は横撫で。

PL 36 ， 小型甕 口縁～胴部上端 底径 ②酸化焔

破片 高さ (4 5) ③橙色

第123図 須恵器 覆土 口径 （15 0) ①細 ・微細粒多饉 輻輯整形。内外面口縁～胴部上位回転撫で。

PL 36 10 鉢？ 口縁～胴部上位 底径 ②還元焔

破片 高さ (4 7) ③灰色

遺構外

挿図番号番号1 種別
図版番号 器種 塁喜塁塁 巴ば↑ ①胎土②焼成③色調

第126図I1 I須恵器？I表土 口径（20.0) ①細・微細粒多量
PL3611 土釜？ 口縁～胴部上位底径 ー ②酸化焔

1/ 6 高さ (11.5)③橙色

器形 ・技法の特徴 備 考

外面口縁～頸部横撫で、胴部上位斜め箆削 須恵器工人の作成し

り。内面口縁部横撫で、胴部上位箆撫で。 た土釜か？
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三島木遺跡





第 4節三島木遺跡

I. 遺跡の概要

三島木遺跡は太田市の市街地にあり、金山丘陵の

南側に位置する。城ノ内遺跡の南側 100mに位置す

る。周囲には古墳時代前期から平安時代初頭にかけ

ての集落跡として認識されている埋蔵文化財包蔵地

浜町遺跡と稲荷前遺跡がある。

本遺跡では、竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 1棟、

溝跡 8条、土坑跡7基を検出した。本遺跡において

地震に伴う液状化噴砂脈と考えられる土層断面が検

出された。天仁元年（ll08)の浅間山噴火に伴う浅間

Bテフラ (As-B)混じりの土層により覆われてい

ることから中世以前の地震に起因するものと考えら

れる。詳しいことは不明である。東武鉄道敷設時に

よる攪乱を受けていることから、土層に乱れが多く、

遺物を伴う遺構も少なく、時期の特定は困難である。

忌竺 s 2 

｀ 
マ

l I 
II l l 

＞ ＞ 
X=32740 

X=32720 

X=32700 

X=32680 

遺跡の概要

現地形は、開発によって大きく改変されている。

縄文時代

7号土坑から縄文土器が集中して出土している。

埋土自体も、他の遺構とは、異質であったことから、

縄文時代の土坑である可能性が高い。

奈良•平安時代

4号土坑からは、底面に人頭大の石を据え、そ

の上に完形の土師器杯が置かれた状態で出土してい

る。遺構の性格等については、不明であり、今後の

検討が必要である。

中・近世

掘立柱建物跡 l棟と溝跡 5条が検出された。 1号

掘立柱建物は、梁間 ・桁行ともに 2間であるが、と

もに調資区外に延びる可能性あり、正確な規模は不

明である。4号溝からは、煙管が出土しており、他

の溝も含め、いずれも天明 3年(1783)の浅間山噴火

に伴う軽石(As-A)を含む土で埋まっていた。

写2 合号
＜ 

l l 

l l II 
＞ ＞ 

第127図 三島木遺跡調査区座標設定図 (S= 1 : 800) 
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]I. 遺構と遺物

1.竪穴住居跡

1号住居（第129図、 PL38)

位置 X = 32707~709 Y = -41950~952 

重複遺構 3号土坑と重複。遺構平面確認と土層断

面の状況により 3号土坑より旧いと考えられる。

形態 主体部は調査区外にあり 、調査できたのが住

居の角だけなので詳細については不明である。

方位 計測不能

規模 計測不能

面積 (2.0)rrl 調査区住居確認面のみ

壁高 15cm 

三島木遺跡

床面 掘り方面から 8cm~10cm程焼土とローム

土を含む硬く締まった黒褐色土によって平坦な面

を造り、床面を構築している。多少の凹凸はある

が、概ね平坦である。

柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

炉． 竃調査区内では未確認

遺物 土師器片 17点出土。小片のため図化できな

かった。

所見 全体を調査できないため詳細は不明である。

試＼＼ 
ゞ冤

心 L=44.00m A' 
2 

3土坑

A' 

へや
令

ャ
ク

x
 

焙
ウ

ヽヽ

レ

0
,
 

1: 60 2m 

1号住居

1 黒褐色土 As-A軽石含む。
2 黒褐色土 白色粒子、焼土、灰、炭を含む。
3 黒褐色土黄褐色パミス、ローム粒、焼土を少屎含む。4層よ

り締まり弱い。
4 黒褐色土 As-C？黄褐色パミス、ローム粒、焼土少最含む。

硬く締まる。
5 黒色土 As-C？黄褐色パミス、白色微粒、ローム粒、焼土含

む。粒土にバラッキが見られる。
6 黒色土 焼土粒、白色粒 (FP?)が多い。7層よりは少ない事

から分層するも同じ？。
7 黒褐色土 ロームプロック混じる。密に締まる。
8 黒色土 焼土プロック 5~10％含む。粘性低い。締まり良い。
9 にぶい黄褐色土 ソフトローム＋灰黄褐色粘質ローム混土。

第129図 1号住居平・断面図

2. 土坑跡

本遺跡から 7基の土坑跡を検出した。同一面上で

の遺構調査であるため明確な時期判定は難しく、埋

没土の土質・色調及び遺物の検討を行った。しかし、

出土遺物から時期 ・用途を想定できたものはなかっ

た。また、線路敷設時の土地整備、近現代の宅地開

発等により、上部からの削平や後世の攪乱が著しく、

遺構の遺存状態は非常に良くなかった。それぞれの

形態・規模については一覧表（第19表）、遺構図に

掲載した。土坑跡は、主に調査区中央から南と北で

確認されている。ピット跡も含めて掘立柱建物跡、

柵列跡等の関連に着目し、整理時に検討を加えてみ

たが、該当するものはなかった。大部分の土坑は、

円形の形態をとっている。埋土から中世～近世にか

けての土坑と考えられる。以下、土坑について詳述

する。
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1区竪穴住居跡

1号土坑（第130図、第19表、 PL38)

調査区中央よりやや南東側に位置する。断面は長

方形、平面は円形である。底面は、小さな凹凸をも

つが、概ね平坦である。埋土は、黒褐色土を主体に

ローム粒・ブロックを含む。土師器片多数、須恵器

片4点出土。小片のため図化できず、時期も特定で

きなかった。埋土の状況から比較的新しい土坑と考

えられる。

覧

,' 

f
+
、□X
 

A

＿
 

立 L=43.60m

／ 

A' 

1号土坑

l 黒褐色土 焼灰10%、As-B？軽石、焼土極少含み、ローム粒
10％含む。締まり弱い。

2 黒色土 As-B？軽石、焼土、炭含む。
3 黒色土 地山ロームブロック含む。粘性帯びるが締まり弱い。

底面付近はロームプロックが多くパサパサしている。

ロ
4 黒褐色土 1層と同質。色調やや淡色。
5 黒色土 2層に地山ローム粒塊含む。

第130図 1号土坑平・断面図 ゜
1 : 40 1 m 

2号土坑（第131図、第19表）

北西側の北壁に位置し、遺構の北半分が調査区外 A 

に延びるため全形は不明である。平面上は 3つの据

り込みが見られる。断面の状況からも中央に古い土

坑があり、南北に新しい土坑が据られている状況を

伺うことができる。埋土の大部分は黒褐色土を主体

とし、若干の焼土粒と炭化物を含み、ローム粒少量

含む。遣物はない。

2号土坑 /i_ L=44.10m 

1 黒褐色土 As-A軽石含む。
2 黒褐色土 As-B？軽石含む。
3 黒色土 ロームプロック 15~20％含む。As-C？含む。やや

粘性を帯びたシルト質。
4 黒褐色土 As-C?含む。シルト質を呈し、底部床面にローム

皿層有り。締まり良い。
5 黒色土 ロームブロック、 As-C？混土。焼土少屈含む。締ま

り良い。
6 にぶい黄褐色土 ロームプロソク主体。硬く締まる。
7 黒褐色土 5・6層の混土。
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力
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久
へや
令
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キ
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令
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又
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や
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ク
、

4

ヽ
少

A' 

A' 

6 7 

゜
1 : 40 lm 

第131図 2号土坑平・断面図

3号土坑（第132図、第19表、 PL38)

調査区中央やや北西側に位置し、北東3分の 1は

調査区外に延びるため全形は不明である。検出した

状況から 、円形であると推察される。断面は中位に

括れをもつ糸巻き形である。埋土は、暗褐色砂質土

に白色軽石粒、ローム粒を僅かに含む。長径最大

60cmに及ぶ礫が詰め込まれた状態で出土した。土

師器片多数、須恵器片 4点出土。小片のため図化で

きなかった。埋土の状況から近世の土坑の可能性が

高い。
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三島木遺跡

需公

△_ 

A L=43.90m A' 

＼
 

3号土坑

1 黒色土 ロームプロック、 As-B?軽石含み、白色粒、焼土粒

0 1:40 lm 少飛含む。所々空洞が見られる程締まり無い。

第132図 3号土坑平・断面図

4号土坑（第133図、第19• 22表、 PL38• 40) 

調査区南側に位置する。平面はほぼ円形である。

断面は逆台形である。埋土は、暗褐色砂質土に白色

軽石粒、ローム粒を僅かに含む。 1はほぼ完形の土

師器坪、2は土師器坪片である。その他、土師器坪

が出土しているが、小片のため図化できなかった。

言
一こ

゜
1: 3 10cm 

A L=43.70m A' 

4号土坑

1 黒色土 As-B？混土。白色鉱物10％全面に見られる。石上面

のみローム粒が見られる。粒士均ー。 締まり良い。

2 黒色土 1層と同質と思われる。鉄分変色が見られ、硬く締ま

る。

3 黒色土 4層とほぽ同質。壁崩土ロームブロックが主体。

4 黒色土 ローム粒 3%、焼土少品、白色鉱物 1/ 2含む。粘性

が有り、酸化鉄分変色が見られる。締まり弱い。

5 黒色土粒度不均ー。 ロームプロソク含む。表面上白色鉱物は

見られない。粘性弱く、締まりも弱い。

4
 5

 

゜
1 : 40 lm 

第133図 4号土坑平・断面図

5号土坑（第134図、第19表、 PL38)

調査区南側に位置し 6号土坑と重複する。本遺構

の方が旧い。平面は円形で、底面はほぼフラットの

円柱形である。上層中央部に黒色焼け灰を含む凹み

がある。埋土は黒色土が主体で、鉄分や地山ローム

ブロックを含む土である。遺物が出土していないの

で、時期を特定することは出来ない。

5号土坑

1 黒色土 ローム粒、ロームプロック、 As-C?少贔含む。粒度

均ー。 締まり弱い。

出土遺物

上口：べ、口舜

A L=43.20m A' 

□ 。 1:40 lm 

第134図 5号土坑平 ・断面図
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土坑跡

6号土坑（第 135図、第19表、 PL38)

調査区南側に位置し、 5号土坑と重複する。本遺

構の方が新しい。調査当初は、 5号土坑を壊すよう

な倒木痕と考えられたが、埋土の状況から土坑跡と

判断された。埋土は、締りの弱い黒褐色土である。

遺物が出土してないので、時期を比定できなかった。

み
ヽ
ヽ

冨皇3

x* ＼ 
A I I ヽ ＼ ヘヽ ＼ A' 

} 

ノ
ヽ

マ
5土坑

A L=43.50m A' 

゜
1: 40 lm 

第135図 6号土坑平・断面図

7号土坑（第136図、第19• 22表、PL38• 40) 

調査区の中央よりやや南側に位置する。 5号溝と

重複するが本遺構の方が新しい。平面はほぽ円形で、

断面形状はやや底が狭くなっているが、ほぼ円柱状

である。埋土は黒褐色土を主体とし、締りの弱い粘

質土であるが、底面は粘りが強く良く締まった土で

ある。縄文時代中期後半の深鉢の底部が出土してい

る。出土遺物は 1点だけなので時期を比定できない

が、埋土の状況から縄文時代の遺構である可能性が

高いと思われる。
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傘
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A L=43.50m △: 

口
7号土坑

1 黒褐色土 ローム粒、白色微粒、炭少最含む。締ま り弱い粘質土。

2 黒褐色土 粘質土。灰白色粘土塊、炭含む。粘性高く締まり良い。

゜
1:40 lm 

゜
1: 3 10cm 

第136図 7号土坑平・断面図 出土遺物

第19表土坑跡一覧表

番号 遺構番号 位 置 形態 主軸方向
規模(m)

出土遺物 備考
長径 短径 深度

1 1号士坑 X = 33692 Y = -41940 円形 N-49° -E 0 8 0 78 0 47 
土師器片32点、須恵器片4点、石

1点

2 2号土坑 X = 32716 Y = -41957 不整形 N-37°-W 2 2 0 08 

3 3号土坑 X = 32710 Y = -41953 楕円形 N -31° -E 1 0 64 土師器片26点、須恵器片 1点

4 4号土坑 X = 32684 Y = -41935 楕円形 N-73°-W 0 86 0 7 0 71 
ほぼ完形の土師器坪 1点、土師器

片3点

5 5号土坑 X = 32687 Y = -41936 円形 N-25°-E 0 6、 0 59 0 16 

6 6号土坑 X = 32687 Y = -41937 不整形 N-30°-E 1 42 0 45 

7 7号土坑 X = 32690 Y = -41939 楕円形 N-87°-W 0 54 0 44 0 17 同一個体縄文土器9点
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3. 溝跡

本遺跡から 8条の溝跡を検出した。溝跡について

も時期不明のものが多く、埋土からの出土遺物は、

古墳時代から近 ・現代のものまで混在している。 1

~3号溝は底面の標高差から北東から南西に流れて

いたと推察される。4・5局溝は標高差がなく 、流

れた方向は不明であるが、走向は 76゚ 西に傾いて

1号溝（第137図、 PL39)

位置 X = 32704~706 Y = -41949~951 

調査区中央に位置する。

重複遺構 なし

走向 北東から南西(N-46° -E) 

形態 直線的で、断面は逆台形である。2 • 3号溝

と併走する。

2号溝 （第137図、 PL39)

位置 X = 32702~704 Y = -41948~950 

調査区中央部に位置する。

重複遺構 なし

走向 北東から南西(N-46° -E) 

形態 直線的で、断面は逆台形である。 1• 3号溝

と併走する。

規模 検出全長 2.72m 上幅 0.42~0.60m

3号溝（第137図、 PL39)

位置 X = 32702~703 Y = -41948~950 

調査区中央部に位置する。

重複遺構 なし

走向 北東から南西(N-46° -E) 

形態 直線的で、断面は逆台形である。 1• 2号溝

と併走する。

規模 検出全長 2.78m 上幅 0.74~0.88m

三島木遺跡

いる。7・8号溝は北から南に流れていたと推察さ

れる。殆ど時間差の認められない溝が重複していて、

出土遺物も小片 ・少数のため、どちらの遺構に伴う

ものか、出土遺物の選別はできなかった。他遺構と

の埋土の比較と出土遺物より中世から近世までの溝

跡が大半であると推察される。

規模 検出全長 2.55m 上幅 0.28~0.50m

底幅 0.23~0.32m 深さ 0.26m

遺物 なし

所見 埋土の状況、併走する 1• 3溝の状況から、

長くても江戸時代から近代にかけての比較的新し

い溝と考えられる。

底幅 0.26~0.50m 深さ 0.14m 

遺物 土師器片 4点、須恵器片 l点出土。小片のた

め図化できなかった。

所見 遺物の出土状況や、併走する 1• 3溝の状況

から、長くても江戸時代から近代にかけての比較

的新しい溝と考えられる。土師器片、須恵器片に

ついては、やや摩滅気味であることから混入と考

えられる。

底幅 0.10~0.32m 深さ 0.17m 

遺物 土師器片 14点出土。小片のため図化できな

かった。

所見 遺物の出土状況と重複関係から、近世の比較

的新しい溝で、現代まで使用されていた可能性が

ある。土師器片、須恵器片については、やや摩滅

気味であることから混入と考えられる。
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溝跡

A
 

区 外

1
号
溝

2
号
溝

1号溝

1 黒褐色土 As-B？軽石含む。酸化鉄分変色が見られる。焼土

粒少益含む。シルト質土。

2 黒褐色土． As-B？軽石含む粘質土。地山崩土の流れ込み。

攪 乱

2号溝

1 黒褐色土 A翫 B？軽石含む。酸化鉄分変色が見られる。焼土

粒少最含む。シル ト質土。

3号溝

1 黒褐色土 As-B？軽石含む。酸化鉄分変色が見られる。焼土

粒少量含む。シルト質土。

2 里褐色土 As-B？軽石含む粘質土。地山崩土の流れ込み。

A L=43 80m A' 

l I 

と 1ヽ ＼ 2 ゜
l 60 2m 

2 

1号溝 2号溝 3号溝

第137図 l~3号溝 平 ・断面図

4号溝（第138• 139図、第22表、PL39• 40) 

位置 X = 32690~692 Y = -41938~942 

調査区中央部から南側に位置する。

重複遺構 なし

走向 西北西から東南東(N-74°-W)

形態 直線的で断面はやや急峻な斜面をもつ逆台

形状である。

5号溝（第 138• 139図、第22表、PL39• 40) 

位置 X = 32689~690 Y = -41937~940 

調査区中央部か ら南側に位置する。

重複遺構 4号ピットと 7号土坑と重複する。本遺

構が旧い。

走向 西北西から東南東(N-78° -W) 

形態 後世の攪乱によって、全形は不明である。

規模 検出全長 3.78m 上幅 0.48~0.82m

規模 検出全長 3.96m 上幅 0.48~0.78m

底幅 0.16~0.30m 深さ 0.15m 

遺物 江戸時代初期の煙管の雁首が出土。その他、

土師器片 6点、近世陶器片 1点、縄文土器 l点出

土。 小片のため図化できなかった。

所見 埋土の状況と董複関係から、近世の比較的新

しい溝で、現代まで使用されていた可能性がある。

底幅 0.12~0.38m 深さ 0.15m 

遺物 刷毛目のある須恵器甕の胴部片が出土。 その

他、土師器片多数、須恵器片、陶器片、縄文土器

片出土。 小片のため図化できなかった。

所見 遺物の出土状況と埋土の状況から、近世の比

較的新しい溝で、現代まで使用されていた可能性

がある。4号溝と走行も 一致し、埋土も酷似して

いる状況から、それぞれの遺構はさほど時間差な

く利用されていた可能性がある。

4号溝
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0 01 

》

¥
門
|

l

□

溝号5
 

I I 

第138図 4・5号溝出土遺物
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三島木遺跡
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4号溝

1 黒褐色土 As-A軽石含む。硬く締まる。

2 黒褐色土 As-A軽石＋ローム粒塊の混土。

3 黒色土 ロームプロック、焼土、炭含む。粒度不均ー。 2層と

同質だが、ロームブロックが2倍以上含まれる。

4 黒色土 2層と同質だが、ロームプロ・ノクが2倍以上含まれる。

5号溝

l 黒褐色土 As-A軽石含む。硬く締る。

2 黒色土 ロームブロック、焼土、炭含む。粒度不均ー。4溝の

2層と同質だが、ロームプロックが2倍以上含まれる。

(4溝の 3陪）

3 黒褐色土 4溝の 1附と同じだが、軽石粒の径大きく、多量。

4 黒褐色土 As-A軽石＋ローム粒塊の混土。(4溝2層）

゜
l: 60 2m 

第139図 4・5号溝平・断面図

6号溝（第140図、第22表、 PL39• 40) 

位置 X = 32685~687 Y = -41934~937 

調査区南側に位置する。

重複遺構 5・6号土坑と重複する。本遺構が旧い。

走向 西から東(E-W) 

形態 後世の攪乱によって、全形は不明である。

規模 検出全長 2.76m 上幅計測不能

底幅計測不能 深さ 0.29m

遺物 1の須恵器の甕出土。その他、土師器甕出土。

小片のため図化できなかった。

所見 時期を特定することはできなかった。遺物の

出土状況と埋土の状況、重複関係から、近世の比

較的新しい溝と推察される。
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第140図 6号溝平 ・断面図 出土遺物
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溝・堀立柱建物跡

7号溝（第141図、第22表、 PL39• 40) 

位置 X = 32679~682 Y = -41931~932 

調査区南側に位置する。

重複遺構な し

走向 北北東から南南西(N-14°-E)

形態 直線的で、断面は皿状である。遺構外に延び

るため、全形は不明である。

規模検出全長 2.68m 上幅 0.42~0.50m

底幅 0.12~0.38m 深さ 0.10m 

遺物 1の須恵器坪、 2の須恵器甕が出土。

その他、土師器片 6点、須恵器片 1点出土。小片

のため図化できなかった。

所見 埋土の状況から比較的新しい溝と推察される

が、時期を特定できなかった。

8号溝（第141図、 PL40)

位置 X = 32679~682 Y = -41930~931 

調査区南側に位置する。

重複遺構なし

走向北から南(N-S) 

形態 直線的で、断面は皿状である。全形は不明で

ある。

規模検出全長 2.2m 上幅 0.30~0.48m 

底幅 0.11~0.28m 深さ 0.06m 

遺物 土師器片 15点、須恵器片 4点出土。小片た

め図化できなかった。

所見 埋土の状況から比較的新しい溝と推察され

る。
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7号溝 8号溝

第141図 7・8号溝平・断面図 7号溝出土遺物

4. 掘立柱建物跡

1号掘立柱建物（第142図、第20• 22表、 PL39• 40) 規模 計測不能 p 1~P3間 3.50m（調査区内）

位置 l区 X = 32681~684 Y = -41929~933 調査区内 P3~P5間 4.40m（調査区内）

重複遺構 7 • 8号溝と重複する。7号溝との新旧 柱穴 掘り方の形態は不明。規模は径32~38cm、

関係は不明である。遺構断面と覆土の状況により、 深さ 17~34cmである。

8号溝よりも本遺構の方が旧いと考えられる。

形態 調査区外に延びるため全形は不明である。

（調査区内では 2間X2.5間）

方位計測不能

遺物 2号ピットから須恵器坪が出土。

所見 調査区外に延びている可能性があり、規模

は不明である。出土遺物からは時期を特定できな

かった。
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三島木遺跡
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1号掘立柱建物

1 黒褐色土 ローム粒5％含む。砂質土。

2 黒褐色土 ローム粒5％含む。粒度細かい。締まり弱い。

3 黒褐色土 ローム粒10％含む。締まり弱い。

4 黒褐色土 ロームプロック含み、粘質土プロック、 As-B?

軽石少醤含む。締まり良い。

5 黒褐色土 ローム粒主体。3層より締まり弱い。

攪

乱

第20表 1号掘立柱建物計測表

遺構番号 長径 短径 深度 柱間長

p 1 0 42 0 36 0 25 p 1~2 1 70 

p 2 0 46 0 36 0 11 P2~3 1 75 

P3 0 39 (0 38) P3~4 2 25 

P4 0 43 0 36 0 32 P4~ 5 2 15 

P5 0 40 0 56 

p 4 5 

＼ 口／

単位(m)

第142図 1号掘立柱建物平 ・断面図 出土遺物

3
 

ざ

区

外

p 5 

0 1:60 2m 

l I 9 ■9● 9999 999 ●●9 9 99 9| 

゜
1 : 3 10cm 

5. ピッ ト跡（第21表）

本遺跡から 4基のピットを検出した。 1・2号ピッ

トの平面は円形、 3 • 4号ピットは楕円形である。

線路敷設時の土地整備によって、上部からの削平が

著しく 、浅く掘られたピットは、この時点

で消失してしまったものと推察される。それぞれの

形態 ・規模については一覧表に（第21表）、位置に

ついては全体図に掲載した。どのピット跡も出土遺

物が少なく、時期を比定するまでには至らなかった。
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遺構外出土遺物 ・遺物観察表

第21表 ピット跡一覧表

規模(ml
番号 ピット番号 位置 形態 出土遺物 備考

長径 短径 深度

1 1号ピ ット X = 32678 Y = -41928 円形 0 40 0 38 0 23 2号ピノトと重複、本ピ ノトが新 しい。

2 2号ピット X = 32678 Y = -41928 円形 0 39 0 38 0 26 1号ピソトと重複、本ピソトが旧い。

3 3号ピソト X = 32712 Y = -41955 （桁円形） (0 40) (0 28) 0 38 

4 4号ピソト X = 32689 Y = -41939 楕円形 0 46 0 36 0 36 土師器片2点 5号溝と重複。

6. 遺構外出土遺物（第 143図、第22表、 PL40)

本遺跡から出土した遺構に伴わない遺物を報告す

る。 1は縄文時代早期の砲弾型をした山形押型文土

器、 2は土師器高坪の脚部である。その他、縄文土

器片 7点、 土師器片、須恵器片多数、陶器片 5点が

出土しているが、小片のため図化できなかった。長

期に亘る遺構が存在していたことも推察されるが、

調査区が狭く 、さらに上部からの攪乱や削平によっ

て遺構の遺存状態が悪いことなどから、今回の調査

では、明確に時代を決定付けられる遺構の存在は明

らかにできなかった。

り
j1ー

／ 

゜
1 : 3 10cm 

第 143図遺構外 出土遺物

第22表 三島木遺跡遺物観察表

4号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第 133図 土師器 覆土 口径 12 5 ①粗 ・細砂粒多埜 外面口縁部横撫で、胴～底部箆削り。内面

PL 40 1 坪 ほぼ完形 底径 6 1 ②酸化焔 口縁～底部横撫で。内外面に油煙付着。

高さ 4 5 ③橙色
平安時代

第133図 土師器 覆土 口径 （11 0) ①微砂粒少最 口縁～胴部上位横撫で、胴部下位～底部箆

PL 40 2 杯 口縁～底部片 底径 （7 0) ②酸化焔 削 り。内面口縁～底部回転担で。

高さ 2 2 ③橙色

別
種

種

器

文

鉢
縄
深

[青
出土位置

残存状態
--

筏土
胴～底部

冒［ ①胎土②焼成③色調

霜□□高さ (9 8) ③灰白色

器形 ・技法の特徴

原体RLの単節斜縄文を縦位に施文した後、
凹線を 2条垂下させる。内外面とも無地の
ところは磨いたような撫で。

備 考

縄文時代中期後半
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三島木遺跡

4号溝

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値 材料
器形 ・技法の特徴 | 備 考写真図版 器種 残存状態 (cm) 重屈(g)

第138図 金属 毅土 長さ 6 7 真鈴 火皿欠。先端部上方に湾曲。全体錆び付い
PL 40 

1 
製品 雁首 高さ 1 5 4 9 て緑青で覆われる。中央上部叩きによ って
煙管 火圃受け口径09 つぶれ痕。

小口径 06 1江戸時代前期

5号溝

挿図番号
番号

種別 出土位薗 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 | 備 考写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第138図 須恵器 覆土 口径 ①粗・細砂粒多最 紐作り後叩き成形。外面は平行叩きとカキ
PL 40 1 甕 胴部片 底径 ②還元焔 目条痕。

高さ (7 l) ③灰オリープ

6号溝

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調I 器形 ・技法の特徴 | 備 考写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第140図 須恵器 覆土 口径 ①粗・細砂粒多量 I紐作り後成形。外面平行叩き。内面青海波紋。
PL 40 1 甕 胴部 底径 ②還元焔

高さ (4 6) ③灰色

7号溝（1号畑）

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 備 考写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第141図 須恵器 覆土 口径 ①微砂粒少益 外面胴部下端回転撫で、底部回転糸切り 。
E L40 1 切 胴部下端～底部 底径 (6 8) ②酸化焔 内面胴部下端～底部回転撫で。

1 / 6 高さ (1 5) ③橙色

第141図 須恵器 覆土 口径 ①粗 ・細砂粒多贔 輛輯整形。頸部は貼付。内外面口縁部下端
P L40 2 甕 口縁部下端～胴 底径 ②還元焔 ～胴部下端回転撫で。

部上端破片 高さ (4 1) ③灰色

1号掘立柱建物

宣喜冒口］：；口：：） ：口：］］言》喜］三□~I 備 考

遺構外

挿図番号
番号

種別 出土位骰 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 備 考写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第143図 縄文 覆土 口径 ①粗・細砂粒多量 胎土に角閃石 ・石英・チャートが多い。砲 群馬県埋蔵文化財調
PL 40 深鉢 胴部破片 底径 ②酸化焔 弾型の山形押型文土器。 査事業団 ・報告集

1 高さ (3 6) ③にぶい褐色 332焦「波志江中屋
敷遺跡」参照
縄文時代早期

第143図 土師器 覆土 口径 ①粗 ・細砂粒多最 杯部底箆磨き。外面箆削 りの後、下に向かっ
PL 40 高杯 底部～脚部上位 底径 ②良好 て撫で。脚部内面絞り目。箆削り後、右回

2 4/ 5 高さ(120) ③にぶい橙色 りに撫で。外面底部箆磨き、脚部上位箆削
り後箆磨き 。内面脚部上位箆削り 。 5世紀前半
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城ノ 内遺跡





第5節城ノ内遺跡

I. 遺跡の概要

城ノ内遺跡は金山丘陵の南西に位置し、周知の埋

蔵文化財包蔵地である「城ノ内遺跡」および「大島

城跡」の西辺部に位置する。本遺跡から、竪穴住居

跡6軒、掘立柱建物跡 3棟、溝跡 9条、土坑跡28基、

ピット跡63基を検出した。竪穴住居跡 2軒、及び

土坑跡 ・ピット跡の多くは遺物を伴わず、重複関係

からも時期を正確に特定するには至っていないもの

の、他の遺構との関係から、検出遺構の多くは古墳

時代と中世の 2つの時期に集中すると推察される。

古墳時代

本調査で検出した遺構の内、調査時の観点から竪

穴住居跡 4軒、土坑跡10基、溝跡 1条が古墳時代

に属するものと考えられる。竪穴住居跡では、良好

な状態での遺物の出土例は少ないものの、 1号住居

では祭祀に伴うものと思われるミニチュアの手捏ね

土器、器台といった遺物が出土している。また、 5

号住居は寵と床下土坑があり 、古墳時代中期のも

のであると考えられる。特筆する遺構としては、 10

号土坑を挙げることができる。この土坑は、北側三

分のーが後世の土坑により壊された状況で検出され

た。平面形状は楕円形で、据り方は底面近くをやや

オーバーハング気味に掘られている。埋土中からほ

ぽ完全な形の甕 ．壷 ・器台等の土師器が出土してい

ることから、土器を埋納した遺構である可能性も考

えられる。 しかし、細かく割れた状態で出土した遺

物も多数見られることから、本土坑の性格付けに関

しては更に検討を必要とする。

奈良•平安時代

この時期の遺物は調査区全域から出土しているも

のの、遺構としては掘立柱建物跡 l棟と中世大島城

跡（第2表、 56)に伴う堀に併走する形で切られた 4

号（旧）溝のみが検出された。この溝に関しては、自

然河川の様相を呈し、遺物の中には古墳時代のもの

遺跡の概要

も多数出土していることから、起源はさらに遡るも

のと思われる。

中・近世

土坑跡2基、掘立柱建物跡 2棟、溝跡 7条、いく

つかのピットがこの時代に属するものであると推察

される。9号土坑は平面が楕円形で、断面がフラス

コ型で、 lm程の深さがある。石臼の破片と同時に

板碑の破片も出土しており、土坑墓の可能性も考え

られる。また、当初円形に掘られた井戸跡と思われ

ていた 15号土坑からも板碑の破片が多く出土して

いることから、その性格付けについての検討を要す

る。溝遺構については、太田市史（中世遍）の大島城

概略図と照らし合わせてみると、大島城に伴う堀と

考えられる 4~6号溝がある。同じく何 らかの区画

を表すと思われるものが 1号溝。さらに流路が蛇行

している 2号溝があり、いずれもほぽ同時期のもの

と思われるかわらけ・内耳土鍋等が出土している。

4号溝と 5号溝は形態が異なり、検出時の規模で 5

号溝は上幅約 5m、下幅約 3m、深さ約 lm、断面

が逆台形の典型的な堀の様相を呈するのに対し、 4

号溝は上幅約 3m、下幅約 2m、深さ約0.5mで検

出時の規模とはいえ、城の堀としてはかなり浅く、

また底面は小区画水田のように畦状障壁が見られる

ことから、堀としての機能や障子堀との関係が注視

される。なお、埋土から近世と思われる溝も 2条検

出されたが、いずれも性格は不明である。また、検

出されたピット跡を検討した結果、間隔や深さ、 4

号溝との関係から 2棟の掘立柱建物を認識するに

至った。

その他、掘立柱建物跡や柵列跡の一部であろうと

思われるピット跡もあるが、調査範囲が狭いために

確実な遺構として捉えることはできなかった。
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城ノ内遺跡

1区 > 呂g 

］ 2区 喜 喜
l I l l 

II l l ょ II 
＞ ＞ > •l 

第145図 城ノ内遺跡調査区座標設定図

159 



1区堀立柱建物跡

II. 遺構と遺物

1. 竪穴住居跡

1号住居（第146• 147図、第28表、 PL42• 47) 

位置 1区 X = 33004~008 Y = -42094~096 

重複遺構 12号土坑と重複する。本遺構は 12局土

坑より旧い。

形態 調査区北側に位置し、住居西壁が調査区域に

ある。調査できたのが、全体の四分の一だけなの

で全形は不明である。

方位 N -14° -W 

規模 4.36 X (2.l)m 調査区内

面積 (8. 87) rrl 調査区内

壁高 0.3m 

床面 上部から削平され、遺存状態は良くない。掘

り方から 2cm~4cm程にぶい黄褐色土で埋土を

施し床面を構築している。床面でピット 2基と土

坑 2基を検出。掘り方面は多少の凸凹はあるが、

概ね平坦である 。

ピット P 1 32 x 28cm、深さ 17cm

P 2 32 x 24cm、深さ 15cm

土坑 l土坑 74x 45cm、深さ 4cm（一部38cm)

底面は概ね 4cmの深さで長方形。2土坑 45 X 

45cm、深さ 16cmのほぼ円形。

周溝 調査区内では未確認

炉．竃 調査区内では未確認、調査区外に位置する

と考えられる。

遺物 lの土師器甕、 2の土師器手捏ね土器が出

土。その他、 土師器片多数出土。小片のため図化

できなかった。

所見 埋土の状況と出土遺物から古墳時代前期の住

居の可能性がある。

§ 

Y= -42094;¥ 

△ 
叫 A' 

eP2  

@ P l  

c
 □1号土c坑

・ @ ． 

叫 唸42 

l
l
 

Y
 

“X
+
 L = 45.30m 

A 『 A'— 3 — , -~—· 
戸

8ここ ローロ：三二二三
1号住居

1 現表土
2 As-A混土
3 黒褐色土 白色粒子、炭を含む。鉄分層あり。
4 暗褐色土 As-B、As-A?、白色鉱物 (FP)を含む黒褐色土。

表面上ロームブロックは極めて少なく、 下層面に沿
うように、 As-Bと思われる軽石が多く見られる。
粒土均ー。密で硬く締まる。

5 黒褐色土 As-B、焼土、炭含む。硬く締まった土。
6 黒色土 FP白色鉱物（径3~5mm)、As-C?混土。焼土、炭

低層に見られる。やや粘性を帯びた土。

叫

叫

C L=44 80m 互＿

一゚1 60 2m 

7 黒色土 ロームブロソク混13層。FP（径 3mm)見られる。13

層に比べると締まりが弱い。
8 ソフトローム
9 黒色土 As-B、As-A?、白色鉱物(FP)を含む黒褐色土。焼土・

炭少量含む。硬く締まる。
10 黒褐色土 As-B、As-A?、白色鉱物 (FP)を含む。ローム粒

10％含む。やや粘性を帯びる。
11 黒褐色土 18層に似たロームプロ ック主体の層。

第146図 l区1号住居平 ・断面図
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城ノ内遺跡

~2 

゜
1 3 10cm 

＼ 

＼ 
／へ／

/ 1 

第147図 1区1号住居出土遺物

2号住居（第148• 149図、第28表、 PL42• 47) 

位置 1区 X = 32990~994 Y = -40088~092 

重複遺構 2 • 3号溝と 13号土坑と重複する。本

遺構が一番旧い。

形態 調査区境にあるため、全形は不明である。調

査区内の状況から長方形であろうと推察される。

方位 N-24°-W 

規模 4.4 X (2.56)m 調査区内

面積 (10.34) rrl 調査区内

危唸

3i喘

や

畔

壁高 計測不能

床面 後世の削平により、遺存状態は良くない。多

少の凹凸はあるが、概ね平坦である。掘り方は確

認できなかった。

柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

炉． 竃調査区内では未確認

遺物 1の土師器坪、 2・3の土師器甕が出土。そ

の他、土師器片が出土。小片のため図化できなかっ

た。

所見 埋土の状況と出土遺物から、古墳時代前期の

吋

m 

寸

゜

z
 

ヤ
I
 

日
og

・vv
=
 
1
 

2号住居

1 黒掲色土 白色鉱物(FP)が全面に 5％程見られ、

As-C7やローム粒を少量含む。全体

的に鉄分変色が見られる。締まり良い。

2 黒色土 ロームプロソク（径 2mm)が見られ、 1陪

との境に沿うように薄層が見られるな

ど、人為的敷土。住居の貼り床。

3 黒褐色土 ロームプロ）ク 15％含み白色鉱物含

む。やや締まり弱い。

4 黒褐色土 ロームプロソク、白色粒子を含む、締

まった土。

5 黒褐色土 4層よりもロームプロック多い。

(</) 30~50mm5%) 

吋酌甜

＼ ヽず

゜
1 : 60 2m 

第148図 1区2号住居平・断面図
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竪穴住居跡

こ
2
 

ゴ7―
 

゜
1 : 3 10cm ／ 

第149図 1区2号住居 出土遺物
3
 

住居の可能性がある。

3号住居（第150図、 PL42)

位置 1区 X = 32980~983 Y = -42082~083 

重複遺構 4号住居と重複する。土層断面の切り合

い状況から 4号住居より 旧い。

形態 調査区境にあるため、全形は不明である。

方位 N-20°-W 

規模 (3.26) X (0.38)m 調査区内

面積 （1.10) rrf 調査区内

ぶ
6
脳
8

約

゜
2
 

4
 

l
l
 Y

 

“
x

f
 

ヽ
A 区外 A' ． ．  

二

4住居

3号住居

Y:-420坊十］

1 黒褐色土 焼土プロソク（径10~20mm)、青灰色シルト質粘土

ブロック（径10mm）、ローム粒、灰色鉱物 As-B ? 

を含む。硬く締った土。

2 黒褐色土 As-B混土。白色粒子焼土を含む締り良い土。

3 黒色土 As-B、As-A?、白色鉱物の混土。ロームプロック

（径5mm)が底面に多く見られる。又焼土 ・炭も見られ

る。粘性を帯びた土。

壁高 計測不能

床面 上部からの削平と攪乱により、遺存状態はあ

まり良くない。掘り方から 20cm程黒褐色土で床

を形成している。

柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

炉． 竃 調査区内では未確認、調査区外に位置する

と考えられる。

遺物 なし

所見 出土遺物もなく、遺構も遺存状態が良くなく

』L. L = 44.90m A' 

7
 

4 黒褐色土 下位地山ロームに沿って、焼土、灰層が見られ、ロー

ム粒の混入も見られる。爺関連の土。

5 黒褐色土 As-C・白色鉱物含む。ロームプロック 20%、焼

土少量含む。やや粘性を帯びる。

6 黒褐色土 As-C、白色鉱物含む。ロームプロ ック 10%、焼土・

炭含む。鉄分変色が顕著に見られる。締まりやや弱

し‘°

7 黒褐色土 ロームプロ ック ・炭が6層よ り多 く、締まり良い。

第150図 l区3号住居平 ・断面図

゜
1: 60 2m 

時期を特定することはできなかった。

4号住居（第151図、 PL42)

位置 1区 X = 32970~976 Y = -42081~085 

重複遺構 3号住居と重複し、本遺構の方が新しい。

形態 4号住居は、東側が調査区外にあるため、全

形は不明である。

方位 N-22°-W 

規模 4.68 X (2.7)m 調査区内

面積 (3.49) rri 調査区内

壁高 0.3m 

床面 上部からの削平を受け、遺存状態はあまり

良くない。中央部にある土坑は、 4号住居が放棄

され完全に埋没してから掘られた後世の土坑であ

る。床面は概ね平坦である。

柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴 調査区内では未確認
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周溝 調査区内では未確認

炉． 竃 調査区内では未確認、調査区外に位置する

と考えられる。

ヽ A' 

/y`弼

“ャ

A L=44.90m 
5 攪乱 △ 

14-

15 

B L=44.60m 

3 上層土攪乱土。

B' 4 黒褐色土 焼土プロック（径10~20mm)、青灰色シルト質粘土

プロソク（径10mm)、ローム粒、灰色鉱物 As-B?

を含む。硬く締った土。

5 黒褐色土 As-B、As-A？白色鉱物の混土。ロームプロック

の薄層が見られる。焼土プロック 10％と多く含み

硬く締った土。

6 黒色土 9層と同質。

7 黒褐色土 混入物は 9層と同じ、色調が明色で粘性は低く、締

まり弱い。

8 黒褐色土 ロームプロック 20%、白色粒子を含む粘質土。

9 黒色土 As-B、As-A?、白色鉱物の混土。ロームブロック

（径 5mm)が底面に多く見られる。又焼土、炭も見ら

れる。粘性を帯びた土。

10 黒褐色土 ロームプロック 20%、黒色土プロック 5%、白色粒

子を含む。粘質土。

11 黒褐色土 13層と同質。

12 黒褐色土 ロームプロック主体。

13 黒褐色土 ロームブロック（径 4mm) 20%、As-C?、白色鉱

物を含む。締まり弱い。

14 黒色土 As-B混土。白色鉱物・焼土 ・ローム粒含む。締まり

良い。

15 黒褐色土 下位地山ロームに沿って、焼土、灰層が見られ、ロー

ム粒の混入も見られる。裔関連？。

16 暗褐色土 下層ロームを多く含む。

B' 

4号住居

1 黒色土 ロームブロック（径 3mm) 20%、黒色土プロック 5%、

As-B、As-Cの混土。白色鉱物 (FP)含む。粘性を

城ノ内遺跡

遺物 土師器片 13点出土。小片のため図化できな

かった。

所見 出土遺物もなく、遺構も遺存状態が良くなく

時期を特定することはできなかった。

17 ソフトローム

帯びた土。

2 黒褐色土 1層と同質。色調は明るい。

゜
1: 60 2m 

第151図 1区4号住居平 ・断面図

5号住居（第152• 153図、第28表、 PL42• 47 • 48) 

位置 1区 X = 32970~976 Y = -42081~085 

重複遺構 なし

形態 後世の攪乱によって、全形は不明である。

方向 N-22°-W 

規模 4. 68 X (2. 7) ill 調査区内

面積 (12. 77)面調査区内

壁高 計測不能

床面 掘り方より 2cm~8cm程ロームブロックと

黒褐色土の埋土を施し床面を構築。床面にピット

3基を確詔。床面は、多少の凹凸はあるものの、

概ね平坦である。

ピット P 1 36 x 30cm、深さ 26cm 

P 2 38 x 32cm、深さ 26cm 

P 3 56 x 37cm、深さ 24cm 

貯蔵穴 寵の南側の土坑は貯蔵穴と思われる

128 x 111cm、深さ 25cm 

周溝 調査区内では未確認

竃煙道部53cm、袖幅50cm、燃焼部不明。27号ピッ

トによ って壊されているため、遺存状態は良くな

し‘°

遺物 1の土師器杯、 2~4のS字状口縁台付甕、

5~7の土師器甕、 8の土師器甑、 9• 10の器

台が出土。その他、土師器片多数出土。小片のた

め図化できなかった。

所見 出土遺物と埋土の状況から、古墳時代後期に
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竪穴住居跡
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5号住居

l 褐灰色土 やや砂質。白色鉱物(FP)含む。締まり良い。

2 明黄褐色土 ローム主体。黒褐色土が斑に入り、やや硬質。床

面の可能性あ り。

3 にぶい黄褐色土 ロームブロソク多く、白色鉱物僅かに含む。

4 灰黄褐色土 ローム小ブロックと黒褐色土が均等に含む。非常

に硬質で、焼土を多く含む。

5 明黄褐色土 ローム主体。黒褐色土僅かに含む焼土ブロック

（径20mm)多く含む。

6 黄褐色土 ローム主体。黒褐色土 （径10mm)が全体の 40％位含

む。

7 褐灰色土 やや砂質。As-B滉土？、白色鉱物(FP?)少し含む。

8 黒褐色土 ロームブロック （径10mm)10％含む、焼土、白色鉱

物(FP?)少量含む。

9 にぶい黄褐色土 径10~100mmのロームプロソク （径10~100mm)

と黒褐色土が均等に混じり、白色鉱物(FP?)

少醤含む。硬質。（貯蔵穴）

Iて）
十x`「

ヽ`  ベ゚゚

II 
今
心

I 

~ // 

゜ 今
日

D 

In 

旦 L=4470m 

攪

乱

D' 

|0 

5号住居爺

1 にぶい黄燈色土 黒褐色土にロームブロック

50％含む。径 5mmの白色

パミス (FP?)少量、焼土

プロック （径10~50mm)

10％含む。硬質。

2 灰黄褐色土 黒褐色土にロームプロック

30％含む。

3 灰黄褐色土 211§と同質。 ロームプロック

20％含む。

4 黒褐色土 ローム主体。黒褐色土10％含む。

4' 黒褐色土 ローム主体。黒褐色土 5％含む。

u
 

゜
1 30 lm 

164 第152図 l区5号住居・寵平 ・断面図
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竪穴住居跡

比定される。

6号住居（第154図、第28表、 PL43• 48) 

位置 l区 X = 32982~983 Y = -42089~090 

重複遺構 18号土坑と重複する。本遺構の方が新

しい。

形態 調査区境にコーナ一部分だけ検出されただけ

なので、全形は不明である。

方位 N-46°-W 

規模 （1.3) X (0.64)m 調査区内

面積 (0.71)rrl 調査区内

さ， 
Yへ」＼
△＿ 区 外 公こ

三こ亥二
/ Y `  

入

A L; 45.20m A' 

壁高 0.16m 

床面 上部から削平と攪乱により、遺存状態はあま

り良くない。掘り方面は概ね平坦である。

柱穴 調査区内では未確認

貯蔵穴 調査区内では未確認

周溝 調査区内では未確認

竃調査区内では未確認

遺物 lの土師器甕出土。その他、土師器片、縄文

土器片出土。小片のため図化できなかった。

所見 出土遺物と埋土の状況から平安時代に比定さ

6号住居

1 黒褐色土 As-B混土。白色鉱物、ローム粒、焼土少饂含む。

空隙を伴うパサパサした土。

2 黒色土 As-B混土。白色鉱物、ローム粒、焼土、炭を 1層よ

り多く含む。粒子は均ーで締まり良い。

3 黒色土 As-C？軽石、白色鉱物 (FP)、焼土を含む。やや粘

性を帯びた土。

4 黒褐色土 ロームプロック （径20mm)20％以上、 As-C？軽石、

白色鉱物(FP)、焼土含む。粘性の低い土。

/ I 

2
 

一
3
 

゜
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゜
1: 3 10cm 

第154図 l区6号住居平・断面図 出土遺物

2. 土坑跡

本遺跡から 28基の土坑跡を検出した。同一面上

での遺構調査であるため明確な時期判定は困難であ

るが、埋没土の土質 ・色調及び遺物の検討、さらに

住居等の遺構の埋没土との比較などから、古墳時代

以降に属するものと推察した。出土遺物や埋土・重

複関係などから時期 ・用途を想定できたものは少な

かった。また、水田耕作、線路敷設時の土地整備に

より、上部からの削平が著しく、竪穴住居跡の床面

まで削平され、遺存状態が良くないことから、掘り

込みの浅い土坑は、この時点で消失してしまったも
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のと推察される。土坑は大きく分類

すると、円形、楕円形、隅丸長方形、不整形に分け

ることができた。 5• 11 • 12 • 16号土坑は円形で

ある。 3• 15 • 18 • 20 • 25~27 • 29 • 30号土坑は

楕円形である。 6• 7 • 13 • 19 • 23 • 28号土坑は

隅丸長方形である。 4・8~10• 14 • 17 • 21 • 22 

号土坑は不整形である。24号土坑は調査区外にあ

るため全形は不明である。それぞれの形態・規模に

ついては一覧表（第23表）、遺構図に掲載してある。

特徴的なものについては、以下に詳述する。



3号土坑（第155図、第23表、 PL43)

＼ 、
彩

0
t:‘◎ 

ク
拿

＊
 

A
 

△ 

A L=44.90m A' 

城ノ内遺跡

4・5号土坑（第156図、第23表、 PL43)

A 0¥A 
＼ ， パ 号 土 坑

一 ゜
1:40 lm 

3号土坑

1 褐灰色土 ロームブロック（径 3~5mm)多 く含む、白色パミ

ス(FP)径0.1~1mm少し含む。締まり良い。

第155図 l区3号土坑平・断面図

6号土坑（第157図、第23• 28表、 PL43• 48) 

調査区北側に位置する。隅丸長方形である。底面

は、ほぼ平坦である。埋土は、上層が黒色土でロー

ム粒・ブロックを含む。下層は、黒褐色土で地山ロー

ムを含む。 1は須恵器杯、 2は土師器小型甕、 3は

須恵器甕である。その他、土師器片多数出土してい

るが、小片のため図化できなかった。

I ► I ► 

久
‘ ‘~ -

覧Xゞ ｀

△- L=44.80m A' 

4号土坑 5号土坑

4号土坑

1 黒褐色土 白色パミス (FP?)径 1mm、ロームブロック少址含

む。締まり良い。

2 灰黄褐色土 シルト質、ローム 40％の混土。

5号土坑

1 黒褐色土 白色パミス (FP?)径1mm、ロームプロ ック少量含

む。締まり良い。

2 にぶい黄燈色土 ローム 60％の混土。

゜
1: 4 lm 

第156図 1区4・5号土坑平・断面図

L
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4
4
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6号土坑

1 黒褐色土 白色粒子、ローム粒を含む。

2 黒色土 As-C?、にぶい黄褐色シルト質ローム粒の混土。粒

子均ーで粘性を帯びた土。

3 黒色土 地山ローム崩土主体。バサバサした土。

4 黒褐色土 As-B?、白色パミス、ローム粒の混土。

＼＼二三ク

|乏 I>: 
亙メキ、.J,101,1 

゜
1 40 lm I 

ご

゜
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第157図 1区6号土坑平 ・断面囮 出土遺物
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土坑跡

7号土坑（第158図、第23表）
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8号土坑（第159図、第23表）
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7号土坑

1 黒褐色土 にぶい黄褐色シルト質ローム、焼土、炭、 As-C?、

FP?を含む。粘性の低い土。

2 黒褐色土 にぶい黄褐色シルト質ローム主体。

3 黒褐色土地山。

第158図 l区7号土坑平 ・断面図

8号土坑

1 黒褐色土 As-C?、白色鉱物(FP?)、を含む。斑点状鉄分変

色が見られ、ローム粒、焼土を少し含む。締まり良い。

2 黒褐色土 21層と同じ混入物。鉄分変色は見られず、色調は

暗色。

3 黒色土 As-B?、As-C？軽石、白色鉱物（径 5mm)ローム粒

含む。上半部は特に鉄分変色が顕著。粘性を帯びた土。

4 黒色上 As-B?、As-C？軽石、白色鉱物 （径 5mm)ローム

粒含む。ロームブロック 10％含む。粘性を帯びた土。

゜
1 : 40 lm 

第159図 l区8号土坑平・断面図

9号土坑（第160• 161図、第23• 28表、 PL43• 48 • 49) 

調査区のほぼ中央に位置する。遺構外に延びてい まりの弱い黒色土である。 1は阿弥陀三尊種子の板

るため全形は不明である。断面は、丸フラスコ型で 碑片、 2は粉挽き臼である。その他、土師器片多数、

ある。埋土は 2層に分けられ、上層はロームブロッ

ク、焼土粒を含む黒褐色土、下層は粘性を帯びた締

須恵器片 2点が出土しているが、小片のため図化で

きなかった。
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A L=44.60m 

9号土坑

l 黒褐色土 ロームプロック混土。白色粒、焼土含む。

ブロック混じりとはいえ密に締まっている。

A' 2 黒褐色土 As-B？混土。焼土、白色粒を少し含む。

土墳に沿って酸化鉄変色が顕著に見られる。

粒子均ーで密に締まる。

3 黒色土 As-B?混土。ローム粒を含む。粘性はあるが

締まり弱い。

0 1:40 lm 

第160図 1区9号土坑平・断面図

168 



城ノ内遺跡
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゜
1: 3 10cm 

第161因 l区9号土坑 出土遺物

10号土坑（第 162• 163図、第23.28表、 PL43• 49 • 50) 

調査区のほぼ中央に位置する。平面上は西側に突

出部をもつ円形である。底面は、ほほ平坦である。

埋土は、北側が締まりの弱い黒褐色土で、遺物が多

数出土した南側は粘性を帯びた黒色土である。遺物

は主に東側の覆土から古墳時代前期の土師器が出土

した。 1は土師器単口縁台付甕、 2~4はS字状D

縁台付甕、 5.7は土師器甕、 6• 10は土師器壺、

8. 9はほぼ完形の土師器壺、 11はほぽ完形の土

師器器台である。その他、土師器片多数出土してい

るが、小片のため図化できなかった。出土遺物から

古墳時代前期と考えられる。

10号土坑

1 黒褐色土 地山ブロソク、白色粒 (As-C?)含む。やや粘性を

帯びる。

l' 黒褐色土 1層＋黒色土プロ ックの混土。空隙の多い締まりの

弱い土。

2 黒色土 As-C軽石、ローム粒含む。 1層より白色粒少ない。

やや粘性を帯びた土。

3 黒褐色土 薄板状ロームプロック、白色粒含む。As-C混じる。

やや締まり弱い土。

4 黒色土 2層に似る。

． 

吋 ー 卦

も
／

E

O

S

v
マ
1
1
T

吋

B L=44.50m 百

゜
1: 40 1 m 

第162図 1区10号土坑平 ・断面図
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土坑跡
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第163図 1区10号土坑 出土遺物
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城ノ内遺跡

11号土坑（第164図、第23表）
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11号土坑

1 黒褐色土 焼土、炭、ロームブロック（径10mm)、白色鉱物少

し含む。締まり良い。

2 黒褐色土 にぶい黄褐色ロームプロック主体。焼土、白色鉱

物少し含む。 1層より締まり弱い。

3 暗褐色土 焼土、炭、白色鉱物 5％含む。締まり良い。

4 黒褐色土 ロームプロック、焼土プロック滉じり、炭、白色

鉱物少し含む。やや粘性を帯びた土。

0 1:40 lm 

第164図 1区11号土坑平 ・断面図

12号土坑（第165図、第23• 28表、 PL50)

調査区の北側に位置する。ほぼ円形を呈する。底

面は、ほぼ平ら。埋土は 2層に分けられ、上層はロー

ム粒・ロームブロックを含む締まりの良い黒色土で、

下部はロームブロックを含む粘性を帯びた黒褐色土

である。 1は土師器坪である。その他、土師器片出

土しているが、小片のため図化できなかった。
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12号土坑

1 黒色土 ローム粒、白色鉱物少し含む。密に締まる。

2 黒色土 1層＋にぶい黄褐色シルト質ローム （径20mm)、粒子

のバラッキあり 。締まり良い。

3 黒褐色土 ロームプロック含む。特に底面付近に酸化鉄変色

が見られる。やや締まり弱い。

4 黒褐色土 ロームプロックを含む、やや締まった土。

10.cm 5 黒色土 4層＋ロームプロック 主体。

6 黒色土 1層と滉入物同じ。粘性を帯びた緩い土。

第165図 1区12号土坑平・断面図 出土遺物

13号土坑（第166• 167図、第23• 28表、 PL50)

調査区の中央やや北側に位置する。隅丸長方形で

ある。底面は円形で、ほぽ平坦である。東側にテラ

スをもつ 2段に掘られている。埋土は 2層に分けら

れ、上層は白色粒子ロームブロックを含む炭と焼土

を含む粘性を帯びた黒褐色土で、下層はロームブ

ロック主体の粘質黒褐色土である。 1は須恵器甕、

2は土師器杯、 3は土師器壺である。
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口

13号土坑

1 黒褐色土 As-B混土。ロームプロック（径30mm）、ローム粒

15%、焼土、炭含む。やや粘性を帯びた緩い土。

2 黒褐色土 ロームプロック、ローム粒主体。粒子不均ー。締

まり弱い。

゜
1: 40 lm 

第166図 1区13号土坑平 ・断面図 出土遺物 （1) 
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土坑跡
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第167図 1区13号土坑平 ・断面図 出土遺物 (2) 

14号士坑（第168因、第23表）
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第168図 l区14号土坑平 ・断面図

15号土坑（第169~171図、第23• 28表、 PL43• 50 • 51) 

調査区中央やや南側に位置する。底面は、ほぼ平

坦である。埋土は 2層に分けられ、上層はロームブ

ロックと焼土粒を含む締まりの良い黒色土、下層は

ロームブロックと焼土粒を含む粘質の黒褐色土であ

る。 1はかわらけ、 2~ 5は板碑、 6は粉挽き臼で

ある。その他、土師器片多数出土しているが、小片

のため図化できなかった。出土遺物の状態から、中

世の遺構であると考えられる。
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第169図 1区15号土坑 出土遺物 （1) 
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城ノ内遺跡
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0 1:40 lm 

口こー 3

゜
1 : 3 10cm 

15号土坑

1 黒色土 As-B混土。ロームプロック（径10mm)、白色鉱物、

炭含む。硬く締まった土。

2 黒色土 As-B軽石、ローム粒、炭、粗粒シルト含む。 1層

との税に鉄分変色が見られる。締まり普通。

3 黒褐色土 ローム粒、白色鉱物含む粘質土。バサバサした土。

4 黒褐色土 ロームプロック、 As-B軽石、焼土含むシルト質。

鉄分変色著しい。

5 黒褐色土 混入物は少なく、ローム粒、 As-B軽石含む粘質土。

鉄分変色著しい。

6 掲灰色土 ロームブロ・ノク（径50mm)、As-B軽石含むシルト

質枯性土。鉄分変色著しい。
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第170図 l区15号土坑平 ・断面図 出土遺物 （2) 
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上坑跡
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第171図 1区15号土坑 出土遺物 （3) 

16号土坑（第172図、 第23表）
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第172因 1区16号土坑平・断面図

16号土坑

1 黒色土 As-B滉土。ローム粒、白色鉱物含む。

2 赤黒色土 ロームブロック、 As-B軽石、 白色鉱物含む。やや

粘性を帯びた、空隙のあるバサバサした土。

3 黒色土 混入物は 2層と同じだが、ロームプロックは見られ

ない。空隙はなく粘性を帯びたシルト質土。

4 黒色土 2層と同様な性質。

0 1:40 lm 
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17号土坑（第173図、第23• 28表、 PL51)

調査区中央やや南側に位置し、 15号土坑、 61• 62 

号ピット重複する。本遺構が一番旧いと思われる。

不整形である。底面は、ほぽ平坦である。埋土は 2

層に分けられ、上層はロームブロックと炭、焼土を

含むシルト質の黒褐色土。間に薄い炭の層を挟ん

で、下層はロームブロックが攪拌された状態の黒色

土である。 1は土師器坪、 2は土師器甕口縁片、 3

は土師器商杯脚部である。その他、土師器片60点、

須恵器片 l点、陶磁器片 l点が出土しているが、小

片のため図化できなかった。
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□三三：
17号土坑

1 黒褐色土 As-C、ロームブロック （径 5mm)、白色鉱物、

焼土、炭含む。やや粘性のシルト質土。

2 黒色土 As-C?、ロームプロック、白色鉱物含む粘性

土。ロームブロックがマーブル状を呈し、攪乱

した状態。
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第173図 1区17号土坑平・断面図 出土遺物

18号土坑（第174• 175図、 第23• 28表、 PL43• 44 • 51) 

調査区中央部西境に位置し、西側が調査区外にあ

るため全形は不明である。底面は平坦である。埋土

は2層に分けられ、上層はロームブロック、白色粒

子、焼土を含む粘性の低い黒色土で、下層は白色粒

子、ローム粒、焼土を含む粘性を帯びた黒色土であ

る。 1は土師器甕である。その他、土師器片 16点、

縄文土器片 1点が出土しているが、小片のため図化

できなかった。

18号土坑

1 黒褐色土 As-B混土。ローム粒、白色鉱物、焼士を少最含む。

空隙を伴うバサバサした土。

2 黒色土 As-B混土（濃い）。 ローム粒、白色鉱物、焼土、炭を

l層より多く含む。粒子均ー。締まり良い。

3 黒褐色土 白色粒子、ローム粒、焼土粒を含む。締まりのな

い土。

4 にぶい黄褐色土 ソフトロームと灰黄褐色粘質ローム主体の

混土。

5 黒褐色土 As-C?軽石、白色鉱物 (FP)、ローム粒、締まり

弱い。

6 黒褐色土 As-C？軽石、白色鉱物 （極小 FP)、ロームブロッ

ク（径10mm)10%、黒色土塊、炭含む。締まり弱い。

中層以下ローム流れ込み層見られる。
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1 : 40 lm 

第174図 l区18号土坑平・断面図
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土坑跡
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第175図 l区18号土坑 出土遺物

19号土坑（第176図、第23• 28表、 PL44• 51) 

調査区南に位置する。平面は隅丸長方形で、断面

゜
l : 3 10cm 

は逆台形、底面は平坦である。埋土は 2層に分けら

れ、上層はロームブロック、白色粒子を僅かに含む

黒褐色土、下層はロームブロ ックを 40%、白色粒

子を僅かに含む灰黄褐色土である。 1は土師器坪で

ある。その他、土師器杯片、甕片が 1点ずつ出土し

ているが、小片のため図化できなかった。
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L=44.40m 

口
A' 

19号土坑

1 黒褐色土 ローム、白色パミス僅かに含む。やや砂質。

2 灰黄掲色土 ローム 40%、白色パミス僅かに含む。

゜
1: 3 10cm 

゜
1 40 1 m 

第176図 1区19号土坑平・断面図 出土遺物

20号土坑（第177図、第23表、 PL44)
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21号土坑（第178• 179図、第23• 28表、 PL51)

調査区南側やや中央よりに位置する。4号溝と重

複し、上部消失している。本遺構が旧いと考えられ

る。平面形は不整形で、底面は、 3ヶ所ピット状に

掘削されている。埋土は、炭化材、焼土粒を僅かに

含むやや粘質の黒色土である。 1• 2は土師器坪、

3は土師器甕である。その他、土師器片153点、須

恵器片 8点が出土しているが、小片のため図化でき

なかった。

20号土坑

1 黒褐色土 ローム粒 （径 l~3 mm) 10％含む。白色パミス

(FP?)、炭化材、焼土僅かに含む。

゜

ヽ
l 

-- --=--
1:40 lm 

゜
1 : 3 10cm 

第177図 1区20号土坑平 ・断面図 第178図 l区21号土坑 出土遺物 (1) 
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城ノ内遺跡

21号土坑（第178• 179図、第23• 28表、 PL51)

|「~

A' 

¥ -42077 

胄
x 

口 □：
.9,- 93  

I I 3 

゜
1: 3 10cm 

A L=44.00m A' □ :1:号点：土 やや砂質。炭化材（径10mm)、焼土僅かに含む。

第179図 l区21号土坑平・断面図出土遺物 （2) 

23号土坑（第181図、 第23表）22号土坑（第 180図、第23表）
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22号土坑

1 褐灰色土 やや砂質。 粒子均ー。 白色パミス （径 1mm)僅かに

含む。

2 灰黄褐色土 やや砂質。粒子均ー。白色パス （径5mm)僅かに

含む。墳砂あり 。

3 にぶい黄橙色土 黒褐色土とロームプロックの混土。

0 1:40 lm 

第180図 1区22号土坑平・断面図

24号土坑（第182図、 第23表）
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A L=45.00m A' 

現地表面

23号土坑

1 黒褐色土 やや砂質。白色パミス （径 5mm)、焼土粒 （径2mm)

少砒含む。

2 にぶい黄褐色土 やや硬質。ローム 10%、白色パミス (FP?)

僅か、焼土少盤含む。

3 にぶい黄橙色土 やや硬質。ローム 30%、焼上20％含む。

4 暗褐色土 やや軟質。ローム 40％含む。

5 暗掲色土 ロームブロック （径5~10mm)40%、焼土多屈に含

む。

0 l : 40 lm 

第181図 1区23号土坑平・断面図

A
 

A L=45.00m A' 

現地表面

攪乱

24号土坑

1 黒褐色土 やや砂質。白色パミス （径 5mm)、焼土粒 （径2mm)

少醤含む。

2 にぶい黄褐色土 やや硬質。ローム 10%、白色パミス僅か、

焼土少最含む。

3 にぶい黄褐色土 ¢ 5~10cmのロームプロック 40％含む。

焼土を多く含む。

第182図 1区24号土坑平・断面図

3
 

゜
1: 40 lm 
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土坑跡

1区25号土坑 — 
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2区26号土坑（第183図、第23表、 PL44)
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2区26号土坑

1 黒色土 白色鉱物(FP?)を含み、ロームプロックの混土。

2区28号土坑（第183図、第23表）
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（第 183図、第23表、 PL44)
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2区27号土坑（第183図、第23表、 PL44)
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2区27号土坑

l 黒色土 白色鉱物(FP?)を含み、ロームブロ・ノクの混土。

2区29号土坑（第183図、第23表、 PL44)

A
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2区28号土坑

1 黒褐色土 ローム粒、白色微粒、焼土少絨含む。粘性あり 。

2 黒褐色土 ロームプロ ック（径20mm)含む。鉄分変色見られる。

粒子不均ー。

3 黒色土 ロームプロック、焼土ブロック含む。

4 黒色土 混入物少ない、粘質土。
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2区29号土坑

1 黒色土 白色鉱物(FP?)を含み、ロームブロ ックの混土。

1区30号士坑（第183図、第23表、 PL44)
A L=44. 70m A' 

待

ỳ、 9 ¥ 
幼。｀： 区 外

A―〖□□ A' 

1区30号土坑

1 黒色土 As-C?、白色鉱物等含む粘土。

゜
1: 40 lm 

第183図 l区25• 30号土坑 ・2区26~29号土坑平 ・断面図

178 



城ノ内遺跡

第23表土坑跡一覧表

規模(m)
備番号 追構番号 位 樅 形態 主軸方向 出土遺物
考長径 短径 深度

1 3号土坑 1区X= 33023 Y = -42102 楕円形 N-31°-E (0 5) 0 44 0 26 土師器片 10点

2 4号土坑 1区X= 33017 Y = -42098 不整形 N-50°-E 1 38 0 88 0 11 土師器片26点

3 5号土坑 1区X=33017 Y=-42098 ほぼ円形 N -45° -E 0 98 0 9 0 16 土師器片 5点

4 6号土坑 1区X= 33013 Y = -42098 隅丸長方形 N -30° -E 1 13 (0 8) 0 5 
完形土師器小型甕、土師器

片106点、須恵器片 2点

5 7号土坑 1区X= 33010 Y = -42096 隅丸長方形 N-31°-W 0 94 0 66 0 17 土師器片 3点

6 8号土坑 1区X= 33003 Y = -42093 不整形 N-30°-W 0 94 (0 32) 0 35 

7 9号土坑 1区X= 32986 Y = -42086 不整形 N -7° -E 1 16 0 82 1 9 
土師器片57点、須恵器片 2

中世
点、板碑、粉挽き臼

完形土師器壺 2点、土師器
8 10号土坑 1区X= 32983 Y = -42087 不整形 N-82°-E 1 3 1 28 0 5 片211点、石 1点、縄文土器

片 l点， 11号土坑 1区X= 33011 Y = -42096 円形 N-S 0 58 0 5 0 02 土師器片4点

10 12号土坑 1区X= 33009 Y = -42095 円形 N-53°-E 0 56 0 52 0 22 土師器片3点

11 13号土坑 1区X= 32994 Y = -42090 隅丸長方形 N -59 5° -E 0 71 0 54 0 31 土師器片35点

12 14号土坑 1区X= 32989 Y = -42089 不整形 N -67° -E 0 86 0 82 0 54 土師器片 2点、石 1点

土師器片 144点、 須恵器片 5
13 15号土坑 1区X= 32967 Y = -42081 楕円形 N-18 5° -W 1 86 1 58 0 73 点、板碑、粉挽き臼、石38 中世

点．．、

14 16号土坑 l区X= 32968 Y = -42082 （円形） N -20°-W 0 58 (0 28) 0 46 土師器片 15点

15 17号土坑 l区X= 32967 Y = -42080 不整形 N-20 5°-W 2.1 1 2 0 4 
土師器片71点、 須恵器片 1
点、陶磁器片 1点

16 18号土坑 1区X= 32981 Y = -42089 （楕円形） N-15° -E 0 98 (0 52) 0 63 
土師器片25点、縄文土器片

1点

17 19号土坑 1区X= 32937 Y = -42070 隅丸長方形 N-73°-E 0 76 0 64 0 38 土師器片 3点

18 20号土坑 1区X= 32934 Y = -42068 楕円形 N-26°-W 0 83 0 6 0 31 

19 21号土坑 1区X= 32957 Y = -42076 不整形 E-W 1 78 0 76 1 05 
土師器片 158点、須恵器片 6
点、石 3点

20 22号土坑 l区X= 32954 Y = -42077 不整形 N-20°-W 1 03 (0 68) 0 27 

21 23号土坑 1区X= 32937 Y = -42072 （隅丸長方形） N-20°-W 1 6 (0 2) 0 44 

22 24号土坑 1区X= 32934 Y = -42071 不明 (N-19°-W) 1 58 (0 54) 0 34 

23 25号土坑 1区X= 32954 Y = -42078 楕円形 N -20° -E 1 1 0 98 0 72 

24 26号土坑 2区X= 32914 Y = -42061 （楕円形） N-54°-W 0 62 (0 52) 0 12 

25 27号土坑 2区X= 32912 Y = -42060 楕円形 N-43°-W l 12 0 98 0 1 

26 28号土坑 2区X= 32912 Y = -42060 （隅丸長方形） N-22°-W 0 88 0 42 0 1 

27 29号土坑 2区X= 32908 Y = -42059 楕円形 N -5° -E 0 72 0 6 0 15 

28 30号土坑 1区X= 33027 Y = -42102 （楕円形） N -25°-W 0 7 (0 4) 0 8 

3. 溝跡

本遺跡 1• 2区から、 9条の溝跡を検出した。溝

跡についても時期不明のものが多く、埋土からの出

土遺物は、古墳時代から近 ・現代のものまで混在し

ている。 1・3・5・6・8号溝は東西に走行する

溝で、 2・4・7・9号溝は南北に走行する溝であ

る。殆ど時間差のない溝が重複していて、遺物も小

片が少数出土しただけなので、どちらの遺構に伴う

ものか、選別できなかった。2 • 3号溝跡が竪穴住

居跡を掘り壊していることや、他遺構との埋土の比

較、さらに、出土遺物などから考えて、中世から近

世までの溝跡が大半であると推察される。4・5号

溝については出土した板碑や五輪塔などから、大島

城の堀である可能性が高いと思われる。4号溝の北

端に障子堀の一部と思われる長方形の掘り込みも検

出された。
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溝跡

1号溝（第184図、 PL45)

位置 1区X= 33015~017 Y = -42097~101 

1区北側に位置する。

重複遺構 なし

走向 西から東(N-74°-W)

形態 直線的で、断面は逆台形状である。底面の標

高差から考えて、水流は西側から、東側へ流れて

いたと考えられる。

規模 検出全長 3.32m 上幅 0.60~0.92m

底幅 0.28~0.32m 深さ 0.34~0.39m 

遺物 土師器片が出土。古墳から平安時代にかけて

の遺物であるが、摩耗が激しい。小片のため図化

できなかった。

所見 遺物の出土状況から、長くても中世から近世

に利用されたと考えられる。また、土師器片は混

入の遺物の可能性が高い。
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1号溝

1 黒色土 As-B、As-A、白色鉱物、ロームプロ ック含む。

鉄分変色が頴著。

A L=44.70m Jiし

一
゜

1 : 60 lm 

第184図 1区1号溝平・断面図

2号溝（第185• 186図、第28表、 PL45• 51) 

位置 l区X= 32990~3004 Y = -42090~094 

1区中央部に位置する。

重複遺構 2号住居、 1号掘立柱建物、 3号溝と重

複する。本遺構は 2号住居と 3号溝より新しく、

1号掘立柱建物よりも旧い。

走向 北から南(N-3°-E)

形態 流路は蛇行していて、断面は緩やかな傾斜を

もつ逆台形である。底面の標高差から考えて、水

流は調査区北側から南側に流れていたと考えられ

規模 検出全長 11.2m 上幅 0.86~1.9m

底幅 0.34~0.56m 深さ 0.08~0.30m 

遺物 1 • 2のかわらけ、 3の近世の軟質陶器摺り

鉢、 4・5の軟質陶器内耳鍋が出土。その他、縄

文土器片、須恵器片、 土師器片多数、内耳鍋、か

わらけ出土。小片のため図化できなかった。

所見 遺物の出土状況から、中世から近世にかけて

の溝と考えられる。須恵器片、 土師器片について

は、割れ口も表面も摩耗していることから混入と

考えられる。

る。
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第185図 l区2号溝出土遺物 （1) 
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ー2号溝

1 黒色土 As-B混土。ローム粒 1%、白色鉱物、炭含む。硬

く締まった土。

2 黒色土 As-B混士。混入物は 1層と同じ。縦縞状に鉄分変

色見られる。 1昂より柔らかい。

3 黒色土 As-B混土だが、 1. 2層と比べ細粒シルト質を呈 し、

締まりも弱い。

゜
1:so 2m 

I I 

゜
1: 3 10cm 

第 186図 1区 2号溝平・断面図 出土遺物 (2) 
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溝跡

3号溝（第187図、第28表、 PL45• 52) 

位置 1区X= 32992~993 Y = -42089~091 

1区中央部に位置する。

重複遺構 2号住居、 2号溝と重複する。本遺構は

2号住居より新しく 、2号溝より旧い。

走向 西から東(N-72°-W)

形態 直線的で、断面は皿状である。

規模 検出全長 2.86m 上幅 0.54~0.78m

底幅 0.30~0.52m 深さ 0.02~O.llm 

遺物 1 • 2の土師器坪、 3の土師器高杯が出土。

その他、平安時代の須恵器片 2点、土師器片43

点が出土。小片のため図化できなかった。

所見 遺物の出土状況から、中世から近世にかけて

の溝と考えられる。須恵器片、土師器片について

は、割れ口も表面も摩耗していることから混入と

考えられる。
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3号溝

1 灰褐色土 ロームブロック、 5層混じりのシルト質土。白色鉱

物、 As-C?含む締まった土。

2 黒褐色土 混入物は 4層と同じ。粘性を帯びた土。鉄分変色な

し。

第187図 l区3号溝平 ・断面図 出土遺物

゜
l : 60 2m 

4号溝（第188~190図第28表、PL45• 52) 
位置 l区X= 32951~968 Y = -42076~081 

1区南側に位置する。

重複遺構 21・22・25号土坑、53・54号ピットと重複。

走向 北から南(N-10° -E) 

形態 直線的で、北端に障子堀の痕跡と思われる

長方形の掘り込みを検出した。一部分の検出であ

り、全形がつかめないため、障子堀と断定するこ

とはできなかった。新旧 2条の堀である。東側の

古い堀を西側の新しい堀がさらに深く掘り込んで

いる。

規模 検出全長 8.44m 上幅 3.30~5.46m 

底幅 1.58~3.70m 深さ 0.88m 

遺物 1の土師器甕、 2の須恵器壺、 3の須恵器甕、

4の須恵器小型壺、 5の須恵器平瓶、 6の陶器碗、

7 • 8の軟質陶器焙烙、 9の羽口、10の軽石鉢、

11の五輪塔水輪、 12の五輪塔空 ・風輪が出土。

その他、縄文土器片 1点、土師器片多数、須恵器

片多数、軟質陶器片、陶磁器片等出土。小片のた

め図化できなかった。縄文土器片、須恵器片、土

師器片については、割れ口も表面も摩耗している

ことから混入と考えられる。

所見 太田市史通史遍（中世）の大島城概略図・埋土

の状況・ 出土遺物などから、大島城の堀と考えら

れる。調査区外で 5・6号溝と繋がっていると考

えられる。

2区6号溝（第191図、 PL45)
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5号溝（第190図、第28表、PL45• 53) 

1区 X= 32942~947 

1区南側に位置する。

重複遺構

走向

形態

規模

遺物

所見

西から東(N-2° 

直線的で、断面は皿状である。

検出全長

底幅

なし

2.08m 

-E) 

2.18~2.31m 

Y = -42701~704 

上幅

深さ

4.10~4.20m 

0.70m 

lの土師器甕が出土。その他、須恵器片、土

師器片多数出土。いずれも摩耗が激しく小片のた

め図化できなかった。

太田市史通史遍（中世）の大島城概略因、埋土

の状況、出土遺物などから、大島城の堀と考えら

れる。調査区外で4・6号溝と繋がっていると考

えられる。

W- c
 

5号溝

1 黒褐色土 As-A軽石、ローム粒、炭等含む。圃場整備水

田耕作土。鉄分層 2層介在。

暗褐色土 As-A軽石、ロームプロック（径30mm)50%、

白色鉱物含む。粒子不均ー。 締まりやや弱い。

黒褐色土 As-A軽石？、 As-B軽石？、白色鉱物、ローム

粒少批含むシルト質土。上層の流れ込み見られる。

黒褐色土 As-A軽石？、 As-B軽石？、白色鉱物、ロームプ

口ソク（径30mm)20％含む。締まりやや弱い粘性

土。

As-A軽石？、As-B軽石？、白色鉱物、ロームプロッ

ク（径 lOmm)lO％含む。粘性を帯びた土。底面に

灰色粘土プロックが見られる。

黒褐色土 As-A軽石？、 As-B軽石？、白色鉱物、ローム

プロック（径 10mm)50％含む。

As-A軽石？、 As-B軽石？、ロームブロック（径

5mm)極少最含む。粘性を帯びた締まりの弱い土。

黒褐色士 As-B軽石、白色鉱物、褐灰色粘土ブロック（径

10mm) 2％含む。粘性に富む。

黒褐色土 3層＋ロームブロック</J20mm 5％褐灰色粘土

ブロック 50mm以上 5％含むやや粘性を帯びた

黒褐色土。

As-A軽石？、 As-B軽石？、白色鉱物、ローム粒、

炭少屈含む。B混土。

11 黒褐色土 As-A軽石？、 As-B軽石？、白色鉱物、ローム

粒 5%、焼土含む。攪乱受ける。

2
 

3
 

4
 

5
 

7
 

黒色土

L=44.50m 
10 

2 l 
4 3 

11 
8 5 

5 6 7 9 
8 

c
 

6
 

黒色土

8
 

，
 10 黒色土

5号溝

戸

＼

＼

ー

|

,

/

万
斤
＼
‘

゜
4
 

10cm 

゜
3
 

10cm 

第190図 1区4・5号溝 平・断面図 出土遺物





位置 2区 X= 32906~907 Y = -42058~061 

2区北側に位置する。

重複遺構 なし

走向 (E-W)東から西

形態 直線的で、断面は皿状である。調査範囲が狭

いために、水流の方向は不明である。

規模 検出全長 3.04m 上幅 （1.26)~1.48m 

吋

城ノ内遺跡

底幅 (0.86~l.24)m 深さ (0.49)m 

遺物 なし

所見 太田市史通史遍（中世）の大島城概略図、埋土

の状況、出土遺物などから、大島城の堀と考えら

れる。調査区外で 4・5号溝と繋がっていると考

えられる。

2区7号溝（第192図、 PL45)

区

外

さ
O
ct,

＜
 

5
 

l
l
 x

 

ー“
:

+

/
 

x̀+ 
跨
§ 

区 1
// 

ム

A L=44.60m A' 

2区6号溝

1 里褐色土 As-B混土（淡）、褐色土プロソク （径 5mm)、焼土、

黒色結晶斑含む。締まり良い。

2 黒褐色土 As-B混土（淡）、褐色土ブロック（径 5mm)、焼土、

1層に比べ極少塁。As-B?。

3 黒褐色土 As-B混上。黄褐色粘質ロームブロック混土。白色

鉱物、焼土少賊含む程度。粒子不均ー。締まり並。

4 黒色土 As-B混土。褐色土ブロソク（径50mm)、白色鉱物含

む黒色シルト 質粘土。底面に薄く粘土層が見られる。

5 黒褐色土 As-B混土。ローム粒、ロームブロ ック 、細砂粒含

む。シルト質土。

6 黒褐色土 地山ローム崩壊土＋黒色粘質土。As-B、細砂粒含

む。

水田耕土

゜
1 : 60 2m 

6 5 

第191図 2区6号溝平・断面図

位置 2区X= 32901~902 Y = -42059 

2区北側に位置する。

重複遺構 8号溝と重複。遺構平面確認と土層断面

の観察により本遺構が、 8号溝より旧い。

走向 (N -87° -E) 

形態 直線的で、断面は東壁が垂直に立ち上がって

おり、東壁底に向かって西壁からなだらかに掘ら

れている。検出されたのが一部分だけなので溝の

全形は不明である。

規模 検出全長 0.60m 上幅 (0.48m) 

底幅 0.20~0.26m 深さ 0.10m 

遺物 なし

所見 出土遺物からは時期を特定することはできな

かった。埋土の状況から比較的新しい溝と推察さ

れる。

2区8号溝（第192図、 PL45)

位置 2区X= 32900~901 Y = -42055~059 

2区北側に位置する。

重複遺構 7号溝と重複。遺構平面確認と土層断面

の観察により本遺構が、 7号溝より新しい。

走向 (N -87° -W)西から東

形態 攪乱によって寸断され全形は不明。直線的で、

断面は逆台形状である。

規模 検出全長 (3.24m) 上幅 0.54~0.60m

底幅 0.21~0.50m 深さ 0.05m 

遺物 なし

所見 出土遺物からは時期を特定することはできな

かった。埋土の状況から比較的新しい溝と推察さ

れる。

2区9号溝（第193図、 PL46)
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現耕作土
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8号溝
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7号溝

2区7号溝

1 黒褐色土 近・現代耕作土。

2 黒褐色土 黄褐色粘質ロームプロック、炭含む。鉄分変色縦縞

状に見られる。シルト質。

3 黒褐色土 地山ロームプロック混入土。

4 黒褐色土 褐色微粒、黄褐色粘質ローム粒、白色鉱物含む。

5 黒褐色土 地山ロームプロック崩土。

6 黒褐色土 黒色シルト質薄層介在。2区8号溝

1 黒褐色土 近・現代耕作士。

3 黒褐色土 地山ロームプロ ック滉入土。

7 黒褐色土 ロームプロ ソク（径30mm)、白色微粒含む粘質土。

8 黒色土 黄色微粒、ローム粒含む。粘質土。

第192図 2区7・8号溝平・断面図 ゜
l: 60 2m 

位置 2区X= 32874~877 Y = -42049~050 

2区北側に位置する。

重複遺構 なし

走向北から南(N-2°-E)

形態 攪乱によって寸断され全形は不明である。直

線的で、断面は皿状である。

規模検出全長 1.80m 上幅不明

底幅 0.10~0.56m 深さ 0.19m 

遺物な し

所見 埋土の状況から比較的新しい溝と推察され

る。
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2区9号溝

1 黒褐色土 As-A混土。粒子不均ー。バサバサし

た土。

2 黒褐色土 As-A混土。粒子均ー。 締まり良い。

3 黒色土 軽石は 1 • 2層と比べ極端に少ない。地山

ロームプロック含む。

4 黒褐色土 軽石は 1• 2層と比べ極端に少ない。3

層に比べ淡色でシルト質を呈する。
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第193図 2区9号溝平．断面図
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4. 掘立柱建物跡

本遺跡から 3棟の掘立柱建物跡を検出した。 1号

掘立柱建物は調査区内の出土形態から、縦 3本、横

3本の 9本柱の建物跡と推察される。 2・3号掘立

柱建物は、中世大島城の出城、大島城の堀と考えら

1号掘立柱建物（第194図、第24• 28表、 PL46• 53) 

位置 1区X= 32995~300 Y = -42091~094 

重複遺構 2号溝と重複する。本遺構が旧い。

形態 調査区外に延びるため全形は不明である。（調

査区内では 3間X3間）

方位 計測不能

規模 計測不能

（調査区内 P2~P5間は 2.96m、P3~P6間

は2.84mを測る。）
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れる 4号溝と主軸方向が、ほぱ一致することから、

大島城とほぼ同時期に堀の外に建っていた建物の跡

と推察される。この付近にピッ トが集中して存在し

ていることから、何回も立て替えが行われていたこ

とも推察される。

柱穴 規模は径32cm~46cm、深さ32cm~56cm。

遺物 P2から 1の土師器杯が出土。その他、P2

~P5・P7から土師器片、須恵器坪片が出土。

小片のため図化できなかった。

所見 調査区外に延びている可能性があり 、規模

は不明である。出土遺物からは時期を特定できな
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第24表 1号掘立柱建物計測表

遺構番号 長径 短径 深度 柱間長

p 1 0 38 0 32 0 36 p 1~p 2 1 38 

p 2 0 46 0 42 0 48 P2~p 7 l 40 

P3 0 40 0 38 0 40 P3~P4 1 60 

P4 0 36 0 32 0 56 P4~p 5 1 30 

p 5 0 38 0 36 0 54 P5~P7 1 46 

p 6 0 36 0 34 0 42 P6~P7 1 44 

p 7 0 40 0 38 0 32 

1号掘立柱建物

1 黒色土 ロームプロック混じり、 As-B？含む。全体にシルト
質を呈し、締まり良い。ロームブロックは攪拌状態を
呈す。

2 黒色土 l層と同じ。酸化鉄分変色額著。
3 黒色土 地山ロームプロック （径30mm)、白色粒含む。As-B

軽石は表面上見られない。粘性を帯びた締まりの弱い
土。

4 黒褐色土 ロームブロソク主体。混入物は 1屠と同じ。粘性の
低いバサバサした土。

5 黒色土 ロームブロソク （径30mm)、白色パミス、炭含む。

単位(m)

¥̀ jjl 
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i 

第194図 1区1号掘立柱建物 平・断面図 出土遺物
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掘立柱建物跡

2号掘立柱建物 （第195図、第25表、 PL46)

位置 l区X= 32975~980 Y = -42083~085 

重複遺構 4号住居と重複する。本遺構の方が新し

し‘°

形態 調査区外に延びるため全形は不明である。（調

査区内では 2間X 1間）

方位 計測不能

規模 計測不能（調査区内 p1~P2間は 2.51m、

p 2~P3阻liよ 2.75m、P3-P4閏］にt2.15m 

である。）

柱穴 規模は径26cm~44cm、深さ 8cm~56cm。

遺物 P 2 (21 P)から土師器甕片、 P4 (28P)から

土師器坪．甕片、 P3 (55P)から土師器杯・甕片

が出土。小片のため図化できなかった。

所見 調査区外に延びている可能性があり 、規模は

不明である。出土遺物は摩耗していることから時

期を特定できない。4号溝の走行に本遺構の一辺

(18 P~55 P)の走行が近いことか らほぽ同時期

の中世の掘立柱建物ではないかと推察される。

ltJJ lt:Il 

了

fpj¥  f 
第25表 2号掘立柱建物計測表

で／
全 X-32981+ 遺構番号 長径 短径 深度 柱間長
き
ヨ 喜

P 1 (18P) 0 29 0 26 0 15 p 1~P2 2 51 

l P 2 (21P) 0 44 0 36 0 08 P2~P3 2 75 
II P 3 (55P) 0 44 0 37 0 56 P3~P4 2 15 ＞ 

P 4 (28P) 0 38 0 28 0 23 

単位(m)

マー
ぃ （

‘‘ (@P2  

も

月＼

磨寸
l 
,, 

> 

X ~ 32976----" I 

白□一

A 

RP3  

ltll_ IIJ:I_ 

A L=44 60m A' 

P4 

p 3 

゜
1 60 2m 

第195図 1区2号掘立柱建物 平 ・断面図
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3号掘立柱建物 （第196図、第26表、 PL46)

位置 l区X= 32976~982 Y = -42083~086 

重複遺構 4号住居と重複する。本追構の方が新し

し‘o

形態 調査区外に延びるため全形は不明である。（調

査区内では 2間X 1間）

方位 計測不能

規模 計測不能（調査区内p1~P2間は 2.85m、

P2~p 3椙］,:J:2.85m、P3~p4晶］にt3.00m 

である。）

柱穴 規模は径21cm~48cm、深さ18cm~77cm

遺物 P 3 (32P)から土師器甕片が出土。小片のた

め図化できなかった。

所見 出土追物は摩耗していることから時期を特定

できなかった。4号溝の走行に本追構の一辺（31

P~32 P)の走行が近いことからほぼ同時期の中

世の掘立柱建物ではないかと推察される。
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第26表 3号掘立柱建物計測表

゜
1 60 2m 

辿構番号 長径 短径 深度 柱間長

P 1 (31P) 0 44 0 43 0 77 p l~P2 2 85 

P 2 (17P) 0 32 0 26 0 18 P2~P3 2 85 

P 3 (32P) 0 48 0 33 0 30 P3~P4 3 00 

P 4 (63P) 0 29 0 21 0 24 

単位(m)

第196図 1区3号掘立柱建物 平・断面図 191 



ピット跡

5. ピット跡

本遺跡から 63基のピット跡を検出した。出土遺

物や埋土・重複関係などから時期・用途を想定でき

たものは少なかった。調査時に掘立柱建物跡として

確認されたピット跡と、整理時点の検討から掘立柱

建物跡、柵列跡等への柱穴に変更されたピット跡が

ある。水田耕作、線路敷設時の土地整備により、上

部からの削平が著しく、掘削深度の浅いピット跡

51号ピット（第197図、第27• 28表、 PL53)

は、この時点で消失してしまったものと推察され

る。ピット跡については様々な形態・様相を呈する

ため、それぞれの形態・規模については一覧表に掲

げ、位置については遺跡全体図の中に提示した。 1

~3号掘立柱建物と同様の時期と想定されるが、出

土遺物が少なく時期を特定するまでには至らなかっ

た。51号ピットからは 1の土師器甕、 53号ピット

からは 1の須恵器蓋が出土した。

53号ピッ ト（第197図、第27• 28表、 PL53)

／ ／  

゜
1 : 3 10cm 

I I 1 

第197図 1区51• 53号ピット 出土遺物

第27表 ピット跡一覧表

番号 ピソト番号 位置 形態
規模（m)

出土遺物 備考
長径 短径 深度

1 1号ピット X = 33018 Y = -42098 不整形 0 25 0 22 0 18 

2 2号ピソト X = 33013 Y = -42098 不整形 0 48 0 32 0 50 土師器片 1点、陶磁器片 1点

3 3号ピット X = 33017 Y = -42100 不整形 0 38 0 30 0 32 4号土坑重複、本ピットが新しい。

4 4号ピット X = 33012 Y = -42097 円形 0 24 0 22 0 30 

5 5号ピット X = 33009 Y = -42095 円形 0 38 0 34 0 45 土師器片 3点

6 6号ピット X = 33002 Y = -42902 楕円形 0 24 0 18 0 26 

7 7号ピット X = 33010 Y = -42097 円形 0 30 0 28 0 20 土師器片 2点

8 8号ピット X = 32988 Y = -42088 円形 0 34 0 32 0 34 

， 9号ピッ ト X = 32987 Y = -42089 楕円形 0 40 0 24 0 40 

10 10号ピット X = 32986 Y = -42089 不整形 0 54 0 38 0 52 土師器片 17点

11 11号ピット X = 32986 Y = -42088 不整形 0 40 0 34 0 40 土師器片 l点

12 12号ピット X = 32985 Y = -42086 円形 0 44 0 38 0 48 土師器片 3点

13 13号ピット X = 32982 Y = -42088 円形 0 35 0 28 0 40 

14 14号ピット X = 32981 Y = -42087 不整形 0 24 (0 20) 0 20 

15 15号ピッ ト X = 32980 Y = -42086 不整形 0 30 0 20 0 13 

16 16号ピット X = 32980 Y = -42086 楕円形 0 20 0 18 0 16 土師器片 2点

17 17号ピット X = 32979 Y = -42086 不整形 0 32 0 26 0 18 3号掘立柱建物 P2に変更。

18 18号ピット X = 32980 Y = -42085 円形 0 29 0 26 0 11 2号掘立柱建物p1に変更。

19 19号ピ ット X = 32980 Y = -42085 不整形 0 28 0 25 0 27 土師器片 3点

20 20号ピッ ト X = 32978 Y = -42086 不整形 0 32 0 28 0 24 
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城ノ内遺跡

21 21号ピット X = 32978 Y = -42086 不整形 0 44 0 36 0 08 土師器片 3点 2号掘立柱建物P2に変更。

22 22号ピット X = 32978 Y = -42086 楕円形 0 44 0 34 0 31 

23 23号ピット X = 32976 Y = -42085 円形 0 34 0 32 0 39 

24 24号ピット X = 32988 Y = -42089 不整形 0 42 0 30 0 14 土師器片13点

25 25号ビット X = 32989 Y = -42090 不整形 0 43 0 34 0 40 土師器片25点

26 26号ビット X = 32978 Y = -42085 不整形 0 36 0 28 0 25 土師器片 1点

27 27号ビット X = 32975 Y = -42084 不整形 0 44 0 28 0 54 土師器片3点 5号住居の蔽を掘り壊している。

28 28号ピット X = 32975 Y = -42083 楕円形 0 38 0 28 0 23 土師器片 6点 2号掘立柱建物 P4に変更。

29 29号ピット X = 32988 Y = -42087 不整形 0 22 (0 18) 0 11 

30 30号ピット 平面図なし

31 31号ピット X = 32982 Y = -42086 不整形 0 44 0 43 0 77 3号掘立柱建物p1に変更。

32 32号ピット X = 32977 Y = -42087 楕円形 0 48 0 33 0 30 土師器片 1点 3号掘立柱建物 P3に変更。

33 33号ビット X = 32981 Y = -42087 不整形 0 33 0 18 0 18 土師器片 3点

34 34号ピット X = 32985 Y = -42088 不整形 0 26 0 18 0 30 

35 35号ピット X = 32985 Y = -42087 不整形 0 28 0 24 0 32 

36 36号ビット X = 32984 Y = -42086 円形 0 22 0 19 0 24 

37 37号ピット X = 32983 Y = -42086 楕円形 0 66 0 54 0 34 

38 38号ピット X = 32969 Y = -42084 円形 0 36 0 31 0 44 土師器片12点

39 39号ビット X = 32975 Y = -42088 楕円形 0 34 0 29 0 40 土師器片4点、須恵器片 1点

40 40号ピット X = 32976 Y = -42087 楕円形 0 24 0 22 0 14 土師器片13点

41 41号ピット X = 32979 Y = -42088 不整形 0 22 0 12 0 20 土師器片 2点

42 42号ピット X = 32979 Y = -42088 不整形 0 20 0 18 0 14 土師器片 2点、須恵器片 l点

43 43号ピット X = 32984 Y = -42088 円形 0 20 0 18 0 20 

44 44号ピット X = 32988 Y = -42090 不整形 0 26 0 20 0 17 土師器片 2点

45 45号ピット X = 32990 Y = -42089 円形 0 36 0 34 0 12 土師器片 1点

46 46号ピット X = 32995 Y = -42090 楕円形 0 20 0 16 0 12 

47 47号ビット X = 32997 Y = -42091 円形 0 24 0 22 0 12 

48 48号ピット X = 32969 Y = -42081 不整形 0 60 0 52 0 32 土師器片28点

49 49号ピット X = 32969 Y = -42081 不整形 0 35 (0 29) 0 25 土師器片 2点

50 50号ビット X = 32935 Y = -42069 楕円形 0 35 0 33 0 30 

51 51号ピット X = 32954 Y = -42076 不整形 0 68 0 50 0 31 土師器片57点、須恵器片 2点

52 52号ピット X = 32977 Y = -42084 円形 0 34 0 32 0 38 土師器片 4点

53 53号ピット X = 32956 Y = -42078 不整形 0 52 0 48 0 73 土師器片55点、須恵器片 1点

54 54号ビット X = 32956 Y = -42078 楕円形 0 40 0 37 0 25 

55 55号ピット X = 32976 Y = -42086 楕円形 0 44 0 37 0 56 土師器片 11点 2号掘立柱建物 P3に変更。

56 56号ピット X = 32963 Y = -42082 （楕円形）(0 46) 0 46 0 66 士師器片27点

57 57号ピット X = 32976 Y = -42086 円形 0 29 0 29 0 32 土師器片 3点

58 58号ピット X = 32922 Y = -42065 楕円形 0 30 0 22 0 28 土師器片 2点

59 59号ピット X = 32922 Y = -42065 楕円形 0 49 0 36 0 30 土師器片 1点

60 60号ビット X = 32988. Y = -42088 不整形 0 30 0 24 0 27 

61 61号ピット X = 32967 Y = -42080 不整形 0 40 0 39 0 14 

62 62号ピット X = 32969 Y = -42080 不整形 0 27 (0 18) 不明

63 63号ピット X = 32976 Y = -42083 不整形 0 29 0 21 0 24 3号掘立柱建物 P4に変更。
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遺構外出土遺物

6. 遺構外出土遺物（第198~200図、第28表、PL46• 53) 

l区で出土した遺構に伴わない遺物を報告する。

1は須恵器坪、2・3は須恵器碗、 4は陶器碗、 5

は土師器小型壺、 6は土師器小型甕、 7~10は土

師器甕、 11• 12は須恵器甕、 13~17は土師器均、

18~23は土師器高杯、 24はかわらけ、 25• 26は

焙烙、 27は須恵器横瓶、 28は縄文時代縦型石匙で

ある。その他、縄文土器片、土師器片、須恵器片、

陶器片が多数出土しているが、小片のため図化でき

なかった。周辺に長期に亘る遺構が存在する可能性

があるが、調査区が狭く、上部から攪乱や削平を受

け遺存状態が良くなく、周辺のどちら側に、どんな

時代の遺構があるかは現時点では不明である。
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第28表城ノ内遺跡遺物観察表
1区 1号住居

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第147図 土師器 狡土 口径 14 0 
PL 47 甕 口縁～胴部 底径

1 
1/ 4 商さ 10 9 

第147図 土師器 覆土 口径 4 5 
PL 47 

2 
手捏土器 口縁～胴部 底径 4 2 

一部欠損 高さ 3 9 

1区 2号住居

挿図番号
番号

種別 出土位骰 計測値
写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第149図 土師器 覆土 口径 (9 8) 
PL 47 杯 口縁～体部片 底径

l 
高さ (2 3) 

第149図 土師器 覆土 口径 (14 6) 
PL 47 

2 
甕 口縁～頸部 底径

1 / 4 裔さ (3 1) 

第149図 土師器 覆土 口径 (18 1) 
P L47 

3 
甕 口縁～胴部 底径

上位 1/ 3 高さ (9 3) 

1区 5号住居

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第153図 土師器 覆土 口径 (10 2) 
PL 47 

1 
坪 口縁～胴部片 底径 (7 4) 

高さ (3 2) 

第153図 土師器 覆土 口径 (10 8) 
PL 47 

2 
s字状口 口縁～胴部 底径
縁台付甕 上端片 高さ (3 5) 

第153図 土師器 覆土 口径 (12 0) 
PL 47 

3 
s字状口 口縁～胴部 底径
縁台付甕 上位1/6 高さ (6 7) 

第153図 土師器 覆土 口径 (13 4) 
PL 47 s字状口 口繰～胴部 底径

4 縁台付甕 上端1/4 島さ (3 4) 

第153図 土師器 覆土 口径 (19 8) 
PL 47 

5 
甕 口縁～底部 底径 7 8 

1/ 3 高さ (28 9) 

第153図 土師器 覆土 口径 18 3 
PL 48 

6 
甕 口縁～胴部 底径 5 6 

1/ 2 ・底部 高さ (32 0) 

第153図 土師器 覆土 口径
PL 47 

7 
甕 口縁下位～ 底径

胴部1/4 高さ (17O) 

第153図 土師器 覆土 口径 26 0 
PL 48 

8 
甑 口縁～底部 底径 7 4 

1/ 2 高さ 25 3 

第153図 土師器 籠覆土 口径 (5 1) 
P L47 器台 口縁～脚部 底径， 

上端 3/4 高さ (3 3) 

第153図 土師器 覆土 口径
PL 47 

10 
器台 底～脚部 底径

上位 2/3 高さ (5 3) 

城ノ内遺跡

①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考

①粗・細砂粒多餓 外面口縁部横撫で、胴部縦箆削り、一部輪
②酸化焔 積痕。内面口縁部横撫で、胴部箆撫で。
③黒褐色

古墳時代前期

①粗 ・細砂粒少益 外面口縁～胴部指撫で、 一部指頭痕。内面
②酸化焔 口縁～底部指撫で、指頭痕。
③にぶい黄橙色

古墳時代前期

①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考

①微・細砂粒多屈 外面口縁部横撫で、胴部箆削り 。内面口縁
②酸化焔 ～胴部横撫で。内外面に油煙付着。
③暗褐色

古墳時代前期

①微・細砂粒多贔 外面口録～頸部櫛引後、横撫で、一部指頭痕。
②酸化焔 内面口縁部櫛引、頸部撫で。
③にぶい橙色

古墳時代前期

①粗・細砂粒多最 外面口縁部横撫で、 一部輪積痕、胴部上位
②酸化焔 縦箆削 り。 内面口縁部横撫で、胴部上位箆
③にぶい橙色 撫で。

古墳時代前期

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 備 考

①細・微砂粒少誠 外面口縁部横撫で、胴部箆削り 。内面口縁
②酸化焔 ～胴部横撫で。内面油煙付名。 古墳時代後期 6世紀
③にぶい黄橙色 の杯。No.6 • 8の甕

甑と同時期か

①微・細砂粒少最 外面口縁部横撫で、胴部上端斜め刷毛目。
②酸化焔 内面口縁部横撫で、胴部上端箆撫で。
③にぶい橙色

4世紀前半

①微・細砂粒少量 外面口縁部横撫で、胴部上位斜め刷毛目。
②酸化焔 内面口縁部横撫で、胴部上端一部輪積痕・指
③にぶい橙色 頭痕、胴部上位箆撫で。

4世紀後半

①微・細砂粒少砒 外面口縁部横撫で、胴部上端斜め刷毛目。
②酸化焔 内面口縁部横撫で、胴部上端一部指頭痕・輪
③にぶい橙色 積痕、箆撫で。内外面口縁部に油煙付名。

4世紀後半

①粗・細砂粒多舟 外面口縁部横撫で、胴部箆削り 。内面口縁
②酸化焔 部横撫で、胴～底部箆撫で。内外面に油煙
③橙色 付着。

古墳時代前期

①粗・細砂粒多最 外面口縁部横撫で、胴部縦箆削り 。内面口
②酸化焔 縁部横撫で、胴部箆撫で。外面に油煙付芍。古墳時代後期 6世
③にぶい橙色 紀。No.8の甑と同時

期か

①微・細砂粒少屈 外面口繰部下位横撫で、胴部横箆削り、 一
②酸化焔 部指頭痕・輪積痕。内面口縁部下位横撫で、
③にぶい赤褐色 胴～底部箆撫で。

古墳時代

①粗・細砂粒多屈 外面口縁部横撫で、一部輪積痕、胴部縦箆
②酸化焔 削り。 内面口線部横箆磨き、胴部縦箆磨き。古墳時代後期 6世
③にぶい橙色 紀？ No6の甕と同時

期か

①細・微砂粒少絨 底部焼成前穿孔。脚部円形透かしは 2ケ所
②酸化焔 確認。外面口縁～胴部撫で、脚部削り後撫で。
③にぶい黄橙色 内面口縁～底部撫で、脚部一部指頭痕。

古墳時代前期

①細・微砂粒少批 底部焼成前穿孔。脚部円形透かし 3ヶ所確
②酸化焔 認。外面脚部上位箆磨き 。内面底部撫で、
③にぶい橙色 脚部上半櫛撫で。

古墳時代前期
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遺物観察表

1区 6号住居

胃 41ロ計測値 ①胎土②焼成③色調

只ロロ声
器形 ・技法の特徴

外面胴部下位縦箆削り、 胴部下端斜め箆削
り。内而撫で。

備 考

古墳時代？

1区 6号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第157図 須恵器 覆土 口径 ①粗 ・細砂粒多量 外面胴部下端回転担て、底部回転糸切 り。
PL 48 

1 
坪 胴部下端～底 底径 6 4 ②還元焔 内面胴部下端～底部回転梅て。

部 高さ (l 9) ③灰色

第 157図 土師器 覆土 口径 13 6 ①粗 ・細砂粒多最 外面口縁部横撫て、胴～底部箆削り 。内面
PL 48 小型甕 ほぼ完形 底径 3 7 ②酸化焔 口縁部横担て、胴～底部掏て、 一部指撫て、

2 高さ 14 0 ③橙色 指頭痕輪積痕あり 。内外面に油煙付着。

5世紀後半

第157図 須恵器 毅土 口径 ①粗 ・細砂粒多屈 外面格子状敲具痕。内面に青海波文。外面
PL 48 

3 
甕 胴部片 底径 ②迎元焔 格子状叩き目。

高さ (10 1) ③灰白色

1区 9号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値 石材
特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 重屈(g)

第161図 石製品 覆土 長さ 17 6 緑色片岩 石英の点紋模様。表面に薬研彫りのキリ ー
PL 48 

1 
板碑 上部片 幅 16 4 800 ク種子下部～蓮座（蓮弁）の上部が残る。阿

厚さ l 9 弥陀三遵種子板碑。
中世

第161図 石製品 覆土 長さ 20 0 粗粒輝石安山岩 目の粗い石材。目は4分割、副溝4本。下
P L 49 

2 
粉挽き臼 下臼 幅 13 7 3500 面にも目が刻まれている。6分割、副溝4本。

1 / 3 厚さ 10 0 上臼の転用か？
中世

1区 10号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第 163図 土師器 狡土 口径 (14 8) ①微 ・細砂粒少屈 外面口縁部は横揮で、頸～胴部中央斜め刷
PL 49 台付甕 口縁～胴部 底径 ②酸化焔 毛目。内面口縁部横撫で、胴部」端刷毛目、

l 中央4/5 高さ 12 5 ③にぶい橙色 胴部上位～中央指撫で、 一部指頭痕。内外
面に油煙付着。

古墳時代前期

第 163図 土師器 覆土 口径 (16 0) ①微・細砂粒少絨 外面口縁部横撫で、胴部上位斜め刷毛目。
PL 49 

2 
s字状口 口縁～胴部 底径 ②酸化焔 内面口縁部横撫で、胴部上位指撫で、一部
縁台付甕 上位1/3 高さ (11 3) ③にぶい橙色 指頭痕。11、1外面に油煙付着。

古墳時代前期

第163図 土師器 覆上 口径 ①微 ・細砂粒少益 内面胴祁下端～底部刷毛目 、内面櫛状工具
PL 49 

3 
s字状口 胴部下端～脚 底径 ②酸化焔 による撫で。内外面に油煙付着。
縁台付甕 部上位3/4 高さ (5 5) ③にぶい黄橙色

古墳時代前期

第163図 土師器 覆土 口径 ①微 ・細砂粒少凪 脚部刷毛目後撫て。内面脚部指担て、 一部
PL 49 

4 
s字状口 胴部下端～脚 底径 10 4 ②酸化焔 指頭痕。
縁台付甕 部 高さ (7 1) ③にぶい黄橙色

古墳時代前期

第163図 土師器 覆土 口径 19 0 ①微 ・細砂粒少最 頸部は貼付。外面口縁～胴部上端刷毛日 。
PL 49 

5 
甕 口縁～胴部 底径 ②酸化焔 内面口縁部刷毛目、胴部上端刷毛撫で後指

上端片 高さ (6 9) ③褐色 撫で。内外面に油煙付着。
古墳時代前期

第163図 土師器 覆土 口径 ①微細砂粒少輩 頸部は貼付。外面口縁部箆磨き、頸部横撫で、
PL 49 宰士 口縁下位～ 底径 ②酸化焔 胴部上端箆磨き。内面口縁部箆磨き 、胴部

6 胴部上端 l/4 高さ (6 7) ③にぶい橙色 は櫛状工具による撫で後、一部指頭痕。外
面に油煙付着。

古墳時代前期

第163図 土師器 覆土 口径 （18 6) ①微 ・細砂粒少漿 頸部は貼付。外面口縁部上位横撫で、口縁
PL 49 瑶瓦 口縁～胴部 底径 ②酸化焔 部下位～頸部撫で、胴部上位斜め箆削り 。

7 上位 l/ 3 高さ (10 4) ③にぶい黄橙色 内面口縁部上位横撫て、口縁部下位～頸部
箆撫で、胴部上位指撫で、 一部指頭痕。内
外面に一部油煙付着。

古墳時代前期

第163図 土師器 毅土 口径 14 4 ①細砂粒多是 折り返し口縁。頸部て接合。 外面口縁部上
PL 49 

8 
gー・• ほぽ完形 底径 6 4 ②酸化焔 位横撫で、口縁部下位～胴部刷毛 目後撫で。

高さ 29 4 ③明黄褐色 内面口縁部櫛引後撫で、胴～底部撫で。
古墳時代前期
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城ノ内遺跡

1区 10号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第163図 土師器 襄土 口径 10 7 ①細砂粒多絨 外面口縁部刷毛目後撫で、胴部は箆磨き 。
PL 50 ， 宮士 ほぽ完形 底径 6 7 ②酸化焔 内而口縁部上位横撫で、口縁部下位刷毛目 、

高さ 23 1 ③橙色 胴部上位撫で、胴部下位～底部刷毛目。

古墳時代前期

第163図 土師器 毅土 口径 (8 9) ①微 ・細砂粒少批 口唇部櫛状工具で刻み。折り返し口縁外側
PL 50 宰卑 口縁部l/3 底径 ②酸化焔 左方向撫で。内面左方向に箆撫で。

10 高さ (1 3) ③にぶい黄橙色

古墳時代前期

第163図 土師器 毅土 口径 6 1 ①微 ・細砂粒少品 底部焼成前穿孔。脚部の円形透かし 3ケ所
PL 50 器台 ほぼ完形 底径65（脚）②酸化焔 確認。外面口縁～脚部撫で後箆磨き。内面

11 高さ 6 8 ③にぶい黄橙色 口縁～底部撫で、脚部櫛状工具の撫で。

古項時代前期

1区 12号土坑

響〕ロ 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴

霜(c]:])1謬覧且多批 1闘記昇口：：；胴～底部箆削り後撫て。

高さ (6 0)③明赤褐色

備 考

1区 13号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 価 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第166図 須恵器 毅土 口径 ①微砂粒少絨 内外面口縁部は回転撫で。
PL 50 甕 口縁片 底径 ②還元焔

1 高さ (4 5) ③灰色

第167図 土師器 覆土 口径 ① ― 外面胴～底部箆削り 。内面胴～底部横撫で
PL 50 杯 胴～底部 底径 ② ― 後箆磨き。

2 2/ 3 高さ (3 5) ③ ― 

6世紀後半

第167図 土師器 毅上 口径 ①細砂粒多孤 頸部で接合。外面口縁部下位横撫で、胴部
PL 50 壺 口縁下位～胴部 底径 ②酸化焔 箆撫で、 一部輪梢痕・指頭痕。内面口縁部下

3 l / 3 高さ (17 6) ③にぶい橙色 位横撫で、胴部箆撫で、一部輪積痕。

1区 15号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 備 考写其図版 器種 残存状態 (cm) 

第169図 土師器 覆土 口径 (5 3) ①細砂粒多屈 右回転輛輯整形。 胎土に角閃石あり
PL 50 かわらけ 口縁～体部片 底径 ②酸化焔

1 l / 4 高さ (3 9) ③淡黄色

中世

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値 石材
特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 重禁(g)

第169図 石製品 覆土 長さ 15 5 緑色片岩 碑面磨滅のため、種子等はみられない。裏
PL 50 

2 
板碑 破片 幅 10 4 360 面縁に横方向の竪痕あり 。

厚さ 1 5 

中世

第170図 石製品 毅土 長さ 24 9 緑色片岩 碑面に1易頌の「世 ・六」が残る。No4の
PL 50 板碑 破片 幅 11 9 1170 板碑と同一個体。

3 厚さ 2 3 

中世

第170図 石製品 狡土 長さ 21 3 緑色片岩 碑面に1易頌の「光の一部 ・明 ・遍の一部」
PL 50 板碑 破片 幅 9 9 860 が残る。表面枠線あり 。No3の板碑と同

4 厚さ 2 4 一個体。

中世

第170図 石製品 毅土 長さ 18 4 黒色片岩 碑面に 「二月日」の供養日付あり 。
PL 50 

5 
板碑 破片 幅 11 5 600 

厚さ 1 8 

中世

第171図 石器 殴土 長さ 27 3 粗粒輝石安山岩 残存部に挽き手構造なし。供給口と芯棒受
PL 51 粉挽き臼 上臼 幅 14 8 4200 けの孔が半分残る。下面の目は 4分割、副

6 半欠 厚さ 10 1 溝は 6本で擦合部は摩耕している。

中世
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遺物観察表

1区 17号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第173図 土師器 毅土 口径 11 1 ①微砂粒少罷 外面口縁部横撫で、胴部指撫で、底部箆削

PL 51 
1 

杯 口縁～底部 底径 8 0 ②酸化焔 り後指撫で。内面口縁部横撫で、胴～底部

3/ 4 高さ 5 3 ③にぶい橙色 箆撫で。

第173図 土師器 覆土 口径 (21 0) ①微砂粒少絨 外面口棟部横撫で、胴部上端箆削り 。内面

PL 51 
2 

甕 口縁～胴部 底径 ②酸化焔 口縁部横撫で、胴部上端箆撫で。

上端 1/ 3 高さ (6 4) ③にぶい黄橙色

古墳時代後期

第173図 土師器 覆土 口径 ①微砂粒少麓 外面脚部上位箆磨き、脚部下位撫で。内面

PL 51 高杯 脚部4/5 底径 ②酸化焔 脚部上位箆撫で、 一部輪積痕、脚部下位撫で。
3 高さ (11 9) ③にぶい橙色

1区 18号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形技法の特徴 | 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第175図 土師器 覆土 口径 ①微砂粒少賊 内面胴部中央～底部箆撫で、 一部輪積痕が

PL 51 
l 

甕 胴部中央～ 底径 7 4 ②酸化焔 残る。
底部3/4 高さ 16 0 ③橙色

1古墳時代前期

1区 19号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形技法の特徴 | 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第176図 土師器 覆土 口径 (11 0) ①微砂粒少鉛 外面口奇象部横撫で、胴～底部箆削り 。内面

PL 51 坪 口縁～底部 底径 ②酸化焔 口縁～胴部横撫で、底部箆撫で。内外面に
l 

1/ 5 高さ (3 0) ③にぶい橙色 油煙付着。

16世紀末

1区 21号土坑

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第178図 土師器 覆土 口径 (15 4) ①細 ・粗砂粒少屈 外面口縁部横撫で、胴部箆削り 。内面口縁

PL 51 杯 口縁～胴部 底径 ②酸化焔 ～胴部上位横撫で、胴部下位撫で。
1 l / 5 高さ (3 9) ③橙色

8世紀前半

第179図 土師器 覆土 口径 (10 0) ①細・微砂粒少展 外面口縁部横撫で、胴部指撫で、指頭痕、

PL 51 
2 

坪 口縁～底部 底径 (6 4) ②酸化焔 底部木葉痕。内面口縁～底部横撫で、底部

21 3 高さ 4 5 ③にぶい橙色 に胴部との接合痕あり、底部箆撫で。

第179図 土師器 覆土 口径 (9 5) ①細・微砂粒少盈 外面口縁部横撫で、一部指頭痕、胴部上端

PL 51 
3 

甕 口縁～胴部上 底径 ②酸化焔 縦箆削り 。内面口縁部横撫で、胴部上端箆
位l/5 高さ (6 5) ③橙色 撫で、一部輪積痕。

平安時代

1区 2号溝

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第185図 土器 覆土 口径 6 3 ①細 ・微砂粒少量 灯明皿。右回転鞘輯整形。口縁部に黒色夕

PL 51 
l 

かわらけ 一部欠損 底径 3 1 ②酸化焔 ール状の付着物2カ所。底部は回転糸切 り

高さ 2 6 ③にぶい橙色 後に整形。

中世

第185図 土器 覆土 口径 (6 1) ①細 ・微砂粒少絨 輛櫨整形、回転方向不明。外面底部は圧痕。

PL 51 
2 

かわらけ ほぼ完形 底径 4 5 ②酸化焔
高さ (2 1) ③にぶい橙色

中世

第185図 軟質陶器 蔑土 口径 ①細・微砂粒少罷 摺り目は 7本の歯で施条。断面中心黒褐色。

PL 51 
3 

摺り鉢 胴部下端～底 底径 (150) ②還元焔 内面使用痕あり 。
部 高さ (4 4) ③灰黄色

中世

第186図 軟質陶器 覆土 口径 ①細・微砂粒少絨 輛櫨整形。回転担で。内耳部分に指による

PL 51 
4 

内耳鍋 口縁 ・胴部片 底径 ②還元 調整痕。断面中心黒褐色、外側暗灰黄色。
高さ (12 0) ③暗灰黄色

15世紀

第186回 軟質陶器 覆土 口径 （32 6) ①細 ・微砂粒少址 輔櫨整形。回転撫で。（底部型作り、胴～口

PL 51 
5 

内耳鍋 口縁～底部 底径 ②煉し 縁部紐作り成形後、鞘櫨整形）。 底部丸底。

l / 4 高さ 17 1 ③黒褐色

16世紀
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城ノ内遺跡

1区 3号溝

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第187図 土師器 覆土 口径 (13 0) ①微砂粒少屈 外面口縁部横撫で、胴～底部箆削り 。内面
PL 52 杯 口縁～底部 底径 ②酸化焔 口縁部横撫で、胴～底部撫で後放射状暗文。

1 1 / 6 高さ (2 5) ③明赤褐色 内外面に油煙付着。

第187図 土師器 覆土 口径 ①微砂粒少凪 外面体部箆削り 。内面箆削り？後、横撫で。
PL 52 杯 体部片 底径 ②酸化焔 稜＜ぴれくっきり。

2 高さ (2 5) ③明赤褐色

第187図 土師器 覆土 口径 ①微砂粒少最 脚部下に向かって、箆削り。裾部横撫で。
PL 52 高坪 脚部 底径 (16 0) ②酸化焔 脚裏面左回りに螺旋状輪積み痕栢み上げた

3 尚さ (6 4) ③浅黄橙色 状態で残。（巻き上げ）。

6世紀後半

1区 4号溝
挿図番号

番号
種別 出土位置 計測値

①胎土②焼成③色調 器形技法の特徴 備 考
写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第188図 土師器 覆土 口径 （18 2) ①細・微砂粒多鼠 外面口縁部横撫で、胴部上端斜め箆削り 。
PL 52 甕 口縁～胴部 底径 ②酸化焔 内面口縁部横撫で、胴部上端箆担で。

1 上端 高さ (6 7) ③橙色 ・黒斑

古墳時代後期

第188図 須恵器 覆土 口径 （13 6) ①微砂粒少量 口縁内面に右回転観輯成形痕。口縁部外面
PL 52 壺 口縁部片 底径 ②遠元焔 に波状文。内面回転撫で。

2 l / 4弱 高さ (4 3) ③灰色

第188図 須恵器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少批 外面に 17本の歯を持つ櫛で波紋。 2条の波
PL 52 甕 頸部片 底径 ②還元焔 状紋の間に 1本条線。内面に自然釉付着。（内

3 高さ ③灰色 面回転撫で）。

第188図 須恵器 覆土 口径 ①微砂粒少輩 右回転嵯轄成形。
PL 52 小型壺 肩部破片 底径 ②酸化焔

4 高さ (3 7) ③にぶい赤褐色

古墳時代後期

第188図 須恵器 覆土 口径 ①微砂粒少量 内面に当て具痕。外面に自然釉が厚く付着。
PL 52 平瓶？ 胴部片 底径 ②還元焔

5 高さ (11 9) ③灰オリーブ

第188図 陶器 覆土 口径 ①微砂粒少量 輛輯整形。回転方向不明。内面灰釉。 古瀬戸
PL 52 不明 体部片 底径 ②還元焔

6 高さ (4 1) ③灰白色

第188図 軟質陶器 覆土 口径 （38 6) ①細 ・微砂粒多抽 輔櫨整形。回転撫で。（底部型作り、胴～口
PL 52 焙烙 口縁～底部片 底径（296) ②憔し 縁部巻上げ成型後、輔輯整形）。胴部に左回

7 1/ 4 高さ 7 0 ③黒褐色 転成形痕あり 。内耳部分外側に突出。

中世

第188図 軟質陶器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少贔 観櫨整形。回転撫で。（底部型作り 、胴～口
PL 52 焙烙 胴部片 底径 ②燻し 縁部巻上げ成型後、輛輯整形）。

8 高さ (6 2) ③黒褐色

中世

第188図 （土製品） 覆士 外径 5 0 ①粗 ・細砂粒多晟 図面下方に 2次的な加熱による還元焼成痕
PL 52 羽口 脚部 内径 1 1 ②酸化焔 あり 。図内側上方縦方向に条痕、下方横方， 

縦割り片 高さ (12 0) ③にぶい黄橙色 向に条痕あり 。

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値 石材
特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 重量(g)

第189図 石器 覆土 長さ 13 8 軽石 表面中央に楕円形の凹みが穿たれている。 H r-F P軽石？
PL 52 軽石鉢 幅 10 6 485 表面は磨き面が残る。

10 厚さ 7 0 
凹み 1 1 

第189図 石器 覆土 縦 21 8 粗粒輝石安山岩 全体に荒い竪痕が残る。上面と 下面に全体
PL 52 五輪塔 水輪 幅 21 3 8100 に荒い竪痕が残り、縁から中央に向かって

1 1 厚さ 14 5 全体的に凹む。

中世

第190図 石器 覆土 長さ 27 1 根粒輝石安山岩 全体に荒い繋痕が残る。空輪と風輪の間に
PL 52 五輪塔 空・風輪 幅 15 7 8000 竪跡が残る。

12 庫さ 13 7 

中世
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遺物観察表

1区 5号溝

冒 '：言：：［三：□|内外面口繹，：：ロニ：皮口像部のみ）。

備 考

古墳時代後期

1区 1号掘立柱建物

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第194図 土師器 口縁部下位～ 口径 (12 6) ①粗・細砂粒少贔 外面口縁部下位横撫で、胴部箆削り 。内面 P2から出土

PL 53 杯 胴部 l/ 6 底径(106) ②酸化焔 口縁部横掏て、胴部撫で。

l 高さ (2 0) ③灰褐色

1区 51号ピッ ト

響喜二 言i竺謬土②焼成③色調

冒□□凪

器形 ・技法の特徴

外面口縁部横撫で、胴部上端横箆削り 、胴
部上位斜め箆削り 。内面口縁部横撫で、胴
部上位箆撫で。

備 考

奈良 • 平安時代

1区 53号ピッ ト

冑言［ 詞言 胃ロイ9①胎土②焼成③色調

覆土 口径 (100)①微砂粒少量
天井部～口縁底径 ー ②遠元焔
部 1/ 6 高さ (2 3)③灰黄色

器形 ・技法の特徴

輔櫨整形。外面天井部上位回転箆削り 、天
井部下位～口縁部回転撫で。内面天井部～
口縁部回転撫で。

備 考

8世紀

遺構外

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考

写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第198図 須恵器 毅土 口径 11 9 ①細・微砂粒多量 饒櫨整形。外面口縁～胴部回転撫て、底部

PL 53 坪 口縁～底部 底径 5 l ②酸化焔 撫で。内面口縁～底部回転撫で。
1 4/ 5 高さ 3 9 ③橙色

平安時代後期

第198図 須恵器 覆土 口径 ①細・微砂粒少量 右回転、輔儲整形。外面胴部下位は回転撫で、

PL 53 碗 胴下位～高台 底径 (7 0) ②酸化焔 底部回転糸切 り後高台貼付。内面胴部下位
2 部上位3/4 高さ (1 6) ③明褐灰色 ～底部回転撫で。

第198図 須恵器 毅土 口径 (10 7) ①細 ・微砂粒少屈 右回転、鞘輯整形。外面胴部下位回転撫で、

PL 53 碗 胴下位～高台 底径 6 4 ②還元焔 底部回転糸切り後高台貼付。内面胴部下位
3 部3/4 高さ (3 2) ③にぶい黄橙色 ～底部回転撫で。内外面に湘煙付着。

第198図 陶器 覆七 口径 ①微砂粒少量 右回転輛轄整形。右回転控削りによる高台 瀬戸 ・美濃

PL 53 碗 高台部 底径 4 2 ②還元焔 削り出し。内面黒色鉄釉。天目 。
4 高さ (1 8) ③灰白色

第198図 土師器 覆土 口径 (13 2) ①細 ・微砂粒多屈 内外面口縁部横撫で、胴～底部箆磨き 。

PL 53 小型壺 口縁～底部 底径 ②酸化焔
5 1 / 4 高さ (8 5) ③橙色

第198図 土師器 覆土 口径 (11 5) ①粗 ・細砂粒多量 口縁部横撫で、胴～底部箆削り 。内面口縁

PL 53 小型甕 口縁～底部 底径 4 8 ②酸化焔 部横撫で、胴～底部箆撫で、胴部に輪積痕。
6 1/ 2 高さ 12 8 ③にぶい橙色 外面に油煙付倍、二次炎を受けている。

5世紀後半

第198図 土師器 毅土 口径 （28 5) ①粗・細砂粒多漿 外面口縁部下位撫で胴部縦箆削り 。内面口
PL 53 瑚つし 口縁部下位～ 底径 ②酸化焔 縁部下位揮で、胴部箆撫で、一部輪積痕。

7 胴部中央 l/ 4 高さ ③にぶい橙色

第198図 土師器 覆土 口径 (21 8) ①細 ・微砂粒少醤 外而口縁部横撫で、胴部上位縦箆削り 。内
PL 53 甕 口縁～胴部上 底径 ②酸化焔 面口縁部横撫で、胴部上位箆撫で。

8 位片 高さ （11 3) ③橙色

奈良•平安時代
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城ノ内遺跡

遺構外

挿図番号
番号

種別 出土位置 計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法の特徴 備 考写真図版 器種 残存状態 (cm) 

第198図 土師器 覆土 口径 （14 2) ①細 ・微砂粒少屈 外面胴部下端撫で、底部木葉痕。内面胴部
PL 53 甕 胴部下端～底 底径 (7 0) ②酸化焔 下端～底部箆撫で。， 

部2/3 高さ (3 0) ③淡黄色

第198図 土師器 毅土 口径 ①細 ・微砂粒少罰 底部外面木葉痕。外面胴部下端箆削り、底
PL 53 甕 胴部下端～底 底径 (5 8) ②酸化焔 部木葉痕。胴部下端～底部箆撫で。

10 部1/2 高さ 3 0 ③にぶい橙色

第199図 須恵器 毅士 口径 ①細・微砂粒多屈 右回転輛輯整形。頸部外面に平行条線で区
PL 53 甕 口縁片 底径 ②酸化焔 切り、波状文と斜め条線あり 。

11 高さ (8 3) ③にぶい赤褐色

第199図 須恵器 覆土 口径 ①細 ・微砂粒少屈 左回転鞘輔整形。頸部外面に平行条線で区
PL 53 甕 口縁片 底径 ②酸化焔 切り、波状文あり 。口唇部波状文あり 。断

12 高さ (8 4) ③黄灰色 面内部にぶい橙色。

第199図 土師器 覆土 口径 ①粗 ・細砂粒少址 頸部貼付。外面口縁部下端～胴部中央箆磨
PL 53 対 口縁部下端～ 底径 3 2 ②酸化焔 き、胴部下位箆削り 。内面口縁部下端撫で、

13 底部 高さ (7 0) ③にぶい橙色 胴～底部指撫で。

5世紀前半

第199図 土師器 覆土 口径 ①粗・細砂粒少蜀 頸部貼付。外面頸～胴部箆削り後箆磨き、
PL 53 柑・ 頸部～底部 底径 2 3 ②酸化焔 底部撫で。内面頸部撫で、胴～底部指撫で、

14 高さ (6 4) ③にぶい橙色 一部指頭痕。

5世紀前半

第199図 土師器 毅土 口径 ①粗・細砂粒少紐 頸部貼付。外而胴部上位箆削り後撫で、胴
PL 53 対 頸部～底部 底径 2 6 ②酸化焔 部下位～底部箆削り 。内面胴～底部指撫で、

15 高さ (5 7) ③にぶい橙色 一部指頭痕。

5世紀前半

第199図 土師器 覆土 口径 ①粗・細砂粒少砒 頸部貼付。外面頸～胴部中央箆削 り後箆磨
PL 53 柑 頸部～底部 底径 3 1 ②酸化焔 き、胴部下位～底部箆削り 。内面胴～底部

16 高さ (5 5) ③にぶい橙色 撫で。

5世紀前半

第199図 土師器 毅土 口径 ①粗 ・細砂粒少罹 頸部接合。外面口棟部下位～胴部上端箆削
PL 53 均 口縁部下位～ 底径 2 3 ②酸化焔 り後箆磨き 、胴部中央～底部箆削 り。 内面

17 底部4/5 高さ (5 0) ③にぶい橙色 口縁部指で、胴～底部撫で。

5世紀前半

第 199図 土師器 覆土 口径 (17 9) ①粗・細砂粒少祉 底部及び脚部下位は接合。外面口縁部横撫 裾部の段は上部接合
PL 54 高坪 口縁～脚部 底径 (15 2) ②酸化焔 で、胴～脚部撫で後箆磨き、脚部下端撫で。面を綺麗に横撫で整

18 3/ 4 高さ 16 5 ③にぶい橙色 内面口緑部横撫で、胴～脚部撫で。 形後接合

第199図 土師器 悛土 口径 ①粗・細砂粒少覺 底部と脚部は接合。外面胴～脚部箆削り後
PL 54 高坪 胴～脚部 底径 （120) ②酸化焔 箆磨き、胴部下端撫で。内面胴～底部撫で、

19 3/ 4 高さ (12 0) ③にぶい橙色 脚部箆撫で。

古墳時代前期

第199図 土師器 毅土 口径 ①粗 ・細砂粒少饉 脚部縦箆削り後箆磨き。脚裏絞り目あり 。
PL 54 高坪 坪 ・裾一部欠 底径 (12 2) ②酸化焔 裾部横撫で。

20 損 高さ (11 7) ③橙色

古墳時代前期

第199図 土師器 裂土 口径 ①細 ・微砂粒少饉 底部と脚部接合。外面胴部下位撫で、脚部
PL 54 高坑 胴部下位～ 底径 ②酸化焔 上位箆削り後箆暦き、脚部下端横撫て。内

21 脚部 高さ (7 5) ③橙色 面胴～底部撫で、脚部上位指撫で、脚部下
2/ 3 位撫で、脚部下端横撫で。

古墳時代前期

第199図 土師器 殷土 口径 ①細 ・微砂粒少砒 外面脚部上位撫で後箆磨き 。内面脚部上位
PL 54 高坪 脚部上位 底径 ②酸化焔 指撫で。

22 高さ (8 9) ③橙色

古項時代前期

第199図 土師器 毅土 口径 ①細・微砂粒少批 脚部に 2孔？ 。外面脚部上位箆磨き。内面
PL 54 高坪 脚部上位 底径 ②酸化焔 脚部上位箆撫で。

23 高さ (5 0) ③にぶい橙色

古培時代前期

第199図 土器 毅土 口径 5 7 ①細・微砂粒少祉 輛櫨整形。回転方向不明。口縁部に黒色夕
PL 54 かわらけ ほぼ完形 底径 4 6 ②酸化焔 ール状の付珀物 3ヶ所。底部内面指頭痕、

24 高さ 2 0 ③にぶい橙色 外面圧痕。

中世
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遺物観察表

遺構外

挿図番号
番号

種別
写真図版 器種

第199図 土器
PL 54 

25 
焙烙

第199図 土器
PL 54 焙烙

26 

第200図 須恵器

PL 54 
27 

横瓶

挿図番号
番号

種別

写真図版 器種

第200図 石器

PL 54 石匙
28 

204 

出土位置
残存状態

覆土
胴部片

覆土
胴部片

覆土
口縁～胴部
上位1/2 

出土位置
残存状態

覆土
完形

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法の特徴 備 考

(cm) 

口径 ①細・微砂粒少益 鞘櫨整形。回転撫で。（底部型作り、胴～口
底径 （22 2) ②燻 し 縁部巻上げ成型後、輛輯整形）。
高さ (7 8) ③黒褐色

15世紀

口径 ①細・微砂粒少址 観櫨整形。回転撫で。

底径 ②燻し
高さ (6 7) ③黒褐色

15世紀

口径 12 5 ①粗・細砂粒多量 頸部接合。外面口縁部回転撫で、胴部上位

底径 ②還元焔 櫛目。内面口縁部回転撫で、胴部上位指撫で、
高さ (12 0) ③灰黄色 一部指頭痕。

奈良時代

計測値 石材
特徴 備 考

(cm) 重餓(g)

長さ 6 9 ホルンフェルス
幅 2 4 13 1 
厚さ 1 0 

縄文時代早期
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発行年 月 日 20060131 

作成法 人 ID 21005 

那 便 番 号 377 -8555 

電 話 番 号 0279 -52 -2511 

住 所 群馬県勢多郡北橘村大字下箱田784-2 

遺跡名ふりがな つかばたけいせき

遺 跡 名 塚畑追跡

所在地ふりがな ぐんまけんおおたしおおあざにしほんちょう

遺跡所在地 群馬県太田市大字西本町

市町村コード 10205 

遺 跡 番 号 T -0406 

北緯 (8本測地系 ） 361720 

東経（ H本測地系） 1392206 

北緯（世界測地系） 361731 

東経（世界測地系） 1392154 

調 査 期 間 20010928 -200 II 228 

調 査 面 積 1316 

調 査 原 因 太田駅付近連続立体交差化

種 別 染落

主 な 時 代 古墳 ／奈良 • 平安 ／ 中近世

遺 跡 概 要
也含附ー古瑣ー土器 ／梨落ー奈良 • 平安ー竪穴住居 7 ＋掘立柱建物 1＋柵列 2＋土坑13＋ピット 40＋溝 1-土器＋

鉄器 ／巣浴ー中・近世一溝 2＋井戸 1＋土坑 1ー土器＋陶磁器

特 合uL9 事 項 特になし

遺跡名ふりがな みやうちいせき

遺 跡 名 宮内遺跡

所在地ふりがな ぐんまけんおおたしおおあざほんちょう、はまちょう

遺跡所在地 群馬県太田市大字本町、浜町

市町村コード 10205 

遺 跡 番 号 0381 

北 緯（ H本測 地系 ） 361727 

東経（日本測地系） 1392244 

北緯（世界測地系） 361738 

東経（世界測地系） 1392232 

調 査 期 閥 20000619 -20001231 / 20030203 -20030303 

調 査 面 積 1193 

調 査 原 因 太田駅付近連続立体交差化

種 別 巣落

主 な 時 代 古墳 ／奈良•平安 ／ 中近世

遺 跡 概 要
包含附ー縄文ー縄文土器＋石器 ／渠落ー古墳ー竪穴住居18＋竪穴状迎構 l＋土坑26＋ピット＋土器＋石器 ／梨落一

奈良•平安一掘立柱建物 2 ＋柵列 2 ー土器 ／巣落ー中・近•世ー土坑46＋溝 6- 土器＋陶磁器

特 記 市 項 特になし
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遺跡名ふりがな いなりまえいせき

逍 跡 名 稲荷前辿跡

所在地ふりがな ぐんまけんおおたしおおあざにしほんちょう

遺跡所在地 群馬県太田市大字西本町

市町村コード 10205 

遺 跡 番 号 0382 

北緯（ n本測地系） 361730 

東経（ H本測地系） 1392215 

北緯（世界測地系） 361741 

東経（世界測地系） 1392203 

調 査 期 問 20000701 -20001106 

調 査 面 積 60 

調 査 原 因 太田駅付近連続立体交差化

種 別 媒落

土 な 時 代 古墳 ／奈良 •平安 ／ 中近世

遺 跡 概 要 梨落ー平安ー住居 l＋土器 ／躾洛ー近・枇ー土坑 l＋溝 1-陶磁器

特 記 事 項 特になし

遺跡名ふりがな みしまぎいせき

遺 跡 名 三島木遺跡

所在地ふりがな ぐんまけんおおたしおおあざにしほんちょう

遺跡所在地 群馬県太田市大字西本町

市町村コード 10205 

遺 跡 番 ょU万 0383 

北緯（日本測地系） 361737 

東経（日本測地系） 1392258 

北緯（世界測地系） 361748 

東経（世界測地系） 1392146 

謁 査 期 間 20001101 -20010331 

調 査 面 積 466 

調 査 原 因 太田駅付近連続立体交差化

種 別 梨落

主 な 時 代 古墳 ／奈良•平安 ／中近世

迫 跡 概 要
梨落ー縄文ー土坑 l —縄文上器 ／集落ー奈良•平安ー住居 1 ＋土坑 l ＋溝 3 -土器＋鉄器 ／集落ー中・近世一掘立

柱建物 l＋溝 5+ピットー土器 ＋陶磁器

特 記 事 項 特になし

遺跡名ふりがな じょうのうちいせき

遺 跡 名 城ノ内遺跡

所在地ふりがな ぐんまけんおおたしおおあさおおしままち

遺跡所在地 群馬限太田市大字大島町

市町村コード 10205 

遺 跡 番 -"'ら• 0193 

北綽（日本測地系） 361730 

東経（ R本測地系） 1392253 

北緯 （世界測地系） 361756 

東経（世界測地系） 1392141 

調 査 期 llll 20001101 -20010331 

調 査 面 積 990 

調 査 原 囚 太田駅付近連続立体交差化

種 別 城館

主 な 時 代 古墳 ／奈良•平安 ／中近·肌

遺 跳 概 要
巣落ー古墳ー竪穴住居 4 ＋士坑 28＋溝 l+ ピットー上器＋石器 ／渠落ー奈良•平安ー竪穴住居 2 ＋溝 l ＋ピットー土

器 ／巣落ー中・近世ー掘立杜建物 3＋溝 7＋ピットー土器＋陶磁器＋石製品
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三島木遺跡 l号掘立柱建物 出土遺物
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城ノ内遺跡北側全景 （北から）

一 ―

城ノ内遺跡北側全景 （南から）
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城ノ内遺跡 l区1号住居掘り方全景 （西から） 城ノ内遺跡 l区2号住居掘り方全景 （西から）

城ノ内遺跡 1区3号住居掘り方全景 （西から） 城ノ内遺跡 l区4号住居掘り方全景 （西から）

, __ _ 
城ノ内遺跡 l区5号住居掘り方全景 （西から） 城ノ内遺跡 1区5号住居掘り方全景 （南西から）

城ノ内遺跡 l区5号住居寵掘り方全景 （南から） 城ノ内遺跡 1区5号住居貯蔵穴全景 （西から）
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.....f 

城ノ内遺跡 1区6号住居 ・18号土坑全景 （東から） 城ノ内遺跡 1区3号土坑全景 （南から）

城ノ内遺跡 1区4・5号土坑全景 （南から） 城ノ内遺跡 l区6号土坑遺物出土状況 （西から）

’̀ 

9̀‘ 

9．ーム
城ノ内遺跡 1区9号土坑遺物出土状況 （東から） 城ノ内遺跡 l区9号土坑全景 （北から）

城ノ内遺跡 1区10号土坑遺物出土状況 （北から） 城ノ内遺跡 1区15号土坑全景 （西から）
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城ノ内遺跡 1区18号土坑全景 （東から）

城ノ内遺跡 l区20号土坑（含50号ピット）全景

城ノ内遺跡 2区26号土坑全景

（西から）

（西から）

ぶユ必

城ノ内遺跡 2区29号土坑全景

城ノ内遺跡 l区19号土坑全景

城ノ内遺跡 1区25号土坑全景

城ノ内遺跡 2区27号土坑全景

（北から）

（東から）

（西から）

｛
，
 

プ

y

/

]

1
バ

f

牙
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i
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9

,、

（西から）

t,シ,.
ど

． ．＂誓＇ ’

‘ - 'しー一

・シ 、く ' 9 ..  7 ,. • 9' ,・, ., 't','/,‘ ヘ ・，

城ノ内遺跡 l区30号土坑全景 （西から）
f
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城ノ内遺跡 l区 1号溝全景 （西から） 城ノ内遺跡 1区2号溝全景 （西から）

城ノ 内遺跡 1区3号溝全景 （西から） 城ノ内遺跡 l区4号溝全景 （南から）

城ノ 内遺跡 1区5号溝全景 （西から） 城ノ内遺跡 1区6号溝全景 （西から）

城ノ内遺跡 1区7号溝全景 （北から） 城ノ内遺跡 1区8号溝全景 （西から）
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城ノ内遺跡 1区9号溝全景 （北から） 城ノ内遺跡 1区1号掘立柱建物全景 （北から）

城ノ内遺跡 l区2• 3号掘立柱建物全景 （西から） 城ノ内遺跡 l一区遺構外遺物出土状況 （西から）

‘ 

城ノ内遺跡北側全景 （北から）
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城ノ内遺跡 1区1号住居 出土遺物 城ノ内遺跡 l区2号住居 出土遺物

城ノ内遺跡 l区5号住居 出土遺物（1)
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城ノ内遺跡 1区5号住居 出土遺物（2)

城ノ内遺跡 1区6号住居 出土遺物

城ノ内遺跡 1区6号土坑

心
f
^

ー

城ノ内遺跡 l区9号土坑 出土遺物（ 1)
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城ノ内遺跡 1区9号土坑 出土遺物（ 2)

2
 

2
 

城ノ内遺跡 1区10号土坑 出土遺物(1)

5
 

7
 

8
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城ノ内遺跡 1区10号土坑 出土遺物（2)

，
 

11! 

城ノ内遺跡 1区13号土坑 出土遺物 城ノ内遺跡 l区15号土坑 出土遺物(1)

・
『

｀ 

城ノ内遺跡 l区12号土坑 出土遺物

10 

2
 

5
 

4
 

3
 



城ノ内遺跡 1区15号土坑 出土遺物（2)
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城ノ内遺跡 l区17号土坑 出土遺物

6
 

城ノ内遺跡 l区18号土坑 出土遺物

1/4 6
 

城）内遺跡l区19号土坑 比土遺物

3
 

城ノ内遺跡 1区21号土坑 出土遺物

城ノ内遺跡 1区2号溝 出土遺物

、9日

ー 2
 

3
 

4
 

5
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城ノ内遺跡 l区3号溝 出土遺物 城ノ内遺跡 l区4号溝 出土遺物

- | 
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5
 

7
 

10 
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城ノ内遺跡 1区5号溝 出土遺物 城ノ内遺跡 l区51号ピット 出土遺物
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城ノ内遺跡 1区53号ピット 出土遺物

城ノ内遺跡 1区1号据立柱建物 出土遺物

ー

ー

城ノ内遺跡遺構外 出土遺物(1)
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城ノ内追跡遺構外 出土遺物(2)
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